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第1章

まえがき

1.1　計算機における日本語処理

　　自然言語は人間がもっとも扱いやすい情報伝達手段であり,人間同土の会話に限

らず,人と計算機との開の情報伝達手段としても望ましいものてある｡また,情報を

記録する手段としてももっとも広く使用されており,これまでに数多《の情報資源が

自然言語によって記述･蓄積されている.そうした情報資源の利用や,人間同土のコ

ミュニケーションを支援するため,計算機による自然言語処理の研究が盛んに行われ

てきた｡自然言語処理の基本技術は形態素解析処理,構文解析処理,意味解析処理,

談話解析処理などに分けられ,さらにその応用として機械翻訳,文書処理,音声認識,

対話システムが開発されている.

　　自然言語処理システムを実現する際,日本語のように分かち書きされていない言

語では形態素解析処理が不可欠である｡そのため,これまでに数多《の形態素解析シ

ステムが報告されているが,それらのシステムの多くは,学校文法[橋本48]に基づい

て形態素文法を記述している.学校文法は広く知られた文法であるが,動詞,形容詞,

形容動詞,助動謁といった用言の語形変化を活用という概念で表現しており,その活

用規則は複雑である｡そのため,学校文法を使用した日本語形態素解析システムにお

いては,活用処理のための複雑なルールやアルゴリズムが必要であった[久光94].

　　それに対して,近年,計算機による日本語処理においてBloeh[Blo46]を源流とす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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る音韻論的分析に基づ《文法が注目されている｡学校文法に代表される伝統的な日本

語文法と異なり,音韻論的分析に基づく文法では,動詞の語形変化を語幹と接尾辞の

接続として説明している.日本語が膠着語である点を考慮すると,活用規則を用いな

い音韻論的文法は,日本語の特徴をより捉えていると考えられる｡また,動詞の変形

を取り扱う際に,複粧な活用規則の扱いが不要になることから,単純なアルゴリズム

で日本語を処理できるという利点もある.

　　本論文では,音論的分析に基づく文法のなかでも,助動詞を含めた動詞句全体の

語形変化を体系的に記述することに成功している派生文法[清瀬89]に着目する.派生

文法では,助動詞を勅詞語幹に接続して新たに別の語幹を派生する接尾辞と捉えてい

る.それにより,勅詞語幹に複数の接尾辞が接続する複雑な動詞句も,単純に記述す

ることが可能である｡

　　そこで,本論文では,派生文法を利用することによって,より自然で,より単純

な日本語処理システムの開発を目指す｡具体的には,派生文法に基づいた形態素解析

システムMAJOを作成し,膠着語の性質に着目した日本語処理の有用性を検証する｡

　　さらに,派生文法が日本語の膠着語としての性質に着目していることから,日本

語以外の膠着語の機械処理にも利用可能である考えられる｡そこで,日本語の動詞句

を膠着語の一つであるウイグル語へ翻訳する際に,両言語を派生文法で記述すること

を提案する｡さらに,形態素解析システムMAJOを応用した翻訳システムを作成し,

膠着語の処理における派生文法の有用性についても検証する｡

　　次節以降では,まず,日本語の膠着語としての特徴とそれに着目した日本語文法

について議論する｡次に,形態素解析に関する研究動向を示し,動詞の語形変化をど

のように取り扱っているかについて論じる｡最後に,本論文の内容および構成を示す｡

1.2　膠着語の特徴と日本語文法

　　自然界に存在する言語は,言語学の分野においては膠着語,屈折語,孤立語,輯

合語などに分類され,日本語はその中でも膠着語に属するとされる｡膠着語とは文法
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にかわ

的機能が接尾辞によって表現される言語であり,語幹に接尾辞が膠のように付着

して単語を形成するところから付けられた呼称である｡接尾辞の語幹への付着は機械

的であり,単語の役割が語形変化によって示されることぱない.一方,勁詞が文中で

の機能に従ってその形を変える言語は屈折語と呼ばれる｡例えば,英語は屈析語であ

り,動詞“write回ま“wrote"と語形を変化させることで過去という文法的機能を表現

する｡この語形変化がいわゆる活用である｡膠着語にも音使などの語形変化が存在す

るが,それらは発音を容易にするために起きる現象であり,文法的機能を表現するた

めに変化する活用とは異なる｡

　　しかしながら,屈折語ではない日本語の動詞の語形変化も活用と呼ばれている｡

そもそも日本語における活用とは何であろうか.寺村[寺村84]は,活用を｢一殷的に

は,ネイティヴ･スピーカによって,『同じ一つの語』と意識されるものが,文中で

の使われかたによっていろいろに形をかえる,そのかえかたに一定の規則性が見られ,

その規則性のなかに何らかの類型的意昧が認められる｣ものとしている｡ところが,

日本語においては,ある語が前後とのつながりによって語形を変化させるという現象

は,いわゆる用言の活用に限らず,以下ように名詞にも見られる｡

　　　　　　巾　アメ(雨)一　乙ヱガサ(雨傘)

　　　　　　(2)　ヒト(人)一　タピ竺L(旅人)

　　　　　　(3)ホン(本)-　イッ里七,ニ圭≧,サン里≧じ,……

しかし,このような名詞の語形変化は活用と呼ばれない.時枝[時枝50]はその理由を

　｢全く音声上の変化で,そこには意味というものが関連することがない｣と説明して

いる.つまり,動詞,形容詞,形容動詞,助動詞の語尾変化を括用とし,上述の(1)

~(3)のような名詞の語形変化を活用としないのは,もっぱらそこに意昧との関連が

認められるか否かによると考えられる｡

　　それでは,学校文法における動詞の活用には,どのような意味があるのだろうか｡

動詞｢書ク｣の未然形｢書力｣の意味とは何であろうか｡また,未然形に｢書カ｣｢書

コ｣の二つの形があるのは,意味は同じ｢未然｣でも後に続く語の意昧に依存して形
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が快まるのだろうか｡このように検討すると,日本語の名詞の変形を活用とせず動詞

の変形を活用とする根拠が実は頼りないものであることが分かる｡

　　日本語が膠着語であるという観点から考察すると,動詞の話用と呼ばれる現象も

語幹への接尾辞の付着であり,それに伴なう語形変化は発音を容易にするためのもの

にすぎないと考えることができる｡つまり,日本語において動詞の文法的機能は接尾

辞によって示されており,勁詞の変形,すなわち活用によって示されているのではな

いと考えることができる｡

　　そうした立場から日本語を音韻論的に分析した研究として,Bloch[Blo461の日本

語文法がある｡Bloehは日本語の動詞の変形を音韻単位で分析し,単なる語幹と接尾

辞の接続として説明している｡とくに,動詞を子音動詞と母音動詞の二つに分類し,

そのいずれに接続するかによって接尾辞が交替することを明確にしている｡さらに清

瀬の派生文法[清瀬89□清瀬91][Kiy95]では,助動詞も接尾辞の一種として捉え,助

動詞も含めた動詞句の語形変化全体を一貫したルールを用いて体系的に記述すること

に成功している｡

　　こうした音韻論的分析に基づく文法は,動詞句の語形変化をより少ない規則で簡

潔に記述することができるため,計算機による日本語処理に適していると考えられる｡

そこで,本論文では,こうした音韻論的文法の中でも,もっとも体系的な記述を行っ

ている派生文法を用いて日本語処理を行う｡なお,本論文の中では音韻論的分析に基

づく文法を音韻論的文法と呼称し,学校文法のように恬用を考える従来の文法を伝統

的文法と呼称して区別する｡

1.3　本論文の目的と内容

　　本論文の目的は,日本語の性質に即した,より自然でより単純な日本語処理シス

テムを開発することである｡そのために,日本語の膠着語としての性質に着目した派

生文法を利用する｡派生文法に基づいた日本語形態素解析システムを開発すること,

ならびに,それを評価することにより膠着語の性質に着目した日本語処理の有効性を
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検証する.以下ではまず,これまでの形態素解析システムの研究動向を示し,その後,

本論文の研究内容について述べる｡

1.3.1　形態素解析に関する研究動向

　　これまでに提案された形態素解析システムとして[吉村83]【丸山刈[松本98b]

[松本98a][中村則[久光90川久光94][木谷鯛[宮崎鯛[鷲坂97口多田㈲[サイ剛

などがあるが,いずれも伝統的文法の観点に基づいて勁詞の活用処理が行われている｡

伝統的文法では,五段活用動詞,一段活用勁詞の区分に加えて,丑段活用勁詞の下位

区分として,カ行,が行,サ行,夕行,ナ行,八行,マ行,ラ行,ワ行の8つの活用

型がある｡また,動詞と接尾辞の接続規則も複雑であり,例えば,使役の肋勅詞｢セ

ル｣は,五段活用動詞の未然形にだけ接続するといった細かな規則が存在する｡その

ため,学校文法に基づいて形態素解析処理システムを構築した場合,そうした活用の

処理が大きな問題となる｡とくに,助動詞はその活用と接続規則が複雄であるため,

体系的に取り扱うことが難しくなっている｡

　　形態素解析における恬用形の処理方法については文献[久光94]が詳しい.

文献L久光94]では,従来の手法として,学校文法に基づく活用形展開方式と活用語尾

分離方式に言及し,さらに後に文献[渕95]において活用語尾展開方式と呼ばれる手法

を提案している｡活用形展開方式は,各動詞の活用形をすぺて展開して辞書に登録す

る手法であり,解析効率の点で優れているが,辞書のサイズが大きくなる点で不利で

あるとしている｡また活用語尾分離方式は,活用語尾をそれぞれ一つの形態素として

辞書に登録する手法であるが,活用形を解析する際に,分割数が多くなり,効率の点

で不利であると指摘している.さらに文献[久光94]では,音韻論的手法にも言及し,

Blochの文法をそのまま形態素文法とする手法について,次のように述べている｡こ

の手法は,用言の変形を音韻単位で分解し,単なる語幹と接尾辞の接続として捉える

手法であり,語幹と接尾辞の接続規則が単純である｡しかし,この手法は,音韻単位

で処理する必要があるため,処理効率が落ちること,また,音便形と呼ばれる不規則
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な変化のために,多数の動詞の異形態の登録が必要である点を指摘している｡そこで,

久光らは文献[久光94]で,活用語尾展開方式を提案している.この方式は,音韻論的

分析を基本としながらも,子音動詞語幹の末尾子音を接尾辞の先頭に付加して形態素

とする手法である｡この活用語尾展開方式は活用語尾分離方式に比べて分割数が少な

く,解析効率の点で有利であり,また,辞書に登録する単語の数も活用形展開方式に

比べて少なくてすむと述べている｡

　　しかし,活用形展開方式,活用語尾分離方式,活用語尾展開方式に共通する問題

点として,活用語尾と接尾辞の接続規則が体系的でない点が上げられる｡学校文法に

基づく活用形展開方式と活用語尾分離方式では,肋動詞の活用に対して体系的な規則

が与えられていないため,接続規則が複雑になる｡さらに,恬用語尾分離方式におい

ては,活用語尾と接尾辞の接続規則に加えて,動詞語幹と活用語尾の接続規則も必要

となり,それだけ接続規則が複雑になる｡一方,活用語尾展開方式においては,｢ラ

レ｣｢マス｣などのいわゆる助勧詞の活用を処理するために,より多くの形態素の登

録と接続規則の追加が必要になるはずであるが,文献[久光94]では,この点について

は触れられていない｡また,動詞の活用型によって接続する接尾辞が異なるため,本

来の音韻論的手法に比べると,接続規則が複雑になっている｡

　　こうした伝統的文法に基づく日本語処理の研究に対して,近年,派生文法を利用

した日本語処理の研究[渕95H西野92H三浦97H吉村97]が行われている.

　　文献[渕95]では,派生文法が日本語の動詞変形を体系的に記述できる点に着目し

て,形態素文法を作成している｡派生文法は音韻論的分析に基づいているため,その

ままでは日本語の表記単位である漢宇仮名混じり文に適用できないという問題がある｡

これに対して,文献[渕95]では,動謁語幹末尾の子音と動詞接尾辞の先頭部分を組み

合わせて活用語尾とすることにより,この問題を解決している.その結果,従来の活

用に適合した形で動詞の変形を扱うことが可能となったため,活用の考えに基づいて

作成された形態素解析システムJUMAN[松本98b]を利用している.しかし,動詞に

関しては,語幹に後接する接尾辞の先頭部分の形によって分類された17種の恬用形
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と語幹の末尾のパターンによって分類された16種の活用型1が必要になり,その分だ

け形態素文法は複雑になっている｡

　　文献[西野92]では,派生文法を音韻論的手法のまま利用し,拡張LINGOL[田中77]

を用いて構文解析を行っている｡構文解析に用いる文法は,派生文法を‘‘〈動詞節〉⇒

〈1次語幹〉〈文法接尾辞〉"といった文脈白由文法の形に変形したものである.音韻論的

手法を用いると,動詞の変形は語幹と接尾辞の接続という単純な形で記述できるが,

音便と呼ばれる変形に対しては例外的な処理が必要となる.文献[西野鯛では,音便

変化する動詞の異形態を辞書に登録しているが,末尾子音がs以外の子音動詞すべて

に対して異形態が必要であり,また,異形態に対する文法規則も必要となっている｡

　　文献[三浦97],[吉村97]では,派生文法を使用したこれまでの解析システムが,

その特徴である音韻規則を扱っていない点を指摘し,2レベル規則によって派生文法

の音韻規則を記述し,KIMMO【Kos83｣を拡張することによって,形態素解析システ

ムを実現している｡その結果,異形態の登録を行うことな《形態素解析が可能になっ

ているが,文法規則とは別に,複雑な音韻規則とそれを扱うシステムが必要となって

いる｡

1.3.2　本論文の内容

　　本論文ではまず第一に,日本語の膠着語としての特徴を利用した自然言語処理と

して,派生文法に基づく形態素解析システムを提案する｡1.3j節で述べたように,

これまでの派生文法を利用した形態素解析システムは,その実現において,いずれも

既存の解析システムを利用している｡そのため,システムに合わせて派生文法に変更

を加えており,派生文法の特徴を充分に活かしていないところがあった｡

　　それに対して,本論文では,派生文法を直接的に利用した簡潔な日本語形態素解

析システムの構築について述べる｡派生文法は日本語の生成方法を示した文法であり,

　　1学校文法でいえば,未然形･連用形といった分類が活用形であり,カ行五段･サ行五段といった分

類が活用型である｡
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解析に用いるためには適さない面があった｡特に音使形と呼ぱれる語形変化には特別

な処理が必要である｡本研究では,派生文法を音韻論的手法のまま利用することでそ

の簡潔さを活かしながらも,音便形に対しては,少数の異形態の登録および音素の補

完という例外処理の導人により,動詞の異形態の登録を原則的に不要としている｡そ

の結果,従来の手法と比較して文法規則が簡潔ながらも,同程度の解析精度をもつ形

態素解析システムを実現した｡

　　第二に,派生文法に基づ《日本語-ウイグル語機械翻訳における動詞句生成につ

いて述べる｡ウイグル語は日本語と同じく膠着語に属する言語である｡派生文法が日

本語の膠着語としての性質に着目していることから,同じ膠着語であるウイグル語も

派生文法で記述可能と考えられる｡そこで,日本語-ウイグル語機械翻訳に派生文法

を導入することで,両言語の類似点を明確にした翻訳が可能になることを示す｡日本

語とウイグル語とは構文的類似性が高く,形態素解析結果をそのまま逐語訳する単語

直接方式である程度の翻訳が可能となる｡しかし,従来の研究では,日本語は活用す

るがウイグル語は活用しないとされてきたため,動詞句の翻訳における活用の処理が

問題であった｡本論文では,派生文法を用いることによって日本語の活用処理を不要

とすると同時に,原言語である日本語と目標言語であるウイグル語の双方を同じ文法

で記述することによって,両言語開の形態論的類似性を明確にしている｡その結果,

単純でかつ精度の高い動詞句の翻訳を実現できた｡特に,複数の接尾辞からなる複雑

な動詞句に対しても,語幹と接尾辞をそれそれ対応する訳語に置き換えることで翻訳

可能である｡

1.4　本論文の構成

　　本論文の構成は以下の通りである｡

　　本章につづく第2章では,本論文の内容を展開する準備として,日本語文法につ

いて,動詞の恬用の扱い方を中心に簡単に説明する｡まず,伝統的文法の中から,もっ

とも広《知られている学校文法について説明し,その問題点を指摘し,音韻論的文法
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の中から,Bloeh,寺村の文法および清瀬の派生文法について比較しながら説明する｡

　　第3章では,派生文法に基づいて本研究で開発した日本語形態素解析システム

MAJOについて述べる｡まず,従凍の日本語形態素解析システムにおいて動詞の活用

の取り扱いが問題となることを示し,その問題を解消するために派生文法を利用する

ことを提案する｡さらに,派生文法に基づく形態素解析システムMAJOの実現につ

いて述べる｡派生文法は文生成の立場にたった文法であり,形態素解析に使用するに

はいくつかの問題がある｡音韻論的分析では,活用を考慮する必要がなく,勣詞と接

尾辞の接続だけで勁詞の変形を説明できるが,音便形と呼ばれる語形変化には特別な

処理が必要である.MAJOでは,後方からの解析および子音の補完という方法によ

り,形態素文法の単純さと辞書に登録する単語を少なくしたままこの音便形を処理す

る方法を実現する｡また,語幹末尾が子音wで終わる動詞の扱いや,不規則動詞の扱

いにも言及する｡さらにMAJOの特徴を,これまでに提案された他の形態素解析シ

ステムと比較しながら論じる｡また,EDRコーパスを用いた形態素解析実験を通じ

て,MAJOの性能評価とその問題点についても論じる｡

　　第4章では,日本語-ウイグル語機械翻訳における動詞句の生成に対する派生文

法の利用について示す｡まず,日本語-ウイグル語機械翻訳における派生文法の有用

性について論じ,派生文法を利用した逐語訳翻訳について述べる｡さらに,単純な逐

語訳翻訳では不自然な翻訳を生成する問題について例を挙げて説明するとともに,そ

の解決手段として前後の単語情報を利用する訳語置換表を提案する｡また,実験によ

りその翻訳精度を検証し,派生文法を利用することで動詞句の自然な逐語訳が可能に

なることを示す｡

　　第5章では,可視化による形態素解析支援システムについて述べる｡まず,可視

化システムの開発の意義と目標について述べ,作成した可視化システムについて述ペ

る.さらに,この可視化システムを応用することで,日本語-ウイグル語機械翻訳に

おける訳語選択にも応用可能であることを示す｡

　　最後に第6章で本論文のまとめと,残された課題,将来への展望について述べる｡
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采2早

日本語文法概説

本章では,これまでに提案されてきた日本語文法について,いわゆる勁詞の活用をど

の様に扱っているかに焦点を当てて簡単に論じる｡これまでに数多くの日本諮文法が

提案されてきており,それらにはかなりの共通点がある一方で,それぞれ細かな相違

点がある｡しかし,対象とする言語は同じであるのだから,名称は違っても実質的に

は同じような分析が得られるのは当然である.本論文では,そうした文法の細かな違

いをいちいち吟味するのではなく,日本語文法を国語学の伝統的な流れを組な文法と

音韻論的解釈の流れを組む文法に分け,前者の代表として学校文法[橋本州を,後者

の代表としてBloch[Blo46][Blo751,寺村[寺村84],清瀬[清瀬91][清瀬89HKiy95]の

文法を動詞の活用の扱いに焦点を当てて比較･検討する｡

　　なお,本論文は日本語の機械処理において利用する場合にどの文法が合理的であ

るかに注目しており,日本語文法としていずれが優れているかを論じるものではない｡

2.1　学校文法

　　学校文法は,その名の示す通り小学校,中学校で教えられている文法であり,動

詞の活用を表2.1のような活用表で表す｡この活用表については,多くの学者などか

ら様々な問題点が指摘されているが,本章では音韻論的文法との比較を行うのが目的

であるから,以下の2点について指摘するにとどめる｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
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表2士学校文法の活用表

第2章日本語文法概説

活用の種類 五段 上一段 下一段 力変 サ変

語例 書く　歌う 見る　起きる 出る　食べる 来る する　信じる

語幹 か　　うた ○　　　お ○　　　た ○ ○　　信

活

未然形
か　　わ

　　お
み　　　き で　　　べ

j賢

｡ し　　　じ

連用形
き　　い

　　っ

み　　　き で　　　べ き し　　　じ

終止形 《　　う みる　　きる てる　　べる くる する　　じる

連体形 く　　う みる　　きる でる　　べる くる する　　じる

仮定形 け　　え みれ　　きれ でれ　　べれ くれ すれ　　じれ

命令形 け　　え
みろ　　きろ

みよ)(きよ)

でろ　　べろ

でよ)(べよ)

こい

　しろ　　じろ

しよ)(じよ)



2.L学校文法

巾｢語幹』の定義と実際に ｢語幹｣として示される部分が一致しない

(2)文語文法の枠に固執した,現代語には適さない区別がある.

13

　　(1戸こついて,｢語幹｣とは｢形の変わらない部分｣であると定義されているが,

実際に活用表2ぷこおいて｢語幹｣として示されている形はそうではない｡一段動詞

　｢見ル｣｢起キル』などでは,｢形の変わらない部分｣はそれそれ｢見｣｢起キ｣で

あることは明らかである｡しかし,学校文法においては,｢起キル｣の詰幹は｢起｣

であり,｢見ル｣の場合には｢語幹のない勁詞』という不自然な説明をしている｡ま

た,五段動詞の場合でも,音韻論的に考えれば｢書ク｣の｢変わらない部分｣は

　｢kak-｣であり｢ka-｣ではないことが分かる｡

　　(2)についてはまず,上一段と下一段の区別が挙げられる.上述のように,｢起キ

ル｣｢食ベル｣の語幹を,それぞれ不変化部分｢起キ｣｢汝べ｣と考えた場合,その

活用変化はまったく同じであり,区別する理由は存在しない.また,連体形と終止形

の区別も,現代語文法では不要であると考えられる.なぜなら現代語においては勅詞

および形容詞については,連体形と終止形は同形だからである1.もし,同じ形であっ

ても文中での使い方が違うから,別の形にする必要があるというのであれば,未然形

や連用形の場合,文中での使い方に加え,その形も異なるのであるから,もっと細か

く区別する必要がある｡

　　以上のように検討すると,現在の初等･中等教育で教えられている学校文法には

いくつかの矛盾点が見られることが分かる.そのため,多くの日本語学者から学校文

法に代わる種々の文法が提案されているが,ここでは,活用を音韻論的立場に立って

論じた文法について次節で要約して紹介する｡これらは,本論文で論じる派生文法に

基づく日本語処理システムの研究の準備としての役割を果す.

1現代語においては｢形容動詞｣という品詞を認めた場合,それだけが連体形と終止形が異なる｡い

わゆる｢形容勤謁｣をどう扱うかも各文法によって,それぞれ異なるがここでは触れない
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表2.2:　Blochの活用表

第2章日本語文法概説

助詞の種類 子音動詞 母音動詞

語幹 kak- tabe-

　　　　　　　　　非過去(Non-past)
説(lndicative)

　　　　　　　　過去(Past)

-U

ta

-rU

ta

推量(Presumptive)　非過去(Non-past)

　　　　　　　　過去(Past)

-OO

taroo

-yoo

taroo

命令(lmperative) -e -ro

　　　　　　　　与件(Provisional)
説(Hypothetiea1)

　　　　　　　条件(Conditional)

-eba

tara

-reba

tara

　　　　　　　　　　選択(Alternative)

詞(P゛ticip旨I)　　動名詞(Gerund)

　　　　　　　　　不定詞(lnnnitive)

-1

te

tari

-φ

te

tari

注:φぱ対応する音素が存在しないことを示している

2.2　音韻論的文法

2.2.1　Blochの文法

　　Bernard　Blochはアメリカの構造言語学者であり,彼が1946年に提案した活用論

[Blo46]が,日本語の音韻論分析の嘆矢であるとされる.　Blochは活用を表2.2に示さ

れてる直説･非過去,直説･過去,推量･非過去,推量･過去,命令,与件,条件,

選択,不定詞,動名詞の10個の範躊2に分類している｡このうち,直説･過去,推量･

過去,条件,選択,動名謁の5つに対する接続語尾はすべて｢t｣の音素ではじまるこ

とから閉鎖音語尾と呼ばれ,それ以外の5つの接続語尾と区別される｡また,動詞は

2日本語の名称は【Blo751での訳語に従った
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語幹が母音で終わる母音動詞と語幹が子音で終わる子音動詞に分類されている｡閉鎖

音語尾以外の語尾は,接続する動謁が母音勁詞か子音動詞かによって,その形を変え

る｡一方,閉鎖音語尾はどの動詞に接続する場合でも形は同じであり変化しない3.た

だし,子音動詞の語幹に接続する場合には子音勅詞の語幹の形が変化する｡この変化

した語幹は変化する前の語幹より1音節長いので変化した後の語幹を長語幹,変化す

る前の語幹を短語幹と呼ぶ｡短語幹は表2ぷこある語幹の形であり,長語幹はいわゆ

る音使形である｡例えば動詞｢書ク｣の場合には,｢kak-｣が短語幹であり,｢kai,｣

が長語幹である｡このように,Blochの文法では,閉鎖音語尾が接続する場合には語

幹が,それ以外の語尾が接続する場合には語尾が形を変えるとしている｡

　　また,Blochの文法では,｢書カナイ｣などの動詞の打消の形を｢否定形容詞｣

という動詞から派生された下位類としている｡否定形容詞は単純形と派生形の二つの

語幹をもつ｡単純形は動詞の語幹と同じ形であり,この語幹には推量･非過去の場合

に｢-mai｣が,不定詞の場合に｢-zu｣が接続する｡それ以外の範躊は,同形の形容詞

に接続するのと同じ語尾が,派生形の語幹に接続する,派生形の語幹は,勁詞の語幹

に子音動詞の場合は｢-ana-｣が,母音動詞の場合には｢-na-｣が接続したものである｡

このようにすると,例えば,｢書ク｣｢食ベル｣の場合は,それぞれ｢kakanE｣

rtabena･-』が派生形の語幹ということになる.

2.2.2　寺村の文法

　寺村[寺村84]は,表2,3に示す活用表を提案している.動詞の語尾を基本語尾と

夕系語尾の二つに分けており,夕系語尾ぱBlochの文法のおける閉鎖音語尾に相当す

る｡基本語尾が子音動詞に接続する場合と母音動詞に接続する場合で語尾の形が異な

るが,それらはそれぞれ異形態であるとしている｡また助動詞にも異形態があるとし

ており,使役を表す助動詞は,子音動詞に接続する場合には｢-ase-｣,母音動詞に接

続する場合には｢-sase-｣となるが,両者は異形態である｡Blochでは動詞の下位類

3子音動詞の一部に接続する場合に｢t｣が｢d｣になるという例外がある
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表2.3:寺村の活用表

第2章日本語文法概説

ムード

基本語尾 夕系語尾

子音動詞　母音助詞　　　　　通称 子音動詞　　　母音動詞　　　　　通称

確言 -u　　　　　　-ru　　　　　　　(基本形)-ta~-da　　　　-ta　　　(過去形)

概言 -ou　　　-you　(推量意向形) -tarou~-darou　-tarou　(過去推量形)

命令 -e　　　　-ro　　　　(命令形) -

条件 -eba　-reba　　(レバ形) -tara~-dara　　-tara　　　(タラ形)

保留 -i　　　　-ゆ　　　　(連用形)

　　　　　-

　-te~-de　　　　-te　　　　　(テ形)

tari~-dari　　　-tari　　　(タリ形)

とされていた打消の形も否定の助動詞｢-ana｡｣もしくは｢-na-｣が語幹に接続して形

成されるとしている｡なお,｢-ana,｣と｢-na-｣はそれそれ異形態である｡使役と否

定の助動詞の他,受身の助動詞なども語幹に直接接続する｡一方,丁寧の肋動詞

　｢,mas-』は動詞語幹にではなく,助詞の連用形に接続する｡

2.2.3　清瀬の派生文法

　　清瀬は動詞の語尾と助動詞をすべて接尾辞として扱い,動謁の活用という考え方

を排除している｡清瀬の文法に従った接尾辞の分類を表2.4に示す｡派生接尾辞ぱ新

たな語幹を派生する接尾辞であり,いわゆる助動謁に相当する｡統語接尾辞は語幹を

派生しない接尾辞であり,動詞に複数の接尾辞が接続する場合には,統語接尾辞が最

後に接続するバ青瀬は動謁の語幹を末尾の音素によって子音幹と母音幹に分類し,語

幹よって接尾辞の形が交替する現象を次の2つの規則で表現している｡

接続規則1:遵結子音を持つ動詞接尾辞が子音幹に接続する場合,連結子音が欠落す

　　　る｡

接続規則2:連結母音を持つ動詞接尾辞が母音幹に接続する場合,連結母音が欠落す

　　　る｡
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表2才清瀬の派生文法における接尾辞

接尾辞の種類 役割 後足辞
用例

子音幹 母音幹

派生後尾辞

使役

身

寧

能

定

望

ぺs)ase-

r)are-

(i)mas-

(r)e-

(a)na一

(i)tE

kak,ase-

ak-are-

akjmas-

&k-e,

ak-ana-

ak-it訃

tabか,sおe,

abe,rare-

ab{?-mas-

abe-na,

abe-t訃

綺語接尾辞

非完了･終止

了･終止

順接

了

仮定条件

放条件

下条件

定

-(r)u

(i)ta

-(i)

(i)te

(r)eba

-(r)uto

-(i)teha

-(a)zu

kak-u

aφ-ita

ak-i

a慨ite

kak-eba

ak-uto

kak-iteha

ak-azu

tabe-ru

abe-ta

abe-

abe-te

abe-reba

tabe,ruto

abe-teha

tabe-zu

17
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　　表2.4の接尾辞において括弧内の子音と母音がそれぞれ連結子音,連結母音であ

る｡

　　Blochの文法および寺村の文法と比較した場合,まずBlochが閉鎖音語尾と呼び,

寺村が夕形語尾と呼ぶ音素｢t｣で始まる接尾辞の扱いが異なる｡Blochおよび寺村

の文法では,これらの語尾は子音動詞に接続する場合も母音動詞に接続する場合も同

じ形であるとしているが,清瀬の文法では,これらの接尾辞は｢t｣ではな《｢(i)t｣

で始まるとしている.先頭の｢(i)｣は連結母音であり,母音動詞に接続する場合には

接続規則2により欠落する.また,Bloehの文法で否定形容詞とされていた打消の形

についても,派生接尾辞｢-(a)na-｣で表現しており,これは寺村と同じである｡

　　寺村の文法と比較した場合,清瀬の文法では,助動詞に相当する派生接尾辞の取

り扱いが簡単になっている｡先に述ぺたように,寺村の文法では,使役の｢-sase-｣

　｢-8e-｣を語幹に直接接続する接尾辞の異形態であるとしているが,清瀬はこれを連

結母音･連結子音の欠落という規則で扱うことを可能としている｡また,寺村は丁寧

の｢-mas-｣に関しては,連用形に接続するとしているが,清瀬はこれを｢-(i)mas-｣

という派生接尾辞で説明している｡このことから,寺村の文法にあった動詞語幹に接

続する助動詞と連用形に接続する助動詞といった区別が不要になっている｡その結果,

清瀬の文法では連結子音および連結母音の欠落規則によって,助動詞を含めた動詞句

の変形を体系的に記述可能としている｡なお,カ変動詞などの不規則動詞の扱いや音

便形の扱いなどの派生文法での扱いの詳細については,3.2節において述べる.



第3章

派生文法に基づ《日本語形態素解析

3.1　はじめに

　　日本語の形態素解析処理システムの実現において,考慮すべき重要な点ぱ,形態

素文法の構成,特に用言の語形変化の取り扱いである｡

　　従来の多くの文法では,活用という考え方で用言の語形変化を説明している｡例

えば,学校文法では,｢書力｣はカ行五段活用動詞｢書ク｣の未然形とされ,否定の

肋動詞｢ナイ｣や使役の助動詞｢セル｣が接続するとされる｡動詞は活用の仕方によっ

て,五段活用動詞,一段活用動詞の2種類に分類され,五段活用動詞は,さらに力行,

ガ行,サ行,夕行,ナ行,八行,マ行,ラ行,ワ行の8つの活用型に細分される｡そ

のため,学校文法に基づいて形態素解析処理システムを構築した場合,それらの活用

の処理が必要となる｡とくに,助動詞はその活用が複雑であるため,体系的に取り扱

うことが難しくなっている｡

　　そこで近年,形態素解析に使用する文法として,Bloch[Blo46]を源流とする音韻

論的分析に基づく文法が注目されている｡Blochは日本語の動詞の変形を音韻単位で

分析し,語幹と接尾辞の接続で説明している.とくに,動詞語幹の末尾が子音である

か,母音であるかによって,接続する接尾辞が決まることを示しており,その結果,

動詞は子音動詞と母音動詞の二つに分類され,活用型による動詞の細分ぱ不要とされ

ている.また,Blochの文法を発展させた寺村[寺村84]は,助動詞も接尾辞の一種と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
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して捉え,子音動詞に接続する接尾辞と母音動詞に接続する接尾辞を,互いに異形態

の関係にあるものとして捉えている｡

　　本研究では,こうした音韻論的分析に基づく文法の一つである,清瀬の派生文法

[清瀬89][清瀬9巾こ着目する.派生文法は2.2.3節で示したように,Blochや寺村の

文法と比較して,より簡潔な文法規則で動詞の変形を記述することに成功している｡

その結果,助勁詞も含めた用言の変形を,語幹と接尾辞の接続として体系的に記述す

ることを可能としている.

　　L3ユ節て述べたように,これまでにも派生文法に基づいた日本語処理についてい

くつか提案されているが,それらでは,形態素解析の実現に既存の解析システムを利

用しているため,派生文法の簡潔さを充分に活かしていないところがある｡例えば,

文献[渕95]では,派生文法を日本語の文宇表記に適用できるように変更し,形態素解

析システムJUMAN[松本98blで利用可能な形にして形態素解析を行っている.しか

し,JUMANは活用に基づ《処理を行っているため,文献[渕95]でも,動詞に関し

て17種の活用形と16種の活用型が必要になり,本来は活用処理を必要としない派生

文法に比べて形態素文法が複雑になっている｡

　　それに対して,本章では,派生文法を直接的に利用した簡潔な日本語形態素解析

システムの構築について述べる｡ここで簡潔さは,システムの簡潔さと文法の簡潔さ

に分けられるが,一般に両者の間にはトレードオフがある｡例えば,動詞の語幹,語

尾,異形態のすべてを辞書に登録すると,用言に対する恬用処理が不要となり,シス

テムが簡潔になるが,その代りに形態素文法が複雑になり,また,辞書のサイズも大

きくなる｡一方,音便や不規則動詞などの音韻変化に対して例外処理を導入すると,

異形態の登録が不要となり,辞書のサイズが小さくなるが,その分だけシステムが複

雑になる｡

　　そこで,本論文では派生文法を用いて,用言の活用処理を行わないですみ,かつ,

形態素文法も簡潔になる形態素解析システムを提案する.文献[渕95]では,派生文法

を日本語の文字表記に適用できるように変更していたが,本論文で提案する手法では,
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派生文法の簡使さを活かすため,日本語を音素単位に分解する音韻論的解析を行う｡

ただし,音便形に対しては,少数の異形態の登録および音素の補完という例外処理の

導入により,従来の音韻論的解析で必要てあった動詞の異形態の登録を,原則的に不

要としている｡例外処理の分だけシステムが複雑となるが,従来の手法と比較して文

法規則が簡潔なものとなった｡この手法を計算機上に実現した形態素解析システム

MAJOは,EDRコーパスを用いた実験で,98j%の形態素に正しい品詞を付与でき

た｡これは,従来の形態素解析システムに匹敵する解析精度である｡

　　本章は,形態素解析システムMAJOの構築について,その特徴である動詞部分の

解析を中心に述べる｡以下ては,次の32節で派生文法について紹介し,3.3節では,

派生文法に基づいて作成したMAJOの形態素文法について述べる｡3.4節では,派生

文法を実際に形態素解析に適用する際の問題点を指摘し,MAJOでそれらをどのよ

うに解決したか,その方法を示す｡3.5節では,MAJOの特徴を既存の形態素解析シ

ステムと比較して論じ,3.6節では,EDRコーパスを用いた性能評価について述ベ

る｡3.7節は本章のまとめである｡

3.2　派生文法

　　日本語は言語の分類において膠着語であるとされている｡膠着語とは,文法的機

能を表す接尾辞が実質的観念を表す語幹に結合することによって単語を形成するとい

う性質をもつ言語の総称である｡活用は屈折の一種であるから,日本語の用言が活用

するということは,日本語は膠着語であるにもかかわらず用言に関しては屈折語的特

微を持つ言語である,ということになる｡それに対して,活用を前提とせず,日本語

の用言の変形も,語幹への接尾辞の接続という形で記述可能とする派生文法[清瀬鯛

|清瀬91HKiy95]が提案されている.派生文法による日本語の記述を,その特徴がよ

《表れる動詞句の形成部分を中心に以下に論じる｡
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3.2.1　達結子音と連結母音

　　動詞の不変化部分を語幹と呼ぶ｡一段活用動詞の場合,例えば｢見ル』｢食ベル｣

は,不変化の部分｢見｣｢食べ｣が語幹であり,それらから知られるように,一段活

用勣詞の語幹はその末尾が母音iか母音eである｡このように,母音で終わる語幹を

母音幹と呼ぷ｡一方,五段活用動詞｢書ク｣‘‘kak,u''の場合は,音韻論的に考えれば,

“㎞k"が不変化部分,すなわち語幹である｡また,｢買ウ｣“ka-u"のようなワ行五段

活用動詞の場合には‘‘kaw''を語幹とする｡このように,すべての五段活用動詞の語幹

は,その末尾が子音であるので子音幹と呼ぶ｡また,母音幹と子音幹を合わせて動詞

幹と呼び,動詞幹に接続する接尾辞を動詞接尾辞と呼ぶ｡

　　派生文法においては,動詞の変形は動詞幹にいくつかの接尾辞が接続したものと

して考える｡そのため学校文法におけるほとんどの活用語尾や助詞,助動詞を接尾辞

として扱う｡それらと学校文法における活用の形との対応を表3玉こ示す｡

　　ここで,終止形“tabe-ru"　,“hk-u"の接尾辞はそれそれ“-�≒“-♂である｡派

生文法ではそれらをまとめてゾr)u"と表記する.子音rの有無は語幹の末尾に依存

して決まる｡例えば,語幹“kak-リこ接尾辞“-ru"が接続した場合,子音の連続を避け

るために,接尾辞の先頭の子音rが欠落する｡そのような子音を連結子音と呼ぶ｡

　　一方,派生文法では表3玉こ示すように,｢書カナイ｣｢食ペナイ｣をそれそれ

“kak-ana-i"　,“tabe-nEi"と解析する｡ここで,否定を表す接尾辞をまとめて

“-(a)nジと表す.先頭の母音aは母音が連続する場合に欠落し,そのような母音を連

結母音と呼ぶ｡

　　以上から,派生文法においては,動詞幹と動詞接尾辞の接続は以下の2つの規則

にまとめられる｡

接続規則1:連結子音を持つ動詞接尾辞が子音幹に接続する場合,連結子音が欠落す

　　　る｡

接続規則2:連結母音を持つ動詞接尾辞が母音幹に接続する場合,連結母音が欠落す

　　　る｡
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表3土動詞幹と動詞接尾辞の接続例

活用形 子音幹の例　母音幹の例　接尾辞

未然形

用形

止形

体形

定形

令形

kak-ana-i　　　tabe-na,-i　　　　ぺa)na,-i

kEtk-are-ru　tabe-rare-ru　ぺr)areぺr)u

ak-ase-ru　tabe-sase-ru　-(s)おeぺr)u

ka,k-ou　　　　　tabe-you　　　　-(y)ou

kak-imas-u　tabe-mas-u　-(i)mas-(r)u

kaφita　　　tabe-ta　　　　-(i)ta

kak-u　　　　　　tabe-ru　　　　　　-(r)u

kak,u　　　　　　tabe-ru　　　　　　-(r)u

kak-eba　　　　tabe-reba　　　　-(r)eba

ak-e　　　　　tabe-ro　　　　　-e　/　-ro,-yo

kak-una　　　　tabe-runa　　　-(r)una
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3.2.2　統語接尾辞と派生接尾辞

　　前節の否定の接尾辞“-(a)na一月ま,｢書カナカッタ｣“kak-ana-kat�'のように,

後方に他の接尾辞が接続可能である｡このことは,動詞語幹に接尾辞が接続すること

によって,新たな語幹が派生したと考えられる｡そのような接尾辞を派生接尾辞と呼

ぷ.派生接尾辞には他に‘‘-(r)are-"　,‘‘-(s)ase-",“-(i)mas-",“-(i)ta｡"などがあり,

それぞれ受身･可能･尊敬,使役,丁寧,希望の意義を表している.

　　派生接尾辞に対して,新たな語幹を派生しない接尾辞を統語接尾辞と呼ぶ｡前節

の“-(r)u"はその例である.統語接尾辞は動詞形の形成の役割を果たす｡ここで動詞

形とは終止形,連体形,連用形,命令形の四形のことであるi｡動詞幹に複数の接尾辞

が接続する場合には,統語接尾辞が最後に接続する｡

1名称は同じであるが,学校文法の活用形とは異なる｡
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表3.2:動詞の音便形

語幹末子音 音便形 語例 備考

-k-(i)ta -φ　-ita 聞いた イ音便

-g　-(i)ta -φ　-ida 泳いだ イ音便十連濁

-r　-(1)ta

-t　-(i)ta

w　-(i)ta

-t　-ゆta

切った

立った

った

促音便

-b　-(1)ta

-n　-(i)ta

m　-(i)ta

-n'-φda

飛んだ

んだ

読んだ

撥音便十連濁

ik　-(i)ta it　禎ta 行った 例外

-s　-(i)ta -s　　-ita 貸した 音使変化なし

3.2.3　音便形

　　完了の統語接尾辞ゾ1)ta''が子音幹に接続する場合は,接続規則1の例外となる｡

例えば,｢聞ク｣‘‘kik-u"の語幹‘‘kik-リこ接尾辞‘!(i)ta''が接続する場合,接続規則

1に従えば｢聞キタ｣“kik-ita"となるが,実際には末尾子音kが欠落して｢聞イタ｣

“ki-ita"となる｡これは音便と呼ばれる特別な語形変化であり,s以外の末尾子音を

もつ子音幹において起こる｡その変化は表3ぷこ示すように,末尾子音に依存する｡

なお,表中のφは零記号で,接続によって引こ対応する音素が欠落したことを表して

いる.

　　動詞｢行ク｣‘‘ik-u"の音便形は,この規則のさらに例外である｡表3ぷこ従えぱ,

末尾子音kが欠落して｢行イタ』‘‘iゆ-ita"となるが,実際には末尾子音kがtに変化

し,『行ツタ｣“it-φta"となる｡

　　音便形を形成する接尾辞は-(1)t-で始まる統語接尾辞だけであり,‘!(i)ta7'のほか
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にはゾ1)te≒ゾi)taraフ≒ゾi)temo"などがある.なお,希望の派生接尾辞

“-(i)ta一川ま-(i)t-で始まるが音便形を形成しない.

3.2.4　形伏動詞

　　派生文法においては,学校文法での形容詞は動詞の一種として扱われ,形状動詞

と呼ばれる｡形状動詞においても活用を考える必要はない｡例えば,,｢寒イ｣“samui"

は形状動詞幹“samu一勺こ形状勅詞接尾辞“ギが接続したものである｡

　　勁詞接尾辞と同様に,形状動詞接尾辞にも統語接尾辞と派生接尾辞が存在する｡

前述の“-i"は終止形を形成する統語接尾辞である｡また,｢寒ガル｣‰tmu,gar,u勺こ

おける“-gar一月ま形状勁詞幹に接続する派生接尾辞であり,子音幹を派生する.一方,

否定の派生接尾辞`㈲nがと希望の派生接尾辞t(i)tジは勁詞幹に接続して形状勁

詞幹を派生する.例えば｢書カナイ｣“kak-ana-i"では,動詞“kak-"の語幹に派生接

尾辞“-(a)nay'が接続することによって形状動詞幹が派生され,その後に形状勁詞接

尾辞“-i"が接続している｡

　　さらに,形状動詞においても音使変化を起こす場合がある｡“gozar-"は形状勁詞

接尾辞“-ku"の後に接続して丁寧の意義を表す補肋動詞であるが,この場合は常に表

3ぷこ示すような音使変化を起こす｡例えば,“taka-kuリこ“gozar,"が接続する場合

には“taka-ku"が“takou"と変化し,｢タコウゴザル｣“takotトgozar-u"となる.

3.2.5　不規則動詞

　　動詞語幹への接尾辞の接続規則には,若干の例外が存在する｡学校文法における

カ行変格活用動詞｢来ル｣とサ行変格活用動詞｢スル』はそれぞれ例外の一つであり,

不規則動詞と呼ばれる｡派生文法では,不規則動詞は複数の語幹をもつ動詞であると

される｡｢来ル｣は“kcト",“kク,“ku-"の三つ,｢スル｣は“seJ　,“s-"　,“si-"　,

“su-"の四つの語幹をもち,以下の規則3.1~3.4により接尾辞と接続する｡
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表3.3:形状動詞の音便形

末尾母音　　　音便形 語例

-a十ku　→　　ou

1十ku　　→　　yuu

u十ku　→　　uu

o+ku　→　　ou

小さい　→　小そう

きい　→　大きゅう

明るい　→　明るう

い　　≒　広う

注:語幹末尾に母音eを持つ形状動詞は存在しない

接続規則3.1:川li)ta"などの連結母音iを持つ接尾辞や,ゾu)mai"などの連結母音

　　　uを持つ接尾辞は,語幹“k几“s-"に接続する｡

接続規則3.2:　“-(r)u"　,“-(r)eba"など連結子音rを持つ接尾辞は,語幹“ku-≒

　　“su-Nこ接続する

接続規則3.3　:　否定の派生接尾辞“-(a)nがと命令形の派生接尾辞troNま,語幹

　　　“si-"に接続する｡

接続規則3.4:上記以外の接尾辞は,語幹“ko-"　,“se-リこ接続する｡

　　この他にも不規則な接続をするいくつかの動詞がある｡動作主に対する話者の敬

意を示す尊敬語の動詞｢仰ル｣‘‘ossyar-u"にt(i)masj'などのiで始まる接尾辞が接

続するとき,語幹末尾のrが欠落し,｢仰イマス｣‘‘ossyaφ-imas-u"という形を取る

場合がある2.そのような動詞は,派生文法では変則動詞と呼ばれる｡また,｢アル｣

“ar-u"は子音幹動詞であるが,否定の接尾辞“-(a)na-"は接続しない｡さらに,前述

の｢行ク｣も音便変化において不規則な変化をする動詞である｡

2音便変化を起こすt(i)ta"の場合には音便変化が優先される｡
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3.3　形態素解析システムMAJOiの品詞体系
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　　前節で述べた派生文法に基づいて,日本語形態丿裴解析システムMAJO(Morphologieal

Analyzer　of　Japanese　based　Qn　derivational　grammar)を構築した.　MAJOは派

生文法がもつ簡潔さを活かすために,入力文を音韻単位で解析する｡そのため,入力

文として漢宇仮名混じり文が与えられた場合,MAJOはその平仮名の部分を自勁的

に日本式ローマ字表記3に変換して解析する｡本節では,派生文法に基づいて構築した

MAJOの形態素文法について述べる.MAJOの形態素文法では,品詞を左連接属性

と右連接属性の組合せで表現する.左(右)連接属性は左(右)側に連接する形態素

を規定する属性である｡直観的には,左連接属性はその品詞がどのような形態素に接

続可能かによる分類であり,右連接属性は後ろにどのような形態素が接続可能かによ

り分類したものである｡

　　ここで,勧詞接尾辞の左連接属性が[動謁接尾辞jであるとき,接続規則1および2

に従って連結子音･連結母音を扱う必要がある｡文生成の際にはそれらの規則を用い

て簡単に動詞句を構成できるが,解析においてそのまま適用すると,欠落した音素の

復元が必要となる.そこで本研究では,接続規則をそのまま適用するのではな《,音

素の欠落した異形態を辞書に登録する手法を採った｡例えば,連結子音をもつ統語接

尾辞ゾr)uNこ対しては,‘‘-ru"と“-u"を,連結母音をもつ派生接尾辞“-(a)na-リこ対

しては,“-anay'と“-naコ'をそれぞれ辞書に登録した｡また,それに伴ない,接尾辞

の左連接属性を[母音幹接尾辞】と[子音幹接尾辞]とに細分した.例えぱ,“-ru"と

“-na-"の左連接属性は[母音幹接尾辞]であり,‘‘-u"と‘‘-ana｡"の場合は[子音幹接尾

辞]である.以上の結果,MAJOの形態素文法では左連接属性を28種類(表3,4)に,

右連接属性を26種類(表3.5)にそれぞれ分類する.

　　また,品詞はこの連接属性の組合せによって表現されるが,その内の一部は実在

　　3日本式ローマ宇表記は仮名に従った表記をする｡訓令式やヘポン式では『ぢ｣｢づ｣｢を｣を音に

従ってそれぞれ｢zi｣｢zu｣｢o｣と表記するが,日本式ローマ字表記ではそれぞれ｢di｣｢du｣｢wo｣

となる｡
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名詞

形状勅詞

　　　　表3.4:左連接属性

形式名詞　数詞　　　　動詞　　　　　補肋動詞

格接尾辞　名詞接尾辞　母音幹接尾辞　子音幹接尾辞

形状幹接尾辞　副肋辞　　繋辞

終助辞　　　　接頭辞　　連体詞

句読点　　　　助数詞　　記号

イ音使　　　　促音使　　撥音便

接続助辞

接続詞

形状繋辞

副詞

文末

濁音便

　　　　　　　　　　表3j:右連接属性

名詞幹　形式名詞幹　形状名詞幹　数詞　　　　母音幹

子音幹　形状幹　　　連体接尾辞　連用接尾辞　格接尾辞

副助辞　終止繋辞　　連体繋辞　　連用繋辞　　接続助辞

終助辞　体言接頭辞　数詞接頭辞　動詞接頭辞　形状詞接頭辞

連体詞　副詞　　　　接続詞　　　句読点　　　助数詞

記号
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表3.6:　MAJOで定義されている品詞一覧
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品詞名 左連接属性　　右連接属性 品詞名 左連接属性　　右連接属性

名詞

状名詞

式名詞

形式形状名詞

詞

洛接尾辞

助辞

数詞

繋辞/終止

辞/連用

辞/連体

繋辞ニ

音幹動詞

音幹動訓

子綺語接尾辞/連休

綺語接尾辞/連用

綺語接尾辞/連休

綺語接尾辞/連用

状動詞

形状綺語接尾辞/連休

形状綺語接尾辞/連用

補助母音幹動詞

補助子音幹動詞

補助形状動詞

名派生接尾辞

名母派生接尾辞

子派生接尾辞

形派生接尾辞

名派生接尾辞

母母派生接尾辞

子派生接尾辞

形派生接尾辞

名詞　　　　　名詞幹

名詞　　　　　形状名詞幹

式名詞　　　形式名詞幹

式名詞　　　形状名詞幹

詞　　　　　数詞

接尾辞　　　格接尾辞

助辞　　　　副助辞

数詞　　　　助数詞

辞　　　　　繋辞/終止

辞　　　　　繋辞/連用

状繋辞　　　繋辞/連休

状繋辞　　　繋辞/連用

詞　　　　　子音幹

動詞　　　　　母音幹

音幹接尾辞　連休接尾辞

音幹接尾辞　連用接尾辞

母音幹接尾辞　連休接尾辞

母音幹接尾辞　連用後尾辞

状動詞　　　形状幹

状幹接尾辞　連休接尾辞

形状幹接尾辞　連用接尾辞

補助動詞　　　母音幹

助動詞　　　子音幹

補助飴詞　　　形状幹

詞接尾辞　　名詞幹

詞接尾辞　　母音幹

名詞接尾辞　　子音幹

詞接尾辞　　形状幹

音幹接尾辞　名詞幹

母音幹接尾辞　母音幹

母音幹接尾辞　子音幹

母音幹接尾辞　形状幹

子名派生接尾辞

母派生接尾辞

子派生接尾辞

形派生接尾辞

名派生接尾辞

形ほ派生接尾辞

形子派生接尾辞

形形派生接尾辞

続肋辞

終肋辞

詞接頭辞

詞接頭辞

詞接頭辞

状接頭辞

休詞

詞

続詞

句読点

号

　　　　(以刊j

音便/連休

音便/連休

音便/連休

撥音便/連休

音便/連用

音便/連用

音便/連用

音便/連用

　子音幹接尾辞　名詞幹

　子音幹接尾辞　母音幹

　子音幹接尾辞　子音幹

　子音幹接尾辞　形状幹

　形状幹接尾辞　名詞幹

　形状幹接尾辞　母音幹

　形状幹接尾辞　子音幹

　形状幹接尾辞　形状幹

　接続助辞　　　接続助辞

　終助辞　　　　終助辞

　後頭辞　　　　体言後頭辞

　接頭辞　　　　体言接頭辞

　接頌辞　　　　助詞接頌辞

　後頭辞　　　　形状接頭辞

　連体詞　　　　連体詞

　副詞　　　　　副詞

　接続詞　　　　接続詞

　句読点　　　　句読点

　記号　　　　　記号

便処理用の品詞)

イ音便　　　　連休接尾辞

　濁音便　　　　連休接尾辞

　促音便　　　　連休接尾辞

　撥音便　　　　連休接尾辞

　イ音便　　　　連用接尾辞

　濁音便　　　　連用接尾辞

　促音便　　　　連用接尾辞

　撥音便　　　　連用接尾辞
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表3,7:名詞,形状名詞 形式名詞,数詞3一馬4　tJ'l‘　3-jμ゛tJ　3　ノ|/|/ゝμJU"J5　ノIノー゛'りk.Ju　JJ　s4八μJ

品詞名 左連接属性 右連接属性 備考

名詞

状名詞

式名詞

式形状名詞

詞

名詞

詞

式名詞

形式名詞

詞

名詞幹

状名詞幹

形式名詞幹

状名詞幹

詞

花,本

作名詞[例]勉強

形容助詞)[例]静カ,綺麗

[例]ノ,トキ

例iヨウ

字[例□,十

しない.MAJOの形態素文法で定義した品詞59種の一覧を表3.6に示す｡この分類

は派生文法とEDR日本語単語辞書を基本にしたものであるが,形態素解析の精度を

上げるために細かな変更を施している｡また品詞名もなるべくその統語的性質を簡潔

に表すように,本研究で独白に与えたものである.なお,品詞の名称と連接属性の名

称が同じものが存在するため,混同を避けるために,連接属性には記号目を吊いて

[子音幹]のように記述する.以下で,それぞれの品詞および連接属性について説明す

る.表3.7から表3j6までの備考欄において,ローマ字表記された形態素は,音韻論

的に分割されたため､そのままでは日本語表記にならないものである｡また,備考欄

のO内は学校文法の品詞と対応した名称である｡

　　なお,表3.4における最後の4つの左連接属性,および,表3.6における最後の

8つの品詞ぱ音便処理のための特殊な品詞であるため,その説明は3.4.1節で行う｡

3.3.1　名詞,形伏名詞,形式名詞,数詞

　　表3､7に名詞関連の形態素を示す｡名詞ぱ文の主語になったり,｢ダ｣｢デス｣

が接続することで述語になる語である｡名詞の中には｢動作名詞｣や｢形状名詞｣に

分類されるものもある.動作名詞は派生接尾辞“-su-"が接尾可能なものであり,伝統

的文法ではサ変名詞と呼ばれる｡口語的表現では動作名詞以外にも“-su-"が接続する
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場合があり,また､動作名詞を通常の名詞と区別しない場合でも形態素解析上は問題

が起きなかったため,そのまま名詞に含めている｡

　　形状名詞は｢静カ｣｢綺麗｣のように,状態や性質を表す名詞であり,学校文法

では形容動詞と呼ばれるものである｡これらは他の名詞を修飾する際に,繋辞｢ナ｣

が後接するなどといった点で通常の名詞とは異なる性質をもつ｡学校文法における形

容勁詞活用は,形状名詞に様々な形の繋辞が接続しているとして表せる｡繋辞｢ナ｣

はもっぱら形状名詞に接尾するという性質があり,形態素解析の精度を上げるために

名詞と区別した｡

　　形式名詞は｢ノ｣｢トキ｣などの単独では用いられず,常に先行する語･句･節

に修飾されるものである｡形態素解析の観点で見れぱ,形式名詞は文頭に来ることが

ない,などの点で他の名詞と異なるため区別した｡形式形状名詞は形式名詞のうち形

状名詞の性質をもつもので,現在は｢ヨウ｣が登録されているのみである｡

　　数詞は名詞の一種とも見なせるが,｢第｣などのように数詞の前にのみくる接頭

辞や,｢円｣｢個｣などの数詞の後にのみ接続する助数詞があるため,名詞とは区別

してある｡

3.3.2　名詞接尾辞(格接尾辞,副助辞,助数詞,繋辞)

　　表3.8に名詞接尾辞の一覧を示す.格接尾辞は名詞に接続してその格を示す接尾辞

であり,伝統的文法で格助詞と呼ばれるものに相当する.副助辞は名詞に接続して副

詞句を作る助辞である｡副助辞も名詞接尾辞の一種であるが,名詞への接尾は格接尾

辞ほど密接ではなく,格接尾辞の後ろに接尾することもある｡助数詞は｢個｣｢本｣

などで,もっぱら数詞の後ろに接続する.

　　繋辞は名詞幹に接続して述語を形成する形態素であり,学校文法でいう断定の助

動詞と形容動詞の活用語尾に相当するものである｡繋辞はその述語の機能から終止形,

連体形,連用形に区別できる｡そこで右連接属性を終止形,連体形,連用形に分類し

た｡3.3.3節で述べる統語接尾辞と異なり,繋辞は終止形を形成するものと連体形を形
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表3.8:名詞接尾辞(格接尾辞,副助辞,助数詞,繋辞)

品詞名 左連接属性 右連接属性 備考

格接尾辞

助辞

数詞

格接尾辞

助辞

数詞

格接尾辞

助辞

数詞

(格助詞)[例]ガ,ノ

(副助詞)別ハ,モ,サエ

個,円,メートル

繋辞/終止

繋辞/連用

辞/連休

繋辞二

繋辞

繋辞

形状繋辞

形状繋辞

繋辞/終止

辞/連用

繋辞/連休

辞/連用

[側ダ,デス

圃デ,ナラバ

圃ナ

二

成するものとで形が一部で異なる｡とくに連体形を形成する｢ナ｣はもっぱら形状名

即こ接続するため,左連接属性を【形状繋辞|とした.また｢ニ｣は連用形を形成する

が,これ仏もっぱら形状名詞にのみ接続することから,左連接属性を彫状繋辞|と

した｡

3.3.3　母音幹動詞,子音幹動詞,統語接尾辞

　　動詞関連の形態素を表3剖こ示す.動詞は派生する語幹によって,右連接属性を[母

音幹|と[子音幹Hこ区別する.特に子音幹に接続可能な形態素は左連接属性が【子音幹

接尾辞]であるものだけである.従来は子音幹動詞を語幹末尾の種類から『力行｣｢サ

行｣といった9種類に細分類しなくてはならなかったが,本文法では必要ない｡

　　統語接尾辞は動詞語幹に接続して述語を形成する｡派生文法では連結母音･連結

子音の欠落という規則により､接尾辞を統一的に扱っていた｡これは文の生成には向

いているが,解析の際にぱ欠落した音素の復元が必要となる｡欠落した音素の復元は

複雑であり,また接尾辞の数は限られているので,この規則は利用せず音素が欠落し

た形態素も同時に辞書に登録することにした｡そして子音で始まる接尾辞の左連接属
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表3.9:母音幹動詞,子音幹動詞 動詞統語接尾辞
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●ぁ-ヽヽ--･t-　･　-7'　1一一4　1　1　-あ･ダJμJ7　4　にコ'T'I　J7JU'J　}J¥jU7J゛lyUUOJjメ､r･二iμ-｢

品詞名 左連接属性 右連接属性 備考

母音幹動詞

音幹動詞

動詞

動詞

母音幹

音幹

け段動詞)[例]食be-,調be-

五段動詞)[例]書k-,読m,

母縫箔接尾辞/連休

母綺語接尾辞/連用

縫箔接尾辞/連休

子縫箔接尾辞/連用

母音幹接尾辞

母音幹接尾辞

音幹接尾辞

子音幹接尾辞

連休接尾辞

連用接尾辞

体接尾辞

連用接尾辞

[例卜ru,-ta

[例卜te,-zu

[例卜u,jta

[例卜i,　ite,　,azu

性を[母音幹接尾辞〕,母音で始まる接尾辞を[子音幹接尾辞]として分類した.例えば

非完了の統語接尾辞“-(r)u"の場合,“-ru"を左連接端性が[恐音幹接尾辞]である母

統語接尾辞/連体,“-u"を左連接属性が[子音幹接尾辞]である子統諮接尾辞/連体と

分類した｡

　　統語接尾辞の右連接属性は,その接尾辞が接続することによって連用形を形成す

るものを[連用接尾辞]とした.また連体形と終止形を形成する接尾辞は形の上では同

じになるので,ともに右連接属性を[連体接尾辞]とした.統語接尾辞には他にも命令

形を形成するものがあるが,これも文を終わらせる形であるので,特に区別せず右連

接属性を[連体接尾辞]とした.

3.3.4　形状動詞,形状統語接尾辞

　　形状動詞は,性質や状態を静的に表現する語であり,従来の学校文法では形容詞

と呼ばれてきたものである｡派生文法ではいわゆる形容詞も動詞の一種として考えて

形状動詞と呼ぷ｡MAJOにおいても,その名称を採用した.形状動詞により派生さ

れる語幹を[形状幹]と名付け,そのまま右連接属性の名前とした.[形状幹]はみな刄

音で終るため,動詞のように子音幹と母音幹の区別は必要ない｡よって接続する統語

接尾辞は右連接属性がt形状幹接尾辞]であると分類した.形状動詞の語幹に接続する
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表3jO:形状動詞 形状統語接尾辞ぶゝiJ‘λx.″･刈/μX7yJμJj　ノ|/1/X″17Uμ14JぶメJIJμT

品詞名 左連接属性 右連接属性 備考

烈火動詞 形状動詞 形状幹 (形容詞)[例}美si-　,　白-

形状統語接尾辞/連休

形状統語接尾辞/連用

形状幹接尾辞

形状幹接尾辞

連休後尾辞

用接尾辞

[例トi回katta

[例卜ku,　-ito

表3j1:補助動詞

品詞名 左連接属性 右連接属性 備考

補助母動詞

肋子動詞

肋形状動詞

補助動詞

助動詞

助動詞

母音幹

音幹

状幹

L例汗

例]ar-

例lnE

統語接尾辞の左連接属性は動詞に接続する統語接尾辞と同様に[連体接尾辞]と[連用

接尾辞Hこ分類した.

3.3.5　補助動詞

　　表3j1に補助動詞を示す｡補助動詞は語の持つ本来の意昧を失い,他の動詞また

は繋辞の連用形に後接して,それらに特別な付加的意味を与える動詞である.こうし

た動詞には｢~デアル｣｢~デナイ｣のように特定の形で出現することが多い｡形態

素解析の精度を上げるために,左連接属性を[補助動詞]として他の動詞と区別した.

3.3.6　派生接尾辞

　　表312に派生接尾辞を示す｡派生接尾辞は名詞幹や動詞幹に接続して,品詞を変

換し新たな語幹を派生する接尾辞である.これらは派生文法[清瀬89H清瀕91]や[渕95]

を参考に本文法用に拡張したものである｡個々の品詞の名前は,それが接続する語幹
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と派生する語幹の組み合わせで命名した.例えば,母音幹に接続し子音幹を派生する

接尾辞の場合,その品詞は母子派生接尾辞となる｡

　　具体的な例を挙げると,派生文法では‘‘-(r)areコ'は動詞幹に接続して新たな動詞幹

を派生する接尾辞とされている｡本文法では統語接尾辞の場合と同様に,先頭の音素

が欠落したものも同時に辞書に登録した.よって“,(r)are-"の場合には,‘‘-rarej'を

母音幹に接続し母音幹を派生する接尾辞,すなわち母母派生接尾辞,“-arドを子音

幹に接続し母音幹を派生する接尾辞,すなわち子母派生接尾辞として,それぞれ辞書

に登録した｡

　　複数の派生接尾辞が一つの語幹に接続する場合,その順序には明らかに制約が存

在する｡例えば,動詞“書k-リこ派生接尾辞“-(s)ase-"およびゾr)are-"が接続する場

合,必ず“書k-(s)ase車`)arej'の語順となり,“書k-(r)are巾)ase-"となることはない

本文法では,それらの制約を反映していないが,これは,そうした問題は文生成にお

いて解決すべき問題であるが,文解析においては問題にならないと判断したからであ

る｡

3.3.7　接続助辞,終助辞

　　表3.13に接続助辞と終助辞を示す｡これらは述語に接続する形態素であり,合わ

せて文助辞とも呼ばれる｡接続助辞は先行する文を節に変え,後続する節との意味関

係を明確にするものである｡先行する文を引用節に変更する｢ト｣も接続助辞である｡

終助辞は文の末尾に添えられて,述語の表す判断に変化を与え,疑問･詠嘆･感動な

ど感借的色彩を付与するものである｡

　　これらの形態素の左右にくる形態素はそれぞれに固有の物であるから,連接属性

も品謁名と同じ名称とした｡
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表3j2:派生接尾辞

品詞名 左連接属性 右連接属性 備考

名名派生接尾辞

母派生接尾辞

子派生接尾辞

形派生接尾辞

名詞接尾辞

名詞後尾辞

名詞接尾辞

詞接尾辞

名詞幹

音幹

音幹

状幹

團サン,用,的

問トsugi-

[例トbur一

卜ppo-,-kusa-

母名派生接尾辞

母母派生接尾辞

母子派生接尾辞

形派生接尾辞

母音幹接尾辞

母音幹接尾辞

音幹接尾辞

母音幹接尾辞

名詞幹

音幹

音幹

状幹

[例卜gati,-sou

例卜sase-,-rare-

[例卜mas-,｡sas-

例卜tE,-na-

子名派生接尾辞

母派生接尾辞

子派生接尾辞

形派生接尾辞

子音幹接尾辞

音幹接尾辞

子音幹接尾辞

音幹接尾辞

名詞幹

音幹

音幹

状幹

[例レi,　-igati,　-isou

例卜ase-,-are

例卜imas-,-as｡

[例卜ita-,-ana-

形名派生接尾辞

形母派生接尾辞

形子派生接尾辞

形派生接尾辞

形状幹接尾辞

状幹接尾辞

状幹接尾辞

形状幹接尾辞

名詞幹

音幹

子音幹

形状幹

[例]-sou,-sa

例]-suが-,-me-

例トgar-

[例卜ppo-

表3.13:接続肋辞,終助辞

品詞名 左連接属性 右連接属性 備考

接続助辞

助辞

接続助辞

助辞

接続助辞

助辞

(接続助詞)[例]カラ,ケレドモ

終助詞)[例|力,ヨ



3.3.形態素解晰システムMAJOの品詞体系

表3j4:接頭辞

品詞名 左連接属性 右連接属性 備考

名詞接頭辞

詞接頭辞

詞接頭辞

形状接頭辞

接頭辞

接頌辞

接頌辞

接頌辞

体言接頭辞

言接頌辞

詞接頌辞

状接頌辞

[例|オ,ゴ,不

[例]約,第

[例]オ

[例]オ
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3.3.8　接頭辞

　　表314に接頭辞を示す｡接頭辞は｢ゴ飯｣｢オ姉サン｣のように,ある形態素の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　-

直前に表れる形態素である｡本文法ては,接頭辞がどの形態素の前に接続するか,言

い換えれば,接頭辞の直後にどのような形態素が接続するかによって右連接属性を区

分し,それぞれ別の品詞とした.

3.3.9　副用詞

　　表3.15に副用詞を示す｡主語や述語になることはなく,もっぱら他の語句を修飾

する役割を果たす｡このうち名詞のみを修飾するものが連体詞である｡これに対して

動詞や形状名詞を修飾するものを副詞と呼ぶ｡いわゆる接続詞は派生文法では副詞の

一種として考えられるが,通常は文頭に来るなどの点で副詞と異なる性質をもつため,

本文法では副詞と接続詞を別の品詞とした｡左右にくる形態素に関する制限は,それ

ぞれ固有のものであるので,品詞名をそのまま連接属性の名称とした｡

3.3.10　句読点,記号

　表3.16に句読点,記号を示す｡現在は句点と読点はとくに区別していない｡また

記号も括弧などは文頭にくるものと文末にくるもので区別することも考えられるが,

現在のところは区別していない｡
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表3』石: j用詞

品詞名
717rr¶r　-7　四■■W■■■
111･j･rj･ペ

　　ー一一
謝本詞

副詞

接椅詞

左連接属性
ダxヨs=警??之ごtロ11E:ま5SH缶血這Jはぶ=苧9〃･7!讐i･1･`･

連体詞

副詞

接続詞

右連接属性

連体詞

副詞

接続詞

表3√ぼ句

備考
〃吊茄辿〃~乙ら=~

圃アル,コノ

[鯛ユックリ,トソテモ

鯛シカモ,ケレドモ

,記号

品緋私
Wt忿ぶ･E

句談点

記号

3.3.11　形態素文法

左座接属性
sむgW;

句読点

記号

右連接属性

句読点

記号

備考
一一

問レバ

燃｢｣『』

　　本研究では形態累文法を,右連接属性と左連接属性との間の連接可能性で記述す

る.ただし,単に接続可能性を記述するだけでなく,接続コスト最小法[久光9oH中村911

を用いて接続可能性に順序を付ける(表3.17).例えば,表3.17の第1行第2列の

数5は,子音幹という右連接属性をもつ品詞の直後に,子音幹接尾辞という左連接属

性をもつ品詞が接続する場合のコストが5であることを示している｡コストが小さい

ほど,2つの品詞は接続しやすい.また表3j7の中のりは接続が不可能であること

を示している｡

　　接続コストの決定方法には,コーパスを使用した学習により獲得する手法[CK92]

[永田94H竹内鯛[山本96]もあるが,本研究では人手により決定した.具体的には,

人力文の解析結果から誤りのパターンを検討し,より多《の入力文を正しく解析でき

るようにコストを調整した｡

　　また,この接続表の大きさが形態素文法の複雑さの指標の一つとなる｡MAJOの
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表3j7:コスト付き接続表
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マ¬‾フ回m‾

　　　　属性
名 動 補

助
形 格 名 母

音

辞

子 形 副 繋
辞

形 接

助

終
助

接 形 連 副 接
続

句

読
点

数
詞

助 記 文

名詞幹 15 20 - 20
一｢

5 - - - 10 10 40 30 30 20 10 30 20 45 20 20 - 20 20

形式名詞幹 35 20 - 20 5 5 - - - 10 5 - - 10 20 io 20 20 S 15 20 ･S 10 ]0

形状名詞幹 20 20 一 20 10 10 - 一 - 10 5 5 30 20 20 10 20 10 - 20 20 - 10 20

数詞 25 25 - 20 10 10 - - - 10 10 20 一 10 20 10 25 20 20 20 10 15 10 20

ほ音幹 20 20 - 20 20 - 5 一 - 15 20 - - 15 20 10 20 20 - 15 10 g4 20 15

子音幹 - - - - - - - 5 - - - - - ●- - - - - - - - - 一

形状幹 - - - -
-

-
-

- 5 - -
-

-
~

- -
-

- -
-

- 20 4

連休接尾辞 10 20 20 25 - - - - 20 20 20 10 10 10 10 15 20 ~ 10 10 20 10 10

連用接尾辞 20 10 5 15 - -
-

-
- 20 20 20 10 20 10 20 20 20 ●･ i5 20･ 20 i5 15

格接尾辞 10 10 - 10 30 - ~ - 4･ 15 20 ~
- 20 10 10 10 15 - 15 10 - 10 20

副助辞 10 10 - 10 15 - - - - 10 20 20 20 20 10 10 10 20 - 25 10 ●･ ]｡0 20

終止繋辞 10 10 - 10 20 - - - - 10 - - 10 5 10 20 10 20 - 5 10 - 10 5

連休繋辞 10 10 ミ 10 20 - - - = 10 - -
- 10 10 10 10 20 - 5 10 - 10 5

連用繋辞 10 10 5 10 25 - - - = 10 - - - 20 10 20 10 20 - 10 10 - 10 20

接続助辞 15 10 - 10 - - - - - 10 20 20 - 20 10 10 10 20 ~ 10 10 - 10 20

終助辞 10 10 - 10 - - - - -
= 20 30 - 20 10 10 10 20 ~ 10 10 - 5 5

体言接頭辞 5 - - ･- - - - 一 - ･･ - - 4 -･ - ･･ ~ - = - ●･ - 20 ~

数詞接頌辞 ~
- -

-
-

-
-

~ ~ - ~ - S･ 4･ - = ･- - - ~ 5 - 20 4･

動詞接頌辞 - 5 - - - - - - - - - - - ~ - あ･
･･ ~

-
- - - 20 -

形状詞接頭辞 - - - 5 - - - - - - - -S ~ ･･ - - - - - - - - 20 -

連体詞 10 20 = 10 - - - - - 40 40 ~ ~ 20 10 30 20 30 - 40 10 20 30 -

副詞 15 10 = 5 - - - - - 25 20 20 - 20 10 10 30 20 - 30 10 20 30 -

接続詞 10 10 ~ 10 - - - ~ -
-

- ~ ~ - 10 10 10 10 20 5 10 20 30 =

句読点 10 10 - 10 40 - - - - 40 10 10 30 - 10 - 10 10 5 ･4 10 - 10 5

助数詞

号

20 20 ミ 20 5 - ~ - - 10 5 40 = 10 20 10 20 10 ･･ 10 20 20 10 10

10 20 - 10 15 20 - - - 10 10 25 10 10 10 20 10 10 30 10 10 20 10 10
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場合は左連接属性の数と右連接属性の積で表現される｡ただし,表3ぷこ掲げた28個

の左連接属性の内,姫後にある[イ音使口促音便口撥音使口濁音使|の4つは音使処理

のために使用する特別な連接属性であり,形態素文法においてはすべて[子音幹接尾

鯛として処理されるため,表3.17の中には出現しない4.その結果,MAJOの接続

表の大きさは24×26となる｡

3.4　形態素解析における問題点とMAJOにおける解決法

　　派生文法は文生成を念頭においた文法であり,形態素解析に利用する際にはいく

つかの問題点がある｡本節では,派生文法を形態素解析システムヘ適用する際の問題

点と,それに対してMAJOで採用する解決方法を示す｡

3.4.1　音便処理

　　MAJOでは動詞幹と接尾辞の接続は,活用処理を行うことなく,接続行列に記さ

れた形態素間の接続の可否を調べるだけで解析できる｡しかし,音便は語幹と接尾辞

が3.2.3節で述べたような変化をするため,そのままでは解析できない｡

　　従来の手法[西野92]では,例えば,‘瀋kj≒“買w-Nこ対してそれぞれ“書-'≒

“買t-"を異形態として登録していた｡この手法は単純ではあるが,末尾がsでないす

ぺての子音幹動詞に対して異形態の登録が必要となる｡

　　それに対して,MAJOでは,後方からの探索および音素の補完という手法を採用

し,動詞の異形態を登録しないこととした.

　　異形態の登録が必要となるのは,音便変化をした動詞が辞書に登録された形と異

なり,単純な辞書引きでは検索ができなくなるからである｡しかし,入力文を後方か

ら探索した場合,子音幹動詞の異形態より先に統語接尾辞の異形態が見つかる｡例え

ば,‘‘-(i)ta"が接続した動詞句の場合,表3.2の音使形に示してある“-ita7≒“-ida'≒

“-tta'≒“-n'da"の4種類の異形態のいずれかが見つかる｡そこで,MAJOではこれ

4この点については3.4.1節で述べる｡



3よ形態素解析における問題点とMAJOにおける解決法

表3j8:動詞幹への子音の補完

接尾辞 補う子音 解析例

-1ta k 聞ita　う　聞k-ita

-ida g 泳ida　ら･泳g-id8

-tta

｢ 切tta　→　切r-tta

tta　冊　立t-tta

tta　⇒　買w-tta

-nlda

b 飛n'da　≒　飛b,n'da

n'da　→　死n-n'da

読n'da　→　読m-n'da

-ita ゆ 貸sita　づ　貸s-ita
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らの異形態を見つけたときに,失われたと思われる子音を表3.18に従って補う｡この

一連の処理の流れを図3ぷこ示す.“-tta"　,“-n'daNこ対しては補う子音の候補が複数

あるが,その場合にはすべての候補を補い,辞書に該当する単語が存在するものを選

択する｡ただし,例えば“kattaリこ対しては,“kar-≒“kaw-"　,“kat-"と複数の単語

が辞書に存在するが,その場合には,すべての単語を解析候補とする｡

　　さらに,接尾辞の異形態を他の品詞と区別するため,[イ音便][促音便][撥音使]

[濁音便]という左連接属性を設け,それと[連体接尾辞][連用接尾辞1という右連接属

性の組合せで異形態用の品詞を作成した｡この結果,表3.19に示す8つの品謁を追加

することとなった.例えば“-i�'の品詞は｢イ音使/連体』となる.なお,音素補完

処理後は,これらの左連接属性を[子音幹接尾辞]として扱うため,形態素文法では具

形態のため品詞を考慮する必要はない.

　　この手法により,動詞の異形態の登録は不要となった｡なお,接尾辞に関しては

異形態の登録は依然として必要となるが,そのような接尾辞は吊)tで始まる統語接尾
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書ita

　←

書+心

書k十心

与

j,
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入力文を後方から探索

接尾辞“-ita"を発見

“-i�リこ対応する子音kを補完

　　　　　　与

書ん十泊2　　“書k-"十“-itぶ'と解析

　図3土“書ita"に対するMAJOの音便処理

辞に限られるため,登録する異形態は少数で済む｡

　　また,｢行ク｣“行k-u"は音便形が特殊であるが,これは数が限られているため,

異形態“行t-"を子音幹動詞として辞書に登録することで対処した｡接尾辞の異形態

については,子音の補完処理のために左連接属性を用いてマークする必要があったが,

異形態“行t-リこついては,特別な処理は必要ないためマークの必要はなく,通常の

形態素と同様に扱うことが可能である.MAJOでは,後述のように,他にも若干の

異形態を辞書に登録するが,これらについても,特別な処理は必要ないので,他の形

態素と区別する必要はない｡

　　形状勣詞の音便形についても,動詞の場合と同様に処理する｡形状動詞の場合,

音使変化するのは3.2.4節で示したように,補肋動謁“gozaJj'が接続する場合だけで

あるから,形状動詞幹末尾の母音,形状動詞統語接尾辞“-ku"　,“gozar-"の三つをま

とめた形を異形態とする｡この異形態と補う母音の対応を表3.20に示す.このとき,

異形態は形状動詞幹に接続し,子音幹を派生するので,表3.6からその品詞は形子派

生接尾辞となる｡
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表3j9:音使形接尾辞

品詞名 左連接属性 右連接属性 備考

イ音便/連休

音便/連体

音便/連休

音便/連休

イ音便

音便

音便

音便

連休接尾辞

休接尾辞

休接尾辞

連休接尾辞

ex一ita

exごida

exごtta

ex.-n`da

イ音便/連用

音便/連用

音便/連用

音便/連用

イ音便

音便

音便

撥音便

連用接尾辞

連用接尾辞

連用接尾辞

用接尾辞

exごite,-itara

ex一ide,-idara

exごtte,-ttara

ex,‘n'de　j　‘n7d&ra

3.4.2　子音wの補完処理
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　　派生文法に限らず,一般に動詞の語形変化を音韻論的に解析する場合,語幹末尾

がwである子音幹動詞に対しては固有の問題を生じる｡派生文法では動詞｢カウ｣の

語幹は“kaw-"であるが,｢カウ｣を解析しようとした場合,そのローマ宇表記は“kau"

であり,動詞幹の末尾子音wが表記されない｡そのため,そのままでは解析ができな

いという問題が生じる｡MAJOでは,音使処理を応用してこの問題を解決した｡

表3.20:形状動詞幹への母音の補完

接尾辞 補う母音 解析例

-ougozar- a 小sかougoza}

-yuugozar-
奮

大kトyuugozar-

-ugozar- φ 明ru-ugoza}

-ugozar-
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　　すなわち,音便処理と同様に人力文を後方から探索し,左連接属性が子音幹接尾

辞である形態素を発見し,かつ直前に母音がある場合に子音wを補完する｡“ka-u"

の例では,接尾辞“-u"の左連接属性が子音幹接尾辞であり,かつ,その直前か母音a

であるため,子音wを補完することにより“kaw-u"と解析できる｡また,MAJOで

は漢字ローマ字混じり文を扱っているため,直前の語が漢宇である場合(例えば,直

前の語が“買"である場合)もwを補完する｡

3.4.3　不規則動詞の処理

　　3.2.5節で述べたように,不規則動詞も語幹の形が変化するため,そのままでは解

析できない｡それに対しては,不規則勅詞の種類が限られているので,変化した語幹

を異形態として辞書に登録して解決する方法が考えられる｡しかし,‘‘k-"　,“sj'とい

う子音1音だけの語幹を登録すると,解析パターンが増えて形態素解析は効率的に行

えなくなる｡そこで,MAJOでは,｢来ル｣に対しては“koご≒‘‘ku-≒“ki-"を,

　｢スル｣に対しては‘‘se-"　,“suj≒“si-"をそれぞれ語幹とした｡その結果,例えば

“kita門ま‘‘k,ita"ではなく,“ki-ta"と解析される｡これにより,不規則動詞の語幹末

尾は母音となるから母音幹動詞として辞書に登録できる.このとき,不規則動詞と接

尾辞との間の接続規則3j~3.4が反映されなくなる｡しかし,そのような規則が必

要となるのは文生成の場合であり,解析の場合には規則に反する形は入力文に現れな

いと考えられるので,MAJOでは取り扱わなかった｡

　　ところが,そのようにすると,例えぱ‘‘kinai''の解析の際に,“ki-"を母音幹動詞

　｢着｣ではなく,不規則動詞｢来｣と解析する可能性がある｡この問題に対しては,

不規則勁詞に対して通常の動詞より大きなコストを付与し,解候補としての優先度を

低くすることで対処した｡

　　この他にも｢行ク｣や変則動詞が不規則な変化をする｡『行ク｣は音便変化が不

規則であり,変則動詞はiで始まる接尾辞が接続する場合に,末尾のrが欠落すると

いう点で不規則である｡しかし,EDR日本語単語辞書において｢行ク｣と同種の動
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詞は14個,変則動詞は18個しか登録されていない.そこで,それらの動詞に対して

は,異形態を辞書に登録することで対処した｡なお｢アル｣も否定の接尾辞“-ana,"

が接続することがないという点で不規則であるが,解析時にはそのような人力は現れ

ないと考え,単なる子音幹動詞として辞書に登録した｡

3.4.4　辞書検索

　　形態素解析システムで大量のデータを解析するためには,高速な辞書検索が必要

となる.　MAJOでは,解候補の絞り込みに接続コスト穀小法[久光90H中村91]を用

いているが,接続コスト最小法では考えられるすべての形態素の組み合わせの回数だ

け辞書を検索する必要がある｡特にMAJOでは,人力文の平仮名の部分をローマ字

表記に変換するため,その分だけ入力文が長くなる｡人力文の長さをnをした場合,

接続コスト最小法における辞書検索の回数は0(n)であるから,MAJOにおいては高

速な辞書検索システムの必要性が高いことが認められる.

　　そのため,MAJOでは高速検索アルゴリズムとして知られるトライ法を採用した｡

トライ法の実現として/竹リシア木に基づく検索システム[菊田96]とダブル配列法

に基づくシステム[青江90][青江91]がある.この二つに基づく辞省検索システムを

実際に作成し,いずれがMAJOの辞書検索システムとして適切であるかを調ぺるた

め実験を行い検索速度を比較した｡

　　MAJOの辞書はEDR日本語辞書のデータの平仮名部分をローマ字表記に変換し

て使用している｡また,動詞や形容詞などは語幹部分のみを取り出して登録している｡

さらにMAJOでは後方からの探索を行うため,文字の並ぴを逆にして辞書に登録す

る｡例えば,EDR日本語辞書に｢混じる｣という単語が登録されている場合,MAJO

では｢riz混｣と登録される｡

　　今回の実験では,MAJOの辞書と同様の形式で登録された単語数116,500語の辞

書から2万語の単語を検索するのに費した時聞を測定した｡形態素解析においては,

辞書から入力文の先頭部分が一致する形態素をすべて検索する必要がある｡よって,
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表3.21:辞書検索時開の比較(秒)

ダブル配列法 パトリシア木

単純検索

数検索

0.49

j6

L21

.76

実験では人力された語と完全に一致する単語のみを検索する単純検崇と,先頭部分が

一致するすべての単語を検索する複数検索を行った｡その結果を表3.21に示す｡な

お,検索実験に使用した辞書における最長の単語は25バイト,語の平均の長さは6j

バイトであった.また,実験に使用した計算機はSPARCcenter1000(主記憶256Mb,

クロック周波数40MHz),プログラミング言語はC言語である｡実験の結果,単純検

索の場合も,複数検索の場合もダブル配列法に基づ《検崇システムの方がよい結果を

得ることができた｡よって,MAJOではダブル配列法に基づく検索システムを採用

した｡

3.5　MAJOの特徴

派生文法に基づいて作成したMAJOには以下に示す(1)~(3)の長所をもつ｡

巾形態素文法が簡潔である｡

(2)辞書登録する単語数を削減することができる｡

(3)口語的表現への対処が容易である｡

　その一方で,MAJOには,ローマ宇表記を用いることにより解析効率が低下する

という欠点もある｡本節では,こうしたMAJOの特徴について,従来の形態素解析

システムと比較して述べる｡



3ふMAJOの特徴

3.5.1　文法規則の簡潔さ

47

　　形態素文法の簡潔さについて,よく参照される恥態素解析システムJUMANL松本98b]

とMAJOとを比較する.JUMANは文献[益岡92]に基づいて形態素文法を作成して

いるが,文献[益岡92]では動詞を活用形によって分類しているため,JUMANでは

個々の活用形ごとに接続規則が必要となっている｡それに対して,MAJOの形態素

文法ぱ派生文法に基づいているため,そのような細かな規則は不要である｡

　　文法規則の複雑さの指標となる接続行列は,JUMANで使用されている文法では

195×165の大きさであった.また,派生文法をJUMANに適用した方法[渕95]では,

行列の大きさは63　×　71　と改善されている.しかし,それには活用形17棟と活用型16

種が導入されたことによる増加分が含まれており,活用型による勅詞の維分を必要と

しないMAJOでは,接続規則は24　×　26　とさらに小さくなる｡

　　接続コスト最小法[久光90][中村91]を利用する場合,文法規則に付加したコスト

を調整しなければならない.接続コストは,一部を変更すると他の部分にも影饗を与

えるため,その調整が困難であるが,MAJOは文法規則が少ないため,接続コスト

調整の点でも有利である｡また,品詞の設定によっては,複数の文法規則のコストを

同時に変更することが必要になる｡例えば,活用を考慮した品詞分類を行っている場

合,動詞語幹と接尾辞の接続コストを変更する際に,力行五段動詞語幹,サ行五段動

詞語幹などの区別があると,それらの語幹とそれに接続可能な接尾辞間の接続コスト

をすべて変更する必要がある｡しかし,MAJOにおいては,子音幹一子音幹接尾辞

間および母音幹一母音幹接尾辞開の接続コストを変更するだけですむ｡さらにMAJO

では,解析精度向上のための品詞の追加も簡単である｡例えば,MAJOでは｢アル｣

　｢イル｣を通常の動詞と区別するために｢補助動詞｣として登録しているが,こうし

た品詞を追加しても,もともとの文法規則が少ないため,その接続コストの設定が簡

単である.
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　　派生文法を構文解析に利用した方法[西野92]では,異形態の登録によって音使変

化を取り扱っている｡その結果,システムの動作は単純となるが,語幹末尾がs以外

の子音幹勁詞と同数の異形態を辞書に登録する必要がある｡実際,EDR日本語単語

辞書においては,登録されている動詞26,091個(うち子音幹勁詞14,353個)に対し

て9,247詔の異形態の登録が必要となる｡また,音便形に対する文法規則も別に用意

する必要があり,形態素文法が複雑になる｡

　　それに対して,MAJOでは後方からの探索および音素の補完という手法で音使形

を解析し,異形態の登録を接尾辞と不規則な変化をする動詞だけに押さえている｡実

際,MAJOは音便処理のために40個の異形態を登録しているにすぎない｡また,音

素を補完した後は,通常の動詞と同様に扱うことができるため,文法規則の追加も必

要ない｡

　　なお,派生文法の音韻規則を扱っている手法巨浦97]では,形態素文法はMAJO

より簡潔になると予想されるが5,音韻規則の追加とそれを扱うシステムが必要となる

ので,全体としてはMAJOより複雑になると考えられる｡

3.5.3　口語的表現への対処

　　MAJOにおいては,音韻論的なアプローチである派生文法を用いているため,口

語的表現への対処が容易である｡特に,多くの口語的表現が,それそれ一つの形態素

を辞書に追加するだけで解析可能となる｡いわゆる｢ら抜き言葉｣である｢食ベレル｣

は,MAJOでは可能の派生接尾辞“-(r)e-"を辞書に登録することにより‘‘食be-re-ru''

と解析できる｡また,ゾr)eコ'の登録により,例えば｢書ケル｣も‘瀋k-e-ru"と解析

できる｡これにより,学校文法では｢書ク｣とは別の動詞とされてきた可能動詞｢書

ケル｣の登録が不要となる｡さらに,｢書カセル｣『食ベサセル』に対する｢書カス｣

5文献[三浦97]では形態秦文法については述べられていない



3.6.性能評価 49

｢食ベサス』といった表現も,派生接尾辞ゾs)as,''を登録することにより,それぞれ

“書k-as-u≒“食be-sas-u"と解析できる｡

　　ただし,本手法ではづr)e-"やゾs)aぐが接続可能な語幹を接続不可能な語幹と

区別しないため,例えば堀keru"を嘔k-e-ru"と誤って解析する可能性もある｡こ

の問題に対しては接続コストの調整により対処した｡正しい解析である“届ke-ru"と

誤った削斤である‘届k-e-r♂では,堀k六右連接属性:子音幹)と≒六左連接属性:

子音幹接尾辞)との接続コストの分嘱k-e-ru''の方が接続コストが大きくなるため,

接続コスト最小法により,正しい解析である“届ke,ru"が選択される｡

　　なお,同様の手法は派生文法をJUMANに適用した方法[渕95]でも行われている

が,可能の派生接尾辞ゾr)eコを登録する際に,活用形の追加が必要であり,単語を

辞書に登録するたけで実現可能なMAJOに比べると,口語的表現への対処は複雑で

ある｡

3.5.4　ローマ字表記による解析効率の低下

　　MAJOでは入力文における平仮名の部分をローマ宇表記にするため,解析対象の

文字列の長さが増大する欠点を持つ｡文字列の長さが増大すると辞書との照合開始位

置となる可能性のある箇所が増え,解析効率が低下する｡MAJOでは3え4節で示し

たように,ダプル配列法によるトライ検索を導入することにより,辞書検索の高速化

を図っているが,この問題の根本的な解決とはなっていない｡

3.6　性能評価

　　EDR日本語コーパスのうち,1,000文を用いてMAJOの解析精度を評価した｡実

験結果を付録Aに示す｡MAJOでは接続コスト最小法により解析結果に順序を付け

るが,今回は優先度の最も高い解析結果を一つだけ出力させ,それを人乎による解析

結果と比較した｡なお,接続コストは人手によって与えた｡具体的には,多くの例文

を解析させた結果を分析して,人手による解析結果と合致しない部分については,関
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表322:実験結果の比較

システム 入力文　形態素数　誤り個数　エラー率

　　MAJO

献[丸山94]

文献[渕95]

1.000　25　012　　469　L88%

,016　29,024　　　687　2,36%

0,000　207,547　　2,040　0,98%

連する部分の接続コストを変更する.もし,そのコストの変更により,他の文の解析

に悪影響を及ぼす場合は再び接続コストを修正する｡こうした調整を繰り返すことに

よって,接続コストを決定した｡

　　解析精度の目安として,文献[丸山94]と同様に,正解の全形態素数に対する解析

誤りの出現数の比(エラー率)を算出した.品詞の設定基準が異なるため,エラー率

を単純に比較することはできないが,同じ基準でエラー率を算出している文献[渕鯛

および[丸山94]との比較を表ふ22に示す.　MAJOは簡潔な形態素文法をもちながら

も,従来のシステムに匹敵する精度を達成しているといえる｡

　　MAJOの解析誤りの原因の内訳は表3.23示す通りである｡MAJOは後方からの

解析,および子音の補完という独自の手法を採っているが,これが原因となる解析誤

りは今回の実験では発見されなかった｡なぜなら,MAJOでは接続コスト最小法を

用いて,それぞれの形態素解析結果についてコストを計算するため,後方から解析し

た場合も,前方から解析した場合も,接続コストの和が最小となる解析結果は同じも

のになるからである｡また,子音の補完については,補完する条件を動詞接尾辞の異

形態が発見された場合か,子音幹に接続可能な接尾辞の直前に母音がある場合に限定

しているため,誤った解析結果となる例が現れないと考えられる｡

　　誤りの原因のうち,最も多いのが未登録語に起因するものであり,114個(o.46%)

あった｡未登録語の中には,漢宇表記の単語は辞書に登録されているが,平仮名表記6

6MAJOの辞書上ではローマ宇表記｡
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表3.23:解析誤りの原因の内訳

誤りの原因 誤り数,エラー率

未登録語

詞分割誤り

引用の接続助辞“to"

詞十“de"

仮名表記の単語

副詞

音便変化

の他

114　　0.46%

9　　0.32%

6　　0.26%

7　　0j9%

1　　0j2%

9　　0.08%

4　　0.02%

09　　0.43%

合計 469　　L88%
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のものが登録されていないという例が7債存在した｡例えば今回の実験では,｢山本

五十六ひきいる連合艦隊｣という文を解析する場合,辞書に“率i-ru門ま登録されてい

たが,‘‘hikii-r♂が登録されていなかったため,正し《解析できなかった｡その問題

に対処するため,文献[渕95]では漢字表記の単語を平仮名で表記したものも辞書に登

録しており,その結果,文献[渕95]では未登録語に起因する誤りはO,42%となって

いる.辞書登録されている単語の総数を比較すると,文献[渕鯛では約50万語であ

り,これはMAJOにおける登録単語の総数約25万語の2倍となっている,

　　しかし,いたずらに平仮名表記の単語を辞書に登録すると,解析候補が増え誤解

析の原因となる場合もある｡今回の実験でも｢閉山シタタメ｣という入力文に対して,

本来ならぱ“閉山-si-ta,tame"と解析すぺきところ,辞書に｢シタタメリレ｣“sitatame-

ru"が登録されていたため,“閉山,sitatame"と誤解析した例があった｡そうした平

仮名表記の単語に起因する誤りは,今回の実験では31個(0.12%)あった.その点を

考慮し,MAJOでは漢字表記の単語の平仮名表記をすべて辞書に登録する手法は採
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用しなかった.

　　動詞に関しては,11個の誤りがあった｡その内訳は,上述の“hikii-ru"のように,

動詞の平仮名表記が辞書に登録されていなかったものが5個,誤って可能動詞と解析

されたもの2個,音便形に起因する誤りが4個であった｡3.5.3節で述べた通り,

MAJOは派生接尾辞“-e-"を辞書に登録することによって,可能動詞の辞書登録を不

要としている｡しかし,｢包マレタ｣“包m4re-ta"を“包mar-e-ta"と誤解析してし

まう可能性があり,そのような誤りが今回は2個あった｡なお,いわゆる可能動詞は

今回のコーパスには14箇所出現したが,すべて正しく解析できた｡音便形に起因す

る誤りは,｢行ッタ｣力い行t-tta"(イッタ)であるかj行w-tta"(オコナッタ)であるか,

または｢イツタ｣が“iw-tta"(言ッタ)であるか“it-tta"(行ツタ)であるかの区別を誤っ

たものである｡これらの曖昧さを区別するためには,単語の意味的な情報が必要であ

るため,形態素解析だけでは正しく解析することができない｡この誤りは他の形態素

解析システムでも問題となっている｡

　　以上のような形態素レベルの情報たけでは判別できない誤りや,接続コストの調

整不足が原因の誤りに対しては,個々の例外処理の導人や接続コストの最適化などに

よって解析精度を上げることが期待される｡

3.7　おわりに

　　本章では派生文法に基づく日本語形態素解析システムMAJOを提案した｡MAJO

の開発では,派生文法に準拠した形態素文法を作成し,それに基づいてシステムを構

築したので,派生文法のもつ簡潔さを活かして,文法規則数の少ない形態素文法で日

本語の解析を可能としている｡

　　また,これまでの形態素解析システムで使用されている形態素文法と比較するこ

とによってMAJOの文法の簡潔さを明らかにした｡それに加えて,辞書に登録する

異形態を従来の音韻論的手法よりも少なくでき,さらに可能動詞などの登録を省略で

きている｡その結果,システムの辞書も簡潔なものとなっている｡
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　　さらに実験により,MAJOの解析精度がこれまでの形態素解析システムと比較し

て同程度のものであることを確認した｡

　　以上により,日本語形態素解析における派生文法の有用性を示すことができた｡
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第4章

派生文法に基づ<日本語動詞句のウイグル語への翻訳

4.1　はじめに

　　本章では,前章の派生文法に基づく日本語形態素解析の応用として,膠着語間の

機械翻訳における動詞句の生成について論じる

　　日本語とウイグル語は言語学上の区分において,共に膠着語に分類され,両言語

の聞には語順がほぼ同じであるなどの様々な構文的類似点が見られる｡そのため,日

本語-ウイグル語機械翻訳では,形態素解析が終了した段階で各単語を対応するウイ

グル語に置き換える,いわゆる逐語翻訳によって,ある程度の翻訳が可能となる[ムフ剛.

　　ところで,学校文法をはじめとする多くの日本語文法では,文の中心的役割を果

たす動詞が活用することを前提としている｡しかし,ウイグル語の動詞は活用しない

と考えられてきたため,両言語間の翻訳の際には,活用の有無の違いを考慮する必要

があった.それに対して,[ムフ94]は推移グラフの利用を提案した,しかし,1つの

動詞に対してその活用形の数だけ開始節点を設ける必要があり,実際の翻訳処理のお

いては推移グラフが巨大なものになるといった問題があった｡

　　一方,ミBloch[Blo祁]を源流とする音韻論に基づく文法は,活用を用いることなく

日本語の動詞の語形変化を表現することが可能である｡本論文では,それらの中でも,

動詞の語形変化を体系的に記述することに成功している派生文法[清瀬89][清瀬91]を

使用する｡派生文法は,日本語の膠着語としての性質に着目した文法であり,動詞の
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語形変化を語幹への接尾辞の接続として表現する｡さらに,ウイグル語も同じ膠着語

であるので,その語形変化も派生文法で記述可能であると考えられる｡原言語である

日本語と目標言語であるウイグル語の双方を共に派生文法で記述することができれば,

その結果,両言語間の形態論的類似性がより明確になり,単純でかつ精度の高い機械

翻訳の実現が期待できる｡特に,本章で扱う勁詞句の翻訳においては,複雑な活用処

理をすることな《,語幹と接尾辞をそれぞれ対応する訳語に置き換えることにより,

翻訳が可能になると考えられる｡

　　そこで,本章ではウイグル語の動詞句も派生文法に基づいて記述することにより,

活用処理を行うことなく,簡潔にかつ体系的に日本語からウイグル語への動詞句の機

械翻訳を実現する手法を提案する｡

　　膠着語間の機械翻訳に関する研究としては,日本語と韓国語との間の翻訳の研究

[李90b□李92口金96a][金98a]が多くなされている.それらでは,日本語および韓国

語の勣詞がともに活用することを前提に翻訳が行われているが,両言語において活用

変化の仕方が異なる点が問題とされている｡例えば,日本語の学校文法においては,

活用形が未然形,連用形,終止形,連体形,仮定形,命令形の6つに分類されるが,

これは日本語独白の分類であり,韓国語の活用形の分類とは一致しない｡そのため,

両言語の活用形の開で対応をとる必要があるが,日本語の連用形は文中における機能

が多岐に渡るため,韓国語の活用形と1対1に対応させることは困難である｡また,

日本語の学校文法が用言の活用を五段活用および上下一段活用の2種類の規則活用と

カ変およびサ変の不規則活用に分類しているのに対して,韓国語には種々の不規則動

詞が存在し,その変化の仕方は日本語と異なる｡そうした日本語と韓国語の比較につ

いては,文献[金96aJが詳しい.そのため,これまでの日本語一韓国語機械翻訳の研

究においては,日本語の語形変化の処理と韓国語の語形変化の処理を別々に行ってい

る｡それに対して本研究では,日本語およびウイグル語の動詞は共に活用しないとし

ているため,活用形の不一致は問題とならない｡また,3.2j節で述べた動詞幹と勤詞

接尾辞の接続規則がウイグル語にも適用可能であることから,本研究では,日本語と
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ウイグル語の語形生成を同じ規則で扱うことが可能である｡

　　また,日本語と韓国語との間の翻訳においては,もう一つの問題として動詞語幹

に複数の接尾辞が接続する場合,その接続順序が異なる場合がある点が指摘されてき

た｡例えば,日本語の｢行k-imas-ita｣においては｢丁寧十完了｣の順序で接尾辞が

接続しているが,同様の意味を表わす韓匡|語の“kasssupnita"においては,動詞語幹

に｢完了十丁寧｣の順序て接尾辞が接続している｡こうした問題を解決するために,

意昧接続関係によって記述された翻訳テーブルを使用する方式[金96a]や,様相情報

の意昧をテープル化し,PIVOTとして用いる方式[金98a]などが提秦されている.

日本語とウイグル語では,様相表現を表す接尾辞の接続順序は同じであるため,そう

した点も問題とはならない｡

　　しかし,日本語とウイグル語には,同じ意昧役割を果していても,互いに品詞の

異なる単語が存在する.そのため,それらの単語の翻訳においてぱ,単純に置き換え

ただけでは不自然な翻訳文が生成される.本章では,この問題はウイグル語の接尾辞

の接続における制約を利用することによって解決できることを示す｡具体的には,日

本語形態素解析の結果を逐語翻訳した後,ウイグル語単語の接続の制約を調べる｡そ

して,例えぱ,形容詞に接続する接尾辞が動詞幹に接続しているなどの不自然な訳語

の並びがあれぱ,その単語を他の訳語に置き換えることによって,より自然なウイグ

ル語文を生成する｡

　　さらに,本研究では第3章で述べた形態素解析システムMAJOを利用して日本語

の動詞句をウイグル語に翻訳した｡MAJOは派生文法に基づいて日本語の形態素解

析を行うシステムである｡MAJOの辞書は,本来,日本語単語とその品詞および意

味情報の3項組で構成されているが,このウイグル語への翻訳においては,意昧情報

の代わりにウイグル語訳語を与え,日本語-ウイグル語対訳辞書として利用した.そ

の結果,MAJOの出力結果は,そのまま日本語からウイグル語への逐語翻訳となっ

ている｡さらに,このMAJOの出力結果に前述の訳語置換を適用するモジュール,

および,ウイグル語特有の性質に合わせて,最終的な出力文を整形するモジュールを
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それぞれ作成した｡このように,動詞句の翻訳を独立のモジュールから構成する設計

としたが,これにより派生文法で記述された他の膠着語との間の機械翻訳にも応用可

能であると考えられる｡

　　なお,派生文法は音韻論的分析を行う文法であり,入力文を音素単位で解析する

ため,日本語の表記の一部にローマ宇を用いる｡また,ウイグル語の表記においても,

計算機上で扱うときの簡便さから,本来のウイグル文宇ではなく,そのローマ宇表記

を用いる｡そこで,日本語とウイグル語との混同を避けるため,以下では,日本語の

単語は｢｣,ウイグル語の単語はuMで囲んで区別する｡

　　本章の構成は以下の通りである｡まず4.2節では,学校文法に基づ《日本語-ウイ

グル語逐語翻訳の例とその問題点を指摘する｡4j節では,派生文法に基づいてウイ

グル語の勣詞句を記述し,t4節で派生文法に基づいた動詞句の日本語からウイグル

語への翻訳手法を示す｡4.5節ては,単純な逐語翻訳たけでは不白然な翻訳文が生成

される問題を取り上げ,4.6節で,その問題に対する解決法である訳語置換表を提示

する｡また,4.7節で動詞句に対する日本語-ウイグル語機械翻訳システムの実現に

ついて述べ,4.8節では,実験によるそのシステムの性能評価について述べる｡4.9節

は本章のまとめである｡

4.2　日本語-ウイグル語逐語翻訳

　　日本語とウイグル語は互いに良く似た言語であり,語順もほぽ同じlである.その

ため日本語-ウイグル語機械翻訳においてぱ,日本語人力文の形態素解析を行った段

階で,各単語を対応するウイグル語の単語に置き換えれぱ,構文解析を行うことなく,

ある程度の翻訳が可能となる｡図4.1は,日本語の入力文｢肉ヲタクサン食べ夕｣に

対して単純な逐語翻訳を行った例であり,出力文“G皿n(j迄y6di"は自然なウイグル

語文となっている｡

　　しかし,学校文法を始めとする従来の日本皐文法では,勤詞が活用することを前

1本稿では触れないが,形容詞の比較表現などにおいて日本語と語順が異なる場合が見られる.
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　　図4土日本語-ウイグル語逐語翻訳
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提としていたため,翻訳の際には恬用処理が問題となる｡例えぱ,日本語の勣詞諮幹

と活用語尾を分離しそれぞれを辞書に登録して形態素解析した場合は,活用詰尾の翻

訳が問題となる｡図4.2は動詞句｢作ラレル｣および｢作ル｣を逐語翻訳によって翻

訳した例であるが,ここで｢作ラレル｣の｢ラ｣および｢作ル｣の｢ル｣は,それぞ

れ未然形,終止形を表わす活用語尾である｡翻訳されたウイグル語文においては,話

用語尾｢ラ』に対応する単語は存在しないが,｢ル｣に対しては,終止形を表わすウ

イグル語の接尾辞“-ydu"が対応している｡また,｢作ラレル｣の｢ル｣および｢作ル｣

の｢ル｣は,同じ活用語尾であるが,前者は勺duNこ,後者は“-yduNこそれぞれ翻

訳されている｡このように,日本語の動詞は活用すると考え,動詞語幹と活用語尾を

分離した場合,活用語尾の訳語を決定するために,きめ細かな処理が必要である｡

　　一方,日本語の動詞の活用形ごとに,対応するウイグル語の訳語を登録する手法

も考えられる｡これは,ウイグル語も活用していると考えた手法と言える｡表4.1は

日本語の動詞｢作ル｣と,それに対応するウイグル語動詞“yasayduリこ関して,活用

形ごとに対応を示したものである｡

　　[ムフ94]では,そのような考え方に基づいた推移グラフを導入することにより,

活用形を処理していた.このグラフでは,各辺に日本語の助動詞が,また,各節点に
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図4.2:動詞句の翻訳

表4j:日本語の活用形とウイグル語の対応

活用形 日本語 用例 ウイグル語 用例

語幹 作 yasa

未然形 作ラ

作ロ

作ラナイ

ロウ

yasa

yasa

yasamaydu

yasay

連用形 作リ

作ヅ

作リナガラ

作ツタ

yasa

asa

yasagaq

yasagan

終止形 作ル 作ル. yasaydu yasaydu.

連体形 作ル 作ル人 yasaydl餌n yasaydlgan　adem

仮定形 作レ 作レバ yasa vas&Sa

命令形 作レ 作レ yasagm yasagm
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表↓2:日本語とウイグル語の派生接尾辞の対応

役割 日本語 ウイグル語 日本語例 ウイグル語例

使役

身

可能

寧

定

希望

-(s)&se-

(r)are-

-(r)e-

(i)mas-

(a)na-

-(i)ta

浪uz一

肝

(y)ぷ一

nl壮一

如-

kak-ase-

k-are-

ak-e-

ak-imas,

ak-ana､-

ak-it訃

yaz-guz-

yazji-

az-ala-

az-

yaかm訃

yaz-gu-

6i

ウイグル語の訳語が割当てられており,グラフの辺を開始節点から順にたどることに

よって,複錐な語形変化を含む動詞や助勁詞の接続を処理する｡しかし,この推移グ

ラフは開始節点が動詞の活用形ごとに異なるため,1つの勣詞に対して活用形の数だ

け開始節点が必要である｡また,1つの助動詞に対して複数の辺が対応しているため,

実際の処理の際には扱いにくいという問題がある｡

　　本章では,日本語動詞の活用を前提としない派生文法を利用することにより,そ

うした活用処理を必要としない,簡潔かつ体系的な日本語-ウイグル語動詞句翻訳手

法を提案する｡

4.3　派生文法によるウイグル語動詞句の記述

　　3.2節で述べた動詞句形成の特徴は,日本語だけでなく多《の膠着語にも現れる現

象であり,ウイグル語にも同様の特徴がある.我々は,ウイグル語の記述に派生文法

を用いることにより,その共通点を明確にした.

　　例えぱ,日本語の動詞｢書k-｣に相当するウイグル語の動詞は“yaz,"である｡使

役の意味を表す場合,日本語では派生接尾辞｢-(s)ase,｣が接続して｢書kase,｣とな

る.同様にウイグル語では,“一加z-"という派生接尾辞が接続して“ya禄uzj'となる.
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両言語開の派生接尾辞の対応を表t2に示す｡ここで,敬語表現の違いから,丁寧

を表す日本語の接尾辞｢-(i)mas,｣に相当するウイグル語の接尾辞は存在しない｡ま

た,｢-(r)are-｣は受身･可能･尊敬の意味があるが,ここでは受身の意昧に限定して

いる｡

　　また,両言語とも最後に統語接尾辞が接続することによって動詞句が形成される｡

上述の例では,日本語の｢-(i)ta｣に相当する`di"が“ya椋uz一勺こ接続することで､

動詞句“yaz肋zdi"が形成される.両言語間の統語接尾辞の対応を表4jに示す｡

　　また､日本語と同様にウイグル語にも連結母音･連結子音が存在する.例えば,

ウイグル語で受身を表す派生接尾辞は勺月1-''であり,括弧内のiが連結母音である｡

よって,日本語の｢作r-｣に相当する動詞“yasa-リこ`(昨"が接続する場合,語幹末

尾が母音であることから,iカ1欠落して“yasal-"となる｡ところが,ウイグル語には

連結母音･逓結子音とは異なり,欠落する代わりに変化する音素も存在する｡非完了

の連体形を表す統語接尾辞坤]di餌n"は,“yaz-"のような子音幹動詞に接続する場

合には,iがそのまま表記され“yazidi餌n"となるが,“yasa/'のような母音幹動詞に

接続する場合には,iがyに変化して‘‘yasaydi餌n"となる｡そのような音素を連結半

母音と呼び,[1]と表記する.このことから,ウイグル語には次の動詞接続規則もある

ことが判る｡

接続規則3:連結半母音[i]は,子音幹に接続する場合はiに,母音幹に接続する場合

　　　はyにそれぞれ変化する｡

4.4　派生文法を用いた逐語翻訳

　　日本語-ウイグル語翻訳において,派生文法を用いた逐語翻訳を行った例を動詞

句｢作rareru｣および｢作ru｣について示すと,図4.3のようになる｡図4.2と比較

した場合,単語が日本語とウイグル語の間で1対1に対応していることが判る｡図4.2

の例では,日本語の動詞語幹と活用語尾を分離していたが,｢作ラレル』における｢ラ｣

に対応するウイグル語の訳語が存在しなかった.しかし,派生文法では｢-(r)are-｣を
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表4j:日本語とウイグル語の統語接尾辞の対応

動詞形 役割 日本語 ウイグル語

終止形

非完了

了

前望

否定前望

-(r)u

-(i)ta

-(y)ou

(u)ma1

引du

-d1

-(a)y

-m.aydu

連体形
非完了

了

-(r)u

-(i)ta

小]di餌n

殲皿

連用形

順接

了

定条件

放条件

下条件

定

時

的

-(i)

-(i)te

-(r)eba

(r)uto

(i)teha

(a)zu

-(i)nagara

-(i)ni

-(i)p

(i)p

-Sa

-Sa

-Sa

-mastin

{aq

咄ili

命令形
肯定命令

定命令

'e,　'ro

-(r)una

-gm

magm
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図圭3:派生文法を用いた動詞句の翻訳

1つの接尾辞とみなすことにより,ウイグル語の‘‘-(i)1Jと対応させることが可能とな

る｡また,接続規則1~3により,ウイグル語の翻訳文も簡単に生成できる｡図4.2の

例では｢ぺr)u｣に対応するウイグル語の翻訳語が下線部のように≒d♂と勺d♂の

2桂類あるが,派生文法では連結半但音を利用して仲]du"とまとめて表記できる.

　　一方,表4jに示すように,日本語の動詞の活用形ごとに対応するウイグル語の

訳語を登録する手法もある｡この手法はすでに示したように,1つの動詞に対し活用

形の数たけ訳語を辞書に登録する必要がある｡また,それを避けるため,辞書に語幹

だけを登録し,活用形に応じて活用語尾に相当する接尾辞を付加する方法も考えられ

る.しかし,その場合,例えぱ終止形を形成する語尾が‘‘-iduリこなるのか‘‘-yduNこ

なるのかを決定する処理が必要となる｡そうした処理は,派生文法を用いてウイグル

語を形成する場合に必要な処理と同じであり,派生文法を用いた手法と比較した場合,

日本語における活用処理が必要となる点で劣っている｡

　　なお,日本語は語順の自由度が高いといわれるが,動詞語幹に接続する接尾辞の

順序には明らかに制約がある.例えば,使役を表す派生接尾辞｢-(s)ase-｣と受身を表

す接尾辞｢-(r)are-｣の二つの接尾辞が動詞語幹に接続する場合,必ず｢-(s)are｣

r-(r)are-｣の順序で接続する.すなわち,｢書k-｣に接続する場合は｢書k-ase-rare-｣

となり,接尾辞の順序が入れ替わって『書k-are-sase-｣となることはない.



4ふ逐語翻訳における問題点

　　　　　書k&semrena1

　　　　　　　　私

書k-　-ase-　-r&re,　-na-

　↓　　　　↓　　　　↓　　　　↓
秦
I

↓

　　yaz一呟uz一弔)1--ma--[1]du

　　　　　　　　､U･

　　　　　yazguzlhnaydu

図4j:逐語翻訳によるウイグル語一日本語翻訳
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　　そうした接尾辞の接続の順序も日本語とウイグル語で同じであると考えられる｡

このため,複数の接尾辞を含む複雑な勣詞句も,図4jに示すように,日本語入力文

の形態素解析が終わった段階で,各単語を対応するウイグル語に置き換えれば,翻訳

は基本的に可能となる.

4.5　逐語翻訳における問題点

　　これまでに示したように,日本語とウイグル語の間の構文的および形態論的類似

性は高いが,異なる部分もあり,日本語単語とウイグル語訳語を1対1に対応付けで

きない場合がある｡その場合,単純な逐語翻訳では不自然な翻訳となる｡本節では,

そのような問題点を例を挙げて説明する.

4.5.1　終止形と連体形の区別

　　表4.3において,日本語では終止形と連体形に同じ形の接尾辞がある,例えば,完

了を表す統語接尾辞は終止形でも連体形でも共に『-(i)ta｣である.しかし,ウイグル

語では同じ役割を果す接尾辞が終止形と連体形ではそれぞれ別の単語になる｡例えぱ

以下の例を考える｡
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終止形:彼ga書池.

連体形:彼ga書池本｡

U　yaz伍,

Uya禄an　kitaP･
　　　-

ここで,日本語では共に｢,(i)ta｣で表されている部分が,ウイグル語では,終止形の

場合はtdiリこ,連体形の場合は‘‘哨an勺こなっている｡したがって,｢-(i)ta｣の翻訳

においては,その動詞形に応じて,“-di"と“哨an"のいずれが訳語として適切である

かの選択が必要となる｡

4.5.2　派生語幹の不一致

　否定の派生接尾辞は日本語では｢-(a)na-｣であり,ウイグル語では‘‘-ma-''である｡

｢書hnakatta｣を単純に逐語翻訳すると,以下のようになる.

書k-

　↓

-ana-

　　↓

動詞　派生接尾辞

　↓

yaz-

↓

-n71&-

　-htta

　　↓

形容詞接続

統語接尾辞

　　↓

　　-k6n

ここで,“-k6n"は形容詞の語幹に接続して完了の意味を表すウイグル語であり,日

本語の｢-katta｣に相当する｡しかし,実際のウイグル語では,“-may'の後に接続す

る単語は“-k6n"ではなく,日本語の動詞接尾辞｢-(i)ta｣に相当する‘‘-di''で,

｢書ka皿katta｣の翻訳としては‘‘yazmad1''が自然である｡これは日本語の

｢-(a)na-｣が形容詞の語幹を派生するのに対して,ウイグル語の“-may'は動詞語幹

を派生するからである｡

　　希望を表す派生接尾辞についても,同様の問題がある｡日本語で希望を表す派生

接尾辞｢-(1)ta-｣は形容詞語幹を派生する接尾辞であるが,これに対してウイグル語

で希望を表す動詞接尾辞は‘‘一肋�'である｡例えぱ,｢私ハ書キタカッタ｡｣の白然

なウイグル語訳は‘‘M6n　yaz加m　bar　idiクであるが,これを日本語に直訳すると｢私
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ハ書キタイコトガアッタ｡｣となる｡すなわち,“噴u�'は｢~シタイコト｣の意味

で動詞を名詞化する接尾辞であり,その後に｢アッタ｣に相当する“bar　idi"　が接続し

て,“yaz加m　bar　id1"　と表現される.このことから,“一肋�'は動詞語幹に接続い

名詞語幹を派生する接尾辞と考えられる｡

　このように派生接尾辞『-(a)na-｣と“-mが,および｢-(i)ta-｣と“承u�'ではそれ

ぞれ派生する語幹が異なるため,単純な逐語翻訳では不自然な翻訳となる｡

4.5.3　サ変動詞の対応

　　日本語のサ変動詞とは,その単語の基本となる形が名詞であるが,接尾辞｢スル｣

が接続することによって動詞化する単語のことである.例えぱ｢開発｣,｢登録｣が

その例であり,日本語には数多く存在する｡

　　ウイグル語にも,｢スル｣に相当する単語として馮ilmaFがある｡例えば,｢開

発｣に相当するウイグル語名詞は･k6xip"であるが,これが勣詞化して｢開発スル｣

となる場合,ウイグル語では‘‘k6xip　kilmaF　となる｡よって,｢スル｣の訳語として

准ilm疼'を対応させれば,逐語翻訳による翻訳が可能となると考えられる｡

　　しかし,この手法では不自然な翻訳となる例が存在する.例えば,｢登録｣に相

当するウイグル語は“tizimlax"であるが,｢登録スル｣に相当するウイグル語は

“tizimlax　秘1m池"ではなく,“tizimlam浦"である｡ここで,“tizimla｡maV'の

“-m池"は動詞の辞書見出し形をつくる接尾辞であり,語幹は“tizimla/である｡つ

まり,‘‘tizimlaxリま,動詞語幹“tizimlyリこ名詞化接尾辞“-(i)x"が接続することに

よって形成される名詞であり,“tizimlax駈lm池リま日本語の｢登録スルコトヲスル｣

に相当する冗長な表現となる｡そのため,｢登録スル｣の翻訳に際しては,逐語翻訳

“tizimlax秘1maV'ではなく,“tizimlam池"と翻訳するのが望ましい｡
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4.6　訳語置換表の導入

　　本節では,4石節で挙げた問題への解決方法を示す.それらの問題は,いずれも

ウイグル語の訳語を,その前後に現れる単語に応じて訳し分けることで解決できる｡

そこで,逐語翻訳したウイグル語単語とその前後に現れるウイグル語単語との関係か

ら,より自然な訳語に置き換える訳語置換法を導人する｡

　　前後に現れる単語の情報を利用する場合,翻訳前の原言語の単語接続関係を利用

する方法と,翻訳後の目的言語の単語接続関係を利用する方法とが考えられる,前者

は,原言語の接続関係から訳語を遺択する手法であり,[金9叫などで用いられてい

る.それに対して,後者はいったん各単語を翻訳し,後処理として不自然な訳語を適

切なものに置換する手法である｡前者の訳語選択手法では,原言語と目標言語の双方

に関する知識がないと訳語選択の規則を記述することは困難であるが,後者の訳語置

換手法では,目標言語に関する知識があれば,置換規則が記述できる｡また,別の原

言語に対しても,元の置換規則を再利用できる可能性がある｡そうした点を考慮して,

本手法では,後者の手法を採用した.

4.6.1　訳語置換表

　　本手法では,形態素解析が終了した段階で,いったん各日本語単語をウイグル語

の基本訳語に翻訳する｡その後,文の先頭から順に各訳語とその前後の訳語を調べ,

他の訳語が適切である場合はその訳語に置き換える｡この置換規則を記した表を訳語

置換表(表4.4)と呼ぶ｡

　　表4.4では,一番左の欄に日本語の単語が記述してあるが,これは表の理解を助

けるためのものであり,実際の翻訳システムが用いる訳語置換表では省略される｡次

の列のウイグル語は,その日本語に対応する基本訳語である｡前接ウイグル語および

後接ウイグル語の欄は,基本訳語を置換する場合の条件を示しており,それらのウイ

グル語が前後に現れる場合,基本訳語を新訳語で置換する｡前接ウイグル語および後

接ウイグル語の欄には,基本的にウイグル語の単語を記述するが,規則の記述を簡潔
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日本語 基本訳語

表4.4:訳語置換表

前接ウイグル語 後接ウイグル語 新訳語 新品詞
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-(r)u

(i)ta

-[i]diμn

gan

*
文末

読点

終助辞

文末

読点

助辞

刊du

刊du

刊du

-di

d1

d1

終止接尾辞

終止接尾辞

終止接尾辞

終止接尾辞

終止接尾辞

終止接尾辞

-katta -k6n -n1&一

gum

*
-gan

ar　idi

連休接尾辞

詞接尾辞

si-,su‘,se‘

録

減少

治療

発

運転

耗

kil-

tizimlax

azaylx

awalax

tilix

屈yd6x

orax

サ変動謁

　　*

　　*

　　*

　　*

　　*

　　*

班レ

il一

I-

1一

1-

1-

tizimlF

&zay-

awala-

etlレ

yd6-

hor訃

母音幹動詞

変助詞

変動詞

変動詞

サ変動詞

サ変動詞

サ変動詞
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にするため,単語の代わ引こ品詞を記述することも可能とする.なお,前接ウイグル

語または後接ウイグル語に依存しない瀧換規則の場合は,条件の欄に*(don't　care)

を記述してお《｡新訳語の欄には,条件を満たした場合に基本訳語を置き換えるため

の新しい訳語を記述しておく｡また,今回の手法では,訳語置換を行うかどうかを文

の先頭から順に検査するため,訳語を置換した場合には,置換後の訳語の品詞が必要

になる｡そこで,それを新品詞の欄に記述しておく｡

　　以下では,4.5節で取り上げた各問題を訳語置換表を利用して解決する方法を示

す｡

4.6.2　終止形と連体形の区別の処理

　4ふ1節で取り上げた終止形と連体形の区別は,後接する単語の品詞に依存して決

まる.そこで,例えば｢-(i)ta｣については,それに対する基本訳語を連体形の‘兄an"

とし,後接ウイグル語の品詞が｢文末｣,｢句読点｣,｢終助辞｣のいずれかである

場合にのみ,終止形の“-di"に置き換えるという規則を訳語萱換表に記述してお《｡

なお,基本訳語として“哨an"の方を選んだ理由は,置換規則の数を少なくするため

である｡

4.6.3　派生語幹の不―致の処理

　　4.5.2節で言及した派生語幹の不一致の問題は,｢-katta』の訳語を,その前に現

れる単語によって訳し分けることで解決できる｡そこで,｢-katta｣の基本訳語を形

容詞の語幹に接続する“-k6n"とし,前接ウイグル語が“-ma-"である場合には“哨an"

に,前接ウイグル語が‘‘-肋�'である場合には‘‘bar　id1リこ置き換えるという規則を導

入する｡

　　ところがここで,“-mがに後接する接尾辞の候補として,連体形を表す“唯an"の

他に,終止形を表す“,di"も考えられる｡そうした区別を考えた場合,後接ウイグル

語の条件も考慮し,置換規則を書《必要が生じるが,それは前接ウイグル語と後接ウ
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イグル語の組合せに応じて置換規則が増えることになり,そのメンテナンスが困難と

なる.そこで,“-k6n"を“哨anリこ置換するという規則だけを記述し,終止形の場合

は,4t2節で述べた置換規則で対処する｡つまり,一つの訳語を置き換えた場合,

すぐに新訳語を出力するのではなく,その新訳語が更に訳語置換表の別の条件を満た

していないかを検査し,もし満たしている場合は,再び訳語を匿き換えるのである｡

その結果,置換規則の簡略化と,規則のメンテナンスの容易さが実現できる｡ただし,

置換規則の書き方によっては,際限な《規則が適用され,置き換えが終了しない場合

が生じるため,置換規則の記述には注意が必要となる｡

4.6.4　サ変動詞の対応の処理

　　4,5,3節で取り上げたサ変動詞の対応の問題は,逐語翻訳‘‘tizimlaxい1m池リこ訳

語置換を施すことで対処できる｡‘‘tizimlax勺こ動詞池i回が後接する場合,“tizim-

1ax"を“tizimla/'と置き換える｡ただし,その後で“ki1-"を消去する必要がある｡そ

こで,置換した“tizimlaノリこ,特別な品詞｢サ変動詞｣を与え,准i1-"の前接ウイグ

ル語の品詞が｢サ変動詞｣である場合に,11ilJを何も出力しないことを表すりに

置き換える｡この｢サ変動詞｣という品詞は形態素解析の結果には出現せず,訳語置

換の場合だけに利用する品詞である｡なお,表4.4では,｢登録｣｢減少｣など6つ

のサ変動詞のみを記入しているが,実際には,こうした変化をする全ての名詞を訳語

厦換表に登録する必要がある.しかし,これは動詞語幹に名詞化接尾辞帆i)x''を付

加することで自動的に生成することが可能であり,現在のところ,799個のサ変動詞

の置換規則を登録している｡

4.6.5　訳語置換の例

　　この手法による例文｢登録sinakatta(登録シナカッタ).｣の翻訳過程を図4,5に

示す｡｢登録｣の基本訳語は‘‘tizimlax"であるが,日本語のサ変動詞｢si-｣の訳語

%I-"が後接するため,訳語置換表を用いて“tizimlジに置き換えられる｡次の
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　　　登録sinakatta｡

　　　　　　与

　登録　　si-　-na-　-katta　｡

　↓　　　↓　　↓　　　↓　　↓

tizimlax　糾I-　-mE　-k6n一

　↓

tizimla,　辿ニ　ーma-,k6n

　　　　↓

tizimla-　-　-m訃　-k6n
　　　　　　一

tizimla-　　-　　-m訃　-k6n
　　　　　　　一

　　　　　　　　↓

tizimla-　-　-m訃　一紅n
　　　　　　　-

　　　　　　　　↓

tizim1訃　　-　,ma-

　　　　　　　　　ヽU･

　　　　　　tizimlamad1

-di φ

-

図4.5:提案手法における翻訳の例
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図4j:翻訳システムとその動作例
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“ki1-"は,前の単語カいtizimla-≒こ置き換えられたため,前接単語が｢サ変勁詞｣で

あるという条件を満たす｡したがって,何も語を訳出しないことを意味するりに置

き換えられる｡次に,｢-katta｣の基本訳語“-k6n"は前接のウイグル語単語が

“-maj'であるため,訳語置換表の条件に合致し“呟anNこ置き換えられる｡また,こ

の置き換えられた“一献m"を訳語置換表を用いて再検査すると,後接のウイグル語が

句読点であるという条件を満たすため,終止形を表す“-diリこ置き換えられる｡この

結果,最終的に入力文｢登録シナカッタ｡｣に対する自然な翻訳文“tizimlamadl｡"が

得られる｡

4.7　機械翻訳システムの実現

　　本節では,本章で提案した手法に基づく日本語-ウイグル語機械翻訳システムの

実現について述べる｡我々は,日本語-ウイグル語機械翻訳システムを日本語形態素

解析システム,訳語置換システム,ウイグル語整形システムの三つのモジュールで構

成した｡図4.6に本翻訳システムと,その動作例を示す.
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　　日本語形態素解析システムには､3章で述べたMAJOを使用した｡MAJOは派

生文法に基づいて日本語の形態素を解析するシステムであり,辞書に各単語の情報を

(日本語単語,品詞名,意味)の3項組の形で登録している｡今回作成した機械翻訳シ

ステムではMAJOの辞書を,(日本語単語,品詞名,ウイグル語訳語)の3項組で表

される日本語-ウイグル語辞書に置き換えて使用した｡この結果,MAJOの出力結

果は,そのまま逐語翻訳の結果となる｡なお,変更部分は辞書のみであり,文法やシ

ステム自体には何ら変更を加えずに使用した｡

　　なお,本翻訳システムでは,入力として漢宇仮名混じりの日本語文を扱うが,派

生文法に基づ《解析を行うため,形態素解析の前処理の段階で,入力文中の平仮名の

部分を日本式ローマ宇表記2に変換する｡形態素解析システムMAJOの出力結果は,

そのまま入力文に対する逐語翻訳となり,訳語置換システムに引き渡される｡

　　訳語匿換システムは,4石節で述べた訳語置換表を実現するモジュールである.す

なわち,訳語置換システムでは,訳語置換表と逐語翻訳の結果を比較し,置換表に記

入された規則に該当する語の並びが出現した場合,適切な訳語に置き換える.図4.6の

例では,2回出現している動詞接尾辞｢-ta｣はMAJOの出力の段階では共に“-餌n"

と翻訳されているが,訳語置換システムにより,文末に出現する“哨an"は‘!di≒こ置

換されている｡

　　ウイグル語整形システムはウイグル語の音韻規則を処理し,最終的なウイグル語

翻訳文を出力するシステムである｡連結母音･連結子音の削除も音韻規則の一つであ

り,それらはウイグル語整形システムで処理する｡例えば,図4.6の例では,訳語置

換システムの出力に,連結母音を含む派生接尾辞“-(i)1-"が存在するが,子音幹に接

続しているため,この連結母音(i)はそのままiとして出力される｡

　　また,ウイグル語には連結母音･連結子音以外にも母音調和や母音の弱化･同化

　　2日本式ローマ字表記は仮名に従った表記をする｡訓令式やヘポン式では｢ぢ｣｢づ｣｢を｣を音に

従ってそれぞれ｢z1｣｢zu｣｢o｣と表記するか,日本式ローマ宇表記ではそれぞれ｢di｣｢du｣｢wo｣

となる.
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などの音韻規則が存在する[竹内91].これは文の発音を容易にするために接尾辞や語

幹が変化する現象である｡例えば母音調粕については,ウイグル語の母音に前母音6,

i1,6と後母音a,u,oの区別があり,前母音を含む勧詞には前母音を含んだ接尾辞

が,後母音を含む勤詞には後母音を含んだ接尾辞がそれぞれ接続する｡ただし,iと

eは母音調和に関しては中立である｡現在では,ウイグル語整形システムの内部処理

においてこれらの音韻規則を処理している.図4石の例においては,連体形を形成す

る完了の統語接尾辞勺an"が派生接尾辞心山ドを狭んで前母音を含む勁詞ヅt,"に

接続しているため,ウイグル語整形システムによって‘兄an"が‘冰6n勺こ置き換えら

れ,最終的なウイグル語文では,‘‘6tilg6n"となっている｡

4.8　翻訳実験の評価と検討

　本節では,我々が作成した翻訳システムを用いた翻訳実験の結果と,その評価に

ついて述べる｡環境問題を扱った新聞社説など3編の日本語文136文を本システムを

用いて翻訳し,生成された306個のウイグル語動詞句について翻訳精度の評価を行っ

た｡｢保タレテイル｣のように動詞に補助動詞が接続する場合は全体で一つの勁詞句

と数えた｡なお,日本語とウイグル語の表現の差から,日本語では動詞句で表現され

るが,ウイグル語ではそうではない例が存在する｡例えぱ｢環境調整機能ヲ備エル植
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

物｣や｢恵マレタ条件』の下線部は,日本語では動詞句であるがウイグル語では形容

詞で表現される.また,｢~デアル｣の｢アル｣は補助動詞であるが,ウイグル語で

は“dur"という接尾辞で表現され,これは日本語の｢ダ｣に相当する｡今回の実験で

は,こうした表現を評価対象から取り除き,日本語文とウイグル語文の双方において,

ともに動詞句となった306個だけを評価した｡なお,この日本語動詞句には同じもの

がいくつか含まれており,異なる動詞句の数ぱ254種であった｡また,実験に使った

136文の中には動詞句を含まない文が14文あった｡

　　なお,実験に使用した辞書であるが,充分な規模の日本語-ウイグル語辞書がそ

もそも存在しないため,ウイグル語一日本語辞書[飯沼82]を元に本研究室において作
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表4.5:翻訳実験の結果

動詞句数 正解翻訳数 正解率

単純な逐語翻訳

検査を利用

306

06

119

12

38.9%

9j%

成した日本語-ウイグル語辞書を利用した｡ただし,元となったウイグル語一日本語

辞書はウイグル語一中国語辞書から作成されたものであり,元のウイグル語の意味と

異なった日本語が記載されている箇所などがある｡そうした点を修正しつつ,本研究

室においてウイグル語一日本語辞書の電子化を行った｡さらに,その辞書におけるウ

イグル語と日本語のペアを入れ替えることで,白動的に日本語-ウイグル語辞書を生

成した｡たたし,こうして作成した日本語-ウイグル語辞書をそのまま実験に使用し

た場合,入力文には未登録語が多数出現する｡今回の実験は,ウイグル語文全体の翻

訳精度ではな《,動詞句の翻訳精度を測定するためのものであるので,翻訳に必要な

語を適宜登録し,未登録語は無いものとして実験を行った｡その結果,実験に使用し

た辞書は,約16,000語の単語を登録したものとなった｡また,訳語置換規則を853個

登録して実験に使用したが,そのうちの799個がサ変動詞のための規則である｡

　　実験では,訳語置換表を用いた場合と用いなかった場合の翻訳精度の差を比較し

た｡評価は人手で作成した翻訳文と翻訳システムの出力文に出現した動詞句とを比較

し,まったく誤りの無いものを正解,それ以外を不正解とした｡4.5.3節で述べたサ

変動詞の対応や音韻規則について間違いのある出力文は,不自然ではあっても意味の

通じる場合がある｡しかし,今回の実験ではそのような翻訳文も聞違いとした｡翻訳

実験の正解率を表4.5に,また翻訳誤り原因の内訳を表4.6に示す｡なお,一つの動

詞句の翻訳に失敗した場合でも,その原因が複数ある場合があり,誤りの合計は翻訳

に失敗した動詞句の数よりも多くなっている｡

　　表4､6における誤りのうち,終止形と連体形の区別,派生語幹の不一致,および,
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表4石:翻訳誤り原因の内訳

誤り原因 単純な逐語翻訳の場合 置換表を利用した場合

終止形と連体形の区別

生語幹の不一致

変動詞の対応

直訳不能

語の多義性

称接尾辞の選択

韻規則の適用

態素解析

53

7

0

1

5

5

8

3

　3

0

0

1

5

5

8

3

合計 212 95

77

サ変動詞の対応は,4.5節で述べた誤りである｡終止形と連体形の区別が必要となる

接尾辞は,今回の実験では176箇所に出現したが,そのうち終止形であるものが50箇

所あった｡それらは,訳語置換表を用いることにより,すべてを正しく翻訳できた.

しかし,正しくは連体形であるものを,誤って終止形に置換してしまった箇所が3箇

所あった｡例えば,入力文｢気ヲ配ラナカッタ､アルイハ無神経ダッタトコロ｣の下

線部｢カッタ｣は最後の｢トコロ｣を修飾するため連体形であるが,読点の直前に出

現するため,訳語置換表の規則により終止形に置き換えられてしまった｡そうした問

題は構文的情報を利用しない本手法では正しく翻訳できない｡

　　派生語幹の不一致(7箇所)やサ変動詞の対応(60箇所)の問題については,訳語置

換表を用いることにより,すべてを正しく翻訳できた｡

　　以上の結果,表4.5に示すように,訳語置換表を用いることにより,正し《翻訳で

きた動詞句が約3割増加した｡このことから,訳語置換表の有用性が示せた｡

　　以下では,翻訳失敗の原因について考察する｡
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　　まず,直訳不能に分類される誤りは,侑用句やそれに近い表現であり,単語ごと

に鰯訳しただけでは適切に翻訳できない｡例えば,｢環境ノ世紀ヲ迎エルニ当タッテ』

という入力文は,ウイグル語に直訳しても元の文とは異なる意昧になってしまう｡自

然なウイグル諮文では,｢当タッテ｣の部分は勅詞ではなく,｢前二｣に相当する名

記に接尾辞が接続した形で表現される｡よって,こうした直訳不能な文を正しく翻訳

するためにはあらかじ.め意昧的に等価な表現に変換する必要があると考えられる｡

　　訳語の多義性とは,日本諮の単語に対して複数のウイグル語の訳語が相当する場

合に,正しい訳語が選択できないという誤りである｡今回の実験では,一つの日本語

単語に一つのウイグル語訳を対応させた辞書を用いたため,文脈によってはその訳が

適切でない鵠合があった｡例えば,日本諮の『~シテイル』における補助勣詞｢i,｣

に相当するウイグル詰にば,動詞接尾辞づi)wat-≒補助動詞“kふ≒“k叔j≒

“turj≒“oltuIJ≒“yUrクなどがある｡入力文には｢生存ヲ許サレテイル｡(mh必t

糾hniwatidu)｣｢宇宙全体ニカカワッテイル(takilip　k611du)｣｢似テイル(ohxap

ketidu)｣｢自然界ヲ勁カシテイル秩序(肋rk6t16ndUrip　turidi餌n)｣といった句で補

助動詞｢1-｣が出現したが,それぞれの下線部に対する自然なウイグル語訳は,括弧

内に示すものであり,｢i-｣に対する訳語はそれぞれ異なっている.どの訳語を選択

するかは｢~シテイル｣の意味に依存するため,現状では対応できていない.今回の

実験では,動詞の多義性が原因で失敗した箇所は12箇所,接尾辞および補助動詞の

多義性が原因で失敗した箇所は43箇所であった.

　　人称接尾辞の誤りは,適切な人称接尾辞を付加できなかった誤りである｡ウイグ

ル語の動詞句には,日本語に存在していない人称接尾辞が付加する場合がある｡人称

接尾辞は,動詞に対する動作主に依存して決まるが,現在のシステムでは動作主を特

定する処理は行っていない｡そのため,今回の実験では,人称接尾辞が出現した場合

は,いずれも三人称単数を表す人称接尾辞を付加した｡その結果,48箇所出現した

人称接尾辞のうちの5箇所において人称の選択を誤った｡人称接尾辞を適切に補うた

めには,動作主の特定が必要になる｡特にウイグル語文では,日本語文と同様に動作
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主が文中に明示されない場合が多《,その特定は今後の課題である｡

　　また,現在の翻訳システムでは,4.7節で述べたように,ウイグル語整形システ

ムの内部処理により,音韻規則を処理している｡今回の実験では,動詞句282個に対

し,音韻処理を335箇所で行った｡1つの勒詞句に対し,複数の音韻処理が適用され

る場合があるため,適用箇所の合計は勣詞句の数よりも多くなる｡なお,音韻処理を

適用しても音韻変化する条件を満たしていない場合は勅詞句の形は不変であるが,今

回の実験では175箇所がそれに該当し,実質的に音韻変化した箇所は160箇所であっ

た｡また,音韻処理を施した335箇所のうち,8箇所で間違いがあった｡その原因は,

主に母音iとeが母音調和に関して中立であるためである｡母音としてiもしくはeし

か含まない動詞の場合,後接する接尾辞が前母音を含んだものになるか,あるいは後

母音を含んだものになるかは動詞ごとに異なる｡そのため,勅詞に含まれる後母音の

有無で接尾辞を決定している現在のウイグル語整形システムでは,適切な接尾辞を選

択できない｡

4.9　おわりに

　　本章では派生文法を用いた日本語-ウイグル語の動詞句の機械翻訳手法について

述べた｡派生文法を用いてウイグル語動詞句も記述することにより,動詞接尾辞間の

対応が明確になり,逐語翻訳でも高精度な勤詞句の翻訳が可能になることを示した｡

また,本章では,不自然な翻訳を避けるための訳語置換表を提案した｡その結果,動

詞句の翻訳において,より自然な翻訳文を生成することが可能となった｡また,本手

法に基づく翻訳システムを作成し,実験によりその有効性を確かめた｡

　　本章で提案した翻訳システムは,日本語形態素システム,訳語愛換システム,ウ

イグル語整形システムの3つから構成されている｡特に日本語形態素システムMAJO

については,システムや文法に手を加えることなく,辞書を日本語-ウイグル語辞書

に交換することで逐語訳を実現している｡また,訳語置換システムとウイグル語整形

システムは日本語の処理とは独立して作成されている｡その結果,他の膠着語との間
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でも,MAJOで用いる辞書を交換し,その語に特有の性質を考慮した置換システム

および整形システムを作成することで,機械翻訳が可能になると考えられる｡



第5章

形態素解析可視化システムヘの応用

5.1　はじめに

　　本章では,第3章で述べた形態素解析システムMAJOの解析結果を可視化するシ

ステムについて述べる｡MAJOは形態素文法の曖昧さから生じる複数の解析候補の

中から,接続コスト最小法を用いて,解析結果を1つに決定している｡しかし,どの

ようなシステムでもそうであるが,MAJOの解析も完璧ではないため,誤った解析

結果を出力することがある.その場合には,誤りを人手で修正することが考えられる

が,それには選択されなかった膨大な解候補との比較などが必要であり,多大な労力

を伴なう｡そこで,MAJOの出力結果を可視化し,人間の手による修正が容易に行

えるシステムを開発した｡

　　同じように形態素解析の結果を視覚化したシステムとして,奈良先端大の松本研

究室による美茶[山下97]がある.これは,日本語形態素解析システム茶笑[松本98a]

の解析結果を視覚化したものであり,グラフで形態素解析の結果を表示し,曖昧性を

視覚的に表現している｡これに対して,本章で述べるシステムでは,この曖昧性の表

現に加えて派生文法の特徴である語幹と接尾辞の接続関係も視覚的に捉えやすくなっ

ている｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81
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5.2　形態素解析可視化システムの開発

本節では,形態素解析可視化システムの開発の目的とその有用性について述べる｡

5.2.1　形態素解析支援

　　形態素解析においては,形態素文法の曖昧さから,1文に対して複数の解析候補

が得られるのが通常である｡そのため,最長一致法や最小文節法などのヒューリス

ティックスを用いて,解析候補の中から1つを選択し,解析結果として出力すること

になる｡MAJOでは接続コスト最小法を用い,接続コストの和が最小となる候補を

解析結果として出力している｡現在,接続コストは人手により決定しているが,その

コスト付けは完璧ではなく,コスト最小の候補が常に正しい解析結果になるわけでは

ない｡また,自然言語のもつ曖昧さから形態素レベルの情報だけでは正しい解析結果

を選択できない場合も存在する｡事実,現在のMAJOの解析精度は3.6節で述べた

とおり,98j%である｡

　　そのため,誤った解析結果を人手によって修正することが考えられる｡解析結果

の修正は,接続コストが最小にならなかった候補の中から正しい解析結果を選択し直

すことによって行われるが,解析結果のパターンが多く,またそれらの相違は微妙で

あるため,正しい解析結果を探し出すのは困難である｡MAJOは基本的には1文に

対する解析結果を1つだけ出力するが,オプションにより,複数の解析結果を出力す

ることが可能である.そうした場合の出力結果の最初の部分を図5.1に示す｡ここ

で,“data月ま入力文を示し,“Noクが接続コストによる順位,“cost"か接続コスト

の合計値を表す｡また,接統コストが同じ解候補には同じ順位を付けるので,それら

を区別するために出現順序を“total"の欄に付加している｡その下の,3項組が個々

の形態素の解析結果であり,形態素,品詞,意味情報を示している.

　　複数の解析候補を出力する場合,MAJOは接続コストの合計値が小さい順に出力

する｡よって,最初に出力された候補がMAJOによる解析結果ということになる｡

形態素解析結果の候補は組合せ的に増加するため,MAJOが出力する候補の数は何
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図5.1:　MAJOによる出力の例
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十,何百通りにもなる1.

　　もし接続コストの和が最小となる候補が,解析結果として適切でない場合,他の

候補の中から正しい解析結果を見つけることが必要になる.しかし,例えば図5jに

おいて最初の候補と第3の候補の違いが形態素‘‘naク'の品詞と意味情報のみであるよ

うに,解析結果の候補の間における違いは微妙なものてあり,それをテキストベース

で見比べ,かつ適切かどうかを判断することは大変な労力を伴う｡

　　そこで,形態素解析結果を可視化し,複数の解析候補を一度に比較可能とするこ

とにより,解析結果の修正を支援することを考え,実際に可視化システムを実現した.

本章では,そのシステムについて述べる｡このシステムでは,解析結果に出現する各

形態素を節点とするグラフで解析候補を表現する｡その結果,各形態素間の接続関係

および解析結果の各候袖間の関係が捉えやすくなり,解析結果の修正が容易になる｡

また,解析結果を可視化することによって,派生文法の特徴である動詞語幹と接尾辞

の接続の様子を把握しやすくできた｡

5.2.2　品詞タグ付きコーパスの作成支援

　　形態素解析システムの解析精度を検証するためには,正しい解析結果,すなわち

品詞タグ付きコーパスとシステムの解析結果との比較が必要となる.MAJOは派生

文法に基づく独白の品詞体系をもつため,既存のタグ付きコーパスをそのまま利用す

ることができず,独自に作成する必要がある｡現在のMAJOでは,接続コストを人

手によって決定しているが,コーパスを用いた学習による接続コストの最適化[永田94]

[竹内95]も試みている.そのためにも品詞タグ付きコーパスは不可欠である.品詞付

きコーパスの作成には人手に頼る部分が大きいため,MAJOの解析結果を可視化す

ることにより,その支援を行った｡

　1ただし,接続コスト最小法のアルゴリズムにおいて,最終的に接続コストの和が最小にならないこ

とが判明した候補については解析が途中で打ち切られている｡
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図5.2;日本語形態素解析支援可視化システム

5.3　形態素解析結果の可視化システム

　　本章で作成した可視化システムの概観を図5.2に示す.このシステムの画面は,

解析情報部,選択候補表示部および解析候補―覧表示部の3つから構成される.解析

情報部は左上の部分であり,解析させる文を入力したり,解析結果や形態素の情報を

表示したりする.

　　選択候補表示部は,右上の部分であり,現在選択されている解析結果の候補を

MAJOの出力結果と同じ形式,すなわち,(形態素,品詞,意味情報)の三つ組で表

示する,なお､MAJOの出力では,図5.1に示されているように,平仮名部分がロー

マ字表記されているが,可視化システム上においては,利用者が見やすいように,で

きるかぎり平仮名に変換して表示する.ただし,動詞｢咲k｣のように,形態素が音
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素単位で区切られるものは,平仮名表記に変換できないため,そのままローマ字表記

で表示する｡

　　解析候補一覧表示部は下半分の部位で,解析結果を左から右への有向グラフで表

示している｡グラフを利用することによって,複数の解析候補を一つの有向グラフで

表現することを可能としている.グラフの各節点は,それぞれ一つの形態素を表し,

それに付与されている品詞タグによって色分けされている｡また,マウス･ポインタ

を節点の位瀧に合わせると,左上の解析情報部の形態素情報の欄に,対応する形態素

の詳細な情報か表示される｡グラフの枝は右向きとし,文頭の形態素から文末の形態

素までの各経路が,人力文に対する一つの解析候補である｡すべての枝が太い黒線の

経路が現在選択されている解析結果に相当し,その詳細は右上の選択候補表示部に示

されている.初期状態では,接続コストの合計が最も小さい解析候補が選択される.

選択されている経路に,誤って分割された形態素や,誤った品詞タグが付けられた節

点がある場合には,正しいタグの付いた節点をマウスでクリックすることにより,そ

の節点を含む経錨が解析結果として選択し直される｡また,同じ分割に複数の品詞夕

グが付けられている場合にば,親節点に示される形態素との接続コストが小さい形態

素を表す節点ほど上に表示されるようになっており,修正の際には上から順に探すこ

とによって正しい品詞タグの付いた節点を選択しやすくなっている.

　　以上により,形態素解析の曖昧さを視覚的に理解できるようになり,複数の解析

候補の中から,正しい解析を容易に選ぶことを可能とした｡

5.4　日本語-ウイグル語機械翻訳への応用

　　第4章で示した日本語-ウイグル語機械翻訳においては,MAJOの形態素解析結

果がそのままウイグル語の逐語訳となっている｡しかし,このシステムでは,訳語選

択を行っていないため,1つの日本語単語に複数のウイグル語訳語の候補がある場合,

正し《翻訳できないという問題がある.こうした訳語選択を自動的に行うためには,

訳語に関する膨大な意昧情報が必要になるが,現段階ではそうしたウイグル語の情報
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図5.3:日本語-ウイグル語機械翻訳支援システム

資源は整備されていない.そこで,人手により訳語選択を行うことを考える.その場

合,日本語単語に複数のウイグル語訳語が存在することは形態素解析の曖昧さの-･種

とみなすことができ,可視化システムを応用することで,機械翻訳を支援することが

可能となる

5.4.1　訳語選択支援システム

　　図5.3は,本研究で作成した日本語-ウイグル語機械翻訳支援システムである.こ

のシステムは5.3節で述べた日本語形態素解析支援可視化システムに以下のような変

更を加えて実現したものである.
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巾日本語形態素解析支援可視化システムにおける｢意昧情報｣を｢ウイグル語訳｣

　　に変更する｡

(2)節点に表示する情報を日本語形態素からウイグル語訳語に変更する.

(3)日本語の単語に複数のウイグル語訳語が登録されている場合,それぞれを別の

　　節点として表示する｡

㈲未登録語は,日本語形態素をそのまま表示する｡

　　巾の変更は,MAJOの出力を(日本語形態素,品詞,意味情報)から(日本語形

態素,品詞,ウイグル語訳語戸こ変更したことに伴なうものである.団Mに日本語

-ウイグル語翻訳におけるMAJOの出力結果の最初の部分を示す｡なお,この例文は

図5.3で表示されている物と同じである｡図5.4から判るように,1つの日本語単語

に複数のウイグル語訳語が対応する場合,MAJOはウイグル語訳語の欄に複数の訳

語をヅ"で並ぺて出力する.そのため,視覚化システムでは,これらのウイグル語を

別々の節点に表示する｡また,画面右上の選択候補表示部でも,MAJOの出力その

ままではなく,ウイグル語訳語を1つ選択したものを表示している.これにより複数

の訳語の中から正しい候補を人手で選択することが可能となった｡なお,対応する訳

語が辞書に登録されていない場合,MAJOは未知語を示す“Unknown"を訳語として

出力するが,その場合には,日本語形態素をそのまま出力し,ユーザに適切な訳語を

人力してもらう｡以上により,日本語-ウイグル語機械翻訳の支援を実現した｡

5.4.2　訳語選択支援システムの問題点

　　このシステムは,訳語選択を支援するシステムである.よって,日本語形態素解

析システムMAJOの出力が,訳語選択支援システムヘの入力となり,その出力をウ

イグル語整形システムヘの人力として与えることでウイグル語文を出力することにな

る｡
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図5.4:日本語-ウイグル語翻訳におけるMAJOの出力の例
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　　しかし,現在の日本語-ウイグル語翻訳システムには回4jに示すように,MAJO

とウイグル証整形システムとの間に訳語匿換システムがあり,この訳語置換システム

と訳話選択支援シスデムの両立が問題となる｡訳語置換表は,前後のウイグル語の情

報から訳詰を漑き換えるものであり,白動的な訳語選択と捉えることもできる｡

　　訳諮蕭換システムを使用しない場合,それ仁よって置換される単語についても｡

訳諮緩補としてあらかじjめ辞書に登録しておき,ユーサに訳語選択を行ってもらうこ

とになる｡しかし,モの爆合,連律影と終止影のぽ別の問題など,毎回]同しパターン

の修正を行うことが必斐になる｡そうした繰り返し作業を避けるためには,訳語置換

レスデムを伴用することになるが､その場合｡人手による訳語選択と訳語貰換システ

ムによる訳詰週択が豊立することになり,その道雨殖序が問題となる｡

　　1つの日本詰のサ変勣舗に複数のウ千グル詰の動詞が対応する場合,まずウイグル

証の訳談を決定しないと｡適切な動記に賓換することができない｡例えぱ,｢約束』

に相当するウイグル語の候補として“6mh　dihxix≒“w6dilixix"　,‘‘x&tl6xix"の3語

があり,｢約束する｣に相当するウイグル語の候補にも,それそれのウイグル語の動

詞形である“6mh　di16x-'≒“w6dil6x-",“x6rtl6x-"の3語が存在する｡｢約束する｣

を翻訳する際に,｢約束｣の訳語として例えば‘‘6mh　dilixぽ'が適切であれば,訳語

置換システムはこれと｢する｣の訳語との組合せから“6mh　dil6x-"　を置換する.こう

した置換を行うためには,訳語選択支援システムを先に適用し,｢約束｣の訳語を選

択しておく必要がある｡

　　しかし,訳語選択支援システムを先に適用した場合,ユーザが訳語選択支援シス

テム上で作業している画面では連体形や終止形の開違った情報が表示されていること

になり,その部分をユーザが修正できないのは問題である｡また,修正できるように

する場合は,既に述べたように同じパターンの修正を何度も繰り返すことになる｡

　　そうした問題を解決するために,訳語選択支援システムと訳語置換システムとの

融合を検討している.例えば｢約束する｣の訳語を変更する場合,逐語訳“6mh　d11-

lxixい1-"と“w6dihxix　ki1-"　を比較するのではな《,訳語置換を行った‘‘6mh　dn6x-"
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と“w6dmx6x-"から正しい候補を選択できるようにする｡

　また,現在のシステムでは音韻処理はウイグル語整形システムで行っている｡4.8節

で述べたように,ウイグル語整形システムの処理は完璧ではないため,音韻的C こ誤つ

た文を出力する場合がある｡現在の訳語選択支援システムではこうした誤りを修正す

ることができないため,改良が必要である｡

5.5　おわりに

　　形態素解析結果を可視化することにより,正しい解析結果の選択を支援するシス

テムを作成した｡今後は,本システムを利用して形態素解析システムMAJOの性能

改善を図るとともに,可視化システム自体の評価･改良を進めてい《｡

　　今後の課題としては,以下のようなことが挙げられる｡

　　まず,可視化システムを利用した解析精度の向上である｡本システムでは,MAJO

による解析データを可視化して人手による修正を可能としているが,例えば,過去に

修正が行なわれたパターンを記録しておき,自動的に修正を行う学習機能を付加した

り,その修正パターンのデータを元に,MAJOの接続コストを変更することが考え

られる｡

　　また,訳語選択支援システムとして利用する場合に,5よ2節で示した問題を解決

する必要がある｡その際にも訳語選択のパターンを記録し,訳語置換規則として利用

することを検討している｡また,そうした訳語置換規則を収集することで,人手によ

る修正を行わない日本語-ウイグル語機械翻訳全体の精度向上にも利用できると期待

できる｡

　　現在の可視化システムはMS-Windows上で実現されているが,多《のユーザに利

用してもらい,また,様々な修正パターンの収集を容易にするため,WWW上でシ

ステムを使用できるよう検討している｡
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第6章

あとがき

6.1　本論文のまとめ

　　本論文では,より自然でより単純な日本語処理システムの開発を目的とし､その

実現として,日本語を体系的に記述している派生文法の特徴を活かした日本語形態素

解析システムMAJOを作成した｡また,派生文法が日本語の膠着語としての性質に

着目していることを利用し,日本語-ウイグル語機械翻訳における動詞句の翻訳を,

MAJOを応用して実現した｡

　　まず第1章では,日本語の膠着語としての特徴と,それを踏まえた日本語文法に

ついて論じ,さらに,使用している日本語文法に着目して,日本語形態素解析に関す

る従来の研究動向を概観した｡その中で,それらの研究の多《が学校文法に基づいて

システムを構築していること,また,その一方で,学校文法が日本語処理に適した文

法であるかどうかを検討してこなかった点を指摘した｡そうした現状を踏まえ,本研

究では日本語の性質を恬かした,より自然な日本語処理を実現することを目的として,

日本語形態素解析システムを作成した｡また,他の膠着語への応用にも有用であるこ

と示すため,日本語-ウイグル語機械翻訳における動詞句の翻訳に本システムを利用

した｡

　　本論文は,これらのシステムを作成し,また使用することにより膠着語に対する

自然言語処理における派生文法の有効性を確認した研究として位置付けられる｡本論
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文の成果を以下にまとめる｡

　　第2章では,勁詞の活用をどのように記述しているかという観点から日本語文法

を比較した｡そして,膠着語の性質に着目した派生文法が,動詞句の体系的な記述に

もっとも成功していることを示した｡

　　第3章では,派生文法の特徴を活かした形態素文法を作成し,さらに,その形態

素文法に基づいて日本語を形態素解析するシステムMAJOを開発した｡まず,形態

素文法の構築について述べ,派生文法に基づく本研究独自の品詞体系について解説し

た｡また,従来の音韻論的文法を利用した日本語形態素システムにおいて問題とされ

てきた音便形については,後方からの解析および子音の補完という手法により,簡潔

さを維持したままで解析が行えることを示した｡辞書検索システムに関しても,検索

時間を実験により比較し,より高速な検索システムであるダブル配列法によるトライ

法を採用した｡また,EDRコーパスの1,000文を用いた実験を通じてMAJOの解析

精度を評価し,98.1%の形態素について,正しく分割し,かつ,正しい品詞を付与で

きたことを示した｡その結果,MAJOは簡潔な文法を持ちながらも従来のシステム

に匹敵する解析精度を保持していることを確認した.

　　第4章では,日本語-ウイグル語機械翻訳における動詞句生成について論じた｡

本研究では,派生文法が日本語の膠着語としての性質に着目している点を利用し,同

じ膠着語であるウイグル語との聞の機械翻訳に応用可能であることを示した｡とくに,

日本語とウイグル語を共に派生文法で記述することにより両言語間の類似性が明確に

なり,その結果,逐語訳による動詞句の翻訳が可能になることを示した｡また,両言

語の相違点も文法的観点から考察するとともに,前後の情報を利用して逐語訳の結果

を置き換える訳語置換表を導入することで,より自然な翻訳を可能とした.

　　さらに,第3章で開発した日本語形態素システムMAJOを用いて,日本語-ウイ

グル語機械翻訳システムを実現した.このシステムは,MAJO､訳語置換システム,

ウイグル語整形システムの3つから構成される｡MAJOを使用するにあたっては,

システムや文法に手を加えることなく,辞書を日本語-ウイグル語辞書に交換するだ
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けで逐語訳が可能になることを示した｡また,人力文を形態素解析するMAJOと不

白然なウイグル語文を修正する訳語置換システム,および,ウイグル語の音韻規則を

処理するウイグル語整形システムを別々のシステムとして実現することで,他の膠着

語間の機械翻訳が可能なシステム設計となった｡さらに,動詞句の翻訳実験により本

手法の有効性を確認した｡

　　第5章では,可視化システムの実現について論じた｡形態素解析システムの出力

結果は膨犬な量になり,人間の手による修正には多大な労力を伴なうが,形態素解析

システムの結果を可視化し,解析誤りを修正する候補を選択できるようにすることで,

人間の手による修正を支援可能とした｡また,この可視化システムを応用して,日本

語-ウイグル語機械翻訳における訳語選択支援も可能とした｡訳語の多義性は形態素

解析における曖昧さの一種と捉えることが可能であり,その結果,人間と計算機が協

調して日本語-ウイグル語翻訳を行うことが可能となった｡

6.2　関連研究:日本語一韓国語機械翻訳

　　本研究では,膠着語の性質を利用した研究の応用として,その対象に日本語一ウ

イグル語機械翻訳を選んだ｡日本語,ウイグルの他に韓国語,トルコ語なども膠着語

に分類される.そうした膠着語間の機械翻訳に関しては,日本語と韓国語との間の機

械翻訳の研究がもっとも盛んに行われている｡日本語と韓国語の文法を比較した場合,

互いに驚くほどよく似ており,特に語順はほぼ同じである｡これは,どちらの言語も

文中のおける単語の役割が接尾辞によって示されるため,語順によって文法的機能を

明示する英語などと異なり,文中で単語の出現順序に柔軟性があるからと考えられる｡

そのため,両言語聞の翻訳においては,語順をそのままで各単語を翻訳する直接翻訳

方式が,多くの文献で提案されている[李9obH李9oaH金91則金91絹金92引意92b]

[李92川金92a口金93口金96b川金9叫{焚94円李92][各務94]済務95目中村96]

[姜朗･

　　これらの研究において,主に問題とされているのは以下の3点である｡
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(1)動詞の活用の仕方が異なる.

(2)様相表現を表す接尾辞の出現順序が異なる｡

(3)訳語の多義性によって曖昧性が生じる｡

第6章あとがき

　　以下では,以上の問題点に着目しながら,日本語と韓国語との開の機械翻訳に関

する研究と本論文における日本語-ウイグル語機械翻訳とを比較する｡

　　まず,これまでの日韓･韓日機械翻訳システムにおいては,使用している文法に

ついて言及したものがない.文献|金96a]では,日本語と韓国語の言語間の類似点,

相違点について言及しているが,それは特定の文法に基づくものではなく,対照言語

学1に恭づくものである.文献[金96a]では,日本語と韓国語の品詞が一致していない

と指摘しているが,この品詞分類はそれぞれの言語の学校文法を用いている｡この点

から推測するに,文献[金9叫で提案されているシステムは両国語の学校文法に基づ

いて作成されていると考えられる｡また,その他の文献においても,使用されている

用語から推測すると,これまでの日韓･韓日機械翻訳で使用されてきた文法は,もっ

とも一般的な文法である学校文法か,それに良く似た伝統的文法であると考えられる｡

　　日本語および韓国語の学校文法では,用言の変形を活用として説明しているが,

その活用の仕方が,それそれの学校文法で異なっている｡日本語の学校文法が,用言

の活用を五段活用および上下一段活用の2種類の規則活用とカ変およびサ変の不規則

活用に分類しているのに対して,韓国語の学校文法は用言の活用規則を,1種類の活

用規則と11種類の不規則規則に分類している｡また,日本語の用言ぱ｢語幹十語尾｣

と分けられるが,韓国語の用言は｢語幹十先語末尾語十語末尾語｣に分けられる｡

さらに韓国語には,日本語の助動詞に相当する品詞がな《,それらは叙述格助詞,補

　1対照言語学(contrastive　linguistics)とは,音韻･語彙･形態･統語･文宇などについて二つの言

語を比較･対照し,両者間の異同を明らかにする研究分野である｡比較言語学が二つの言語を歴史的,

系統的に研究し,言語の親縁関係を明らかにしようとするのに対し,対照言語学は英語と日本語といっ

た,親縁関係のない言語についても,比較･対照するものである｡
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肋用言などで表現されている2.そのため,これまでの研究では,日本語と韓国語の動

詞句を別々の規則で作成している｡

　　それに対して,本研究は日本語とウイグル語を共に活用しないと考えているため,

活用形の違いという問題が生じることがない｡また,日本語とウイグル語を共に派生

文法で記述することによって,両言語の勁詞句の生成を共通の規則で扱うことが可能

となっている｡

　　第二の問題は,述部が複数の助動詞(韓雨語における補助用言坤嶋構成される場

合,その出現順序が日本語と韓国語で異なる点てある｡例えば日本語の｢行きました｣

においては肋動詞は｢丁寧十過去｣の順序で出現しているが,同様の意昧を表わす韓

国語の“kasssupnitaリこおいては,｢過去十丁寧｣の順序で補助用言が出現している｡

そうした場合には単純な直接翻訳方式では正しく翻訳できないため,意昧接続関係に

よって記述された翻訳テープルを使用する方式[金96a]や,様梢情報の意昧をテーブ

ル化し,PIVOTとして用いる方式[金98a]などが解決策として提案されている.そ

れに対して,日本語とウイグル語の動詞句では,勁詞に接続する派生接尾辞の順序が

同じであり,そうした点は問題とならない｡

　　第三の問題は,訳語の多義性の解消である｡日韓･韓日機械翻訳において,この

点を扱った研究は,助詞の多義性の解消を扱ったもの[朴剛[姜97]と勁詞の多義性

の解消に着目したもの[李89][金92a]に大別される.本研究においては,まだ訳語の

多義性については扱っておらず,今後の課題である｡

　　また,これまでの日本語と韓国語との間の機械翻訳の研究では,両言語開の類似

性を利用してはいるものの,その類似性に文法的な説明を与えたものはない｡それに

対して,本論文における日本語-ウイグル語機械翻訳は,派生文法を利用することで,

日本語とウイグル語の形態論的類似性に文法的な説明を与えている.その結果,派生

接尾辞や連結母音･連結子音の欠落規則といった形態論的類似点を明確にしている｡

2日本での韓国語の解説書によっては,叙述格助詞,補助用言を助動詞として扱っているものもある｡
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6.3　今後の課題と将来への展望

第6章あとがき

本論文が残した課題と将来への展望を述べる.

派生文法に基づく形態素解析システムについては以下の研究課題がある｡

●解析精度の向上

　本研究で開発した形態素解析システムMAJOはその解析精度においてまだ改良

　の余地がある.より多《の人力文を解析させ,誤りのパターンを検討し接続コ

　ストを調整することでの精度向上が可能である｡しかし,それにはエキスパー

　トの知識と多大な労力が必要であり,また,それによって改善される精度も1%

　前後にすぎないという問題がある｡そこで,現在は人手により調整し決定して

　いる接続コストを,コーパスからの学習によって自動的に決定する手法も試み

　ている｡しかし,そうした手法で決定した接続コストを用いて解析を行った場

　合でも,人手によって決定した接続コストでの解析精度である98.1%を越える

　のは困難であり,克服すべき課題である｡

･口語表現への対応

　MAJOは音韻論手法を用いているため,口語的表現への対処が容易であると考

　えらえる｡MAJOは,3.5.3節で示したように,例えば｢ら抜き言葉｣について

　は可能の派生接尾辞ゾr)e-"を辞書に登録するだけで解析可能となっている｡

　そこで,今後ネヅトニュースやWWW上の文章に見られる口語表現を調査し,

　MAJOで使用する口語文法を作成することも検討中である｡

　　また,本研究では,派生文法の日本語-ウイグル語機械翻訳への応用可能性につ

いて検討したが,それに関しては以下のような研究課題がある｡

･ウイグル語一日本語機械翻訳

　本稿では日本語からウイグル語への翻訳を取り上げたが,その逆であるウイグ

　ル語から日本語の翻訳を現在行っている｡翻訳の基本手順は同じであり,入力
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されたウイグル語文を形態素解析し,逐語訳することで日本語訳文を生成する｡

形態素解析システムにはMAJOを改良して使用している｡ウイグル語は日本語

と異なり文章が分かち書きされているため,形態素解析は語幹と接尾辞を分離

し品詞タグを付加することになる｡ここで問題となるのはウイグル語の音韻変

化である.日本語の場合,音韻変化である音便の出現するパターンは限られて

おり,そのための例外処理も簡単であった｡しかし,ウイグル語では,

4.7節でも触れたように,母音調和や母音の弱化･同化などの日本語にぱない

様々な音韻規則が存在するため,それらの処理が必要となる｡

･訳語の多義性への対応

　現在の翻訳システムでは,一つの日本語の単語に対して複数のウイグル語の単

　語が相当する,いわゆる訳語の多義性に対応していないという問題がある｡特

　に日本語で受身･可能･尊敬の意昧をもつ動詞接尾辞｢-(r)are-｣に対しては,

　すべて受身と仮定して翻訳している｡訳語の多義性を解決するためには,訳語

　候補からの適切な選択が必要である.そうした訳語選択は形態素情報を利用す

　るだけでは不可能であるから,意味情報などを利用することになる｡本研究で

　提案した手法では,訳語置換の条件として,ウイグル語の単語および品詞の情

　報を利用するに留まっているが,意味情報などを扱えるように拡張することに

　より,訳語の多義性の解消などにも応用が可能であると考えられる｡

･動詞句以外への適用

　本論文では,動詞句の翻訳に焦点を当てて論じたが,今後は,翻訳の対象を動

　詞句以外にも広げ,本システムを使用した翻訳実験を進める必要がある｡日本

　語-ウイグル語機械翻訳においてもっとも問題となるのが今回取り上げた動詞

　句の翻訳であり,それ以外の部分についてぱ,ほとんどの場合に逐語訳で翻訳

　可能である｡しかし,形容詞の比較表現などにおいて,日本語とウイグル語で

　語順が異なる例などが存在しており,そうした場合への対処方法を実現する必
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要がある｡また名詞接尾辞に関しては,動詞接尾辞以上に訳語の多義性が問題

となる｡そうした問題を検討･解決し,実用的な日本語-ウイグル語翻訳シス

テムの実現を目指す｡

･WWW上での翻訳システムの実現

　本研突では,翻訳システムをUnixおよびMS-Windows上で実現した｡また,

　可視化システムはMS-Windows上で実現した.さらに,これらのシステムを

　WWW上で直接利用可能とすることを検討している｡機械翻訳システムのうち,

　訳語置換システムにおいては様々なパターンを獲得することで,翻訳の精度を

　向上させることが可能である｡よって,多くのユーザに利用してもらい,その

　学習成果を反映させるためには,WWW上での利用が望ましい｡また,本手法

　が逐語訳を基本としていることから,日本語とウイグル語との間でのチャット･

　トランスレーションの実現も検討すべき課題である｡

･ウイグル語情報資源の整備

　これまでに日本語-ウイグル語辞書が存在しなかったため,本研究においては,

　ウイグル語一日本語辞書を基に我々の手で日本語-ウイグル語電子化辞書を作

　成して使用した.この点からも判るように,ウイグル語の電子的な情報資源,

　すなわち電子化辞書,コーパスおよびシソーラスといった物が現状ではほとん

　ど存在しない｡意味情報を利用しての訳語選択など,翻訳精度を向上させるた

　めには,こうした情報資源の利用が不可欠であるが,その整備には莫大な労力

　が必要である｡一方で,日本語に関してはこうした情報資源が整備されてきて

　おり,文献【黄9詞でぱ,.日本語分類語葉表と日韓機械辞書から韓国語分類語彙

　表を半自動的に作成している｡こうした研究を参考にし,ウイグル語に関して

　も,日本語の情報資源を利用した情報資源の整備を検討する必要がある｡

　　将来の展望としてぱ,膠着語開での汎用的な翻訳システムの構築が挙げられる｡

現在は日本語とウイグル語との間の翻訳を行っているが,これを他の膠着語との翻訳
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にも応用できるよう検討する｡本研突と同様に,翻訳する膠着語を派生文法で記述し,

日本語やウイグル語との共通点,相違点を明催にする｡そして相違点に対する処理方

法を考案し,日本語-ウイグル語翻訳の場合と比較することでそうした処理方法の共

通点,相違点を検討する｡それらを通じ,汎用的な翻訳システムの実現の可能性を追

求する｡特に日本語-ウイグル語機械翻訳でぱ問題とならなかった様相表現を表す接

尾辞の出現順序などについても考慮する必要がある｡

　　そうした中で,現在は音韻規則に着目している｡現在の日本語-ウイグル語機械

翻訳では,日本語の音便処理をMAJOの内部処理で扱い,ウイグル語の音韻規則を

ウイグル語整形システムの内部処理で扱っている｡しかし,この手法では対象とする

言語が変わるたびにシステムに変更を加える必要がある｡そこで,こうした音韻規則

をルール化してシステムと分離することを検討している｡例えば,母音調和はウイグ

ル語だけでなく,韓国語,トルコ語,モンゴル語など他の膠着語にも見られる音韻規

則であり,これをルール化することでそうした言語への翻訳が容易になると期待でき

る｡最終的には,辞書と音韻規則のルールを与えることで,任意の2つの膠着語開で

の機械翻訳システムを自動的に生成する機械翻訳システム生成システムを実現する｡
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本研究を進め,まとめるにあたり,懇切丁寧な御指導と御鞭捷を頂いた名古屋大学大

学院工学研究科敦授の稲垣康善先生に心から感謝致します｡

　　本論文をまとめるにあたり,貴重な御教示,御指導を頂いた名古屋大学大学院工

学研究科教授の坂部俊樹先生ならびに同助教授の外山勝彦先生に深く感謝致します｡

　　日頃より有意義な御議論を頂き,特に,ウイグル語についての知識の提供と,翻

訳に関してさまざまなご支援ご助言を頂いた名古屋大学稲垣研究室特別研究目Muhtar

Mahsut氏に感謝の意を表します｡私に派生文法を紹介して下さったのもMuhtar氏

であり,氏の協力無しには本研究はありませんでした｡重ねて感謝いたします｡

　　熱心に御討論下さった名古屋大学大学院杉野花津江肋手,河口信夫講師,大型計

算機センター山口由紀子助手,言語文化部松原茂樹助手に感謝します.

　　名古屋大学稲垣研究室の多《の皆様から種々の教示と示唆を頂きました｡記して

感謝します｡特に,形態素解析システムMAJOについて御議論を頂いた中村光孝氏,

堀川浩司氏,形態素解析可視化システムについて御議論を頂いた北川雄一郎氏,日本

語とウイグル語の機械翻訳について御議論を頂いた村土路和氏に感謝します｡
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付録A

MAJOの蔡析結果

II7

　3.6節で述べた形態素解析実験の結果である｡

　EDR日本語コーパスから,先頭の1,000文を取り出して形態素解析システムMAJOに

解析させた｡“data"の後が人力文であり,,その下の“Noプ'および“eost"はそれぞれ,

MAJOが解析結果に付加した優先順位および接続コストの和である｡今回の実験では優先

順位か一番高いものたけ出力しているため,“Noj"のデータだけが表示されている｡そ

の下が入力文に対する解析結果であり(単語,品詞,意昧))の3項組で出力されている｡

なお,MAJOでは音韻論的に入力文を解析するため,漢宇仮名混じりで記述された入力文

の平仮名部分を日本式ローマ宇表記に変換して解析している｡

　解析結果の先頭に“-"が付いている行は解析において形態素の分割を誤った部分を示し

ている.また,解析結果の先頭に{4嚢ラ}　が付いている行は形態素の分割は正しいが,付加さ

れた品詞が誤っている部分を示している｡また,それぞれの誤りに対する正しい解析は,

解析結果の下に“[eorreet　data]"として示してある.

daalll=゛60年代後半から'70年代にかけて

流行した大胆な花柄ブリント､フレアバンツ､ビー
ス･スマイルなどのフアヅシヨンである｡
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名
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ニッボン
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は

カネ
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つて

来
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と

llala1121=“玩祖"は元カブスのブルース･スータ

一投手といわれる｡
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名詞
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接助辞
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(記号)
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カ
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ブルース
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と
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dalall31こ“原論"(Stoicheia)を書い

た箸者として知られるが,ほかにも“与件",“光
学",“反射光学",“天文現象諭"などの著唐が

ある｡
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帥
記
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記
記
記
記
記
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記
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母
母
子
子
　
母
接
句
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四
剔
記
名
記
句
記
名
記
句
記
サ
　
名
記

(紀号)
ゲンロン

{記号)
(記号)

(記引

(記り)

(記啄)
(記り

(記引
{紀号)

(記号)

(記号)
(記号)

(記吻

を(嘸接尾齢}
カk

iた

チョシヤ

と(格接尾辞j

し(サ変)

て(完了順接)
シ｢

aれ(尊敬､可

る(非完了)
が

ホカ

に(格接尾辞)

も

(記号)
ヨケン

(紀号)

(記号}
コウガク

(記号}

{記g}

ハンシャ･ス

コウガク
(記号)



天文
逗象諭

}
以
p
r

句読点

記吟
名総

名記

　
辞
辞
　
辞
記
辞
点

匹
認
器
梵
皿

lcorfやtl心lal
　Stoicheia

φla

Unkno4､‘･n

担肋辞

(記号}
テンブン

ゲンシヨウロ

(紀号)

など

の(硲接砥辞)
チョシヨ

旅浴接尾辞}
ア｢

μ非完了)

詞包
　
と

dalall41ご“原諭"は“幔何原本"とも訳されたか｡
甦何字だけが記述されているぶ物ではな《｡相当部

分が故諭にあてられている､
　Nol(ms{=3nOO}
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吃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接

記号
名謳

記号
副助辞

記号
名誠

名詞

記号
接肋辞

子仕詞
子母辞

母体辞

接助辞
句読点

名泌

剔助辞

感菰辞
サ変名加

脚仙詞
司哨甜

補ほ始詞
母体辞

名詞

繋辞用
副助辞

哺形状詞
形川辞

句読点

副詞
サ変名詞

格接辞

名詞
名名辞

格接辞

母動詞
母母辞

母用辞

補ほ動詞
母体辞

句読点

{記号}
ケンロン

(記号)
は

(記号)
キ力

ケンボン

(記号}
とも

ヤクs

aれ(尊敬､可

た(完了)

が

キカカク

だけ

か{嗚接尾辞)
キジュツ･ス

され6哨帥･)
て(完T舶4沿
イ

る{非完r)
ショモツ

で

は

な

く(非完T舶

ソウトウ

ブワケ･スル･

が(洛接尾辞}
カズ

ロン

に{賂接尾陶
アテ

られ(受防

て(完T順接)
イ

る{非完了)

心陥II51=“原論"は定殺,公準,公理,定理,証
明によって購成され,その後の公理系をなす学問体

系のモデルとなり,記号諭理学にも影響を与えた.
　No.l(c(}st=49ふ00)
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四
ル
乙
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四

ご
皿
系
こ
u
四

記号
名詞

記号

副肋辞
サ変名詞

句晟点
名詞

句擾点

名詞

句読点
名詞

句読点

サ変名詞

格il辞

子勤詞
促音便

サ変名詞

母動詞
句読点

名詞

格接辞
名詞

名名辞

格接辞

子鮪詞
子休辞

サ変名詞

(記号)
ゲンロン

{記号)
は

テイギ･スル

コウジュン

コウリ

テイリ

シヨウメイ･

に(格措尾辞)
ヨr

つて

コウセイ･ス

され(芦･are-)

ソノゴ

の{格接尾辞)
コウリ

ケイ

を{格接尾辞)
ナ&

u(非完了}
ガクモン･ス

ル

体系

no

モデル

沁

nar

　記号諭坪学
カク

　m

　mo

　吃響
スル

　鴫'○

　与e

　吻

咎誠

格桔辞･

名訳
接幼辞

子勅拓
子用辞

句読点
包証

格接辞

訓劾辞
サ変名伺

搭拷辞
ほ勤詞

ほ体辞

タイケイ

の(硲接厖辞}
モデル

と
す
―

キゴヴロンリ

に(硲槌砥於)

も
エイキ3ウ･

を{格接尾辞)
アタエ

り完n

　､　　　　　句読点

心tall6卜“凶内統-“した勢いをかって世界の人々

との連硲をU指している｡

　Nわ1叫珠1こ2釦.00)
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u
乙
け
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ン
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匹
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l

rU

Q

記号
名糾

サ変名訓

記号
母鋤詞

母体辞
私謳

洛桟辞

f弛詞

促音使
名腕
格扨辞

れ謳
柊摺辞

格初詐
サ変名絹

搭接帥

子紛詞
イ音使

純叫釦詞
巾本辞

句読点

(記弓j
コクナイ

トウイツ･ス

{記号}

し(サ変}

た{完自

イキオイ

を(格接尾辞)
カ｢

って

セカイ

の{賂接尾辞}
ヒトビト

と(格植陪辞}

の(恪接叱辞}
レンタイ･ス

を(格暗尾辞}

メザs

lて

y

る(非完'D

心tal口卜“人工知能学会誌"を隔伺伺行している.
　Nol{eosl=t50､00)
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(記引
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シ
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を{格抜尾辞}
カクゲツ

カンコウ･ス

し{サ変}

て{完r順扱}
イ

る(非完了}

dnMII81=¨畝上げ禁煙"は過去の俐では徐々に盛

り返すが､外国たぱこの主力各社が今呑からの値下
げを決めるなど､国内市場が狭まるとみられ､調査

紹渠を同社は深刻に受けとめている｡
　N0.1似玖t=47500)

　　“　　　　　　記号　　　　　(記号}

　値上ge　　　　サ変名詞　　　　ネアゲ･スル

　禁哩　　　　　サ変名詞　　　　キンエン･ス
ル

　"　　　　　　記号　　　　　{記引

　ha　　　　　副助辞　　　　　は
　過去　　　　　名詞　　　　　　カコ

　no　　　　　硲檀辞　　　　　の{搭接尾辞)

　函　　　　　　名詞　　　　　　レイ
　de　　　　　　格接辞　　　　　で(格接尾肆)

　ha　　　　　　副肋辞　　　　　は

　徐々ni　　　　副詞　　　　　　ジョジョニ
　盛ri返s　　　子動詞　　　　　モリカエs

　u　　　　　　子体辞　　　　　u(非完了}

　p　　　　　　接助辞　　　　　が

　､　　　　　句駿点
　外国　　　　　名詞　　　　　　ガィコク

　隠bako　　　　名詞　　　　　　タパコ
　no　　　　　格接辞　　　　　の{絡接尾辞)

　主力　　　　　名詞　　　　　　シュリヨク

　各社　　　　　名詞　　　　　　カクシャ
　p　　　　　　格植辞　　　　　か{搭接尾辞}

　今呑　　　　　名詞　　　　　　コンシュン

　kara　　　　　格楼辞　　　　　から
　no　　　　　格4i辞　　　　　の{格接尾辞)

　値下ge　　　　サ変名詞　　　　ネサゲ･スル

　wo　　　　　格接辞　　　　　を(格接尾辞}

　決me　　　　母鋤詞　　　　　キメ
　ru　　　　　　母体辞　　　　　る(非完了}

　
端
　
　
r
　
　
　
　
浚
　
　
　
　
　
　
-
　
　
}

寸
ツ
L
申
乙
】
‰
｣
ご
ド
に
』
;

　
　
ョ
　
　
　
゛
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
゛
･

副助辞

句読点

包訳

格核辞

子齢詞
f川辞

肖齢詞

附斑辞

句読点
む誦

喀接辞
S諾

副助辞

粁4りW4
繋辞ニ

吋仙糾

吋川辞
楠母絢伺

は体辞

り読点

訃休辞

陪助辞

など

119
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山･IJ･119}乙“木゛という釧1は､目本人の沫貿に合
っているのたろう｡
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･IJ･lal20ド(親n点のデータ)昌(子節汽のデー幻

というヒープの性胃を常に暗持しつつ,データの迫
加､倣小データの取出しと配除,データ値の矩新と

いう操作が規定されている｡
　No｣卵刈ご6鴻OO)
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データ
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のt格猪尾辞}
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ツネニ

daljr2jl･(親節点の値)店(子訪点め仙)という
性賀を謁たすヒーブの㈲を図に示す.
　Nol{ぴs1　2　4加.00)
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名詞
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格接辞

名詞
記リ

記り

記弓
お詞

各詞
洛接辞

夕,洞

記号

楼助辞
子勁詞

子休辞
名詞

格暗甜

子齢詞
子体防

名詞

硲接辞
名詞

洛接辞

お詞

洛陪辞
f釣詞

子体辞
句続点

4記号}
オヤ

セッヂン

の(格接尾辞)
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コ
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u叫完了}

･|削司22卜〔村仇〕CWコミJニケーレjンズ社は､

匈囚エレクFロニック･タイムズ社と唆吹､合弁合

旺を殷立することになった｡
　Nojtcか4=880.00)
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洛接辞
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句続点

名詞
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サ変名詞

司動詞

母休辞

形式名詞
栴植辞

子動詞

促､音使体
句読点

名詞
φエレクトロニック

　　　　　　　　エレクトロニック
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シャコク

(記引
名詞

シヤ

は
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nikku

(中点}
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シヤ
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デイケイ･ス
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を(洛措尾辞}
セツリヅ･ス

す{サ変)
徊非完了)
コト

に(格接尾辞j
ナ｢

った

カンコク

名詞

細司詞･〈ゆか》の語齢ははっきりしない｡
　N0.1(cosls　12000)
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記号
躬詞

記号

洛接辞
名糾

l圃辞

副詞

曝齢詞
母形辞

形体辞

句旋哉

(記彗}

迫加
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の{搭接尾辞}
ゴゲン

は
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し{サ釦

な{否定)
い(非完了)

dalal24ド　〈賢金の提供者》は企業と業界である｡
　No｣似刈こ12000)
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記号

名詞

船1辞
サ変名詞

名名詐

記号
副助辞

名詞

格接辞

名詞
繁辞用

補子動詞

子体辞

句読点

(記号)
シキン

の(搭接尾辞)
ヂイキヨウ

シヤ

(記号}
は

キギヨウ

と(格接尾辞}
ギヨウカイ

で

アr

u{非完引

djU12jJIご(資金を集める窓口〉は､党本部､派闘､

個々の政治家の3極である｡
　N{,､μeosl=訪○00)

　　く　　　　　　記リ　　　　　(記号)

　資金　　　　　名詞　　　　　　シキン

　狐`o　　　　　洛接辞　　　　を{格接尾辞)
　集me　　　　附勁詞　　　　　アヅメ

　ru　　　　　　附体辞　　　　　るt非完了)

　窓口　　　　　名詞　　　　　　マドグチ
　〉　　　　　　記号　　　　　(記号)

　ha　　　　　　副助辞　　　　　は

　､　　　　　　句読点
　党　　　　　　名詞　　　　　　トウ

　私邸　　　　　名詞　　　　　　ホンブ

　､　　　　　　句旋点
　敵同　　　　　名詞　　　　　　ハバツ
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みをしている｡
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dal可5可ご　r産業報国｣すなわち｢事業を通じて国

家に尽くす｣ことが私の精抑と行動を支配してきた､
　No.除{sl　z　32000}

　　r　　　　　記号　　　　　(記号)
　産業　　　　　名詞　　　　　　サンギョウ

　糎国　　　　　名詞　　　　　　ホウコク

　j　　　　　　記号　　　　　(記号)
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　　r　　　　　　記号　　　　　{記号)

　串麦　　　　　名詞　　　　　　ジギョウ
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日本にはたくさんあるJ｡
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d8la1671.　r大阪め野村徳七さんが試顛に受かれば

学費を出してもいいと包っておられ､るが､どうかJ｡
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心l司681=｢竹下丸｣は誕波荒い大海に鉛出する

ことになったといえよう｡
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dぬ･17則之『鉄は然いうちに打て｣というから､今
のうちに鍛緩しておこう｡
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で､元日米協会理串やワシントン大学客儡教授らが

動員された｡
　No､1細別=剖500}

　｢

日本

WO

voku

知｢

U

iame

no

セミナー

J

リ
　
期
　
週
回
　
蛙

シ
p
会
申
匈
】
　
開

　
　
　
　
　
　
ル

-ズ

記号

名詞

格接辞

副詞
子動加

子休辞

形式名詞
剛套辞

名詞

妃号

名詞
略楼辞

名詞

名名辞

名詞
サ変名詞

サ変名詞

(紀号)
ニッポン

を(格接尾辞)
ヨク

シr

u(非完7)

タメ
の(格接竃辞)
セミナー

(記号)
シリーズ

が(格楼尾辞}
カイキ

チュウ

マイシュウ

イヅカイ･ス

カイサイ･ス

几

　りlre

　　r

器
　
7
五
ょ
シ
r
皿
ご
2
ご
J
ル
j
ご
レ

　几

　日采

　協会

　理哨
　va

　ワシ

　人学

　客目
　教綬
スル

　ra

　p

　動□

ル

　沁lns

　U･

ト

　konwHI川司
申甫･

　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
詞

掟
屯
　
　
名
　
辞
　
　
　
泌
　
　
　
　
辞
詞
辞
　
辞
名
　
　
辞
辞
　
周
点
辞
　
辞
　
辞
　
　
　
名
　
辞
辞
名
　
試
辞
点
　
辞

飴
叱
号
談
変
　
隋
戻
謳
り
i
弓
り
談
拘
簒
釣
体
詞
昼
変
　
弓
助
接
詞
辞
読
頭
詞
私
玩
劫
記
洞
謳
変
　
私
陪
変
　
絢
休
読
　
a

母
句
記
名
サ
　
自
数
数
匹
肋
砿
記
熟
g
賑
ほ
ほ
包
船
サ
　
記
函
浴
れ
繋
句
名
名
名
私
副
'
私
名
名
サ
　
飢
‥
晦
サ
　
り
吋
句
　
朝

されls哨rF}

(記号)
ニチペぞ

カンケイ･ス

の{洛接叱辞)

ヒャク

ゴ

ト

ネン

{記号}

{記号}
ニッポン

ビジュツ

に(格荏哨辞}
ミ

る(非完了)
ジュウキ3ウ

の{格接陽辞}
エイキヨウ･

(記号)
など

の(格接厖1幻
ヂーマ

で

モト

ニチベイ

キョウカイ

リジ

や

ワシントン

ダイガク

カクイン

キヨウジJ

う

納賜接咀削
}ごウインヽス

され伺aro

た(完D

で(賂接尾陶

面1司721=　r板につくjのように､芝Eの用詰から
出て､一般に使われるようになつた伯用句も多い｡
　No　lGml　=26､00}

　
　
　
　
　
　
　
名
　
　
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
　
体

　
　
辞
詞
辞
　
辞
形
二
点
名
辞
　
辞
詞
辞
点
　
詞
辞
　
辞
形
二
詞
侵
　
辞
肩
含
点

ぢ
諭
a
弛
体
り
接
式
辞
読
変
晋
詞
妄
動
用
続
詞
動
a
　
体
式
辞
動
音
詞
助
四
貼
読

記
名
凶
子
ぞ
記
格
形
繋
9
サ
凶
名
四
ほ
母
句
創
f
子
　
司
形
繋
子
促
名
副
影
形
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
　
旬
　
　
　
　
り

r
板
乙
“
J
に
?
?
忿
出
で
認
m
j
?
m
ご
ご
多
i
　
°

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能

(記号)
イタ

に(格接尾辞)
ヅk

叫非完杓

(記号)

の(栴接尾辞}
ヨウ

に

シパイ･スル

の{柊接尾辞j
ヨウゴ

から

デ

て{完了順接)

イッバンニ

ヅカw

aれ(尊敬､可

る{非完了)
ヨウ

に

ナ｢

つた

カンヨウク

も
オオ

い(非完了)

da咄173ド｢aけた場台にどうするか｣をa剣に考

えていた｡
　Nひ.1(eostご160.00)

　
　
㎞
　
台
　
u
　
　
　
　
　
　
剣

r
偽
胎
場
.
山
あ
皿
m
㎞
J
w
良

記吟

母動詞

母体肆

形式名詞
硲接辞

副詞

母勤詞

母体辞
終助辞

記号
略接辞

形状名詞

(記号)
マケ

た(完了}
バアイ

に(格接尾絢
ドウ

す(サ変}
る(非宛了}
か

(記号)
を(格接尾辞)
シンケン･グ

,
山
考
師
i
陥

繋辞ニ

母齢記
礎用辞

柘ほ動昂
母体&9

句読点

125

に

カンガエ

て(完了舶暗}
ぞ

た(完'ハ

心朗74卜　哨!き上卦｣は､思いやりが身についた
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句続点

ツk

i

が{格接尾糾)
コクテッ

の肺接硲辞)
ミンエィカ

で

アr

oう{前堕)

d･山41781･rなつ鳥跡を濁さず｣ということわざも
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ほ拗詞

附用辞

柘肖仙詞

吋F辞
ぞ賑辞

終肋辞

句読点

名詞

(記号)

は£号)

(記号)
(記弓)

システム

(中点j
メモリー

の(賂接尾辞}
μガバイト

ディスク

に{洛接尾辞}
セキ

し(サ変}

オオテ

ユーザー

が{洛接尾辞}

1
!
9
ぃ
り
0

ネン

まで

に(格接尾辞)
ヨク

し(サ変}
て(完T舶接)
イ

る(非完y)

/

は

ドノ

テイド

で

ア｢

uと(聞放条作}
迫咄

は

カンカエ

て(完T順接)
イ

ま4f跨り
u(非完D

か

Unknown

(kai871ご--あなたの組織では､エンドユーザ

ー･コンビューティングをどのように定義していま
すか｡
　No除心.1=485.00)

二
'
r
?

　エンドユーザー

-

記号
名詞

格躾辞

サ変私詞
き接辞

副助辞

句読点
名詞

記号
コンピューティング

　　　　　　　　Unknown

　
一

L
半
;
』
“
“

格接辞

副詞
サ愈名詞

母弛詞

母用辞

補母仙詞
附子辞

子体辞

終助辞
句読点

(記引
アナタ

の{洛接尾辞)
ソシキ･スル

で{硲接尾辞)
は

エンドユーザ

(中点)
名詞

を(硲接尾辞}
ドノヨウニ

テイギ･スル

し(サ変)

て(完T順接)
イ

ま咲丁寧)

u(非完了}
か

daull881=--あなたはもはやMISはトップ･マ

ネジメントの一Sであると思いますか｡
　Nol(c凶t=205.00)

--

゜
ー
　
　
　
プ
　
バ

‐
乙
"
I
乙
ド
ご
j
ご
L
?

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞

　
　
辞
　
　
　
　
辞
　
　
　
辞
　
用
齢
辞
辞
詞
辞
辞

苛
詞
肋
詞
号
腎
号
助
詞
号
詞
妾
詞
辞
子
体
助
勤
子
｡
,

記
名
副
副
記
記
記
副
名
記
名
剔
名
繋
補
子
接
子
子
八

(記号)
アナタ

は

モハヤ

(記号)

(記号)

(記号)
は

トップ

{中点)

マネジメント
の(格檀尾辞)
イチブ

で

ア『

u(非兄了)
と
オモw

iまs

u(非完了)

　ka

凶rroel心謎l
　MIS

終助辞

句読点

名訳

か

Unknown

dllal891ご--あなた方がエンドユーザーにサービ
スする必藍のあることについて､ドンブマ竿ジ又ン

トからの支捷を受けていると感じますか｡
　N{jl{cfsl=21000)

一-

artal3

　叫i

　ヱ

ー

　m

万

記ぢ

名謳

格荏辞
ンドユーサー名揃

ヴ

y
　
　
こ
ご
ご
け
け

　
良
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

辞
名
　
誤
辞
　
辞
記
辞
名
辞
説
使
点

掻
変
　
動
体
伺
暗
動
体
式
暗
伯
晋
読

栴
サ
　
司
母
名
卿
子
子
形
印
子
ぞ
句

トップマネジXント

?
ご
馳
L
忿
乙

　|凶r師CHljルil
申rU

+|○

(記引
アナタガタ

が(裕接砥妬
エンドユーサ

に(絡接誕討)
サーピス･ス

す(サ変)

る(非完D
ヒツヨウ

の(略接尾辞)

ア｢

u叫完了}
コト

に(格接尾辞)
ツk

iて

れ誠
トッブマネジメント

格起辞

賂起μ
サ変名談
搭掻辞

吋仙川
μj川辞

岫母弛試
母用辞

!4動伺

母了辞

f体辞
終助辞
句読点

母体辞

接助辞

から

の(格捨尾出
ンエン･スル

を(格接尾辞}
ウケ

て(完'FI賎}

y

ると

カンジ

ま(r寧}

u(非完n

か

る(非完石
と

dila1901ご--あなた方の座没は､睨在受けていな

いサービスでぱどんなことをMISに求めているの
でしようか｡

　N(,1{eoslご2G500}

二
‰
?
皿
詐
呂
八
乙
｣
』
ご
1
1
ケ
L
‰
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
`
　
l
　
a

lorrectdal司
々MIS

記号
名詞

格核辞
名詞
副助辞

句読点
S詞

母勁詞

母川辞
紬附鋤詞

母形辞
形体辞

サ変包詞

格41辞
副助辞

辿体詞
名詞

格接辞

記号

記号
記号

洛接辞

母勤祠
司用辞
補ほ勤絢

司体辞
形式名腿

繋辞終
終助辞

句読点

名詞

{記号)
アナタガタ

の(格接尾辞)
オモヤク

は

ゲンザイ

ウケ

て(完了順接)
イ

な(杏定)
い(非完了}
サービス･ス

で(格接尾辞)
は

ドンナ

コト

を{格接尾詐}

(記号)
(記号)

(記号)
に{栴接尾辞)
モトメ

て(完了順接)
イ

る(非完了}
ノ

でしょう

か

Unknown

djtal911こ--あなた方はベンダーにエンドユーザ

ーと接することを全《許していないのですか｡
　Ne.1(c{鍼ご360､00)

--

anaul方

ha

ベンダー

nl

　
　
　
辞
　
辞

号
詞
助
詞
―

記
名
副
名
御

　エンドユーザー名詞
-

抽
接
四
陶

格接群
名詞

母飴揃

母体辞

(記号)
アナタガタ

は

Unknown

に(格接尾辞)
エンドユーザ

と(嗜接尾辞)
ツギ

す(サ変}
る(非完7)

ko遭o

鴉{

全ku

詐s

Ue

l

nn

l

れO

d匹u

ku

形式.包誠
洛槌辞

副諭

子動詞

ギ音使
紬母勣詞
吋形辞

形昧糾

形式名糾
繋辞終

終助辞

句読点
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コト

を{格檀尾辞)

マッタク

ユルS

Iて

イ

な(否定}

い{非完了)
ノ

です

か

dm司9211ご---ある醜械か考えることかできるとい
うとき､それを割応籾断肱県は伺ですか｡

Nol(eoヽ41こ125
晨
即
ご
け
サ
?
u
寸
ご
ツ
匹
ご
回
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
　
　
洞

　
　
炭
　
辞
伺
辞
お
辞
謳
辞
辞
糾
辞
私
点
　
μ
謳
辞
名
　
　
辞
　
詐
詐
点

ー
吋
体
伺
接
動
体
式
接
齢
休
助
勁
体
式
読
洵
扱
仙
沫
変
　
伺
助
説
辞
助
読

帥
記
連
私
晦
吋
吋
恥
楢
り
り
扱
子
子
形
句
名
晦
子
f
サ
　
私
副
朽
繋
終
句

{記号}

ア几,

tカイ

か{4相ぬ尾辞}
カンガエ

る1非完白

コト

が{格接尾辞i

yキ

る{非完白

と

イ狐･

u{非完'D
卜キ

リレ

を{格接尾辞)
ハカ｢

u(非完'白

ハシダシ･ス

キンjン

は

j乙

すで
か

daul031痙2-･-ここFμiJ}呻ニよンドこi-ザーとの
関画はどのよう仁変化しましたか｡

　No哨梵削E　24鳥(齢)

一
恥

一
b
5
年
皿
間
m

記弓

名詞
数詞

助数謳

吻接a
形式名詞
洛接辞

エンドユーザー名加}

に
w
心

,lonovouni

変化

削

rllas

i咄

klj

栴接辞

格摺防

サ変名詞

副助辞

副詞

サ変名詞

aj鮪詞
Rj子辞

イ音便体

終助辞

句読点

{記リ}

ココ

5

ネン

の{総扱尾m
アイゲ

に{格接尾辞}
エンドユーザ

と{洛接厖辞}

の(格接哨辞)
カンケィ･ス

は

ドノヨウニ

ヘンカースル

し(サ変)

まs{丁寧)
iた

か

心叫t}41･--これらの間題を解決するための､あ

なたの理論とは何ですか｡
　NO｣(cosl　t　l肪､OO}

一
け
?
四
コ
ご
】
以
に
何
』
?

記吟

S詞
絡1変辞

名詞

晦接辞
サ変名詞

司動詞
吋体辞

形式名詞

格接辞
句読点

名詞

格接騨

名詞
格接詐

副助辞

名詞
繋辞終

終助辞

句読点

(記号)
コレラ

の(格接尾辞)
モンダイ

を(格檀尾辞)
カイケツ･ズ

す(サ変)
る(非宛了}
タメ

の(格限尾陶

アナタ

の(格接随辞J

リロン

と(格捕砥辞)
は

ナニ

です

か

dn副9司･--これを､コンビューター･シスチム

の褐造にどのように適用するのですか｡

　No.l(e{肖匹1郎00)
　-一　　　　　記号　　　　　(記吋)

　kore　　　　　名糾　　　　　　コレ
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　wo　　　　吻&辞

　､　　　　　　句読点

　コンピューター名詞
-

シスヂム

no

棋造
ni

}

{
J
　
コ
乙
6

　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
詞

　
　
肪
　
辞
　
名
　
掬
辞
朽
終
辞
点

号
糾
接
詞
妾
揃
変
　
動
体
式
辞
助
読

記
れ
格
名
匈
副
サ
　
司
Q
彫
繋
終
句

を(格接尾辞)

コンピュータ

(中点)
シスデム

め(洛接尾辞)
コウ･ノウ

に{格接尾辞}
ドノヨウニ

テキヨウ･ス

すけ釦
る(非完了)
ノ

です

か

心|司岡|ご--そういった新しいilj場を聞拓するた

めの眺緩や体制はどうなっているのか｡
　N0.1叫鯛J　21ふo陶

　昧Oulll刹

　新sl

　l

　4j場

　ao

　聞拓

ル

　MU

　rU

　11･nl刹

　nfl

　絹晦
　V糾

　休制

　ha

　d4lu

　山i｢

　l師

　l

　rU

　no

　hl

　Q

記り

連体詞
斜吠記
形休辞

各詞
栴接辞

サ変名謳

吋勁詞
μj体辞

脱式名詞

格接肪
サ変名詞

出助辞
名剖

副助辞

副詞
f如説

淀a便
哺り仙詞

り体辞
肘式私舶J
終助辞

句哉点

{氾なj
ソウイッタ

アダうシ

い{非完了}
シジ臼ウ

を1格接尾辞}
カイタク･ス

すぐサ変}

る(非完自

夕X

の(嶋接腿辞}
ゾンキ･スル

や

タイセイ

は

ljウ

ナt

つて

イ

る{非完杓
ノ

か

山･l司吋ドー-そのようなことがいまでも起こって

いる組織はあるのでしょうか｡

　Nり|ぐclsl　･　1陥(助

心IO

VOU

nll

k哨o

即

lml1

面

mo

起kor

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
‘
　
　
　
　
　
　
V
`

　
　
鴎
a
r
　
o
匹
れ

m
a
唄
h
逍
u
約
d
k
瓢

記リ
辿体詞

形式形名
繁辞休

形式名祠

格接辞
名謝

格接g♀

副助辞
子動詞

促政便
哺吸動詞

母体辞

サ変名詞

MI励辞
子動詞

f休辞

形式名詞
繋辞終

終助辞
句読点

{記号)
ツノ

ヨウ

な

コト

が(硲接尾辞)
追加

で{格接尾防}

も
オコ｢

つて

イ

る(非完了)

ソシキ･スル

は

ア｢

u(非完D
ノ

でしょう

か

(l匹･|㈲卜--そのようなマシンは､伺をしますか｡
　No】㈲stsl4500}

一-

作
ご
ご
`
こ
乙
“
?

記号

迪休祠
形式形名

繋削拿

&詞
剔助辞

句読点

名詞
搭檀辞

絢飴詞

母子辞

子体辞
終助辞

句畝点

(記吋)
ゾノ

ヨウ

な

マシン

は

ナニ

を(駱接越辞)
し(サ変)

ま喊丁寧)

痢非完了}
か

心4al泗}･--ぞの遅れの原■となっているのは技

術的な問趙か､あるいは生産上の咄匍ですか｡
　No｣(e{js{ご2勃.00)

--

臓}no

禁
″
‘

　
　
　
　
詞

　
m
　
詐
名
　
辞

号
体
詞
蔓
変
　
助

記
連
名
斟
サ
　
接

(記号)
ソノ

オクレ

の{格接厖辞)
ゲンイン･ス

と

ご
'
―
こ
陥
皿
ダ‰
?
首
上
芯
ご

子動説

促音使
岫吋飴記

附体辞

形式名記

副助辞
形状名詞

繋騨体
名詞

齢助詐

句読点
接続祠

サ変名誦

包各詐
硲接辞

名詞
繋辞終

終助辞

句読点

ナr

つて

イ

る(非完了}
ノ

は
ギジュツテ

な

モンダィ

か

アルイハ

セイサン･ス

ジョウ

朗格接尾辞)
モンダィ

です
か

dalllll(}州=--その北朝鮮の現状をあなたはどう
以ていますか｡

　No｣(ほsl=130.{助

/

--

M珀G

北朝鮮

no

現状

WO

an11U･

hn

dou

見
lf

i

rn瓦s

U

k,,

0

　
詞
　
　
辞
　
辞
　
辞
　
洞
辞
}
辞
辞
辞
点

句
体
詞
　
i
詞
接
副
助
詞
動
用
匈
子
体
助
読

記
連
名
　
凶
名
洛
名
副
副
け
り
哺
り
子
終
句

く記引
ソノ

キタチョウセ

の(格接尾1わ
ゲンジョウ

を(洛接尾辞)
アナタ

は

ドウ

ミ

て(宛了順接}
イ

ま4丁零)

u(非完了)
か

山山ill(川=･--それではいつからIBMは309

0モデル400の注文を取り始めるのですか｡
　Nol(CIがIこ233圓}

記り

皆
鸚
皿
器
鸚
詔
鸚
貿
詰
皿
頴
器
m
呻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
]
　
m

h
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
　
　
　
　
ド
　
{

｢
こ
ご
゜
゜
゜
o
ド
o
o
シ
｡
か
み
ふ
江

{記号)
ソレデハ

イツ

から

迫加
は

3

0

9

0

モデル

4

0

0

の(格接尾辞)
チュウモン･

を(剛晋尾辞)
トリハジメ

徊非完D
ノ

です

か

daljtl0211･--それに関して何を行っているので

ずか｡

　No､|(eoslご135.00)

--

｢
m
関
扇
師
何
四
心
よ
l
m
皿
{
㎞
･

記号

名詞

硲棲辞
名詞

母勤揃

司用辞
名試

絡接辞

子勣詞

促晋便
袖母動記

母体辞

形式名詞

繋辞終
終助辞

句駿点

(記号)
ソレ

に(格接尾籾)
セキ

し(サ変)

て(完了順接)
ナニ

を(格接尾辞)
オコナw

って

イ

る(非完了)

ノ

です

か

面ほDo31　･　--それは標準的なユーザーが1　9　9

0年まで利用できるマシンとして3090プロセッ

サーを位賢吋けたことになるのですか｡
　NoこI(eosl=340､00)

--

縦四ha

標準
的

記号

齢範
名詞

形状名記

(記号)
ソレハ

ヒ3ウジュン

チキ･ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞

体
　
辞
　
　
　
　
詞
辞
名
詞
辞
　
辞
詞
辞

辞
詞
晋
昂
k
伺
詞
故
廓
変
動
体
詞
接
動
用
詞
詞
詞
詞

繋
各
削
数
匹
配
酸
助
隙
サ
ほ
吋
名
格
ほ
母
数
数
鮫
数

　
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
ン

　
ー
　
　
　
　
　
　
　
必
用
ー
　
シ

ー
ユ
p
1
9
9
0
年
m
利
&
心
マ
帥
斑
吋
3
0
9
0

ブロセヅサー　名詞
　U゛○

　位跨

　付ke
　拍

　kotむ

　nl

　n雄｢

　U

　no

　desu

　ka

　但

　lcorre{?□|消司
flo

格接辞
サ変名伺

母動詞

吋体辞
恥式名詞

格槌辞

子勁詞

子体辞
形式包詞

繋辞終

終助辞

句読点

接助辞

な
ユーザー

が(格檀尾辞)

1

9

9

0

ネン

まで
リヨウ･スル

デキ

る(非完了)

マシン

と{格植尾辞}

し(サ変)
て(完了順4励
3

0

9

0

追加

を(格接尾辞}
イチ･スル

ツケ

た(完了)
コト

に(格接尾辞)
ナr

u(井完T)
ノ

です
か

と

d紺司1胴lt-~それを何らかの正式な形で追跡す
ることができますか｡

　No防･osトご170.00}

--

μ心rか

WO

回n､kli

皿
ご
形
&
皿
　
Z
に
ご
u
h

　
　
辞
　
辞
心
体
　
辞
心
　
詞
辞
心
辞
詞
辞
辞
辞
点

慾
四
器
皿
鸚
質
器
訟
詐
芯
皿

(記号)
ソレ

を(洛接厖辞}
ナンうカ

の(格接尾辞)
セィシキ･ダ

な
力夕

で{凶疫尾辞)

ヅイセキ･ス

す(サ変)
る(非完了)
コト

が(洛接阻辞}
デキ

まs{丁寧)
u(非完了)

か

da紬110司=--でも､民主化を求める組緩の数はそ
う多くない?
　N0.1(eos{=160.00)

一一

demo

匹
乙
じ
?
数
Z
多
吋

門
‐
?

記号

接続詞
句読点

サ変名詞

格接辞

母動詞

母体辞
サ変名詞

栴接辞

名詞

剔肋辞
副詞

形状詞
形用辞

補形状詞
形体辞

句証点

(記号)
デモ

ミンシュカ･

を(格接尾辞}
モトメ

る(非完了)
ソシキ･スル

の{格接尾辞)
カズ

は

ソウ

オオ

く(非完了舶

な

い(非完了)
り

dal811061･--とすると､ネットワーク･ビジネス

では他社と､の脆携を強めるということか｡
　Nひ』(clsl=220.00)

一-

叙xunJtn

ネットワーク

い

び
以
こ
皿

記号
接続飼

句読点

名詞
記号

名詞

格接辞

自讃
名詞

洛接辞

格接辞

サ変名詞

(記号)
卜スルト

ネットワーク

{中点l

ビジネス
で(格撞尾辞}
は

タシャ

と(格接尾辞)

の{格接尾辞)
チイケイ･ス



四
四
四
田
匹
u
』
b

　
　
　
　
　
　
　
謳
　
　
　
乙
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試
　
　
　
　
体
誦

辞
把
辞
辞
記
辞
名
辞
点
　
し
わ
　
　
　
　
辞
詞
辞
　
辞
名
二
　
辞
諮
便
名
紡
辞
点

″
t
体
助
動
ら
式
助
読
　
う
‘
j
弓
詞
詞
助
釣
体
拓
援
俄
辞
詞
&
勅
音
式
a
助
読

四
母
附
接
チ
　
聡
終
句
　
゛
≒
圓
記
副
名
接
子
子
名
格
聡
繋
包
凶
子
促
形
繋
終
句

を(感荏尾辞)

ヅヨメ

る(非完了}
と

イw

u(非完了}
コト

か

d391107i=--どうしてユーザーというぶ葉が急
にタブーになったのですか｡

　Nal{cQsl=1肺00)

--

douxi仔

ユーザー

叫
面

‰
p
急
L
ご
ご
乙
陥
゜

(記号)
ドウシテ

ユーザー

と

イ玖･

u(非完了)
コトバ

が(格接咀辞j
キュウ･ダ

に

タブー

に(搭接咀辞}
ナ｢

つた
ノ

です

か

山心llO叫ロー-どのようにエンドユーザーの習得

度を迫路するのですか｡
　Nol{a･M=125.00)

　一一　　　　　記号

　d｡691Jni　　副誤
　エンドユーザー名説
-

　n43　　　　　略接辞
　習得　　　　　サ変名詞
スル

府
乙
丿
　
心
m
皿
ら
陥
゜

名名辞
格接辞

サ変名詞

母狛詞

母体辞

形式名詞
繋辞終

糾助辞

句読点

{記号)
ドノヨウニ

ヱンドユーザ

の(格接尾辞)
シュウトク･

ド

を(格接尾辞}
ツイセキ･ス

す(サ幻

る(非完了)
ノ

です

か

datjl1091=--どのようにクライアントの鰻先順
拉を決定するのですか｡
　Nol(eo釧=μo､00)

一-

donovouni

クライアント

以
?
皿
　
こ
乙
?

　
ル
　
　
　
　
ル

記号

副詞
名詞

略接辞

サ変名詞

名詞

格擢辞
サ変名詞

母齢詞
母体辞

形式名飼

繋辞終
終助辞

句読点

(記リ}
ドノヨウニ

クライアント

の{搭接尾辞)
ユウセン･ス

ジュンイ

を(格接尾辞)
ケッテイ･ス

す(サ変)

る(非完了)
ノ

です
か

da細IH01=--なぜ､欧米では金融機蒲の情報系シ

ステムにDECコンビューターが採用されるように
なったのか｡
　Noj{e(崩こ2{辺.00)

--

nllZI!

　
　
四
　
　
　
ら
　
C

ぴ
‰
　
以
系
ツ
‰

記号
副詞

句続点

名詞

剔妾辞
副助辞

名契

格接辞

名詞

名名辞

名詞
揃ll辞

名詞

　コンビューター名詞
-

　ga　　　　　　格接辞
　捉附　　　　　サ変名詞

ル　　　　　　ー

　sare　　　　　母動詞
　ru　　　　　母体辞

　you　　　　　形式形名

(記号)
ナゼ

オウベイ
で(咄妾尾辞)

は

キンユウキ力

の(絡接尾辞)

ジヨウホウ
ケイ

システム

に(格接尾辞}
DEC

コンピュータ

が{格接尾辞)

サイヨウ･ス

され{ぢ-ar9･)
る(非完了)
ヨウ

leorr9l　d机司
秦面

一

　
　
　
　
　
　
　
　
-
　
}

　
渠
　
　
f
　
　
　
j
　
　
a

7
恥
昌
‰
r
】
i

ー
y
a
O
a

n
n
U
n
L
ー

繋辞二

子勤詔
促ご使体

形式名泌

終助辞

句読点

　
　
r
た

に
ナ
つ
ノ
か

必1司Hllご~･--もしそうした叫唇が起これば察知

することができますか｡
Nol{eosl=170

r阻6i

s6usna

叫惣

邸
剔
心
ー

仙
　
　
　
o
　
a
メ

鮒
『
陶
い
即
八
m
u
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳
　
　
伺

　
　
　
伺
　
辞
訪
辞
　
お
戻
辞
名
辞
伺
辞
辞
辞
点

一
号
諭
体
戻
套
動
喝
　
変
勁
休
式
接
仙
子
4
助
読

朝
記
函
巡
名
削
子
子
　
サ
吋
母
形
駱
母
ほ
ヂ
終
句

(記号}
モシ

ソウシタ

ジタイ

が{格槌尾辞)
オコ｢

eぱ(鼻完T条

サヅチ･スル

す(サ変}

る叫完杓
コト

が(略41尾Sわ
デキ

ま4T'零)

ut非完D

か

心1司112ドー-エンドユーザー･コンビ4-ディン

グのλ丈への展印を聞かせてくたさい｡
　No｣{asl=435(xj}

-- 記号
エンドユーザー名詞

･　　　　　　記号
コyビューディング

　　　　　　　　Unk叫祖n

格接辞

れ伺

洛嗜辞
晰核辞

サ変名謳

格楷辞

日動試

印ll辞
子弛謳

子用辞

句趾点

(記り
エンドユーザ

(中白
名詞

朗硲楼磁辞}
ミライ

ヘ{格接叱肆}
朗格接尾辞)
デンポウ･ス

糾感接尾辞)
キカセ

て(完r順接}
くたさ

l

面{司ll:li　･　--エンドユーザーに関することで何
かフラストレーションはありませんか｡

　N0.1卵測=M000}

--

記与
エンドユーザー名詞

哨
関
心
m
�

゛de

　何ka

格桟辞
名詞

吋仙詞

ほ体辞
形式名詞

繋辞用
名詞

フラストレーション

{記号)
エンドユーザ

に(喀接哨辞)
セキ

す(サ変)

る(非完了)
コト

で

ナニ力

名詞
フラストレーション

剔助辞

子動記

子体辞

終肋駒

句鉦点

洛接辞

は

ア｢

iません{T寧●

か

で{格接尾辞)

dalat1141ご--クうイアントまたはエンドユ一ザ

ーの現在の主な閣心事は伺ですか6
　Nひ1奴献=155.00}

--

クライアント

mataha

記号

名詞
接続詞

エンドユ一ザー名詞

以
乙
y
L
?

朝狸辞

名詞

略楼辞

連体頷]
名詞

副助辞
名詞

繋辞終

終助辞

句荻点

6talH51=--ゴルバチヨフ氏と{t

頻度で会っていますか｡
　No.l細sl　z　170.00}

--

ゴルバチヨフ

記号
名泌

(記号)
クうイアント

マタハ

エンドユーザ

の{格楼尾辞}
ゲンザイ

の(格接堵辞}
オモナ

カンシンジ

は

ナニ

です

か

どのくらいの

(記号)
卯汽Jbly6hu

ノ

氏
こ
』
?
ご
ご
‘
防
h
゛

名包辞

格接辞

副肋辞
句読屯

辿体誠
形式名誤

格揉･U

名詞

格接辞
子勁詞

碇晋使

岐ほ勤訳
母子辞
子体辞

終肋辞

句読点

129

シ

と{洛穎尾辞}
は

ドノ

クライ

の(吟接厖辞}
ヒンド

で(硲接硲辞}

アxx

つて

イ

良s(T牢)
叫非完白

か

山l�li161£g-ヽ--シスデムを定閲的にTッブグレー
ドしているのですか｡

　陥d叫sl　a　12100)

　-一　　　　　記り　　　　　　t詑号}

　シスヂム　　　名訳　　　　　　シス采ム

　玖ll　　　　　㈲g帥　　　　をC格暗叱辞}
　定副的　　　　チ{玉状名ン　　　　早イギ乎キ･
ダ

　nl

　アッブ

　ゲレード

　MI

　lf

　i

　rU

　Iれk

　山､u

　ki1

繋辞二

サ変名訓

私試

司時洞
日川肪

柘むJ紡刎
14隊糾

IFj式私ぶJ

繁1?時
終助片

句涜点

に

?ッブ,ヌ几

グレーlj

し(サ変)

て(完f舶1い
イ

る叫完白
ノ

で4

か

心同ll7卜--ソウルk輪を邨こバ蛸tt島の哨牝
分断の坦実を改めて淳き彫りにする出坐事耽用次

いでいます｡
Nol叫6tご2品

--

　
　
　
　
　
　
　
　
島

ル
　
　
　
　
　
　
乍

ウ
輪
‐
　
　
　
鮮

ソ
れ
}
面
,
m
　
ヽ
妬

トウ

　
ビ
.
I
　
　
実
　
m

乙
作
レ
ご
心
改

ル

淳k1彫n

.
哨
心
陶

出坐ボ

卯

次
　
　
　
s

　
　
e
　
a

梢
‥
川
l
m
u

1
吋
詞
詞
皿
謳
皿
匹
詞
　
四
‰
　
m
昌
詞

師
記
名
飢
‥
格
名
硲
句
私
　
格
名
サ
　
凶
名
肪
副

詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞

名
　
辞
副
辞
　
牌
点
詞
便
肋
辞
辞
点

変
　
暗
動
体
詞
g
銃
鉛
音
斑
子
体
肢

サ
　
格
肖
叫
名
朝
句
子
痴
補
附
子
句

に邸引

ソウル

ゴリン

を(吻拙尾辞)
サキ

に(格暗叱辞J

チョうセンハ

の{格砧尾辞}
ナンボク

ブンダン･ズ

の(陰扱尾辞}
ゲンジツ

を(晰接砥辞)
アラタメデ

ウキホリ･ス

に{格措砥辞)

す(サ変)

る(非完了)
デキゴト

が{格接尾辞)

アイツほ

iで

イ

ま(F寧)

u(非完了)

餉司1181ロー一テクノロジーは利川きれていない
のですか｡

　Nol叫桃tl肪.帥4

--- 記リ

ヂクノロジー　名詞

h
ご
7
r
L
?

副助辞

サ変名詞

噂動詞

匈用辞
岫母齢厠

母形辞
形体辞

形式名詞

繋辞終

終肋辞
句跳点

(記号}
デクノロジー

は

リヨウ･ズル

され(s41re･)
て{完了順接}

イ

な凶定}
い(非完r)
ノ

です

か

d創司H91-　--パソコンか登場したころを振り返

ってみて｡あなたは喜んで受け入れたと思いますか､

それとも驚きましたか｡
　No｣(costt訪5.00)

バソコン

　ga

　登場
スル

記号

名詞

洛接辞
サ変名詞

(記恂
バソコン

が(格播尾辞)
　トウジヨウ



130

si

哨

kom

WO

振ri返
nむ

ml

te

ana{a

ha

喜b

n雀,

受ke入
隠

16

思g
iln刹4

U

ka

re

M}r{りomo

呪k
im心

11お

ka

肖勣詞
母体辞

形式名詞

四牌

子勁詞
促音使

μJ献ぶ}

脚用肪
句読点

名詞

副助齢

子動詞
撥皆使

母仙詞

吋体辞
接助辞

子仙詞
f子辞

f体辞
終助辞

句読点
接続詞

子仙掬
子子辞

イ齢便体

終助辞
句読点

し(サ変)
た《完杓
コロ

を(格接尾辞J
フリカエ｢

つて

ミ

て(完了船接)

アナク

は

ヨロコb

んで

ウケイレ

た4完了)
と
オモw

lまs

u(非完了)
か

ヽノレトモ

オドロk

iまs

iた

か

山llj目201　2　--マネジヤーからのより強力な処理
能力への泄雅はありますか｡

　Ni}|{aか|･こ170曲)

ク

--

マホジヤー

karli

no

vnrl

強力

･夕

以
ご
‰
?
穴
㎞

記吋
名詞

洛摺辞
肘式お詞

格鴇辞

}l斑お詞

繋肪体

サ変包詞

私陶
格接A?

洛嗜辞

サ変名詞

幽助辞

子他詞

ffμ

子休辞

終助辞

句読点

{jがjj
マ冰ジや-

から

ノ

より

キョウリョ

な

シjリ･スル

ノウリヨク

ヘ(格接咀辞}

の(洛接哨X妁
ヨヴポウ･ス

は
ア

iまg

u(非完了}

か

d削司12111ぷ`“一･‘-ユーザーは3090ブロセッサー
をそのアーキテクチヤ一のままで1990年まで使

用できるのですか｡
　Nol{eo4i　s　23尽OO)

　
ザ

}
一
　
ー

一
ユ
哨
3
0
9
0

記弓

名詞

副助辞
数詞

数詞

数詞
数詞

プロセッサー　私絢

w6　　　　　格接辞
sn4･　　　　連休詞
アーキデクチャ一

　　　　　　　　アーキテクチヤー

no

mafnぞl

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柘
ー
;
ー
　
　
　
U

面
1
9
9
0
年
四
?
m
`
?
{
b

　吻yfやetdnl司
4面

格接辞

形式名詞

繋辞川
数詞

故詞

数詞
数詞

肋教詞

印助辞
サ変私詞

匈動詞

匈休辞
形式名詞

繋辞終

終助辞
句読丿叔

格4a辞

(記ら
ユーザー

は

3

0

9

0

迫加

をC格接叱辞)
ソノ

名詞

の(洛措尾辞)
ママ

で

l

9

9

0

ネン

まで

シヨウ･ス几

デキ

る(非完了)
ノ

です

か

で(6接尾辞}

心all22ドー一以上は眼入についてですが､アプり

ケーションの作成についてはいかがでずか｡
　Nol(eo61　s　l%､00}

--

　以上

　ha

　麟人
叉ル

　m

　tuk

　t時

　&su

記4

私詞

副助辞
サ変名詞

格接辞
子勤詞

イ沓厦

繋肪終

{記号)
イジaウ

は

コウニュヴ

に(格楼尾辞)
ツk

ぽ

です

ga 接助辞

句読点
アプリケーシヨン

　　　　　　　アプリケーション

nむ

]
T
l
d
昌
ツ

f
ル
n
ー
♂
ー
が
ー
t
L
乳

賂接辞

サ変包誠

格接辞

f動詞

イ音使
硲詞

繋辞終

終助辞

句読点

が

名詞I

の(格接尾辞)
サクセィ･ス

に(洛接尾辞)
ツk

lては
イカガ

です

か

d斑司1ふ11=-一料学技術分野や邨究腐免分野で使
用されるメインフレームとしてIBMは肢争力があ

ると想いますか｡
　No,}k,sl=ざjO00)

一一

゛
　
　
‰

{
茫
ヤ
茫
四
ご
バ

　
ツ
　
　
　
　
イ

ムーレフ
m
ヽ
削
即

IBM

h

如争力

　
　
　
　
　
W
心

ク
即
肘
u
山
思
向
u
b

記号

名謳

名詞

副助駒

サ変名詞

包詞

晦接辞
サ変名試

け動詞

母体辞

名詞
名詞

洛接辞

円勁訓
円川辞

名謝

副助辞
れ辞}

格楼辞
子齢詞

子休肪

接助辞
子動詞

子子肪

子体駒
終血p

句読右

(記吋)
カガクギジュ

ブンヤ

や

ケンキュウ力

ブンヤ

で{洛接尾辞)
シヨウ･ス几･

され叫a跨･)
る{非完了}

メイン

フレーム

と(栖接尾辞)
し(サ変)

て{完r舶接}
追加

は

キョウソウリ

が{格荏尾帥}
ア｢

u(非完自

と

オモu

iまs

哨非完了)
か

dal4･II241乙-一枝痢者や研究若か足りなくなる心
配はありませんか6
　No}{cslごHS､00)

　-一　　　　　記吋　　　　　{記り
　技術者　　　　名詞　　　　　　ギジュツシャ

　vu　　　　　副劾A9　　　　　や
　絣究　　　　　サ変名詞　　　　ケンキュウー

ル
者
p

ス

　足rinM
　ku

l恥

7
ご
乙
ご
゜

名名辞

格接辞
形状潟
形用辞

子動詞

子休辞

形状名詞
副助辞

子動詞

子体辞

終助辞

句読点

シヤ

が(格接尾辞j
タリナ

《{非完了順

ナr

u(非完了)
シンパィ･ダ

は

ア｢

1ません(丁乖4

か

da911訪l=-一敦授の過去の談話のなかで､道貝と
して機械を使うよりも､人間とコンピューターの共

同作奎について語っています｡
　Nol(eos{=325､OO)

　教授
スル

乙
r
票
詐
　
]
r
.
;
r
y
ご

記吟

サ変名詞

格掻辞

名詞

格接辞
サ変名詞

格接辞

名詞

繋辞用
句扱点

名辰

格接辞
母動詞

母用辞

名詞

格楼辞
子飴謁

子体群

略接辞

副助辞
句続点

{記号)
キ3ウジュ･

の(格接尾辞}
カコ

の(格接尾辞}
ダンワ･スル

の(格接尾誌)

迫加
で

ドウグ

と(格接匙辞)

し(サ幻
て(完了順接)
キカイ

を(格接尾辞)
ツカW

u(非完了}

より

も

　
W
　
　
　
匹

四
使
門
ー
m
u
h

leorrect&ial
4de

人間
帥

コンピューター

　n心

　拝同
スル

四
‘
m
ご
ご
』
゛

　la)r9cld趾al
八le

名晨

格接辞
各戻

硲接辞

サ変名詞

サ変名腕

搭接絆
子動詞

イ音便

子動詞

促音使
補母鋤加

母子辞

子体辞

句読点

恪接辞

ニンゲン

と(格篠尾辞}
コンビュータ

の(唇接尾辞)
キヨウドヴ･

サギョウ→ス

に(搭接尾絢
ヅk

iて

が夕｢

って

イ

まs{丁寧)

u(非完了)

で(格接尾絢

dau･□2司=--M体妁にはどういう分野を堀うの

か｡

　N01{roM=10000)

　一‐　　　　　記号　　　　　(記号)
　員体的　　　　町状名詞　　　　ケタイテキ･
ダ

　nj　　　　　　繋辞ニ　　　　　に
　ha　　　　　　副劫辞　　　　　は

　山-u　　　　連体誠　　　　　ドウイウ

　分野　　　　　名詞　　　　　　ブンヤ
　xvo　　　　　俗摺辞　　　　を(格接尾辞)

　狙w　　　　　子飴詞　　　　　ネラw

　u　　　　　　子体辞　　　　　刎非完了)

　n(‘)　　　　　形式私詞　　　　ノ
　ks　　　　　　終助辞　　　　　か

　｡　　　　　　句読点

dl･IJ11271=-一現をあなたのところでは何名くら

いの大々がワークスデーシヨンを使ウていますか､
No.ICeosl=】85､

]
乙
L
乞
何
名
ご
ジ

励
記号

名詞

名詞
格接辞
形式名詞

繋辞用
磨破･肆

数詞

助数洞

副助辞
洛接辞

名詞

略接辞
ワークステーション

{記号)

ケンザイ
アナタ

の(格捨尾辞}
トコロ

で

は

ナン

メイ

くらい

の(格接尾辞)
ヒトピト

が(絡接尾辞)
名詞

ワークステーシヨン

恪接辞
子動詞

促晋便

紬母動詞

母子辞
子体辞

終助辞

句読点

格接辞

を{格板尾絢
ツカw

って

イ

ま喊T寧}

u{非完了)
が

で{格接尾辞)

daLal1281=-一現在あるなかで､最も進んでいるイ

ンチリジヱント･マシンは何ですか｡
N0,1{cost=4肺.

一
｡
　
　
　
h

一
皿
w
u
l
面

む
吋
に

叫

記弓
名詞

子勣詞

子体辞
名詞

繁辞用

句読点
副詞

子勣詞

撥音使
補母勤拓

母体辞
インテリジヱント

ご
回
か

le9rlcl心同
秦de

匹
　
　
辞
　
終
辞
､
｡
辞

詰
訟
詣
雪
四

{記号)
ゲンザイ

ア｢

u(非完了)
追加

で

モットモ

ススm

んで

イ

る(非完了)

名紛

(中点j
マシン

　
二
す

は
ナ
で
か

で{各接尾辞)

data112周=--エ学節の学生がなぜ､金融機蜀へ行

きたがるのでしょう｡
　N{d叙sl=14000)

--

エ学部

記号

名詞

(記吻
コウガクブ



辞
　
辞
　
点
　
　
辞
誠
肪
辞
肪
}
終
ふ

四
昌
匹
ご
%
詐
諮
殼

乙
昌
『
{
に
昌
“
L
上

の(格接尾賛)
ガクセイ

加搭接尾辞)
ナゼ

キンユウキカ

へ(略接咀辞)
イk

iた(希望}
が｢

u(非完T}

ノ

でしょう

心仙昨明=-一次にコンビューター柘入の将染像
に泥しおmlきしたい｡

　X(H4カsl=175Cj沁

T
次
m

記号
名詞

格暖辞

コンピューター名詞

　導入
スル

　n6

　将交

　僅

　m

　関

　SI

　O

　に}k

　i

　SI

　哨

Q

サ変れ試

格接辞
名詞

名摺

栴接辞
名詞

吋動詞

勁頭辞

子動詞
子用辞

母勣加
肖形辞

慰体辞
句読点

(記り
ヅキ

ロ絡接尾辞)
コンピュータ

ドウニュウ

の0各接尾籾)
シヨウライ

ゾウ

に(略楼厖辞)
セキ

し{サ変)
お

キk

し{サ変)

た(希望}
い(非完了)

dalaD311=一一新しい叩垢の間拓にはどのように
取り組んでいるのか｡

　陶叫mt=ljnO吻

一一

新g･

ぴ
匹
‐
m
陥

{lonoyotlni

取ri翻m
n゛de

i

rU

no

ka

記号

形状詞
形伍辞

名詞

格後辞
サ変私詞

格接辞
匯劾騨

副詞

争動詞
複晋便

補母動詞

句体辞
彰式名詞

終助辞

句読点

{記号}
アタラシ

い{非完T)
シジョウ

の{格援尾辞)

カイタク･ス

に(格植尾辞)
は

ドノヨウニ

トリクm

んで

イ

る(非完T}
ノ

か

心剛I川ご-一人間の知能と槌械の知能の迎いは
何でしょうか｡
　Nol凶st=12000)

　
　
辞
　
辞
　
辞
　
辞
　
辞
　
終
辞
収

号
詞
　
詞
菱
詞
葵
祠
接
詞
助
詞
辞
助
認

記
名
四
名
剔
名
舶
名
格
名
副
名
繋
終
句

這
昌
帥
?
?
ご
何
{
?

(記号)
ニンゲン

のt格棲尾辞)
チノウ

と(格接尾辞)
キカイ

の{格接尾辞)
チノウ

の{格接尾辞)
タガイ

は

ナニ

でしよう

か

心剛1331=-一人工矧能閲発の5年先､あるいは､

10年先を予測するとすれぱ､解決されていくと思
われる間題は伺でしようかe
　Noj{co4こ345.00)

一-

四
発
　
　
　
　
心
0

人
　
開
　
?
ひ
年
先
゛
m
　
`
1
年
先

記号

名詞

サ変名詞

格接辞

教詞

助鮫詞

名詞

句読点
檀続詞

句読点

数詞
紡数詞

名詞

(記号}
ジンコウチノ

カイハヅ･ス

の{絡接尾辞)
5

ネン

サキ

アルイハ

“
m
具

ゥ
応
に
ご
に
ク

‰
乙
こ
　
心
　
ご
?
叫
ご

j
F
何
ご

喀荏辞

サ変名証

母鮒詞

附用辞
9齢戻
母用辞

句涜点

サ変名試

ほ動試
礎nj辞

ぞ動加
子-体辞

暖助辞

子勤誤

ぞ母辞

母体辞

&詞
副助辞

名辰
繋辞終

終助辞

句晨点

を{格接砥辞)
ヨソク･ス起

す{サ変}
ると

す{サ変}
れぱ

ガイケツ･ス

され{s哨呻j

て(完f哨接)
行k

u(非完杓

と

オモu

aれ{祚敬､可

る(非完T)

モンダぞ

は

ナニ

でしよう

か

血1司1詞|ご-･一厦が沿任をもつべきなのでしょう
か｡

No.|(enslこ12r5

―
‰
二
匹
こ
乙
ょ

　|rt･rmごいk司
争mむ1

希U

圓}

記弓

名洵

格接辞
私陶

格祐辞

包記

副助辞

繋肪体

形式名祠
繋辞糾

終肋辞･
句読点

子勅詞
刹糾な

(記冶
夕

糾洛措尾辞)
セキニン

を鴎接尾辞j
モッ

ベき{助弛

な
ノ

でしょ

か

う

モ1

叫非完n

心1ぉ□貼Iこ~一一-秘密t義といえぱ､9幻走に共産党

中央委蛸公の緊急唸会がとつぜん聞かれ､ゲロムイ

コ扱局会議幹部会議長の引逗が決まったのは悛きだ
った｡

　Nol(c41=3加帥)

一
密
義
　
　
　
a

一
秘
主
帥
匹
幽

　
　
　
辞
詞
辞
　
点
　
詞
辞
辞
　
　
　
　
辞
　
　
辞
　
詞
辞

句
詞
詞
助
仙
用
　
読
詞
数
名
塵
詞
　
詞
　
妾
詞
詞
接
詞
拙
辺

記
名
名
接
子
了
　
句
数
助
名
匍
名
　
名
　
剛
名
名
硲
副
子
子

　
読
詞
数
名
塵
詞
　
詞
　
妾
詞
詞
接
詞
拙
辺
　
読
詞
4

　
句
数
助
名
匍
名
　
名
　
剛
名
名
硲
副
子
子
　
句
名
J

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
　
‘
n
　
　
j
　
イ
議

　
　
　
　
　
　
　
党
　
委
イ
　
　
　
　
　
四
　
　
身
　
ム
会

　
　
　
　
　
　
　
産
　
火
カ
　
急
会
　
u
k
e
受
　
ロ
高

J
`
9
月
宋
�
共
　
中
ン
皿
緊
総
即
皿
開
ぼ
ミ
グ
岨

件
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吃

(記号)
ヒミツ

ンユギ

と
イw

むば{非完了条

9

ツキ

マツ

に(格接尾絢
キヨウサント

チユウオ1j了

の(晦接尾辞}
キンキュウ

ソウカイ

が(喀接尾鉾)
トツゼン

ヒラk

8れ{尊敬､司

gur{)muik6

名詞
サイコウカイギカンブカイギチ

格接詐

サ変名詞

格荏辞

子勣詞

促音便体
形式名詞

副助辞

名同
繋辞終

句読点

の(格檀尾辞}
インタイ･ヌ

が(格接尾辞J
キマr

った
ノ

は

オドロキ

だつた

d81al136}=-一廣足したユーザーぱ峻も熱狂的な

コンビューティング支梼者となぅていますか｡
　No｣軸刻s480.00}

　-一　　　　　記号　　　　　　f記号)

　渦足　　　　　サ変名詞　　　　マンリク･ズ

ル

　8j　　　　　　硲動詞　　　　　し(サ変)

　la　　　　　　暗体辞　　　　　た(完了)

ユーザー

hj

　酸mo
　熱狂

スル

　的

　n均

名睨

副助辞

副戻
サ変名記

形状名記
繋辞体

コンビューディング

　　　　　　　Unknf,wn

支梼者
lo

nllr

Ue

}
乙

名糾
接助辞

:f胎詞

促修使
岐吋動謳

吋子辞

f休辞
終肋辞

句読点

131

ユ一ザー

は

モットぞ

もッキヨウ

苧キ･ダ

な

名祠

シジシャ

と

ナf

つて

イ

まs{r寧)

u(非完判
か

d“l司1:r卜-あのときはおtリ話仁なりました｡と､

私も八わない｡
　No.l叫1M乙|弘00)

洩no

叙lkl

ha

叫t!話

IU

?
[
ツ
?
私
乙
?
1

記弓

迪体糾
名訳

iリ助辞
サ変名試

格l引9

f訟詞
fH9

イ皆便体

句読点
接続詞

句涜点

名匈
副助&9

子拍詞

子形辞
斟体辞

句諮点

{記引
アノ

トキ

は

オセワ･ス.ル

に奏唱檀尾辞y

す｢

lまs

sた

?‘

ワタシ

も

イw

nな{内心
いOS完白

d削司|測卜-ツしは伯れたか?と､岐は聞かない｡
　Nul{a琳匹1淘OOi

　
叫
　
f
　
　
　
　
　
　
　
k
g

‘
少
h
椙
陥
陥
?
沁
　
`
彼
h
聞
皿

l

e

記リ
紗|謳

副助騨
州動糾

吋休辞

終助駒

句読点
接続詞
句読点

名詞
副肋辞

子狛詞
子形甜

形休肆

句読点

(鼠弓)

スコシ

は

ナレ

たにミO

か

ソ

ト

レ
　
k

力
は
キ

1iな的定)

い{非完自

山向□おls肴III諒一參V莽成のカリリムヒ素

やインジウムリンは,高速咀子素子や発光･受光ぶ

子に｡またカリウムリンは司視域の発充素`F材料に
広く用いられている.

　Noれむむ41ごぴ5.00)

　譚　　　　　　記司
　l　l　l　　　　数詞

　#　　　　　　記吋

　一　　　　　　名詞
　錐　　　　　　記弓

　V　　　　　　記号

　#　　　　　記9
　族　　　　　　名詞
　no　　　　　格楼詐

　ガリウムヒ素　名詞

　va　　　　　副助辞

　ィンジウムリン名腿
ン

　
　
還
子
子
　
光
　
　
　
　
子
　
　
m
い
　
視
　
　
兇

陥
'
高
電
i
蹄
発
ル
‘
受
光
素
‘
m
'
m
ガ
h
可
域
四
発
ル

副助辞

句擾丿叔
名詞

名詞
名詞

副助辞

サ変名詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扁

　
　
辞
　
辞
点
　
　
辞
　
　
辞
名

吋
詞
名
詞
眼
読
託
詞
助
詞
詞
接
変

記
名
名
れ
搭
句
副
名
副
名
名
凶
サ

{記り)
スリー

(記号)
Unkilmヽ･n

{記り)
(記号)

dど号)
ウカう

の(搭接尾辞)
ガリウムヒソ

や

インジウムリ

ぱ

コウソク

デンシ

ソシ

や

ハヅコウ･ス

(中点)
ウケ

コウ

ソシ

に(格核唯辞)

マク

ガリウムリン

は

カシ

イキ

の(格榜尾辞)

ハヅコウ･ス



132

子
料

素
材
m
広
6

　
i
呼

t
'
用
M
叫
l
m

接

1加rrecld珀司

4受光

名詞

名詞

格接辞

形状記

形用辞

匈動詞

母母辞

母用辞
補附仙詞

肖体辞

句読点

名詞

ソシ

ザイリョウ

にt格接尾辞)
ヒロ

<(非完了順

モチイ

られ{受身}
て{冗了順暗}
イ

る(非完石

ジュコウ

面･nい40卜ねIV#族原fは,#1　1　1奏族,海V

#族原子のいずれの位叡に人るかによって,ドナー
にもアクセブターにもなる.
　NtH泗跳匹G3500)

　
v
　
　
f
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
子
　
四
　
跨
　
r
　
j
H
巾
　
ナ
　
゛

#
I
#
阪
印
陥
　
'
#
I
#
族
‘
#
V
#
族
原
'
門
m
皿
位
､
m
人
u
�
叩
'
ド
.
哨
m

夕ブセク
　
o
ぽ

ア
.
m
m
m
u

　lc吋r扮ld創司
4　kn

4nl

記号

鮫詞

記吋
名詞

名詞

副肋辞
句絞点

配号

数詞

記吋
包詞

句読点
記り
記鱈

記号
牝詞

名詞

洛接辞
私詞

格接辞
サ変包詞

格接辞
子勣詞

ぞ休辞
朽詞

接続詞

句読点
名詞

栴接辞
副助辞

名詞
格楼辞

証助辞

子動詞

子休辞

句読点

副助辞
格眼辞

{記剔
フオー

(記句}

ウカラ

ゲンシ

は

(記号}
スリー

(記り)
ウカラ

(記リ)
(記t力
(記弓}

ウカう

ゲンシ

の1格接尾辞)
イズレ

の{格接尾辞}
イす･スル

に(格接尾肆)
ハイ｢

u(非完了}
カニ

ヨッテ

ドナー

にj格建瑶Jわ
も

UIヽlknown

に{格摺尾辞)
も

ナ『

u(非完D

か

に(恪接尾出

dぉ|詞MI卜0.2級は標準家用の晴密なものである

が,現在ほとんど作られていない｡
　N引奴地l　s　220.00)

0
　
`
2
紐
h
r
こ
匹
乙
面
r
卯
゛
乙
ご
尹
`
ー
?
l

教詞

句故点

数詞
肋数詞

副助辞
名詞

名詞

名名辞
略接辞

形状名詞

繋辞体
形式私詞

繁辞用

補子勤詞

芥体辞
接助辞

句読丿訊
名詞

副詞

子動詞

子母辞

母用辞

袖母動詞

司形肆
形体辞

句駿点

o
　
り
`

キュウ

は

ヒヨウジJン

シヅ

ヨウ

の{駱接砥辞)
セイミッ･ダ

な

モノ

で

ア『

u{非完了)
が

ゲンザイ

ホトンド

ツク｢

a哨尊敬､司

て(完了順接)
イ

な{否定)
い(非兇了l

dal司142ドo,5ミリのポールベアリングを始め,

驚《ぺき哨縫な工作がなされている｡

　Nひ1徊鍼t　l9000)･

　
　
　
　
　
　
J

　
　
　
　
　
　
ー

れ
U
‘
`
む
`
`
4
四

教詞

句読点

教詞
助数詞

格榎辞
ポールベアリング

n
り
‘
タ
a

ミリ

の(賂楼尾馥)

名戻

　
　
昨
　
k

四
始
　
`
睨

　U

　I炉kl

詞?}

　精晩
　na

バ
　
こ
作能､受身)

捨
l
m

ポールベアリング

洛接辞
ほ幼詞

句読点

子勁詞

子体甜

副助辞

形状名詞

繋辞体
サ変名詞

栖接辞

子動祠
子司詐

母用辞

緬ほ動詞

肖体辞

句読点

を(格篠尾辞}
ハジメ

オドロk

a(非宛了)
べき(助動

セイチ･･ダ

な
コウサク･ス

が{恪接尾辞)
ナs

,,れ(り俵､可

で(完了順接)
イ

る績完石

面･alH3卜o,何%という薄利なので､3%だから

といってあいまいにはできない｡
　No.l帥糾こ4000吻

o
‘
伺
%
沁
‘
m
u

辨
`
`
面
j
%
面
』
?
匹
ツ
皿
雨
h
ル
心

　leorr9htHUII
秦IO

畝詞

句読点
数詞

助数舗

接助防
子弛頴
子休辞

名詞
繁辞体

形式名詞

繋糾川
句読点

数詞

助赦詞
繋辞籾

硲接辞

駱接駒
子動詞

淀音便
形状名洞

繋辞ニ

副助辞

叫勁詞
巧影丿夕

形体辞
句読点

接助辞

0

ナン

パーセント

と

イw

u(非完了)
ハクリ

な
ノ

で

3

バ一セント

た

から

と(格桔尾辞J
イx4

;
忙

っ
追
に
は
デ
な
叫
　
　
と

dn陥IH4卜oおよぴ1,すなわちピットを表わすデ
ータ型をいう.
　Nol{ctjs41こIG000}

O

ov6bi

l

sunl･waD

ビット

WO

表w心

乙
y
型
門
匹
u

数詞
接続詞

数詞

句読点
接続詞

名詞

格接辞
子仙詞

子体辞
名詞

名名辞

格接辞

子動詞
子体辞

句&点

0

オヨビ

|

スナヮチ

ビット

を(格接尾辞)
アラワs

u{非完ア)
データ

ガタ

を(格接尾辞･}
イw

u(非完了)

(btalM5μ0または1の値をとる変数をいう.

　N住1(eosltほ5､00)

o
}
1
四
値
四
w
u
四
一
門
匹
u

数詞

接続詞

数詞
格接辞

名詞

略接辞
子動詞

子体辞

名詞
略接醇

子動詞

子体辞

句読点

0

マタハ

1

の{格接尾辞}
アタィ

を(賂接尾辞)
トr

u俳完了)
ヘンスウ

を(搭接尾辞)

イW

u{非完了}

dalalMG卜o型文法ば,制約のない一般の句構造文

法である｡
　No｣{cosl　･　}70､OO)

o
型
心
一
陥
　
』
m
　
t

　
　
　
　
　
　
　
　
ル

数詞
名名辞

名詞

剔助辞

句読点
サt名詞

格檀辞

0

ガタ

ブンポウ

は

セイヤク･ス

の(格接蜷釦

叩
‰
昌
造
ご
ご

　lc心rr偲|
4句

4構造

･lal司

形状詞
形体脈

名詞

格接辞

名細
名名辞

名詞
繋辞用

柘子飴詞

子体辞

句読点

名詞
名詞

ナ

い(非完了)

イッバン

の(格接尾辞)
クガマエ

ゾウ

ブンボウ

で

ア『

u(非完T)

ク

コウゾウ

白ほ□47卜l､2ベージで､n1回､100肺から

200昌を予定している｡
　Nol{cosl=210　00)

1
`
2
{
面
゛
月
l
回
石
s
』
2
0
o
郎
四
ワ
削
呻
l
m
°

数昧

句政点
数絢

助数詞
繋辞用

句読点
名詞

倣謳

助敬詞

句読点
数詔

助数詞

格接辞
数詞

赦詞

数詞

肋数玩
格接辞

サ変名詞

Q狛詞
母用辞

岫円:仙泌

司体辞
句涜点

t

2

ベージ

で

　
　
　
　
　
　
禁
』
お

ツ
　
イ
　
圓
　
ら
　
　
　
　
{
昌
心
四

ゲ
ー
カ
　
'
ー
ブ
か
2
0
0
ブ
を
ヨ
し
て
イ
る

djtalM81=1､2階に2室すつあり､3世帯が入病

していた｡
　Nol似絹こ17500}

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
　
　
　
帯
　
居

1
ヽ
2
階
｡
m
2
察
四
f
'
j
　
ヽ
3
世
卯
入
ル
'
M
師
i
咄
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

数詞

砿浸泣

数詞
肋数詞

格接辞

粧詞
助数詞
副肋辞

子勁詞
子用辞

句読点

数詞
助数詞

格接辞
サ変名詞

母弛詞

母用辞
補母動詞

母体辞

句民点

1

2

カイ

に{洛接尾甜)
2

シツ

ずつ

ア｢

l

3

セタィ

が(格接尾辞}
ニュウキヨ･

し(サ変)

て(完了咳接)
イ

た(完了)

dll誂1149卜1､2階合わせて1万2000平方メー
トルの売り場には500体のマネキン人形と40台

のコンピューター端末機が並んでいる｡
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措阿を諜すよう義務付ける｡
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daMμ261=1,は伺かの勁作を行うとき､まず磁初
に選吹する｡
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商社などが､吋界中で晴幄通低企塾のa収にかかる｡
　Nol(e9slこMO(X))
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d此a{2匍卜1.既存のネットワーク･フアシリディ
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できる｡

　No.|{eoりa455､00)

ー
‘
認
皿
卵
r
?

数莉

句読点

名戻

名詞
サ変名詞

格楼辞

名詞
晦接辞

斟劾辞

句読点

I

ジゼン

サセキ
シティ･スル

が(格楼尾辞}
コクナィセン

で{格接尾鉾)
は

包頌辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
扁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗

　
　
辞
誤
辞
点
　
辞
名
　
辞
辞
ぶ
　
　
辞
辞
名
辞
辞
　
　
点
　
　
肆
　
名
辞
戻
辞
点

記
試
助
勤
哨
泌
詞
名
変
　
名
g
旋
誕
詞
妾
助
変
芦
接
詞
詔
読
誠
　
接
試
変
者
釣
体
読

包
包
接
子
子
句
名
名
サ
　
名
㈲
句
副
名
順
副
サ
名
格
れ
れ
句
私
　
唱
名
サ
捌
り
吋
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峻
　
　
　
　
　
　
一
ス
　
ネ

　
隨
　
r
　
　
空
　
入
　
　
　
　
　
{
際
　
　
約
　
　
　
ア
ラ
　
ジ
　
　
症
定
　
』

席
可
拍
`
゛
`
航
券
購
ル
時
.
m
　
`
m
国
面
h
予
肪
で
m
フ
ク
　
`
ピ
　
皿
座
指
9
心
m
･

ゼン

セキ

カノ

と

ナr

1

ウ

コウクウ

ケン

コウニュウ

ジ

に(硲祁叱辞}

マタ

コクサイ七ン

で(駱接尾辞}
は

ヨヤクースル

ジ

に{格拷尾辞}
フアースト

クうス

ビジ才.スクう

の{鴎接尾斟り
サセキ

シデイ･ス几

が{洛接砥辞}
デキ

るりjミ完ぬ
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きにもつくられている｡
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dalal2331　z　l　,　軍均的にレンタル､リ一ス導人匍れ

が進んでおり､その栓度はユーザー･グループによ

って緩穫なところ､劇的なところと分かれている｡
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da哨1237吟10%なら阿としても癒上げする玖な

まじ3%なので､つい業者負担というケースがでて

くるたろう｡
　No.1(cび41=‘あ0.00)
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心ulμ8ト10%に白たる5000人以土が集申
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no

kuzi

即

出

rU

梢り

敏詞

助鮫詞

名伺
嶋暗辞

り勁詞

句読点
名詞

吻援辞
了勣副
f川辞

句読点

鮫詞

助数ぷj
故詞

肋数詞

洛接辞
私詞

格接辞
ほ動詞

叫体&¥
句読点

む･|{X}O

エン

サツ

を(略柘1以幻
ィレ

ボクン

い晰接尾削
オH

uと{前故如句

10

マイ

1

セッtヽ

の{瞑接尾辞}
クジ

が(陰扱尾辞)
デ

るUド完パ

･l･･la12541　e　1　0　0　0吃pルの借奎に缶しむメキシ

コでは､陽気な民族音必マリアヅチの腎きも悲しい｡
　N01{(Mかい|㈲OO)

　1000　　　数詞　　　　　　の1000

　億　　　　　　赦詞　　　　　　オク

　ドル　　　　　助鮫詞　　　　　ドル
　no　　　　　格接辞　　　　の(洛植尾辞}

　借奎　　　　　サ変名詞　　　　シヤッキン･
スル

　ni　　　　　　栴接辞　　　　　に(硲接尾辞)

　茜sim　　　　子動詞　　　　　クルシm
　u　　　　　　子体辞　　　　　ul非完了)

　メキシコ　　　名副　　　　　　メキシコ
　de　　　　　　格接辞　　　　　で(栖接尾辞)

　陥　　　　　　副劫辞　　　　　は

　､　　　　　句延点
　陽気　　　　　形状名詞　　　　ヨウキ-ダ

　na　　　　　繁辞体　　　　　な
　民族音変　　　名詞　　　　　　ミンゾクオン
ガク

　マリアッチ　　名詞　　　　　　マリアッチ

　no　　　　　略接辞　　　　　の{硲接尾辞)
　響kj　　　　　名詞　　　　　　ヒビキ

　mo　　　　　副肋辞　　　　　も
　悲台i　　　　　形状糾　　　　　カナシ

　i　　　　　　形体辞　　　　　い破完力

　｡　　　　　　句疵点

あ同訪4}●1000億円をはるかに上回る責金を

投入して､忠実旭で発行泌み株式の33%強に達し
たのをはじめ､3社とも節頒株1に瞎り出た｡

　Nt),1(eosl●刹0{助

O
　
　
　
　
n

内
v
　
　
　
　
L
瓢
　
r

回
直
円
こ
‰
u
r
匹

数詞

敵詞

助数蚕jl

格嗜辞
g詞

格咳辞

子飴詞
子体辞

名詞

格接辞
サ変名詞

砂1000

オク

エン

刳略接廻辞)
ハル力

に{洛接尾絢
ウワマワ｢

0(非完了)
シキン

を(略接蹴陶
トウニュウ･
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詞
辞
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辞
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辞
　
　
詞
辞
辞
　
拓
辞
名
辞
詞
点
　
　
辞
辞
　
　
辞
詞
辞
点

動
喝
読
詞
鳶
変
　
舗
記
接
詞
詞
数
名
妾
詞
動
体
式
接
拓
読
詞
詞
変
助
詞
詞
a
如
体
読

母
母
句
名
㈲
サ
　
名
名
格
数
数
助
名
凶
名
母
母
形
格
母
句
数
名
如
副
名
名
如
司
り
句

し(サ変}

て(究了順接)

lyuuzjtuya

で(格接尾辞}
ハヅコウ･ス

スミ

カプシキ

の(格楼尾辞}
9

3

パーセント

キョウ

に(格接尾辞}
タッシ

Uサ変)

た{完了)
ノ

を{格接尾絢
ハジメ

3

シャ

と(格接尾於)

も
ヒットウ

カブヌシ

{ニ(格扱尾辞}
オドリデ

た(完了)

d削司2S卜1000艇円を超えるようだと､事業そ

のものが遅れる可能性もあると心配している｡

}
ご
乙
t
ご
?
″
二

|(C0,tl~ご2翁,00)

趾
‰
ご
こ
ヤ
;
'
l
m

　1帥m!eHbla}
φU

φ帥

　
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厠
　
　
　
訓
　
　
　
　
　
　
削
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諭
　
　
　
　
　
朗

　
　
川
辞
詞
肘
形
終
辞
点
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辞
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卯IO00

オク

エン

を{格接厖哨
コ工

る巾完r)
拍り

た

と

ジギョウ

ソノ

モノ

か{格措尾辞)
オクレ

釧非完T)
カノウセイ

も

ア｢

uと澗放如牛)
シンパイ･ヌ

し(サ変}
て(完了順接)
イ

る俳完了}

u(非完了)
と

tbtal256J　Q　1　0　0　0噫円を超す赤字部政を1脚!目

の3年聞で再哩した｡
　Noj(tta4t　s　l肺加)

心
億
円
ぶ
昌
皿
7
嗣
目
7
年
間
と
ク
,
削
Q
･

0 @IOOO

オク

エン

を(洛後唯絢
コS

u(非完了)
アカジ

トセイ

を(洛接尾附
l

キ

メ

の(栴接尾辞)
3

才,ン

カン

で(格鍛尾辞)

サイケン･ス

し(サ変)

た(完n

datJI251　s　1　0　0　0回の放送で休んだのは2回た
け｡

　No｣(c{姉iい110.00)

　1000　　　数詞　　　　　　削000

　回　　　　　肋鮫詞　　　　カィ

　
送
　
　
　
m
心
　
　
　
　
　
k

匹
放
ル
&
休
¥
t
陥
2
回
心

船器辞
サ変名詞

四辞

子動祠
複音慢休

形式包詞

斟助辞
酸詞

助数詞

副助辞

句読点

の{格接尾辞}
ホヴソウ･ス

で(略接厖辞}
ヤスm

んだ

ノ

は

2

カイ

だけ

d副司2581　s　1　0　0　0　人に1人の割で重筑な副作用

が坦れ､3000人にl人の割で死各が出ているこ
とになり､そのリスクば余りに大きい､
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l
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'
川
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人
四
割
必
直
ダ
皿
副
p
坦
ヽ
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0
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人
.
削
ー
人
皿
割
而
死
卯
出
抑
i
?
?
m
?
'
`
心
リ
h
余
,
m

大ki
S

故詞
助数祠

栴接辞

酸詞
助数詞

格接肪
ね這

眺彷辞

形状名伺

繋辞体

お詞

応接辞
吋仙詞

句続点

数詞
赦詞

数詞

酸詞
助数詞

格接辞

教詞
肋数詞

洛接辞
お詞

洛核辞

名詞
格檀辞

母弛詞

斑哨辞
補附勁詞

母体辞

形式名詞
搭接肪

子勁詞
子用辞

句読点

連休詞
名詞

副助辞
彫我名詞

繋辞二
形状詞

形休駈

句読点

⑩IO00

ニン

に(格接尾辞)
I

ニン

の(恪接咀厠
ワリ

で(鴫接尾辞)
ジュウトク

な

フクサヨウ

が{喘接唯辞)
アラワレ

4
り
0
0
0

ニン

に{格措尾辞)
l

ニン

の{格接尾辞}
ワリ

で{格格尾辞}
シシャ

刎略接咀副
デ

て(完了敵吻
イ

る(非完了j
コト

に(硲接尾辞)
ナ｢

1

ゾノ

リスク

は

アマリ･

に

オオキ

ダ

い俳完D

山!tal2591=1000人を超す外国人ジャーナリス

トに加え欧米の主妾メーカーから経営陣､営業､枝
痢担当者らが約800人来日した｡
　Nol(c{)!ir･洞000)

　1000　　　数詞　　　　　　@1000
　人　　　　　　肋数詞　　　　　ニン

　銭'o　　　　　搭植辞　　　　を(格接尾辞}

　超s　　　　　子防詞　　　　　コs
　u　　　　　　子体辞　　　　　u(非完了}

　外国人　　　　名祠　　　　　　ガイコクジン

　ジャーナリスト名詞　　　　　　ジャーナリス
ト

　ni　　　　　　格接辞　　　　　にf格楼尾辞)
　加e　　　　　母勣詞　　　　　クワエ

　欧米　　　　　名詞　　　　　　オウペイ

　no　　　　　搭接誄　　　　　の(格檀尾辞)
　主饗　　　　　私掬　　　　　　シュヨウ

　メーカ一　　　名詞　　　　　　メーカー

　ka哺　　　　　格接辞　　　　　から
　軽営　　　　　サ変名詞　　　　ケイエイ･ス

ル

　陣　　　　　　名名騨　　　　　ジン

　､　　　　　　句駿点
　営業　　　　　サ変名詞　　　　エイギヨウ･
ヌル

　､　　　　　　句読点
　枝術　　　　　名詞　　　　　　ギジュツ

　担当　　　　　サ変名詞　　　　タントウ･ス
几

　者　　　　　　名名辞　　　　　シャ

　ra　　　　　名名辞　　　　　ラ

　p　　　　　　賂接辞　　　　　が{格後竃辞1

　約　　　　　　鮫頭辞　　　　　ヤク
　8　　　　　　鮫詞　　　　　　8

　o　　　　　　鮫詞　　　　　　0

　o　　　　　　鮫詞　　　　　　0

　
日

人
坐
‘
句
咆
･

　
　
　
ル

助数詞

サ変名詞

哨齢詞

母休辞
句読点

-

-

ラ

ン

ィニチース

し(サ変)

た{完了)

dalal260}=1000人以上の日本人抽虜が一緒た

つた｡
　N0.1(esl=85　00)

い
　
上
　
八
虜
　
緒
心
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以
皿
日
楠
卵
一
心
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教詞

助数詞
形式名祠

格接辞

名詞
名詞

格接辞

名詞
繋辞終

句読点

@I000

ニン

イジョウ

の1洛接尾辞)
ニホンジン

ホリョ

が(硲接尾辞)
イッシヨ

たった

dJal261ド1000人近くの学生たちは､口々にス

ローガンを叫ぴながら､咬門的に時槐していた腹勁

眩にぶつかっていった｡
　Nol{eosi=280.00)

　　1000　　　数詞　　　　　　り1000
　　人　　　　　　助酸詞　　　　　ニン

　　近ku　　　　　名祠　　　　　　チガク

　　no　　　　　賂接辞　　　　の(洛接尾辞)
　　学生　　　　　名詞　　　　　　ガクセイ

　　hlli　　　　　名名辞　　　　　タチ

　　hu　　　　　　副助辞　　　　　は

　　､　　　　　　句読点
　　口々　　　　　名詞　　　　　　クチグチ

　　ni　　　　　　格接詐　　　　　に(格薇尾辞)
　　スローガン　　名詞　　　　　　スローガン

　　玖゛○　　　　　格楼肪　　　　を{格接咀辞}

　　叫h　　　　　子動糾　　　　　オラb

　　inagara　　　子用辞　　　　　lながら
　　､　　　　　　句続点

　　咬門　　　　　名詞　　　　　　コウモン
　　前　　　　　　名包辞　　　　　ゼン

　　ni　　　　　　栴楼辞　　　　　に(格接尾辞}

　　待槐　　　　　サ変私副　　　　タイキ･スル
　　si　　　　　　ほ勣詞　　　　　し(サ変)

　　1む　　　　　母用辞　　　　　て(完ア順接}

　　i　　　　　　袖母如詞　　　　イ
　　lj　　　　　　司体辞　　　　　た(完了i
　　樋物隊　　　　名詞　　　　　　キドウタイ

　　nl　　　　　格接辞　　　　に(柊社尾絢

　　bulukar　　　子動詞　　　　　ブヅカ｢
　　lse　　　　　　促音便　　　　　って

ヨw　　　　　　子勁詞　　　　　イw

　i知　　　　　　促惚便体　　　　つた
　｡　　　　　　句読点

　lcor7ect　thltal

申ik　　　　　　子動詞　　　　　行k

･blぉ12621･1000坪近い屋敷め寥分はタケとケ
ヤキの林で､数知れない鳥たちのすみかだった｡
　Nol(eosl=355.帥)
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ご
林
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ご
之
゜

数詞

助数詞

形状詞

形体名辛
名詞

栴接辞
名詞

尉助辞

名詞
格接辞

名詞

嚇t辞
名詞

繋辞用

句読点
形状詞

形休辞
名詞

名名辞

格接辞

名詞
繋辞終

句読点

@1000

ツポ

チカ

い(非完了)
ヤシキ

の(格接尾辞)
ハンブン

ぱ

タケ

と(格接尾辞}
Unknown

の(格接尾辞)
ハヤシ

で

カズシレナ

い(非完了j
トリ

タチ

の(絡接尾辞)

追加
だつた

djtal2631=1000年､2000年同じ日常tと

いう国はいくつもある｡
　N0.1(s4=22X)00)
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句辰点
接助辞

子飴択
子体辞

名択

副助辞
名認

おカ辞

子胎鼠
子体辞

句読点

名糾

名諏

と

イW

u(非完了)

二ク
は

イクツ

も

ア｢

u{非完n

ニチ

シヨ

ジヨウ

ク

心1司26･11=1000球以tも挺り続けられた採駝

跡の面柘は約2万平方メートル､軍吻の深さは30
4-トル､起も深いところは60メートルもある｡
　N61{esl=345　00)
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屁
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心
h
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パ
m
E
u

数伺
肋数詞

形式名泌

副助辞
子仙詞
子用辞

ほ動詞
母母辞

母休辞

サ変包契

朽詞

硲接辞
む詞

副助辞

数頌辞
数詞

数詞
助数詞

助数掟

句読点
サ変名掬

喀捨許
形状詞
形名肪

副肋辞

赦詞

数詞
肋数詞

句読点

副詞
形状詞

彫体辞
形式名詞

副肋辞

数詞
鮫詞

助数詞

副勣辞
子動詞
子体辞

句読点

がI000

ネン

イジョウ

も
ホ
ー

ッヅケ

られ(受身)
た(完7)

サイクツ･ス

アト

のi洛枯尾斟y
メンセキ

は

ヤク
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ヘイホウ
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G
O
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da陥126卜1000年間に､70倍以上に噌えた計
算た｡

　No,吻ost=12500)
　1000　　　数詞　　　　　　Q1000

　年　　　　　　助数詞　　　　　ネン
　間　　　　　　名名辞　　　　　カン

　ni　　　　　　格接辞　　　　　に(格植尾辞)

　､　　　　　　句放点
　7　　　　　　散詞　　　　　　7

　0　　　　　　数詞　　　　　　0

　倍　　　　　　助数詞　　　　　パイ
　以上　　　　　形式名詞　　　　イジヨウ

　ni　　　　　　格橿辞　　　　　に{格接尾辞)
　堺e　　　　　母齢詞　　　　　フエ

　咄　　　　　　母体辞　　　　　た(完了}

　at算　　　　　サ変名詞　　　　ケイサン･ス
ル

　da　　　　　　繋辞終　　　　　だ

　｡　　　　　　句読点

心{可2661=1000年来の仏教芸術の昨を蜷めた

里画群の片隅に､溜が自分の眼から腸を外へ出し洗
っている図があるのには驚いた｡
　No｣{c6ilご345,00)
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た(完ア)
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名名辞
硲接辞

名詞

硲接辞

句読六
名詞

咆接辞
名局

啖接辞

名戻

賜接辞
名詞

格荏辞

形式名伺
格禎辞

子齢詞

子用辞
子勤詞

促音使

柘脚勤泌
肖弧辞

名詞
嘸初辞

子蛤詞
子体辞
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A4判約400ベージ分の文碧記憧能力をもつ｡
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daull399卜10月3日の巨人戦の走塁中に､右足の
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d8M14021=10月5日､チリで歴史的な国民没乖が
行われる｡
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面咄1403卜10月6日､カナダのオンタリオ湖酢の
トロントで､通産省は□|な成里を手にした｡
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da同4041=10詞6日､上下両咬で石油を含むイラ
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函凶t4肺卜10月6日の労使合恋でも､下請け労慟

者に対する敦済は何ひとつ具体化されていない｡
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dat司4061=10月6日午後3時すぎ､宮沢蔵相は次

萌我権循得争いで超多忙のなか､大蔵省大臣室から
日本銀行の澄田総窺に電話を入れた｡
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d創司匍71=10月7日､キンモクセイの花が杏る膚

院の玄関前から､陛下をお乗せした車は會もなく去
つていった｡
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daal4081=10月8日には､団6がベルリン郊外に
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心洲利0卜10月9Ej､食品釦会杜の大L明治屋
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daallH卜1　0　11　9　日､北面退の北炭n谷睦炭鉱は
閉山によって82年の歴史を閉じた｡
　No｣{eoslご245　00}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遊

向
n
り
9
日
`
?
迄
説
頁
心
ご
七
　
乙
心
8
2
年
昌
に
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
`
　
'
゛
“
　
　
　
　
ル

lajrrs{datal
　北戻真谷眩　　名詞

10

ツキ

　
　
チ

り
二

ホッカイドウ

の{格措尾討)
キタ

タン

シン

ヤチ

タンコウ

は

ヘイザン･ス

に(格接尾辞}
ヨf

つて

8

2

ネン

の(格接尾1幻
レキシ

を(洛接尾辞)
トジ

た(完了)

固有名詞

dn回412卜10月9日からスイスのローザンヌで､
絶滅の恐れがある野生生物の国際商業取引を規制し

たワシントン条約の緒結圓会議が圓かれる｡
　No1(coslこ34000)

o
　
乙
づ

1
月
9
日
㎞
ス
皿
ロ

゛de

一
四
?
y
ご
E
ご
{
認
四
畔
;

ンヌ

　ワシントン

　条杓
　n《)

　締結
ル

　国

　会議

数詞
助赦詞

数詞

助数詞
格接辞

名詞

格4叢辞
名詞

繋辞用
句銃点

サ変名詞

格接辞

名詞

格後辞
子勧詞

子体辞

サ変名詞
名詞

格接辞

名糾
名詞

サ変各詞

賂接辞

サ変名詞
母動詞

母体辞

名詞
名詞

剛套肆

サ変名詞

名名辞

サ変名詞

10

ツキ

9

ニチ

から

スイス

の{格接尾辞)
ローザンヌ

で

ゼヅメツ･ス

の{格接尾辞)
オソレ

炳洛接尾籾)
ア『

u{非完了)
ヤセイ･スル

イケモノ

の(格接尾辞)
コクサィ

シヨウギヨウ

トリヒキ･ス

を(格接尾辞)
キセイ･スル

し{サ変}
た{完D
ワシントン

ジヨウヤク

の(格接略辞}
デイケツ･ス

コク
カイギ･スル

気
'

能､受痢
　rU

　leurtwtd耽al
いle

格接辞

子勤詞

f母辞

母体詐

句続点

格楼辞

161

か(格接唯陶
ヒラk

aれ(尊敬､弓

徊非完了}

で(略接暗辞}

tkal413}●iOり9出二北海辺夕強市の北炭玖谷
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心1司t明回10月に予定されている天い降Tの初
の沖繩ご訪問は､戦後史の大きな節目となるはすた｡
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tlnu･i4:13卜iO月の気温が貼哺で､コードスーッ
などの冬物衣料品の版売が不編だったため｡
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d川司436j　s　l　O村の取引は30日と31日の2日
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　1]　　　　　助鮫詞　　　　ニチ
　聞　　　　　　名名辞　　　　　カン

　sik,o　　　　　副助辞　　　　　しか

　n刹　　　　　形状詞　　　　　ナ
　ka山l　　　　形休辞　　　　　かった

　noni　　　　　接助辞　　　　　のに
　､　　　　　　句続点

　出采高　　　　名詞　　　　　　デキダカ

　hn　　　　　　副助辞　　　　　は

　何帥　　　　　嗣詞　　　　　　ナント
　4　　　　　　数詞　　　　　　4

　8　　　　　　数詞　　　　　　8

　9　　　　　　数詞　　　　　　9
　万　　　　　　数詞　　　　　　マン

　採　　　　　　助数詞　　　　　カブ

　ni　　　　　　硲掻騨　　　　　に(晦接尾騨}
　上r　　　　　子齢詞　　　　　アガ｢

　tta　　　　　促昔便体　　　　つた

　｡　　　　　　句緩点

da叫4371=10Mの総選挙で､自民党は惨敗し､保
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心1冲1訪卜10nの白扮兌総鍾巡のあおりt臼民

党内の検討が一時､足錯みしたのも災いした｡
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而隠14卸}=10月の中ごろ病院から染中治療窒に

入ったと遅絡を受けて､あわてて疾院に走った｡
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心抽14401こ10月の童京の月平均気温はl気3度
で､5刈の18.4度とぽぼ向じである｡
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心咄14421t　10月の宋貿易赤字の内容には驚いた｡
　Nol(帥st=H500)

四
ユ
米
匹
r
ご
h
r
｡

缶
乙
昏
m
m
吾

10

ツキ　　　　`

の(格捜尾辞)
コメ

ポウエキ･ス

アカジ

の(賂接尾辞)
ナイヨウ

に(格接尾辞)
は

オドロk

iた

&tal4431=10珂の暴落で大きな蝸害を受けたと

のウワサが絶えないハットンは､これまでも収引上

のトラブルが統いていた｡
　Nむ.1{tasl=G10､00)

0
　
　
結
　
　
い
m
害
　
　
㎞

1
月
w
暴
レ
&
大
損
レ
w
受

数詞

肋麹詞

格倭辞
サ変名腕

格接辞
達体揃

サ変名詞

梧機辞

母勣詞

10

ツキ

の(格檀尾辞)
ポウラク･ス

で(格接尾辞)
オオキナ

ソンガイ-ス

を(格撞尾辞}
ウケ



D
山
匹

ヴワサ

p
絶
門
゛
ハ

トン

　
　
゛
　
　
　
九

h
』
ご
匹
上
≒
以
ヤ
ー
陥

|ror呻ぐHlalal
　ハツトン

母仏お

接肋辞

形式乞謡

包証

四辞
母勤釦J
母形辞

形体群

名誠

名詞

説劾辞
句読煮

名詞

副勧辞

副劾詐
サ変名a

名名辞
塔桜辞

名詞

四辞
子動謳
イ晋使

哺母動記
母体辞
句読点

名詞

た(兄了)

と

ノ

Unknown

が(略接碓辞}
夕工

な(否定4

い(非完了}
Unkno､rn

トン

は

レ
で

コ
ま
も

トリヒキ･ス

ジョウ

の(格補尾辞)
トラプル

が(格福尾辞j
ツヅk

iて

イ

た{完了j

追舶

(㎞l司444卜10月の末､収材の旅の途中､壁の蔚に
立った｡

　No.Hcoslご170

　　10

　月

　no

　末

　取材
ル

　nQ

　旅

　nり

　途中

　唖
　負○

　前

　nl

　在l
　U3

吻

数詞

肋数誤

晦接辞
名詞

句読点
サ変g訓

絡接辞
サ変名詞

格接辞

名戻
句読点

名詞

硲楼辞
包糾

洛楼辞
子動詞

促晋硬体

句読点

10

ツキ

の{嗚接尾辞}
マツ

シュザイ･ス

の4`格捨堵辞j
タビ･スル

の(喀接尾辞j
トチュウ

力ベ

の{格接尾辞}
サキ

に{格接厖辞)
夕t

つた

da･ai4451=10月はすでに国債の発行中止が決ま
っており､公共皆ぱ期聞2年の中朗国債を発行した
だけになる｡

レ
　
レ

ノ
　
J

No,】({x}sl　c　313.

10

月
ha

sudeni

国債

no

発行

中止

卯
決
心
t

　
　
　
　
　
皿

匹
債
h
四
2
年
霖
イ
応
　
'
;
や
こ
u
°

00}

数詞

助数詞
副劾甜

副詞

名詞
硲接辞

サ変名糾

サ変名詞

格接辞

子勤詞

促音便
子勤詞

子用辞
句隻点

名詞

名詞
副助肪

名詞

数詞
助数詞

格植辞

名詞

格4li辞

サ変名詞

母動詞

母体辞
副助辞

格接辞

子動詞
子体辞

句読点

10

ツキ

は

スデニ

コクサイ

の{格樋阿辞y
ハヅコウ･ス

チュウシ･ス

が{格殖尾辞}
キマ｢

つて

オ｢

1

コウキョウ

サイ

は

キカン

2

ネン

の(洛接尾辞)
チュウキコク

を(洛接尾辞)
ハヅコウ･ス

ロサ変}

た(完了)

だけ
に{格檀尾牌)
ナ｢

u{非完了)

da叫4妬卜10珂は春縫の季節で､賃上げなど待遇
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d8tal4481=10月債の免行条件をめぐつて､火疏省

と引受団は､先週半ぱから､債券帽場の勧きを見守
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詞
詞
が
詞
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動
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晋
附
体
敲
　
接
　
ブ
で
ー
詞
数
読
詞
詞
妾
詞
詞
詞
助
読
詞
詞
詞
腔
四
詞
`
勤
斑
　
体
読
　
詞

四
数
助
包
を
私
m
数
数
数
数
数
肋
四
母
肖
哺
斑
接
句
名
名
副
句
臥
肋
副
数
助
凶
Q
ほ
影
句
　
バ
　
帥
齢
肋
繋
名
敏
数
畝
数
数
数
肋
格
子
濁
哺
9
句
　
格
　
L
波
丿
敏
助
句
名
名
剔
名
名
名
副
句
数
数
数
肋
　
各
四
子
子
　
母
句
　
名

の(格接尾細
|

サイ

アタリ

の{略4e尾扮

ジ
は
り
‘
0
0
0

ンコウ

マン

ニン

を{格槌厖詐)
コ工

て{完了創接j
イ

る{非完ハ
から

タ`イガク

シンガクリツ

は

2

ハーセント

か

3

バーセント

に{彬暗尾辞}
ス潔

な(否定}

い{非完了}

d刎al5J『･10きで月々約7400万円を瞳いで
いる｡

　N{jl(c{iil=120

　10

　店

'ふ

　月な

　約
　7

　4

　0

　0

　万

　円

　鴉゛○

　籾紅
　ide

　i

　rU

le幻rr何･1山lt司
4面

10

デン

で

ヅキヅキ

ヤク

フ

4

{j

o

マン

エン

を{洛接尾辞)
カセg

iで

イ

釧非完D

で(格植尾則

datal5211=10日､ブラハ中心邸のバ一ヅうフ広場

は､30万人の人波で服われた｡
　Nol{e{琳l　t　19S00)

　10　　　　　敏詞　　　　　　IO
　日　　　　　　助数詞　　　　　ニチ

　､　　　　　　句読点

　ブラ八　　　　名詞　　　　　　ブラハ
　中心郎　　　　名詞　　　　　　チュウシンブ
　no　　　　　格篠辞　　　　の(格接尾絢

,バーツ　　　　名詞　　　　　　バーツ
,ラフ　　　　　名詞　　　　　　ラフ

　広塩　　　　　名詞　　　　　　ヒロッバ
　ha　　　　　　副助辞　　　　　は

　､　　　　　　句読点

　3　　　　　　数詞　　　　　　3
　0　　　　　　数詞　　　　　　0

　万　　　　　　数詞　　　　　　マン
　人　　　　　　肋腔砧　　　　　ニン

　rlo　　　　　格檀辞　　　　　の{格鎖尾詐)

　人波　　　　　各詞　　　　　　ヒトナミ
　de　　　　　　格接肪　　　　　で{格接尾辞)

　復w　　　　　子勤詞　　　　　オオw
　独re　　　　　子附辞　　　　　8れ(昨敬､可

能､受倚)
　咄　　　　　　母体辞　　　　　た{完了》

　｡　　　　　　句読点
　{eorreel6tal

･バーツラフ　　名詞　　　　　　Unknむwn

dalal5221ご10日､釜山で肺かれた大会には約マ万

人が参加したのをはじめ､14日には酋部ソウルの

吏大門逓動場でもこの大会が聞かれることになって

いる｡

　N0.1(eo耐s4直00J

0
　
　
山
　
k
e

1
日
こ
蛮
&
開
y

詞
r
詞
辞
器

数
助
句
名
四
子
子

10

ニチ

pu豚anl

で(洛接尾絢
ヒラk

aれC政敬､司

能､受4)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
　
　
　
几
　
門
場
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則

以
に
約
7
万
人
p
讐
に
こ
4
4
U
m
‰
ご
匹
皿
乙
穴
凱
m
j
け
ご
l
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誤
　
　
謳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
詞

辞
　
辞
辞
辞
　
　
伺
辞
名
糾
辞
ち
辞
訳
点
　
　
玩
辞
辞
　
　
辞
　
　
　
μ
辞
詞
　
g
副
紐
　
活
お
辞
詞
便
拍
辞
点

体
訳
接
助
頭
詞
詞
数
喬
変
勁
体
式
推
鉛
艮
糾
剖
数
槌
肋
糾
記
む
詞
糾
　
暗
肋
体
詞
接
物
り
　
昧
式
暗
勁
仔
り
体
読

母
名
洛
齢
数
数
数
肋
凶
サ
り
紬
形
略
吋
句
数
数
助
格
副
B
む
㈲
6
名
　
格
剔
冲
名
洛
子
f
　
附
肛
暇
了
収
岫
哨
句
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た(完T}
タイカイ

に(格接尾醇)
は

ヤク

7

マン

ニン

が(格接尾辞)
竹ンカヽズ几

し(サ変1

た(完゛白
ノ

を(格痛暗怜
ハジメ

　
　
　
チ

ー
4
二

に{格椎叫辞)

は

シュト

ソウj1

め{格接哨詐)
師斑|よnmt�

ウンドウジ3

で{格接尾辞)
も

コノ

タf力･ず

か4格接尾肆)

ヒラk

l,れ{り敬､叫

るUI:完自

1川ヽ

にt格限1厄肪)

少1‘

づC

イ

るUI･完白

d削司訟4卜1則1､M籾の訪問珀マイアドぐ

は栄国睨に訥りか0た｡
　No｣叫鯛･にo㈲)

敏詞
助数副

句読内

名詞
洛4討?
サ変名詞

名詞
名詞
緊辞川

句読点
名詞

幽肋辞
私詞

名詞

洛暖辞
母齢詞

母体辞

句読点

洛接騨

1λ1

IO

ニチ

サィシa

の{格接尾g9}
ホウモン･ス

チ

マイアミ

で

ホウオウ

は

ペイコク

ミン

に{格接尾辞)
力タリカケ

た{完了)

で(格接尾辞}

10

日

　駁初

　no

　訪問
ル

　吻
　マイアミ

゛de

ご
び
'
…　詔riknke

　ta

　lmnwロ|酸al
4dむ

白I司ら24卜10日､従奎釦こ冬のポーナスが支給さ

れたが､支給顛は去年の約參分だ､
　No｣{eo8{a泌500}

10

日

p
皿
　
r
p
辿
翻
陥
ご
約
ご
゜

数詞
肋数詞

句読点
名詞

略接辞
名詞

略接辞
名詞

略接辞

サ変名詞

噂勣訓
琲体詐

接助辞

句読点
サ変名詞

名糾

副劾肪
名詞

略接詐

サ変名詞
名名齢

繋辞終

句続点

10

ニチ

ジュウギヨウ

ロ賂接尾辞)
フユ

朗格接尾籾}
ポーナス

炳略接尾辞)
シキュウ･ス

され叫丿跨り
た{完了}
が

シキュウ･ス

カク

は

キヨネン

の{絡接尾辞}
ヤク･スル

ハンプン

だ
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leom5cl(㎞l司

市半分 名認 ハンブン

心譜i52乃1=10日､白ロシア共匍国のa胚ミンスク

で開かれていたソ迎スキー選手権大公の男子50キ

ロ岐枝が､零下30度の悪天紋で中止された｡
　Nol似玲l=360.00)

10

日

　自ロシア

　共柏田
　110

　首都
　　ミンスク

　de

　開k
　llre

能､受身}
　Lむ

　l

　la

　ソ連

　スキー

　遭手権
　大会

　r10

　男y

　5

　0

　キロ

　競技
ル

　卯

　希下
　3

　0

　度
　no

　悲天昿
　dわ

　申止

ル

　艮ISro

　珀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞

　
詞
点
　
　
肪
　
　
帥
詞
辞
　
辞
動
辞
　
　
　
　
辞
　
　
　
詞
名
　
肪
点
　
　
　
詞
辞
　
辞
名
　
詞
辞
点

詞
数
読
詞
詞
接
詞
詞
接
勤
司
　
川
a
体
詞
詞
詞
詞
接
絹
詞
詞
数
変
　
接
読
詞
詞
詞
数
接
詞
接
愈
　
勣
休
読

数
助
句
名
名
格
名
名
格
子
子
　
母
岫
脚
名
名
名
名
略
名
放
数
助
サ
　
格
句
名
教
敏
助
格
名
格
サ
　
母
母
句

10

ニチ

ハクロシア

キョウワコク

の{略摺堵辞)
シユト

ミンスク

で{格接尾辞}
ヒラk

nれ{4敬､弓

て(完了順接)
イ

た(完了)
ソレン

スキー

センシュケン

タイカイ

の(格接尾辞}
ダンシ

5

0

キロ

キヨウギ･ス

が(洛接尾拘

レイ力

3

0

1｢

の{洛接尾辞}
アクテンコウ

で{硲咳･辞)
チJウシ･ス

きれ(s哨吋･)

た(完n

d削81526レ10日から12日までの売り出し朗圓
中､NTT株艦は258万円から270万円の幅で

上下した｡
　No.隋u緋c　29500}
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゛
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1
2
日
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四
　
四
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?
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以
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詞

　
詞
辞
　
　
詞
辞
辞
名
　
　
防
点
　
　
肪
　
　
　
　
詞
辞
　
　
　
　
詞
辞
　
辞
名

刎
赦
妾
詞
詞
数
助
貪
変
　
詞
名
駿
詞
詞
助
詞
詞
詞
詞
数
接
詞
舗
詞
副
数
塵
詞
　
変

劃
助
捌
数
敏
助
削
凶
サ
　
名
名
句
名
名
副
数
数
数
数
助
格
数
数
数
数
肋
㈲
名
四
サ

母勤契
母体辞

句扱点

10

ニチ

から

l

2

ニチ

まで

の(略接尾辞)
ウリダシ･ス

キカン

チまウ

NTr

カブ
　
　
　
　
ン
ン
ら
　
　
　
ン
ン

カ
は
2
5
8
マ
エ
か
2
7
0
マ
エ

の(格接敞辞}
ハメ戈

で(格檀噫聾}
ジヨウゲ･ス

し{サ変)
た(完了)

dalal521･10日から6日聞躾いたソウルのカト

リック明洞大聖堂のろう城では､市民がたくさん支

橿に駆けつけた｡
　No｣(eo&ls280.00)

O
　
　
m
　
　
　
　
k

一
日
b
6
日
間
続

数詞

助数詞

格撞辞
齢詞

助数詞

名名辞
争勣詞

　
チ
ら
　
チ
ン
心

山
ニ
か
6
ニ
カ
ヅ

　l隠

　ソウル

　｢10

　カトリック

ー明
一洞

,大塑

-堂
　no

　mu城
　de

　ha

　市民

　卵

　抽kusan'

　支措
　nl

　駆keluke
　細

　lcorree･
4明祠
4大

4聖堂

d副司

イ晋使体
名詞

皿辞

名詞
名詞

S詞

名詞

名名辞

略4妾辞
名詞

硲接辞

副助辞
句読点

名詞

洛接辞

副詞
サ変名詞

卯妾辞

母仙記
吋体斟

句読点

名詞

名詞
名詞

iた
ゾウル

の(洛接尾辞}
カトリック

アカリ

ウロ

タイセイ

ドウ

の(絡接尾甜)
追加

で(格接尾辞}
は

シミン

が(格接尾辞}
タクサン

シエン･スル

に(格接尾辞}
カケツケ

た(完T}

固有名詞
ダイ

セィドウ

da･ala281=10日に､永末契一副委G長が後任に内
定した｡
　N{}｣(e(stこ155.00)

　
　
　
　
　
　
　
長
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ル

数詞
助数詞

硲接辞

句読点
名詞

名詞

S頭辞
名詞

洛接辞

名詞
洛接辞

サ変名詞

阿動詞

附体辞

句a点

10

ニチ

に(格接尾辞)

追加

hi&ka掬

フク

イインチヨウ

が{格接尾き勧
コウニン

に(格接尾群)
ナイテイ･ス

し{サ変)
た{完了)

daM15211け10日にバ･リーグ優勝を決めた西武ラ
イオンズの選手らは､試台後､宿泊先の大販･新阪

急ホテル屋上で睨勝会に臨んだ｡
　Nu､l(㎝sl=恥5.00)

l
n
,
m
パ
･

　リーグ

　優勝
スル

　WO

　決me
　lj

　西武
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　no

　選手
　a

　ha

　試合
　後

　宿泊

スル

　先
　絢○

　大販

　新
　阪急
　ホテル

　痙上
　de

　祝鱗

　会
　nl

　臨m
　n'&

故詞

助数詞

洛接辞
名詞

記縁

g詞
サ変名詞

略接辞

叫動詞
ほ体辞

名詞

名詞

格la辞
名詞

名名辞

齢助辞
句読点

サ変名詞

名詞
句続点

サ変名詞

g詞

格接辞
名詞

記号

名頭辞
名掬

名詞

名詞

搭接辞
名詞

名詞

略扱辞
子勤詞

撥音便体

句読点

to

ニチ

に{洛接尾辞)
Unklown

(中点)
リーグ

ユウショウ

を{格接尾辞)
キメ

た(完T)
闘ihu

rai{�zu

の(洛接尾辞}
センシュ

ラ

は

シアイ･スル

ゴ

シュクハク･

サキ

の(洛接尾齢)
オオサ力

(中点)
シン

han゛kyuu

ホテル

オクジョウ

で{搭接尾辞)
シュクシヨウ

カイ

に(格接尾辞)
ノゾm

んだ

da[al53伺･10日に広瀬氏が消費税反対を表明し

て以疵､その運勤も及び慶になったが､集めるだけ

のカネはすでに染めた後たったといわれる｡
　Nむ.l(eoslt　520.00)
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日
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搬誦

助数詞
略接辞

名詞

名名辞
搭檀辞

10

ニチ

に(格接尾辞}
h凶sぞ

シ

が{硲撞亀狗

　消費税

　反対
　WO

　表明

スル

j
サ
茲
　
m
や
m
w
コ

　集mむ
　rU

　dake

　no

　カネ

　h

　gudpni

　集me
　ta

　後
　dal仙

　{○

　IW

　are

能､受身)
　rU

名詞

名詞
略接辞

サ変名詞

母勤詞

母用`辞
副詞

句蔽点

巡体詞
サ変名飼

副助辞
名詞

硲接辞

子動詞

促音便体
接助辞

句読点

母動詞
母体辞

副肋辞

洛接辞
名詞

齢助辞

副詞
ほ仙詞

母体辞

名詞

繋辞終
接助辞

子仙詞

子母辞

母体僻
句涜点

ショウヒゼイ

ハンタイ

を(格接尾辞)
ヒョウメイ･

し(サ変)

て(完了舶接)
イライ

ソノ

ウンドウ･ス

も
オヨビゴシ

に(感接尾辞)
ナ｢

つた

が

アヅメ

る{非完D
だけ

の{晦接尾辞)
Unknown

は

スデニ

アツメ

た(完了)
コ

たった
と

イw

aれ{尊敬､可

る(非完了)

d副jl豺||=10日に始まった少教交渉は統一地方
逍のため中断し､12□乍後再閲される｡
　No､!(cosl=SO.
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　H

　nl

　始mar
　UJI

　少数
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　ha

　統一
ル
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　no
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スル
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1
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日
午
再
　
聞
N
e

　
　
　
　
　
ル

00}

数詞

助鮫詞

格接辞

子勁詞
促音便体

名詞
サ変名詞

副助辞

サ変名詞

名詞
名名辞

洛接辞
形式名詞

サ変名詞

詞
点
　
同
吟
詞
‘
'

詰
器
皿
器
皿
ご

10

ニチ

に(格植咀辞}
ハジマ｢

った

ショウスウ

コウシヨウ

は

トウイツ･ス

チホウ

セン

の(格接咀辞)
タメ

チュウダン･

し(サ変}

ー
ー
9
`

ニチ

ゴゴ

サイカイ･ス

され叫a跨･)

る{非完了)

data15321=10日に首相や学野外相とき談したシ

グール来国務次官袖も同じ要求を日本側に突きつけ
た｡
　No､l(eosl=44S.00)

　10　　　　　鮫詞　　　　　　10

　日　　　　　　肋鮫契　　　　　ニチ

　ni　　　　　　格接辞　　　　　に{格植尾辞)
　首裕　　　　　名詞　　　　　　シュシヨウ

　ya　　　　　　飢助辞　　　　　や

　宇野　　　　　名掬　　　　　uno
　外相　　　　　名詞　　　　　　ガイシヨウ

　陥　　　　　　格接辞　　　　　と(搭接尾辞)

　会肢　　　　　サ変名詞　　　　カイダン･ス
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中心に地直があった｡
　No.阻ostこ200.00)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

ご
竹
時
5
9
分
門
四
ご
マ
m
禁
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体

　
訊
　
　
詞
　
　
詞
　
点
　
　
詐
　
辞
　
辞
副
便
点

詞
数
揃
詞
数
詞
詞
匹
詞
読
詞
　
器
詞
接
詞
妾
動
音
読

数
助
名
数
助
数
数
助
名
句
名
　
陥
名
搭
名
凶
子
促
句

10

ニチ

ゴゴ

7

トキ

5

9

フン

ゴロ

カントウチホ

を(格接咀辞)
チュウシン

に(洛暖尾辞}
ジシン

が(洛接尾辞)

ア『

った

山ll副S21=10日午後7時59分に関東地方を襲
づた地震は､マゲニチュード5.1､ぬ鮑は茨城県

團西際で､束京では震度3たったc
　No.Ur{肖1=41000)

0
　
後

1
日
午
7
時
5
9
分
.
m

　関渠廸方
ウ

　WO

ご
ご

詞
r
詞
禁
詞
器
詞
瞬
器
詞
皆

教
助
名
数
助
数
数
助
剔
名
　
朝
子
促
名
齢
句

マグニチュード名詞

ク
j
r
r
r
ク
r
辿
L

lconwtd冶t司
りe

数詞

句読点
数詞

句続点

名詞
幽助辞

名詞

名詞
名詞

名名辞

繋辞用
句蔽点

名詞

格接辞
齢助辞

名詞

数詞
繋辞終

句読点

格接辞

10

ニチ

ゴ
　
キ
　
　
　
ン

ゴ
フ
ト
5
9
フ

Cコ格接尾辞)
カントウチホ

を{洛後尾辞}
オソw

った

ジシン

は

マグニチュー

5

l

シンゲン

は
ibjmgl

ケン

ナンセイ

プ

で

トウキヨウ

で(格接尾辞)
は

シンド

3

だつた

で(格檀尾辞)

data156j卜10日午前1時皐ごろ､宮城県名取市高
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心1徘5671=10日正午に一般からの応募を縫め切
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サ変名詞

母絢詞
句体辞

句続点

名詞

179

ト

(申点)

ジヤーナル

に(絡接尾辞)
ヨ『

uと蘭故条件)

コメ

シホウショウ

は

モト

ニューヨ一ク

しン

ギン

の{格接尾辞}
リジ

で(格阻略辞}

名詞

ギンコり

キjウカイ

チヨウ

の測接咀辞)
Unkn1･Mn

パート

(中点)
うツ

を湖接哨辞}

ツラナり

キン

ジダイ

に{格接咀騨}
コウ争イプア

に(格扱尾辞}
セキ

ず(サ変)

る(非完自
ゴクビ

ジjウボウ

を{格接座g9}
モラ,タ

,た

ウタガィ

で{格扨厖辞)
トリシうべ･

を{㈲a尾絢
カイシ･スル

し{サ変}
刎完了)

Unknow6

d8ullS72卜1引フ]付の米紙ニューヨーク･タイムズ
によるとレーガン米人統如は核実験停止問題に閲

するソ迎餉の新堤蜜を拒函する決定を下した｡
　No｣{asl　t　395.00}

1
日
付
皿
米
紙

ニューヨーク

タイムズ

㎡
四
ふ

心
　
S{
‰
‰
皿
?
関
コ
J
側
四
新
四
　
{
ご
昌

数詞

助畝副
名名辞

㈲箆辞

包詞
各詞

名詞

記号
名詞
賂接辞

子動詞

子用辞

句銃点
名飼

名詞
名詞

副助辞
名釦

サ変名詞

名糾
格攘辞

名詞
阿齢詞

旧体辞

名糾

名蒔
券接辞

名頭辞
サ変名詞

格後許
ザ変名詞I

母齢詞

母休辞
サ変名詞

山
諮

の{格接尾辞)
コメ

カミ

ニューヨーク

(中点}

t翁lmUZu

に{洛接尾辞)
ヨ｢

uと澗放t件)

跨一卵n'

コメ

ダイトウリa

ぱ

カクジッケン
チイシ･スル

モンダイ

に(搭接堪齢)
セキ

す{サ変)
る(非完了)
ソレン

カワ

の(喀接趣肺)
シン

テイアン･ス

を{晰嗜噫辞)
キヨヒ･ズル

す(サ変)

る(非完了)
ケッチイ･ス



180

XVO

下s

i咄

格接辞

子動詞
イ晋使体

句読点

を(格接尾辞}
オDS

iた

datal573卜10日付の夕刊は､大延出しでそう報じ

た｡

　No｣(cost=ご120.00)

　10　　　　　赦詞　　　　　　IO
　日　　　　　　助斂詞　　　　　ニチ

　付　　　　　　名名辞　　　　　ヅケ

　no　　　　　賂接辞　　　　　の(格接尾辞)
　夕刊　　　　　名詞　　　　　　ユウカン

　h肺　　　　　　副肋辞　　　　　は

　､　　　　　　句読点
　大兇出si　　　名詞　　　　　　オオミダシ

　面　　　　　　格核辞　　　　　で{格楼腿辞)

　4u　　　　　副詞　　　　　　ソウ

　報zi　　　　　玖}鋤詞　　　　　ホウジ
　哨　　　　　母体辞　　　　　た{完了)
　｡　　　　　　句疵点

dji司G74卜10日夜､文化官鮨でのゴルバチョフき

記長の演説が終わったあと､ブラハの市民の声を聞
いた｡

　No､I(c個匹S00吻

o
　
　
　
化
殿

―
ロ
喫
　
`
文
宮
k
皿

ゴルバチヨプ

書記長

‰
　
に
に

ブうハ

乙
ご
乙
ご

　lcorral山･I司
キde

敏謳
助赦詞

名詞

句読点
名詞

名詞
繁辞用

格剱辞
名詞

名詞

幌接辞
サ変名詞

洛楼辞
子勣詞

促音使体
名詞

句延点

名詞

鴫接辞
名詞

栴接辞

名詞
格接辞

子勣詞

イ音硬体
句読点

略4a辞

10

ニチ

ヨ

ブンガ

キュウデン

で

の{格接叱辞)
gom陥lyohu

ショキチヨウ

め(抱措尾辞)
エンゼツ･ス

が{吻措尾辞)
オワ｢

つた

迫加

ブラハ

(訓搭接尾辞)
シミン

の(搭接尾辞)
コエ

を{格檀尾辞)
ギk

iた

で{鴎接鴎辞}

dalnt675卜10日夕､金大中氏の自宅が約200人

め警官に包囲されて､外郎からの出入りが一切禁止

された｡
　陶.1師st=詰0.･圓)

o
　
　
　
　
中
　
　
宅
　
　
　
　
　
　
　
官
　
匪
跨
　
　
部
咄
　
入
　
切
止
跨

1
日
タ
　
`
金
大
氏
皿
自
卵
約
2
0
0
人
皿
瞥
‘
m
包
肋
吻
‘
外
㎞
叩
出
卵
一
禁
}
陥

数詞

助数詞
名詞

句銃点

名詞
名詞

名名辞

格接辞
名詞

格接辞

数圀辞
教詞

数詞

数詞
助数詞

格接辞
名詞

格ia辞

サ変名詞

母動詞
町用辞

句読点

名詞
洛接辞

格接諒

サ変名詞
絡接辞

名詞

サ変名詞

母勣詞

曝体辞
句読点

　
　
　
m
}
　
{
』
£
　
m
声
デ

宍
半
士
戸
し
恣
に
ツ
ご
こ
け
詰

da㈲5%卜10日タ､白民尭が衆院暁lj問癌等廳査

特別委調倉で洒費税など6法塞を可決した庖後のこ

とである｡

　Nol(c(xt=ぶ}5.㈲)

　10　　　　　数詞　　　　　　10
　日　　　　　　助鮫詞　　　　　ニチ

　夕

　白民党

　9

　衆院
　税削

　問題

　等

　調査
ル

　特別昏H会
ンカイ

　de

　消n税
　nado

　6

　法案

　WO

　司映
　SI

　tJ

　直後
　no

　kolo

　面

　i･｢

　U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
詞
　
詞

　
点
　
辞
　
　
　
辞
名
　
　
　
M
　
辞
　
　
辞
名
詞
辞
　
辞
名
用
動
辞
点

詞
読
詞
　
詞
詞
詞
名
変
　
詞
　
ほ
詞
助
詞
詞
接
変
動
体
詞
妾
式
辞
子
休
続

名
句
名
四
名
名
名
名
サ
　
名
　
凶
名
副
数
名
格
サ
ほ
母
名
郷
形
繋
補
予
句

ユウ

ジミントウ

が(格植尾辞}
シュウイン

ゼイセイ

モンダイ

トウ

チョウサ･ス

トクベツイイ

で(格接尾辞}
ショウヒゼイ

など

6

ホウアン

を(賂接尾辞)
ガケツ･スル

しCサ変)

たC完了)
チョクゴ

の(格接尾辞)
コト

で

ア｢

u(非完了)

山l同S771=10日夕の拷問糾弾大会は阻止された
ものの､学生らが夜遅くまで激しいデモを経り広げ

た｡

　No.μasl=･

　10

　[､|

　夕

　no

　拷問

ル

　糾弾
スル

　大会

　ha

　阻止

　sare

　咄

　lTI{}nOno

生学
陥
卯
夜
遅
6
`
ー
'

　
　
　
　
　
　
　
　
接

ma{le

激si
i

デモ

WO

綬ri広卯

ta

SO､00)

　　彼詞

　　肋赦詞

　　私詞

　　格核辞
　　サ変名詞

　　サ変名詞

名詞
副助辞

サ変名詞

旧齢詞
母体籾

副助辞
句読点

名詞

名名辞

洛接辞
名詞

形状詞
形用辞

副助辞
形状詞

恥体辞

名詞
硲接辞

吋動詞

母体辞

句読点

呉
いの{格稽砥辞)

ゴウモン･ス

キュウグン･

タイカイ

は

ソシ･スル

され{s･anり

た(完了)
ものの

カクセィ

ラ

が{洛接尾辞}
ヨ

オゾ

く(非完了順

まで

ハゲシ

い{非完了}
デモ

を(格接尾辞)
クリヒロゲ

た(完T)

dalal578卜10日余り､生のトウモロコシをかじり
なからさまよい､やっと日本人錐民がいる皺にたど

り着いた｡
　Nひ.1{c{sい250､00}

10

日

帝n

生
no

トウモロコシ

WO

㎞扮

inBgara

-salnlj

'yo

･･

　yano

入
　
　
　
　
″

に
r
`
駅
'
削
票

　leontldjt司
'φsamayow

41

数詞

助鮫詞
形状名詞

句緩点

名詞

格接辞
名詞

格接辞
子動詞
子用辞

形式名詞

疼接辞

母動詞

句読点
齢詞

名詞

名詞

格接辞
母勤屍

母体辞
名詞

格接辞

子飴契

イ音便体

句読点

子勤詞

子用辞

IO

ニチ

アマリ･ダ

イキ

の{絡接尾辞)
トウモロコシ

を(格楼尾辞)
追加

iな.がら
サマ

よ

イ

ヤット

ニホンジン

ナンミン

糾格稽尾辞}
イ

る(非完了)
エキ

に(格接尾辞}
タドリツk

iた

迫加
i

daal579卜10年が実際は5年であっても､ぞの違

い､遅れかあることの､おかしさ､不思議さに変わ

りはない｡
　Nal(cosl=285.00}

　
詞
辞
　
辞
　
詞
用
匹
使
占
詞
　
渋
　
辞
揃
辞
心
辞
点
詞
辞
占
　
辞
　
辞
詞
嫡
占

鼠
四
詣
訟
器
匹
ご
起
昌
諮
器
器
芯
靉
昆
皿
芯

び
゛
″
ツ
エ
″
一
｣
宍
詐
ご
け
]
7
y
け
¨
‘
゜

旧
ネ

が(硲接延辞)

ジ
は
5

ヅサイ

ネン

で

アr

っても

ゾノ

タガイ

オクレ

が(格接尾哨
ア｢

u(非完了)
コト

の(搭接尾辞)

オカシ

さ

フシギサ

に(洛楼尾辞)
カワリ

は

ナ

い(非完了)

山･剛5助}=10年ごとに塗り替えられる外壁は､ビ

ルやマンションの耐用年数の延長と同時に､財産価

値も昌めます｡
　No｣似st=S000)

10

年

即IO

心
　
　
　
　
　
丿
　
四
　
　
　
　
　
　
　
　
e

L
7
ご
　
`
ご
七
以
ウ
昌
ル
‰
?
詣
m
忿
u
　
°

数詞
助数詞

名名辞

嗜槌辞
ほ勣詞

母母辞

母体辞
名掬

副助辞
句読点

名詞

副助辞
名詞

格掻辞

名詞

格稽辞
サ変名詞

格接辞
名詞

格措辞

句読点
名詞

名詞

副助群
母齢詞

母子辞

子体籾
句証点

　
　
ン
ト

旧
ネ
ゴ

に(格扨尾辞)
ヌリカエ

られ(受則
る(非完了)
ガイヘキ

は

ビル

や

マンシヨン

の{格楼尾辞}
タイヨウネン

の{洛接尾辞)
エンチョウ

と{疼接尾辞}
ドウジ

{コ格磋尾辞}

ザイサン

カチ

も

タカメ

まs(丁寧)

u(非完了}

心tal随1μ10年ごとの佳宅調嗇では､老朽化の程

度や衛生設備の状況などを調べているが､水準以下

の住宅は次朧に喊っている｡

　No.汝oslご335.00)

び
r
器
&
?
m
ご
?
k
r
四
ご
r
i
に

教詞

助数詞
名名辞

格檀誠
名詞

サ変名詞

格接辞
齢肋辞

句饒点
サ変名詞

洛接辞

名詞
副助辞

名詞

サ変名詞
賂接辞

名詞

膳助辞

格接辞
母飴戻

母用辞

補母勤詞

辱体辞
接劾辞

10

ネン

ゴト

の(格檀尾辞)
ジュウタク

チョウサ･ス

で(硲檜尾鋒)
は

ロウキュウ

の(格檀尾辞)
テイド

や

エイセイ

セツビ･スル

の(硲接尾辞)
ジョウキョウ

など

を{各接尾辞}
シラベ

て(完了順接)
イ

る{非兌了)
が



水摩

以下

n{}

住宅

h

次劉ni

滅｢
Uそ

1

rU

句読点

名詞

名詞

硲接籾

名詞
齢助詳

副詞

子動記

促晋便
岫母動詞
母体佃

句読点

スイジュン

ぞカ

の{格接港辞)
ジュウタク

は

シダイニ

ヘ｢

ウて

イ

ひ非宵了}

心l司S821ご10年たったら山を守る人はいなくな
る｡

　扨ol面}siご

　10

　年

　4創

　tlani

　山

　XVO

　守｢

　U

　人

　h8

　l

　nll

　ku

l沿

ran
U
　
な

l頷OO}

　　数加

　　助鮫祠
　　子齢伺

使
　
辞
記
辞
　
辞
謳
辞
辞
　
糾
籾
点

晋
詞
晋
動
体
詞
助
勁
形
用
　
動
体
読

促
名
自
子
子
名
副
母
肖
形
　
子
子
句

10

ネン

タ1

つたら

ヤマ

を(栴捜砥辞l

マモ｢

u{非完了}

ヒ
は
イ

な{否わ

く(非完了･

ナr

u{非完D

da咄|詔31=10年の満助まで持っていた石がよい
か､来年3目末でいったん解杓して他の商晶に篁り

推えた方がよいでしょうか｡
　No眼f鯛ごま10圓)

　!○　　　　　数詞　　　　　　10

　年　　　　　　助酸祠　　　　　ネン
　no　　　　　格接辞　　　　の(恪接尾陶

　満期　　　　　名詞　　　　　　マンキ
　ma幽　　　　副肋辞　　　　　まで

　持t　　　　　子齢腿　　　　　モe

　t秘　　　　　促皆使　　　　　って

　･　　　　　　補噂恥詞　　　　イ
　陥　　　　　肖体辞　　　　　た{完石

　力　　　　　　形式名詞　　　　ホウ
　9　　　　　　格傾辞　　　　　が{格檀尾辞)

　yo　　　　　　形状詞　　　　　ヨ

　i　　　　　　形体辞　　　　　い(非完T}
　ka　　　　　　終助辞　　　　　か

　､　　　　　　句読点
　棄年　　　　　名詞　　　　　　ライネン
　3　　　　　　数詞　　　　　　3

　利　　　　　　肋数詞　　　　　ツキ
　束　　　　　　名名辞　　　　　マツ

　,le　　　　　　喀接辞　　　　　で(搭棲尾辞}
　ilMn'　　　副詞　　　　　　イッタン

　解約　　　　　サ変名詞　　　　カイヤク･ス
ル

　si　　　　　　母勅詞　　　　　し(サ変)

　le　　　　　　母用辞　　　　　て(完了順接}

　他no　　　　連体祠　　　　　タノ
　商品　　　　　名詞　　　　　　シヨウヒン

　ni　　　　　　格接辞　　　　　に(格接尾辞}

　乗ri換e　　　母胎詞　　　　　ノリカエ
　緬　　　　　　厚体辞　　　　　た(完T)

　方　　　　　　形式名詞　　　　ホウ
　ga　　　　　　洛接辞　　　　　が{格接尾辞}

　押　　　　　　形杖ljJ　　　　　ヨ

　i　　　　　　形体辞　　　　　い{非完了}

　desyou　　　　繋辞終　　　　　でしょう
　ka　　　　　　終肋辞　　　　　か

　｡　　　　　　句読点

dalal584叶10年ひと昔というが､これは36年も

前の話だ｡
　N0.1(cむsl　t　17a00)

凶
年
』
?
匹
u
卵
｣
h
3
6
年
m
前
四
話
6
°

数詞
助穀詞

名詞
接助帥

子動詞

子体辞

接助辞
句擾点

名詞

副助辞
数詞

鮫詞

肋数詞

耐助辞
名詞

洛接辞
サ変名詞

繋辞終

句駿点

IO

ネン

ヒトムカシ

と
イw

u(非完了)
が

レ
　
　
　
　
ン
　
奮
‘

コ
認
a
6
ネ
も
サ

の(格接尾辞)
ハナシ･ズル

た

心剛S51ご10年ぶりに縄まった丸岡は.､薗髪が薄
くなるなど鼓つきがかなり変わっていた｡
N{}l{ca4　t　215
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年

ご
ご
ご
辿
フ
ド

範tlr

U

na410

顔洵ki

9

hnMn

変war

nむ

l

咄

00}

数試

肋数詞
名名辞

略揉辞

f飴試
記忿硬喀
名詞

副助籾
句辰点

名詞

格接辞
形数詞
形用辞

子動記
予体肪

11助齢

名詞

格楼辞
訳戻

子励詞

促晋便
哺母勤記

母体辞

句続点

10

ゑン

プリ

4こ(喀接尾誄}
ツカマ｢

つた

maruaka

は

卜ウハツ

旅㈲a砥辞}
ウス

0非完了舶

ナ｢

u(非完D
など

カオツキ

が{搭4a破辞}
カナリ

カワ『

つて

イ

た(完D

心UII認6卜10年ぶりの新デザイシで､采年元日か
ら石喝する｡
　No｣{ms12　Uに00}

0
　
.
n

ー
年
h
皿
駈

ン心
　
　
年
□
吻
用

デ
レ
面
　
ヽ
采
元
b
着
ふ
`
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j
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

Q

数伺
肋数詞

名私辞
幌扱辞

名頭辞

サ変名伺

繋辞川

句読点
名試

名糾
格接辞

サ変名記

母動狗

附体辞
句読点

田
≒

の{略接尾謝
ンノ

デザイン･ズ

で

うイネン

ガンジツ

から

チャクヨウヽ

す4サ変)

る(非完了)

dn印|認7卜10年ほど前､カルチヤーセンターと銭

同で初心者向けの乗鳴教室を圓いてから､な性が増
え始めた｡

　抽i玉CX琳lt21000j

　10　　　　　数詞　　　　　　10
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察から楊る飛行機の中でふと晦想がひらめいた｡
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ラヅシ副t郡遊府県のレベルでほぼを国を一巡し､

巾区町村の段階に移った｡
　Noj{帥剱{s肺000)

び
に
に
｡
r
い

数詞

助敵詞
副助辞

名詞

栴接辞
子齢詞

促裔便弧

名泌
サ変各詞

私詞
副肋辞

旬読点

10

ネン

ぱど
サキ

から

ハジマ｢

つた

ピジュヅカン

ケンセツ･ス

ラッシユ

は



182

四
ル?
ご
次
‰
ル
‘
“

箭
以
に
ツ

名詞

略4妾辞

名詞

船豺j

副詞
名詞

略接辞

サ変名訓

吋勤詞

句読点
名詞

名詞

隋接辞

名詞
格接詐

子勁詞

促晋便休
句読点

トドウフケン

の(賂接尾辞)
レベル

で{搭接尾辞)
ホポ

ゼンコク

を{格接尾辞}
イチジュン･

し(サ変}

シク

チヨウソン

の{格接垣辞}
ダンカイ

に{栴接尾辞}
ウツ｢

った

d創ぉn9卜10年ほど前に､笹沼さんはイスラエル
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daljlS%ド10年ほど前に体をこわレ長男夫婦と
同脱するために仙台に来た｡
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　kowas　　　　子勅詞　　　　　追加
　l　　　　　　　子用辞　　　　　l

　､　　　　　　句読点
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　｡　　　　　　句読点

面拍15分7け10年ほど前のアスレチックブームは､
単調なa訓咸との格闘にあきて､会日が次々と去り､

多くのジムが消えていった｡
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dalal5981=10年ほど前まで､日本でも誰誌や新聞

の片隅に､政治や社会を風剌した-コマ慢團が､結
虜続っていた｡
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dalal5泗け10年ほど前までは､この町でアジア人
留字生といえぱまず日本人と決まっていたが､騒近

は台湾や匈.国からの学生も急増､日本人をしのぐ勢
力になっている｡

　No｣{eosl　z　46､OO)

ぴ
詐
}
?
に
‰
昌
こ
六
一
m

m
ケ
'
随
p
辿
h
で
既
昌
昌
ル
　
`
ご
?
r
ご

　rU

　lsTeel　da副
･t{)

数認

助数詞
副助辞

名詞

副助辞

副助辞
句泌点

連帳仙〕

名詞
硲傾辞

名詞

名名辞
包詞

接肋辞
子動詞

子用辞

副詞

名詞

硲樋辞
子如詞
促吝便

補母勁詞

母体辞
接助辞

句読点

名詞
剔劾辞

名詞
副助辞

包詞

洛接辞

格楼辞
包詞

副助辞
サ変名詞

句腿点
名詞

格接辞
子動詞

子体辞

名詞

格檀辞
子勣詞

促音漫
補母動詞

母体辞

句読点

接助辞

m
ネ

ど
キ
で

ほ
サ
ま
は

コノ

チョウ

で{格接尾辞}
アジア

ジン

リュウガクセ

　
　
偽

と
イ

e ば(非完T条

マズ

ニホンジン

と(俗接叱辞)
キマ｢

つて

イ

た(完了)
が

サィキン

は

タイワン

や

カンコク

から

の(格接尾辞)
ガクセイ

も

キュウゾウ･

ニホンジン

を(駱接尾肺)

追加
u(非完了)
セイリョク

に(硲接尾辞)
ナ｢

つて

イ

る(非完了)

と

datal6001=10年をひと昔というなら､ベトナムが

隣国カンポジアに電撃的に優攻し､ポル･ポト政権

を駆逐してからもうひと昔以上たつ｡
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面t刎能2fs　10年前､姉蛙を績つて､長男と2人で

引き揚げてきた｡
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･hlal碇41こ10ぼ6浪太出監性は江川の次の登板を
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緋休辞

私詞

感接辞
名糾

サ変名詞

名詞

格接辞

サ変名洵

母動訓
斑体糾

形式む揃

句読点
名詞

格接辞

子動詞
イ磨便体

名詞
繋辞終

句蔽点

io

ネン

ヤン

ツクケン･ス

し(サ変)

た(完ハ
ワタシ

がt格接咀肪}
トリシマリヤ

ヘンシ』ウ･

キョクチョウ

に{絡接厖肆)
ショウニン･

し(サか

た(完D
オリ

デしビ

でt洛接堵肺)
ナガs

iた

フィルム

た

d嶺同能6卜1ひ年前から､ここマサチJ.-セッツ祠
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の鯨粍物客が見込まれている｡
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人々た｡
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&ui{帥御=10年前には､ハネムーンの3割にすぎ
なかった海外旅行だが､今や9割を超える勢いだと

いう｡
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山山11a拓け10年前には10万本､20吃円という

誕模でしかなかったのだから､懲嵩的な伸び方だ｡
　Nol(esl=24000}
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d8lala刈=10年前には両手の措で数えられた北
宗の外国人用ホチルも今や97軒､主に弧国からの

観光客をあてこんた高級レストランも114軒に増

えた｡
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dnlalG371ご10年前にバヅトマンのあらゆる箸作
咆をクリアすることから始めたのたという｡
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data匹181=10年前に日本人女性と結婚して､ずっ

と日本に住んでいる｡
　No､1{casl=170.00)

01
年
前
�

　日本人
　女性
　紬

　結婚

ル

　S1

　t£

　ZUUむ

　日本

　ni

　住m
　n゛de

　l

　nl

赦詞

肋数詞
名名辞

絡楼諌

名詞
名詞

格接辞
サ変名詞

母飴詞
母用辞

句続点

副詞
名同

格接辞

子勧詞
櫓音便

補母動詞

母体辞
句続点

10

ネン

ゼン

に(格接尾詐)
ニホンジン

ジaセイ

と(格接尾鉾)
ケッコン･ズ

し(サ変}
て(完了韻接)

ズヅト

ニヅポン

に(格檀庵齢}
スm

んで

イ

る(非完了l

da細|貼91●10年前の52年3月末には42万余
社だつた｡
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datalG401ご10年的の革命を成功に尋いた国脱蛉

起は､彼女の亡夫が独緩名に暗殺されたのがきっか

けだった｡
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daull6411ご10年前の同植の謂香に比べると受講
者の数が柑剔二吻えており､相変わらず女性がプー

ムを支えている様子もわかる｡
　No1(eo･41こ;100､00)
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句銃点
相変a･arszu　副詞

女性

卵

プーム

WO

支e

{･

nj

極子
mo

wakar

U

名詞

洛楼辞
名詞

陶妾辞
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心t81G42ド10塚前は8歳ぐらいで死んだ飢いま

は12年生きて怒たり前だという｡

　Nol(eoslご220.00)
　10　　　　　数詞　　　　　　10

　年　　　　　　助数詞　　　　　ネン

　前　　　　　　名名辞　　　　　ゼン
　ha　　　　　副助辞　　　　　ぱ

8
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

m
　
　
n
b
　
　
　
j
　
　
　
　
　
b
　
M

即
&
死
心
p
ヽ
面
陥
L
2
年
生
ゆ
刎
　
心
?
″
u

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

教叔
助数認

齢助辞

略親辞

子動揃
庸皆硬体

暗助辞

句読点
名詞

鵬釣辞
敗詞

鮫詞

助数詞
母勧詞

紺用辞
抒三状名糾

繋辞糾

接肋辞
子動舗

子体辞
句故点

　
イ
叫

8
サ
ぐ

187

き辞m四
n
だ
　
　
加
　
　
　
ン
キ

で
シ
ん
か
　
'
追
は
ー
2
ネ
イ

て呟了順あ
アタリマエ･

　
　
　
　
玖

た
糾
｣
イ

叫非完了}

山山･IG4jl･101齢は教えるほどの逍す哨たった

のに､今や､小､申学tのジユニアから､高l気入

宇t.までで3000大に増えた｡
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dal司例4卜IO垠莉までは降業生の3割近くが､a
家のお嫁さんになった｡
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data16451･10年前ニューヨークに来て室内管弦

楽階､セントリJ一クヌ･チtンバー･アンサンブ
ルの衛団祠として活勤している｡
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da抽|削71こ10年代以後の屯気製鋼の急速な発展

はエルー炉の発明によるところが大きいむ
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会･公明党の憲法否定を激しく攻撃し､世論も沸き
立った｡
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dal司7611●11月末までの1年間にざっと360

億ドルの政府資金がTB市場を脚した計筒になる｡
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先上税導入を桂とする今回の税制改革関連法案が出
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1
2
日
皿

四ス
通
　
　
r
帥

モ
放
レ
.
m
炒
u

数絢

数詞
紡数詞

格播辞

名詞
サ変名詞

㈲要帥

子勣腿

子用辞

句読点
ワルシャワ条杓機隣

】

2

ニチ

の{格接厖絢
モスクワ

ホウソウ･ス

に(搭檀尾絢
ヨr

uと澗放条件j

名謁
ワルシやワジョウヤクキコウ

名詞
サ変名崎

格接辞

ガイショウ

カイギ･スル

の(格接尾辞}

四
ご

･定例会
･議

　p

　10

　祠
　未

　プうハ

　面

　圓k
　&rい

能､萱身}
　rU

lcurnxj
　定伸

　套議

daf司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.
詞

　
　
辞
　
訳
辞
点
　
辞
糾
肪
　
辞
点
　
　
れ

誤
詞
接
詞
数
お
読
詞
掻
勧
ほ
　
体
肢
　
腿
変

ち
名
洛
数
助
熟
句
名
駱
子
f
　
附
句
　
私
サ
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デイレ々カイ

ギ

が(格接厖辞)
10

ツキ

マツ

プラハ

刳格植腿肆}
ヒうk

aれ(尊敬､司

徊非完T)

ヂイレイ

カイギ･スル

4紺司兜5卜12日の土向･靭民晩咆によるh口記

は汪哨必の秘占をしていた曽仲嗚の親函が保管して
いたもので､同目上晦市史G酷に寄匍された｡
　N,パ(mりごマ加00}

1
2
日
乙
ド
新
民
晩
幄
乙
'
ツ
け
ぼ
ご
ツ
j
i
M
酋
仲
乙
睨
妬
卯
?
細
i
山
[
7
同
皿
}
匹
釦
雨
四
}
咄

凶nwSdl･{司
1斬民晩報
･･陣咄

･､同日

や土商
4市

数詞
数詞

肋数試
臨接辞

名詞

記吋
私頭μ

名副
名副

名詞
格|貼9

子齢詞

Tlt巾

句読点
鴇詞
副肋帥

名伺

れ詞

晦接辞
私詞

侶嗜豺
り仙詞

印引V
鮪fj勤川

り体&9

名詞
名掬

名詞
格接&9

1ら詞
名詞
格援辞

サ変お,試
吋動糾

叫叫帥
補ほ紬詞

脚体1な
形式名詞

繋辞川

句読点
名頭辞

名詞
名詞

名詞

名名辞
格植防

サ変お詞

司動糾
句.体辞
句読淑

飼
詞
舗
詞
詞

名
名
名
名
名

s
l
d
心

ニチ

の{栖援咀肆}

シャンハイ

(中八〇

シン

ミン

パン

ポウ

に{洛接扉活}
3｢

uと{間放奎昨}

ニヴキ

は

い4nowo

セイエず

の貼泌哨辞)
じシ1j

糾格拉咀晰
し叫釦

て戌イ順措)

イ

たGゴ}
U,4rl,4n

ナ力

ナキ

の{聡接尾1幻
オヤ

リク

が(俗接厖防)
ホカン･スル

し(サ変}

て(完T船暗}
イ

た{完了}

{ノ

で

ドウ
　/　　/

hl即m1

カイシ

シリaウ

カン

に(格接砥辞)
キソウ･スル

され(s･aro
た(完了)

固有名詞
ナキ

ドウジツ

シャンハイ

シ

daMI能6μ121]は3者による肖会談のほか､正力

亨オーナーも附|に烏たるが､汀川の決怠は依然固

《､説得はむずかしそうた｡
　N0.μ既肖{､tあ住(助

1
2
日
h
3
者
J
m
四
゛
U
琲
皿
　
匹
』
　
八

敏詞
数詞

助数詞

副助辞
数詞

助数詞

格檀辞
子勤絢

子体辞

名頌辞
サ変名詞

船菱鉾
形式名調

句読点

名詞

　
　
　
チ
　
　
　
ャ

ー
2
ニ
は
j
シ

に鴻檀厖辞)
ヨ｢

u{非完す)
サイ

カイダン･ヌ

の(格接随辞}
ホカ

syouriki
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亨
オーナー

乙
∇
‰
ふ
レ
‰
‰
固
ド

四
h

名糾
名詞

齢助辞

サ変名詞

　
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
　
　
　
詞

辞
詞
辞
辞
点
　
辞
名
辞
　
詞
辞
　
点
名
　
辞
詞
辞
終
点

　
齢
体
肋
読
詞
扱
変
助
詞
鍬
用
　
続
変
　
劫
漱
名
辞
読
　
詞

皿
子
子
接
句
名
格
サ
副
私
形
形
　
句
サ
　
副
彫
形
繋
句
　
名

ax}ru

オ
も
イ

-ナー

リュウ･ス

に(格接尾辞j
アタ『

u{非完了)
が

eμawa

の(格接尾辞}
ケツイ･スル

は

イセン･タル

カタ

く0ド完了順

セットク･ス

は

追舶
そう

だ

ホカ

d削司927卜12日ぷりの農家入りを前に､夕食後は

キャンブの反省会たつた｡
　No.Ueむぢi　t　IKJS､

　1

　2

　目
　buri

　no

　農家
　人ri

　W(j

　前
　田

　夕食

　後
　hB

　キヤンブ

ル

　no

　反省
ル

　会
　山巾a

(助

数詞
鮫詞

助数詞
名名辞

格限辞

お詞

名詞
格接肪

名詞

格接辞
句読点

名詞

名詞
副助詐

サt包詞

格接詐

サ変包詞

名詞

繋辞終

句読点

　
　
　
　
チ

ー
2
二

プリ

の{格接尾諌)
ノウ力

イリ

を{格槌尾辞}
サキ

に{格接尾辞)

ユウシヨク

ゴ

は

キヤンブ･ス

の(格接尾辞}
ハンセイ･ス

カイ

だつた

da叫9Z8卜12日までの聞に､それぞれの直船ごと
に48時間疸を休む､
　No｣((x｡tご175,00)

1
2
日

m川hヽ

四
間
,
m

s4}rOZ{jn3

no

派船

竹
m
4
8
四
漁
四
{
u

　leomヽet面t瀬|

4聞
゛帥k)

々漁

数詞
数詞

助数詞

副劫辞
格接辞

形式名詞

格接辞
句統点

名詞

格接辞

名詞
名名辞

凶餐辞

赦詞
数詞

助数詞

名名辞
格接辞

子動詞
子体辞

句読点

名詞
副助辞

サ変名詞

　
　
チ
で

1
2
二
ま

の(格接尾辞)
アイダ

に(搭接尾辞)

ソレゾレ

の(洛接尾辞)
ギョセン

ゴト

に(格接尾辞)
4

8

ジカン

リヨウ

を(格接尾辞)
ヤスm

u(非完了)

カン

ごと

イサ1卜スル

6ほ1929抄12日乍後､タリンの左舷にいた艦の1

隻からミサイルが発射された｡
　NOI(ensl　t　&4{}.㈲}

ー
2
日
四
`
乙
ご
怖
m
‘
ー
抽

　
　
　
　
点
　
　
辞
　
辞
詞
}

詞
詞
匹
詞
読
詞
詞
　
詞
蓋
勤
4

散
赦
助
名
句
名
名
四
名
胴
母
母

　
　
　
　
チ

ー
2
ニ

ゴゴ

Urlkaown

リン

の{格接厖辞)

サゲン

に(格接尾辞)
イ

た(完了)

　
　
　
　
　
`

檻
E
1
隻
㎞

ら

j
″
r

lomxtda同
　タリン

名詞

胴器辞

数詞
助数詞

胴妾辞

名詞
吻襄辞

サ変名詞

肖勁詞
母体辞

句&点

名詞

カン

の(硲接尾辞)
t

セキ

から

ミサイル

が(硲接尾誄}
ハッシャ‘ス

され仙are←}

た(完D

Unknown

da伺9匈卜12日午後11時27分ごろ､関束の太
孚洋岸一帯で地震があった｡
　No｣(cusl=240､OO)

1
2
日
四
1
1
時
2
マ
分
皿
で
皿
皿
バ
岸
づ
面
}
p
″
m
°

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怖
　
　
時
゛
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体

　
　
詞
　
　
　
詞
　
　
詞
　
肖
　
辞
　
　
　
辞
　
辞
詞
便
点
　
1
心
　
　
　
詞
　
　
詞
　
　
詞
　
点
　
辞
　
　
辞
　
辞
　
辞
詞
関
点

妬
詞
数
詞
詞
詞
教
詞
詞
散
詞
読
詞
妾
詞
詞
詞
妾
詞
　
動
音
続
　
後
あ
`
゛
'
祠
詞
鮫
詞
諮
,
酸
詞
詞
赦
詞
読
詞
接
詞
詞
妾
揃
接
詞
妾
勣
音
読

匹
匹
助
名
数
数
助
岐
数
助
名
句
名
刳
名
名
名
剔
名
四
子
促
句
　
序
y
卯
赦
数
助
名
匹
助
匹
瓢
助
名
句
名
格
名
名
㈲
名
格
名
㈲
子
促
句

　
　
チ
ゴ
　
　
キ
　
　
ン
ロ

ー
2
ニ
ゴ
ー
ー
ト
2
7
フ
ゴ

カントウ

の(賂接尾辞}
タイヘィヨウ

キシ

イヅタイ

で(洛接足辞}
ジシン

が(搭棲尾辞}
ア｢

った

d剖司9制卜12日午後1時52分ごろ､関康と東北

地方の･一部で地震があった｡

　No｣(eost723500)

1
2
日
}
1
時
5
2
分
{
ヽ
四
帥
皿
心
t
ペ
一
&
四
p
y
心
゜

1
り
･

ニチ

ゴゴ

1

トキ

5

2

フン

ゴロ

カントウ

と(格檀尾辞}
トウホク

チホウ

の(格楼尾辞)
イチプ

で(栴接尾辞}
ジシン

が{格檀尾辞}
アr

つた

dalal9321ご12口昼前､タクシーでこのホテルを出､
同日午後1時牟､JR高崎駅にいたところを群馬県

警の捜査員に見つかった｡
　No｣(cosl=3加.00)

　
　
　
　
　
前

1
2
日
甕

タクシー

{秘

koれo

ホチル

WO

出

日
後
　
　
　
　
R
萄
　
　
　
　
』
む

同
午
1
時
半
､
J
高
駅
｡
m
l
咄
沁
w

畝詞

数詞

勤数詞
名詞

句談点

名詞

格接辞
連体詞

名詞

格接辞
栂勤詞

句読点

名詞
名詞

叡脚

助鮫詞

名詞
句銃点

名腸

名縫

名詞
格棲辞

母飴詞'

母体辞

形式名詞
絡掻辞

　
　
　
チ

ー
2
ニ

ヒルマ工

タクシー

で(格接尾辞}
コノ

ホテル

を{格棲尾絢
デ

ドウジヅ

ゴゴ

1

トキ

ハン

迫加
タカサキ

エキ

に(喀接尾辞)
イ

た(完了)
トコロ

を(格檀尾辞)

馬
警
　
蚕

群
県
皿
捜
p
'
m

見{ukar
t陥

名誠

名試

格猪辞
サ変名詞

名名辞

格接辞
子動詞

促晋便体

句読点

グンマ

ケンケイ

の(格接嘔辞)

ソウサ･スル

イン

に{格植尾辞)
ミツカr

つた

心i司9詔|=12日投票された統一地方選の前串賎

は売上税に対する有権者の反発が強ぐ実質的に自

民党敗北の結果に終わった｡
　No』(cosl　t　32S.00}

　
　
　
　
　
鴎
　
f
　
　
一
　
　
方
　
　
半
　
　
皿
　
　
　
{
発
　
　
　
　
匹
ダ
四
北
　
梁
　
J

1
2
日
投
八
E
抽
統
ル
地
選
?
削
戦
h
売
‘
m
対
心
?
利
皿
反
ル
p
強
h
癩
`
実
ヤ
m
白
敢
ル
t
結
'
m
終
心
･

数記

数訳
助数謳

サ変名詞

母動祠

母体辞

サ変名祠

名詞

名名辞

格接辞
名詞

名お辞

副劾辞
名詞

格桟辞

名詞
母弛詞

母体辞

名詞

格接辞
サ変名詞

格ll辞
形状認
形用辞

句読点

肛状私詞

繋辞ニ

名詞
サ変名詞

格接辞
サ変名詞

格接辞

子動詞
促音使体

句読点

　
　
　
チ

ー
2
二

トウヒョウ

され叫H隙･)
た(完了)
トウイツ･ス

チホウ

セン

の(硲楼尾辞)

セ
セ
は

ンハン

ン

ウリアゲゼイ

に0各接尾辞)
タイ

す(サ変}

る(非完了)

ユウケンシャ

の(格接尾辞)
ハンバヅ･ス

が{格接尾辞)

ツヨ

く(非完r舶

ジッシツデ

　
　
ウ

　
　
μ
'

　
　
ン

　
　
ご
`

に
ジ

ハイ ボク ス

の{恪接尾辞)
ケッカ･スル

に(栴接尾辞)
オワ｢

った

d琲司9制1=12日投県された統‐迪右選挙前半戮

の投票率{t全函的な礒しい冷え込みの影唇もあっ

てか､史上恐低となった｡
　Nol{eo蝕1=3廣}､

　　1

　　2

　　日

　　投禁
スル

　縦･re

　la

　統-
ル

　地方選挙
ヨ

　前半

　賎
　限}

　投票率

ツ

　hl

　全国的
キ･ダ

　na

　厳si
　i

　冷ぞ込mi
　no

　影響
スル

m
こ
㎞
石
皿
乙
7

叫

数詞
斂詞

助鮫詞

サ変名詞

a鎗詞

母体辞
サ変名詞

名詞

名詞

名名辞
格接辞

名詞

副助辞

句続点

形状名揃

繋辞体

形状飼

形体辞
名詞

格接辞

サ変名詞

斟助辞

子勤詞

促音便
終助辞

句読点

名詞
名詞

接肋辞

子飴詞

促音梗休

句証点

1
2

ニチ

トウヒョウ･

され{s,aro

た(完了j
トウイツ･ス

チホウセンキ

ゼンハン

セン

の{格接尾辞)
トウヒヨウリ

は

ゼンコクテ

な
キビシ

い(非完了)
ヒエコミ

の(洛接尾辞)

ヱイキョウ･

も
ア｢

つて

か

シジョウ

サイテイ

と
ナ｢

った



心ul認51=12日投票の9政令指定市逞選のうち
福岡巾議選たけが即日閲皐され､無投唄当選が決ま

っていた溥多区を含め7区､64人の有遭者が決ま
った｡

　Nol(ctM=4舶

　1

　2
　□

　投乖
スル

7
器
心
選
ニ
U
選
詐
賢
ル
｢
器
即
ひ
L
ご

m
　
　
　
　
　
　
　
選
　
　
　
m

含
7
区
`
6
4
人
?
a
　
者
卯
決
心

leonthla朗
φutl

00j

数誠

敗契

助数試

サ変名釦

嘸接辞

鮫詞

名詞
サ変名記

名詔

名名辞
柊接辞

名諭

名訳
g諏

tS名訟

蔽幼辞
略接辞

名詞

サ変1な訟

母齢契

句読点
名糾

サ変名潟

晦接辞
子虻謳

促ほ便

頻吋仙謳
母体辞

包詞

略接辞
り動詞

数詞
名名辞
句a点

数詞

数詞
助教誠

格檀辞
サ変名詞

名名辞
格接辞

子勣詞

促音使体
句読点

形式名詞

1

2

ニチ

トウヒヨウj

の0各41叱辞}
9

セイレイ

シテイ･スル

シギ

セン

の(絡接尾辞)

迫Mj
フクオカ

シギ

セン

だけ

が{格接咀辞)
ツクジツ

カイヒョウ･

され仏哨･り

ム

ト

トウヒヨウ

ウセン･ス

が{硲叛尾辞1
キマ｢

ウて

イ

た(完了}

hJlkalaku

を{格4酋尾辞)
フクメ

フ
ク
　
゛
G
4

ニン

の(格接泥辞)
トヴセン･ス

シヤ

が{格接尾陶
キマ｢

つた

ウチ

datal9恥|ご12日投票の統一逗の結緊は､売上税の

行力ぱかりでなく､政局に直昿している｡

　No｣{eosl=2M)､00)

1
2
日
{
ル
に
選
匹
r
這
な
』
&
r
7
}
k
ル
ご
;
`
1
7

数戻

敏詞

助数詞
サ変名詞

洛接辞

サ変名認

名名辞

樹妾辞

サ変名詞

剔助辞
句証点

名詞
格參辞

名詞

副助辞

繋辞用
補形状詞

形用辞

句読点

名詞
格檀辞

サ変名詞

母勤詞

母用辞

岫碍勣詞

母体辞
句読点

　
　
　
　
チ

ー
2
ニ

トウヒョウ･

の(格接尾辞)
トウイツ･ス

セン

の(賂陵尾辞)
ケッカ･スル

は

ウリアゲゼイ

の(格接岨辞)

ユクェ

ぱかり

で

な

く(非完了齢

セイキヨク

に(格扱尾辞)
チヨッケツ･

し(サ変)
て(完了順接)
イ

る俳完了)

da'鳴1帥71=12日翫には､徊2陣とみられる20数
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つた

da陥1998μ13年間も吃なれた制服だけに｡へたに

国内で処分したら部用される恐れもある｡
　N0.1(c6sl　s　295　00)
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も
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痢非完ハ

ナレ

daM19991･13¥前､日本赤ポに|絢し多くの日本人

が取り調べを受けた際､仙人との関係で日高夫人も
啓き込まれた｡

　No｣(e{,gl心l加00}
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3
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datal

心tぉD0001=13年前に設立はしたものの思うよう

に加人老が集まらず､1度は倒産の茜汁を昧わった｡
　N{11(efsl=訪o加}
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　4.8節で述べた日本語-ウイグル語機械翻訳実験の結果である｡

　翻訳には環境問題を扱った社説から日本語文136文を取り出して使用した.“data"の

後が人力された日本語文,その次の行の“,-≫"の後がシステムによる出力結果である.

翻訳システムのおいて訳語が登録されていなかった場合は,該当位匿に“+十十"を出力し

ている.また,その下の“R->"で始まる行は,共同研究者であるMuhtar　Mahsut　氏乱

入力日本語文を翻訳したものであり,今回の実験ではこの翻訳文を正解としか

　今回の実験では,勣詞句の翻訳結果だけを評価した｡そこで,勣謳句の部分を下線で示

す.正し《翻訳できた部分については下線を引いただけである批翻訳に誤りのあった箇

所については,その誤り原因を以下で示す数字で表し加なお,誰りの種類の詳しい説明

は,本文を参照されたい｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　誤り原因の槌類

①終止形と連体形の区別

②派生語幹の不一致

③サ変動詞の対応

④直訳不能

⑤訳語の多義性

⑥人称接尾辞の選択

⑦音韻規則の適用

⑧形態素解析

　また,日本語では動詞句であるが,ウイグル諮では動詞句とならないものについては,

今回は評価の対象としなかった.そうした語句を波線で示したが,目本語とウイグル語の

表現の差から,翻訳文においては対応するウイグル語が存在しないものもある｡

　なお,英語のアルフアベットに存在しない6,6,u,息,kなどは,それぞれ!e,!o,!u,!g,!k

と表記している.

data田=地球一一一値皇史拡互

-->y!erxari　---　1　r　¶　'1‘

R->y!er　xari　-一一w1　　　1　゛゛　這

data[2]=自己再生メカニズム

,-≫!ozhgidin　!hasH　mihanizimi
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R-≫!ozligidin　!hasil　!kmx　mihanizim

data[3]=多《の環境調整機能を僅左灸植物

--≫k!oplig!en　mo!hit　t!engxlex　rol　　゛　j　1　!　1　1　i!　an　!os!om1!uk

R->birtalay　mo!hit　t!engx!ex　rol　g!e　i凶いoslom1!uk

data[4]=我々の捜立地球は､生物が生存できる極めて希少な星であ凌｡

-->　bizning　yaxayd旦ga£　y!er　xari　,!hayath!k　!hayat　　le　!　!　le　　゛l　　　　intayin　az

uqraydi!gan　yultuz　･

R-≫bizning　y辺収yd1ほan　y!er　xari　,!hayath!k　!hayat　1　1　,　!　,!　　゛　¶　　Jintayin　az

uqraydi!gan　yultuz　,

data[5]=その環境は､驚異的な｢自己再生メカニズム｣に左2ヱ精密にコントロールされ

ている｡
-

--≫uning　mo!hit　,　!h!eyran　!kalarli!k　｢!ozligidin　!hasil　mihanizimi　Jg!e　a亙a旦辿n　inqik!e

　=‘　　11ih　1　　゛1

R-≫!exu　mo!hit　,　!h!eyran　!kalarh!k　｢!ozligidin　!hasn　!kihx　mihanizim　Jg!e皿旦辿m

inqik!ehk　bn!en　　　　　l‘　i　i　　i　,

data[6]=例えば､地表温度は摂氏O-,40度､大気中の酸素濃度は約21%､水のpHは5--

8程度と､各々生物の生存に適した条件が鉦た血工趾五｡　　　　　　　　　　　一

--≫m!esil!en　,　y!er　y!uzi　tempiraturasi　snisiy!e　O　`4　0　!ketim　,　atmos丘rining

oksigen　!kini!kli!gi　t!ehmin!en　2　1　%　,suning　PHi　5　~　8　d!erij!e

billen　,!h!er　!kaysi　!hayathlkning　!hayat　k!eq!or!uxig!e　　　i?　　1　1　1　　x!ert

　l　　゛'　　j　　　｡

R.>m!esH!en　,　yler　y!uzi　templraturasi　smsiyle　O　`　4　0　giradu8　,　atmos　趾aning

oksigen　!kini!kh!gi　t!ehminlen　2　1　%　,suning　PH　i　5　~　8　d!e洵!e

bil!en　,!h!er　!kaysi　!hayath!kning　!hayat　k!eq!orixig!e　　　゛1　`　1　　↑,,　x!ert

　ll　゛i　　　゛　　｡

data[7]=大気中の二酸化炭素も､大気･水･土壌と公立循環サイクルに孟2工濃度が嵐疸

座血工去左､過去およそ100万年の間､15o-,30oppmの中で推移してきた｡

--≫atmos趾ining　karbon　qala　oksidimu　,　!hawa　゛　su　゛　tupra!k　d瓦泌丿謐an　d!ewrl

aylanmig!e韻皿kn　!kin1!kh!gi　咄出ほ池IH仙4血z,!otm!ux　alalhlez!el　y!uz　t!um!en

ymi!k　arh!kta　,　150~3　0　0　ppmning　iqid!e　泌4泌p玉1ddi　･
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R-≫atmos丘raning　karbon　qala　oksidimu　,　!haxva　゛　su　゛　tupra!k　bUlen　必邨jjなjm

d!ewri　aylan皿a　g!e皿競泌n　!kinilkhlg1　趾d訟1面l,ngiriki　ala!h!ez!el　100　t!umlen

yilnl.ng　arh!ktasi　,　150~3　0　0　ppmning　iqida　h塙面泌玉公d1.

data[8]=こうした環境下で食まれた植物の緑は､地球の大気や水の循環に瓦竺工重要な役

割を果たしている｡

-≫muxunda!k　mo!hit　astida　y迂Ug�n　!os!oml!ukning　lhexilh!g1　,　yler　xarining　!hawisl

suning　ayhnixig!e址幽址収ne!μΓh!k　rol　ほ皿笠a址趾⑤｡

R-≫muxunda!k　mo!hit　astida　y逗1g�n　!os!oml!ukning　!hexim!ki　,　y!er　xarining　!hawasi

suning　d!ewri　g!e　辿訟但証n　mu!him　rol　ほn蔀｣心jLidJレ

data[91=光合成によ泣二酸化炭素の吸収･固定､酸素の生成､太陽熱の吸収､水の吸収･

放出と止2立多くの環境調整機能を備え工虻五ので庶凌｡

--≫yoro!glu!k　sintizg!e　u盆辿m迦ul　karbon　qala　oksidining　!kubul　!k11政1　･

mu!kimkxturux　,oksigenning　!ha8ili　,!kuyax　iss1!gl1!kining　lkubul　!kilixi　,

suning　!kubul　!kilixi　･　q1!karix　dねμn　k!op　milkdarining　mo!hit　t!engx!ex　roi

　　゛in',!1　11　“　｡

R->yoro!glu!k　sintiz　g!e　a皿油m池m　karbon　qala　ok81dining　lkubul　lkilix‘

mu!kimli!k　,　oksigenning　!hasil　!kihx　,　!kuyax　issi!gli!kining　!kubu1　!kihxl　,

suning　lkubu1　!kmxi　･　qi!karix迂i包n　k!oplig!en　mo!hit　t!engx!ex　rol　g!e　j4訟,

data[10]=地球の得生能力を超えて崖尨環境破壊

-->y!er　xarining　!hasn　1!ktidaridin　!hUk蜃訟這�泣心陶l　mo!hit　w!eyranqi11191

R-≫y!er　xarining　!hasn　!kihx　!kabihy!etdin　･瓦LUs鋤1泌滋辿jj延Ml　mo!hit　w!eyranqili!gi

data[HI=ところが今､こうした地球の自a再生メカニズムが1　されつつ座る｡

-≫　lek8iq!e　!hazir　,muxunda!k　y!er　xarining　!ozhgidin　!hasil　mihanizimi

　¶　　　　　1　'゛n゛　　゛　･ハ

R-≫　!eksiq!e　!haz1r　,　n:luxunda!k　y!er　xarining　!ozhgidin　!ha8il　!kihx　mihanizim

　･1　　　　　¶　゛゛,'　　`　　､.

data【12]=人類の生産活動の急速な発達･臣大化､人口の集中･増大などによ左､地球の

キヤパシティーを菰えた環境汚染が広趾2工泣互｡

･-≫1nsanlaming　ixl!ep　q1!kirix　paahyitining　tiz　s!ur!et　t!erle!k!kiyat　‘　zorayix　,

nopusnlng　m!erklezllexixi　゛　　k!opleyix　!kata巡!klarg!e　u賤址xl　,yler

xarining　!kubul　!kmx　i!ktidaridin　訟辺kな皿molhit　bullgin血k4滋s･血l⑤,

R-≫insanhrning　ixllep　qi!kirix　paahyitining　tiz　s!ur!ethk　t!er!e!k!kiyat　･　zorayix　,
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nopusning　m!erk!ez1!exixi　･　　k!op!eyixl　!katarhlklar　g!e　皿aぬJI

xarining　lkubul　!kihx　i!ktidaridin　訟d!kな皿mo!hit　bul!ginix　'　n　゛　kleli　･

y!e｢

data[13]=産業革命以降､石炭､石油などの化石燃料の消費量が飛躍的に増大した｡

->sana!et　in!knawi　din　kiyini　,　k!om!or　,　nent　!katarh!klarning　min公al　ye!kH!gusining

istimal　mi!kdari　uqlkand!ek　l　l　l　゛　l　i　に

R-≫sana!et　in!kilawi　din　kiyin　,　k!om!or　,　ne丘t　!katarh!klar　miniral　ye!kil!gularning

istimal　mi!kdari　uq!kand!ek　↑　　¶　‘　!　゛'.

dataμ41=その結果､膨大な量の炭酸ガスが大気中に排出され､それが温室効果をもたら

kヱ地球の平均気温が上翌Lヱ左泣｡

->uning　nletij!e　,　!gay!et　zor　mi!kdarninlg　karbon　oksidi　gazi　atmos　firi!ga　砥1ki£jJjぶ!,u

parnik　imktini　di血面l　y!erxarining　otturq!e　!hawa　temperaturisi　油仙ala址h1,

R.≫!exu　n!etij!e　,　!gay!et　zor　mi!kdardiki　karbon　oksidi　gazi　atmos　丘ra!ga磁瓜迂j』鋤,u

parnik　imktini　e1泌keliD　y!er　xarining　otturq!e　!hawa　tempuraturisi　lorllewatidu　｡

data[151=この地球温暖化に孟2工､海面上昇や異常気象などが懸念されている｡

-≫ bu y!er　　xarining　　issip　　kitixig!e　　u遥辿m

y!uzining　lorhxi　!g!ehtilik　!hawis1　!katarli!klar　¶　“1　1k゛'　゛　這u｡

R-≫　　　bu　　　y!er　　　xarining　　　issip　　　　kitixi　　　　g!e　　　　賤a仙m

y!uzining　!orhxi　!g!eht!e　!hawa　!katarli!klar　!　　゛　|　¶　i]j'　'‥

data[16]=　熱帯林の減少も深刻な問題で庶凌｡

->1ss1!k　b!elwa!g　orminining　azaybdmu　qong!kur　m!esUle　,

R-≫is8i!k　b!elwa!g　orminining　azayiximu　qonglkur　mlesn!e　･

dingiz

dingiz

data[17]=主な原因には､大量の木材用伐採や過度の焼き畑農業などが挙げられる｡

-≫　asasi　slew!epk!e　,zor　milkdardikining　ya!gaq　matiriyah　!uq!un　d!er!eh

k!esix　!h!eddidin　artulk　ormanh!k　k!oyd!ur!up　y!er　aqix　!katarh!klar　klorsitnidu　･

R.≫asasi　s!ew!ep　,　zor　mi!kdardiki　ya!gaq　matiriyah　!uq!un　d!er!eh　k!esix　!h!eddidin

artu!k　ormanli!k　k!oyd!ur!up　y!er　aqix　!katarh!klar　kk皿逗h血レ

data[181=熱帯林の減少によ立､地域的には土壌流出や洪水の頻発などが､地球規模では

二酸化炭素吸収量と酸素供給量の減少､気候調節機能の低下､豊富な生物資源の消失など

の悪影饗が血たら宜れ五｡

-->issi!k　b!elwa!g　orminining　azayixig!e　賤賤�n,rayonlar　boyiqle　tupra!kning
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i!kixi　lkiyanning　ar!kimu　ar!ka　y!uz　b!erixi　!katarh!klaryo　,　y!er　xari　k!ol!emi　karbon

qala　oksidi　lkubul　!kihx　ml!kdari　bU!en　oksigen　!kamdax　milkdarining　azayixi　,　!hawa

kilmati　t!engxlex　rol　oynixining　t!ow!enl!exi　,　k!engri　!hayath!k　bayh!gining　t!ug!ep

k!etixi　!katarh!klarning　!eksi　tlesiri　dp｣辺址丿血!｡

R->issi!k　blelwa!g　orminining　azayixj　g!e　a餌辿m,rayonlar　boyiq!e　tupra!kning

ilkix1　!kjLyann泊g　ar!klmu　ar!ka　y!uz　b!erixi　!katarlilklar　,　y!er　xari　dairisida　karbon

qala　oksidi　!kubul　!kilix　ml!kdar　bH!en　ok8igen　t!eminat　mi!kdarning　azayixi　,　abilhawa

t!engx!ex　　rolning　　t!ow!enllex1　　,　mo1　　!hayatlilk　　bayh!kning　　t!ug!ep

k!etixi　!katarli!klarning　!eksi　t!es1ri　d址玉dUj£L

data[19]=この他,フロンガスのオゾン層破壊によ立､皮膚ガンの発生率上昇が血配迫五

ている｡
-

->buningdin　bax!ka　,　furun　gaziningozon　!k!ewitining　buzuhxig!e　肢賤恒n,tir!e

rakining　y!uz　blerix　nisbitl　!orl!exi　l-　　゛1　12゛2石

R.≫buningdin　bax!ka　,　furun　gazining　ozon　!k!ewitining　buzuhxi　g!e　賤肪兄n　,　tir!e

rakining　y!uz　b!erix　ni8biti　!orl!ex　↑　　　゛1　1　1゛i　　　゛　･

data[201=また,化苔燃料などの燃焼によ立鬼生よ互硫黄酸化物や窒素酸化物が大気中に

拡散し､酸性雨となって森林や湖沼の生態系を破隻虻ひ上灸｡

-->!kayta　,　miniral　ye!kn!gu　!katarh!Maming　k!oy!uxig!e　a皿訟n訟辿L址d辿m⑤

g!ung卯rt　oksidh!k　ma�血r　azot　oksidh!k　maddilar　atmos　趾i!gakU註jJI　,　kisiltall!k

yam!gur　h公田ほd!er!ehzarli!k　k!on!erning　ikologiy!e　sistimisini　l　l　'゛　　‘　　●

R->y!en!e　,　miniral　ye!kn!gu　!katarh!klarning　k!oy!uxi　g!e　a皿辿m辿迄｣尨4kn

g!unggurt　oksidh!k　maddilar　azot　oksidh!k　maddilar　atmos　丘ra!ga　kalgiyip　,　k18iltah!k

yam!gur　h盛囚l　d!er!ehzarh!k　k!o11!eming　ikologiy!e　sistimisini　¶　　ゴ''j

data[21]=乾燥地帯で進血22迦互砂漠化も深刻な問題だ｡

-->!kuru!klu!k　rayonida　゛1　゛1　‘　'1　　!kum!ga　aylinixmu　qong!kur　m!esille　,

R->lkuru!klu!k　rayonda　゛'¶　　'jl　　lkumlu!khxixmu　qong!kur　m!esU!e　｡

data【221=省エネルギーの徹底と新エネルギーの開発

--≫energiy!etijlexning　!uzil　kismixixi　bUlen　yingi　energiyining　aqmxi

R-≫energiy!e　tij!exning　!uzU　kismixixi　bil!en　yingi　energiy!ening　aqHixl

data[23]=こうした環境破壊に社し工現在､各種の対応策検討､　　されている｡

--≫muxunda!k　mo!hit　w!eyranqili!gi　g!e　n誕凶況a　!hazir　,lk18ma-!ki8ma
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t!edbir　!gu1!gula　,　¶　　1　1　11　゛w　‘　u.

R-≫muxunda!k　mo!hit　w!eyranqmlgi　g!e　m必恒嶽m　lellhal

muzakir!e　,　1　111　1‘,'　゛･u｡

!h!er　hil　t!edbir

data[24]=例えば､地球温暖化を防止するには､炭酸ガスの排出量を担制する必要が灸互｡

--≫m!esillen　,　y!er　xarining　i8sip　kitixini証d這這出XUil!　,　karbonoksidi　gazining　qi!karix

mi!kdarini　iz　i　l　　a　　!haj!et　bar　.

R-≫m!e8nlen　,　y!er　xarining　issip　kitixini　a址丿韮L娃記ka　,　karbon　oksidi　gazining

ql!karix　mi!kdarni　‘　゛　l　dil　z!or!ur　･

data【251=そのために､産業･民生両部門での省エネルギ一の徹底と､化石燃料に豊尨互

新たなエネルギーの開発･導入が求められている｡

--≫uning　s!ew!epk!e　,　sana!et　゛h!eh!k　turmuxi　ikki　organining　energiy!e

tijlexining　!uzil　kisilhixi　bU!en　,　miniral　ye!kU!gu!ga　　　　　,.　　b　iii!　　yingi
　　　･　●　･　　　　　¥　一　･　　　　　X　　　　　　　　　　　　　　　　I　S　●　　　S

energlymmg　aqnlxl‘　klrg!uz!ux　1　1　1　nl　　i　,　｡

R-≫!exu　yi!g!gi11　,　1gihk　･　h!eh!k　turmuxi　ikki　organning　enerμy!e　tij!exning　!uzi1

k18ilhxixi　bil!e　n　,　miniral　ye!kU!gu!ga　　　　　゛　゛l　　bax!ka　energiy!ening　aqihxi　･

kirg!uz!ux　1　1　1　'　゛1w　1

data[26}=同時に､炭酸ガスの固定化技術の研究開発も行なわれている｡

--≫b1r　wa!kitlka　,　karbon　oksidi　gazining　mu!kimlaxturixi　tehnikh!k　t!et!ki!k　!kmx

aqixmu　゛　　''=|　'　,

R.≫bir　wa!kit!ka　,　karbon　ok8idi　gazining　mu!kimlaxturix　tehnikhlk　t!et!ki!k　!kUix

aqixmu　゛　‘H

data[271=熱帯林の保護に賤k工佳､先進国の植林プロジェクトが進められている｡

--≫1ssi!k　b!elwa!g　orminining　!hamih!gi　j泌h知ま泌,t!er!elk!kl　!kil!gan　d!o1!etl!eming

orman　b!erpa　!knix　pilani　ilgiri　ぬj£這辿這這M,

R-≫issi!k　blelwa!g　ormini　!ko!gdax　j包U訟tt址,t!er!e!k!ki　!kn!gan　d!o1!etl!erning　orman

blerpa　!kihx　pnani　ngir1超uぬ伍sltid11　･

data[28]=また､日本を中心に再生紙の利用が広か　を　せてお　､今後は古紙回収シス

テムの整備が急､がれる.

-≫lkayta　,　Yaponiyini　m!erk!ezg!e　!kaita　ixl!eng!en　!klelg!ezning　paydmnixi

　1　　1　　1　　'　　　　゛'U必:p包z,bundin　kiyin　kona　lk!e!g!ez　yi!g袖仙x　si8timisining

m!uk!emm!en!ext!ur!uxi　゛1　1　1　;‘　｡



R-≫y!enle　,　Yaponiy!enj　m!erk!ezgle　!kaita　ix1!eng!en

　/1　1n!erl゛　k‘　1　　,bundin　kiyin　kona　!k!e!g!ez

mluk!emm!eH!ext!ur!uxl　゛¶　jrl　゛u｡

235

lk!elg!ezning　paydUinbd

yi!giwmx　sistimasining

data【291=オゾン層破壊に⊇牡て戻,今世紀中に特定フロンの全廃を目指すと牡立世界的

な取り決めがなされた｡

--≫ozon　!k!ewitining　buzulixi加址r泌叙,muxu　!esir　iqig!e　ala!hid!e　k!orsitilg!en

furonining　!h!emmini　bekar　!ki1泌ni　kj瓦h鎖な皿⑤d垣ほ肖ぶ皿dunyawi　!elhdi　namle

m｡

R.≫ozon　!k!ewitining　buzuhi　辿霖泌血,muxu　!esir　iqid!e　ala!hid!e　k!orsitilglen

furonning　lh!emmini　bekar　!kmxn1　辿amx£ほ趾辿m　dunyawi　lelhdi　nam!e　t泌ztuldl　,

datal301=規制対象のフロンに替れる[代替フロン]の開発も破実に進瓦ヱ公五｡

->　qlekl!ex　obektining　furoni!ga　　　　　､　　　　゛‘'　【　orun　basar　furon　lli!k

aqihmu　lh!e!ki!k!et!en　逗這辿s函山l⑤.

R-≫　q!ekl!ex　ob1でkt　furon!ga　　　　　　`“　　[　orun　　basar　furon　lning

aq山ximu　!h!e!ki!klet!en　゛゛l　j　l　゛,

data[311=酸性雨対策とシて違,窒素酸化物の発生源と七ヱ特に自動車の影響が圭吐さ血,

企業や大学などが燃費の向上や,環境にやさしいメタノール車などの開発に血互鉉L左ヱ血

る｡
-

->kisiltah!k　yam!gur　qar!e-t!edb泌斑周公仙丿公,azot　ok8idh!k　maddilaming　!hasil　bolux

m!enbisi必喝丿亙d瓦!k!ew!et　aptomobnning　t!esiri　j1　1　1　　1　1　1　゛　,karhana　all

m!ekt!ep　!katarli!klar　yi!kil!gu　!unimining　lost!ur!uxi　,　mo!hit!ka　mulayim　metano1

aptomobih　!katarh!klarning　aqihxi!ga　k泌x辿血這M,

R->kisiltali!k　yam!gur　t!edbirぬ堆md址,azot　oksidh!k　maddilarning　y!uz　b!erix

m!enb!e超upjlidk　bolupmu　aptomobUning　t!es1ri　伺1い　1'゛',karhana　ah

m!ekt!ep　!katarh!klar　yi!kil!gu　lunimining　los!uxi　,　mo!hitlka　mulayim　metanol

aptomobm　!katarlilklarning　aq趾xi!ga　k泌xj五滋謐u.

data[321=自然との共生､新しい文明を一環境の世紀への提案(最終回)

-≫t!ebi'!et　bn!enning　orta!k　ya皿xi　,　yengi　m!ediniy!etnl　-　-　mo!hitning　le8函gining

k!orsit函(!eng　ah1r!ki　!ketim　)

R->tlebi!et　b11!en　bo1!gallorta!k　yaxax　,　yengi　m!ediniy!et　--mo!hit　!e8irig!e　bolgan

t!ekhp(!eng　ah1r!ki　!ketim　)
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data【33]=環境の世紀を迎えるに当たって私たちは様々な観点から環境問題を慰り上げ､

対策を援主kヱ立た｡

-.≫mo!hitning　!e8irini　!　　1　j　i¶　-　　④biz　!kisma-!kisma　k!oz!karaxtin　mo!hit

m!esm8in1　　1　1　　　,　qar!e-t!edb1rni　l　sit゛　?　ぷ⑥,

R,>mo!hit　!esirini　l　‘　jx　　゛　biz　!herhil　k!ozlkaraxlardin　mo!hit　mlesUisini

　,r1　　1　　　,qar!e-t!edb1rl!ernH　1　　1　゛　!　1　.　1　1　･

data[34]=環境問題の特徴は､ゴミ処理と牡2立身近な事柄からフロンガスや炭酸ガスに

圭互オゾン層の破壊､温暖化などの地球規模にまたがる問題まで､広範多　にわたること

だ｡

--≫mo!hit　m!esHisining　ala!hidni雨,!ehl!et　b1rterep　!kihxl助訟n　k!undihk　ixlardin

furun　gazi　karbon　ok81di　gazig!e　皿a辿m!gan　ozon　!k!ewitining　w!eyranqili!gi　,

m!otild1Ilaxix　!katarli!klarning　y!er　xari　k!o1!emig!e　辿!k迂泌!g皿m!esn汝垣e,土土土汝a

陶必④｡

R-≫mo!hit　m!esilisining　ala!hidihgi　,　!ehl!et　birterep　!kilix助必n　k!undilik　ixlardin

furun　gazi　karbon　ok81di　gazig!e　aaaj辺jぶ降n　ozon　　!k!ewitining　buzuhxi　,

m!otidmaxix　!katarli!k　y!er　xari　dairi81!ga　包lk辻泌辿m　m!esi1!e1!ergiqe　,　dぬr辿jntay辿

kng　ixdur　｡

data[351=しかも､それぞれの問題は個々別々に必五のではなく､互いに菌塵k意公､一

つの系､つまりつながりとして密接に錨立恋白｡､監甕k意2工地球､あるいは太陽系宇宙

全体にかかわっている｡

-≫uning　!ustig!e　,lh!erlkay8i　m!esil!e　bax!ka-bax!kjiLiki⑤yo!k　,!ozara　b汝hnixhlk

h仙雄,bir　sistema　,　!e1!ha1　1“.゛h　''l　ziqQ吐m咄l,仙滋LLk涵xip　y!er　xari　,

yaki　!kuyax　sistemisi　p!utk!ul　al!emig!e　雄1辿1s磁dM⑤.

R->uning　!u8tig!e　,　!h!erlkaisi　m!esU!e1!er　bax!ka･bax!ka　blma滋j』1,!ozara　h!仙逗xmk

kh垠　,bir　8istema　,　yeni,1　゛'1　'゛¶　ziq　q娃逗s泌,仙滋£』辿滋p.y!er　xari　,

yakl　!kuyax　sistemisi　p!utk!ul　al!emg!e　.¶'゛|゛

data【36]=環境問題の複雑さとむずかしさであ凌｡

-->mo!hit　m!esihsining　mur!ekk!ephkhk　bn!en　mur!ekk!ep吐,

R-≫mol趾t　m!esihsin血g　mur!ekk!ephgi　bU!en　dixwarh!g辺迢

data[371=その意味で環境政策は後公良左血専門化さ赳た今日の科学技術を遡慈丘し､自

然全体を視箆昆蓋乙なかで有効な対応を　いだしていく作業と豊え凌｡

-≫　uning　m!enid!e　molhit　siyas!et1　゛　゛　1　1　1･¶ulu　　　¶　!　s1　°x゛!(S)
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!emdmktining　p!en-tehnikisinl　!k　　　゛　↑ex　lu　'　ご　,p!utk!ul　t!eb1'!etlli　k泣zd瓦

包址lぶ皿⑤iqt!e　!un!uml!uk　t!edbirn1　　゛　゛¶1　°''⑤ix■公d四包⑥｡

R-≫ !exu mlenid!e mo!hit sivas!eti ゛　゛11　j　1　11　･､

　u仙hl　､si　1!extlu　lul　!e　!hazir!ki　p!en,tehnikani　l　･　'､¶　1　¶　　,plutk!u1

t!eb1!etni　klozd!e　tutux　j!eryanida　lunluml!uk　t!edbir1!emi　辿辿u凶函jxid池血迦ymiz.

data[38ド生物の世界で生態系と呼ばれ羞生存のための連鎖の環は､より広い意昧では自

然界をつくり上げ､飲た七ヱ公五秩序体系であ五｡

,,≫ !hayath!kning　dunyisida　ikologiy!e　sistimisi　d!ep　庭m止i謐皿

k!eq!or!uxning　!uq!unning　ker!eklik　lhallka　,tehemu　k!eng　m!en!e

d　y　i　1J　j　!　l　j　i　i　t!　吋ip　i　t　mi　i

　!hayat

t!ebl'!et

R->!hayatli!k　dunyasida　ikologiy!e　sistimisi　d!ep　滋mdj!an　!hayat　k!eqlorix　!uq!un

ker!ekhk　!ha1!ka　,tehemu　k!eng　m!enidle　t!ebi'!et　dunya8in1　　　汰ump

Qj!kjぶh11　　1　11　　!　i　･　'　;l　　t!ertip　sistemi8i　｡

datal39]=そこには自然界固有のリズムと時間があ凌｡

--≫u　y!erg!e　t!ebi'!et　dunyasi　has　ritim　ba!en　zaman　hJい

R-≫u　y!erd!e　t!ebi'!et　dunyasig!e　has　ritim　bi1!eli　zaman　har

data【40]=自然破壊に主五地球環境の悪化と人類の将来への危惧は､自然の一員で教羞人

類が､文明と亘立巨大な人エの一大世界(系)を築き､自然の復原力をはるかに址えた規

模とスピードで､自らの生存基盤であ泰自然､つまり地球環境を弦星ムヱ公五ところに灸

る｡
一

-.>t!ebi'!et　wleyranqUi!gig!e　u盆辿uな皿y!er　xari　mo!hitining　naqarhixi　bil!en

insanlarning　k!elg!usigining　!endlx!e　,　t!ebl'!etning　bir　!ezisi　in8anlaでr,m!ediniy!et

dky恚包an　!gay!et　zor　slun'i　bir　qong　dunya　(　8i8tema　)ni　!kMzMll　,

t!ebi'!etning　!kaythxi　ilktidarni　intayin　m旦nkな皿二①　　k!ol!em　b11!en

s!ur'!et　,　!oznrining　!hayat　k!eq!or!ux　a､sas1_⑤tlebi'!et　,　!el!hal　y!er　x､ari　mo!hitini

　l　　'il'゛゛1　⑤y!erdiki　｡

R.>t!eb1'!et　wleyranqm!gig!e皿u謐咄ほn　yler　xari　mo!hitining　!ezw!eyl!exi　bi1!en

insanlarning　klelg!usig!e　bol!gan　!endix!e,t!ebi'!etning　bir　!eza81　bo1!gan　in8anlar　･

m!ediniy!et£ほd辿i降n　lgaylet　zor　s!un'i　dunya(　8i8tema　)n1汰amll　,

t!ebi!etning　!kaytilax　i!ktidaridin　lntayin　訟£kia　k!etk!en　k!ol!em　wle

slur'!ettle,lozhrining　!hayat　kleqlor!ux　asasi　hQlga,n　tlebi'!et,　y!eni　y!er　xari　mo!hitni

　!　　　!…　　l　　y!erd!e画JJ.
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data[411=傲慢な自然界の新参者

-->!hakawur　tlebi'!et　dunyasining　keyin　p!eyda　bol!ganlari

R->!hakawur　tlebi'let　dunyasi!ga　keyin　p!eyda　bol!ganlar

datat421=環境問題の原点は､人類が自然界の一員であ凌ことを自覚し､自然を征胆室互

ことヱ｡ユ乙LL迂た文明のあり方を問い血し､　直すことから始まる｡

-->mo!hit　m!esilisining　baxlinix礼insanlar　t!ebi'!et　dunyasining　bir　!ezisi　!em!ehli

a祠lkap　,　t!ebl'!etni　　　　　　　l　゛　1!　1　　　11　1　⑦m!ediniy!etning　m!ewjut

bolux　x!ekihni　lk叙尨JyjL11JI　,　!　　　　　1　.1　　　゛ld　'　bxhnidl!　.

R-≫mo!hit　m!e8msining　baxlinixi　,　insanlar　t!ebi'let　dunyasining　bir　!ezasi　ik!enhgini

鉦4Uijぶ!,t!ebi!etni　　,　　　　　1゛‘!　lu　　‘　'　!　　　m!ediniy!etning　m!ewjut

bolux　x!eklin吋ka紅趾QJjぶ,1　　　　1　?　‘1゛'bxUnj止1.

datal431=言亘徴え血ば自然の破壊･開発を亙2工文明とkヱ立た人類の歴史を､自然と

の共生･調和の方向につくり゛えていくことにほかならない｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

--)　　　　1　゛'　1　゛'　　　　!　l　　　　　tlebi'!etning　W!eyranqm!gl　　･　　appppqihx　hjlj蜃n

m!ediniylet　l　゛　'　1　･　1　1　(器)　insanlarning　tarihini　,　tlebi'let　bH!enning　orta!k

yaxaxi　'　mashxixning　t!er!epigle　l　　　　i　i　l　　'　　　ri⑤!kidin　bax!kisi趾由延ぷa⑤｡

R-≫　b　-1　1　1　!山　　　↑　　　,t!ebi!et　w!eyranqHi!gi　゛　aqixni　m垣辻ijnjぷL蜃t

l　'゛¶　¶　　　　¶　l　insanlarning　tarihini　,　t!ebi!et　bU!en　orta!k　yaxax　゛mashxix

t!er!epig!e　'　'‘　　4　din　bax!ka諒LyQk

data[441=人間中心主義とも言える自然観､文明観を転換し､宇宙船地球号の一員と血工

自らを佳Lし､その知恵と能カを自然との共栄共存のために箆立ことヱなければならない｡

-->　insan　m!erk!ez　m!esl!egi　bn!enmu　　'¶　1　¨l　　　t!ebi'!et　!karax　,

m!ediniy!et　!karaxni　包4kd訟　,a1!em　kemisi　y!er　xari　namining　b1r　!ezisi

ぬ扨逗d扮!ozhrini址d以kk登d址,uning　!e!kil　bil!en　i!ktidami　t!ebi'!et　bU!enning　orta!k

g!umnix　orta!k　yaxaxi　!uq!un　'　1　゛　'　‘　゛'④yo!k　bolsa　hlmay£hl｡

R-≫　in8an　　m!erklezqHigi　　d!epmu　　‘　1　1　　;1･　　　　tlebi'!et　　lkarixl　　,

m!ediniy!et　lkarixini　l皿咄出池　,al!em　kimisi　y!er　xari　namli!k　hadim

ぬ必t泌e　lzhrini　l　　　゛　　,!exu　!e!kU　bU!en　!kabmy!etni　t!ebi!et　bU!en　olta!k

yaxap　orta!k　g!ulhnix　luq!un　k曲mm辿lkl皿lydll.

data[45]=亙££迩剋遥､人聞ぽど傲慢な存在はない｡

--≫ほ玩d£ka,insanqilik　lhakawur　m!ewjudiy!et　yo!k　,

R.≫Q辿IJj屁ka,1n8aniy!etqihk　!hakawur　m!ewjudiy!et　yo!k　,
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data【461=四十五､六億年とされる地球の歴史のなかで人類が竟場す灸のは三､四百万年

前で岳左､農耕を腫良し都市文明を曼生のは高々数千年から一万年前で恭凌｡

--≫tlot　on　b!ex　,　altle　y!uz　milyon　yil　d!ep　lk釦滋這公戮m　y!er　xarining　tarihining　iqidle

insanlar　　'lk!　　lk゛l゛!uq　,　tlot　y!uz　tlumlen　yH　ilg1ri址山Jぶ!,y!er　terixni址1XUJ2⑦

xle!h!er　m!ediniy!etini　　1!　¶''1　1　1　k!op　dig!endle　birn!eqq!e　ming　yildin　b1『

tlum!en　yU　U紅ri　,

R-≫t!ot　milyart　b!ex　,　alt!e　y!uz　milyon　dlep　!k旦rihdjJIJul　y!er　xarining　tarihning　iqda

insanlaming　b　li'　,　1　.'lh｡1　!uq　,　t!ot　y!uz　t!um!en　yil　ilμΓibjL斑1,yler　terixni　hxh21iま

x!e!h!er　m!ediniyitini　rlμ!　　1　¶　゛‘k!op　dig!endle　birn!eqqle　ming　yildin　bir

t!um!en　yil　ngiridJJr,

data{471=他の生物に比べ新参者であ五人間は､科学技術を手にム剋ることで地球を我が

物と主盃が､それは今世紀もここ数十年の出来事にすぎない｡

-≫bax!ka　!hayatli!k!ka　鎚逗包nUL④keyin　p!eyda　bo1!ganlar　insan　,　p!en･

tehnikini　!kol!ga　'　訃　1　　1'゛ly!er　xarini　m!en　madda　dtep　!ka皿却辿1n昶⑤⑥,u

muxu　lesirmu　bu　y!er　birnleqq!e　on　ym1!k　ix　din　ibar!et　,

R->bax!ka　!hayatli!k!ga　辿吐ぬ逗a盛a　keyin　p!eyda　bo1!gan　insanlar　,plen･

tehllikan1　!kol!ga　1　1　　　1-゛l　y!er　xarini　!ozining汰辻kLuy£!,　u　nlux.u　lesirmu

muxu　birn!eqq!e　on　yim!k　ixdin　ibar!et.

data[481=気の達《なるような長い時聞を左吐出圭上記2互地球を､人類はわずか数十年

で亙血さ旦､幾多の生物から生息地を竟址､絶滅に血比た2立｡

--≫!es-yadning　゛!　1　゛　1　⑤　uza!k　zamanni£aiL!kjjLill　ij辿kkn　yler　xarini　,

1nsanlar　!kis!kilam　birn!eqq!e　On　ynd!e　･　♂　¶　　　　　J　,k!Opliglen　!hayatli!ktin　yaxax

orunni址出翌jよil1⑦,!halak面･dap!ka迦なhdi.

R-≫!es･yaddin　'1　,　1　1　1　uza!k　wa!kit　a趾ロLLkU址pLhltjkkn　y!er　xarin1　,

insanlar　!kislkilam　birn!eqq!e　on　yUda　　　　　　　　,　k!ophg!en　!hayatlilklardin

yaxax　omin1　辿出m出p,!halak　girdawi!ga尨なh･,

data{491=地球が水惑星と呼ば益､生き物か主差互天体で裁互のは､まったくの偶然と盈

われる｡
-

-->y!er　xari　8u　8!eyyarisi　d!ep　aljJill　,　lhayath!k　'　　''　al!em　jinist!e　kkx　,

plut!unl!eyning　tasadipm!gi血泌池l,

R-≫y!er　xari　su　s!eyy�esi　d!ep　ぬ辿,!hayathlklar　'　　1'　1　al!em　jinisi

ik!enligi　p!ut!unl!ey　tasadiムb1血咄辿l,
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data【501=太陽からの距離､地球の質量等､胤泉社た条件にλ2ヱはじめて地球は､水惑

星と盆左､生物の誕生と生存を可能にしている｡

->!kuyaxtinning　arihlφ,y!er　xarining　massisi　!katarli!k　,　患jmm垣坦k　x!ertg!e　a路油誕

eqip　y!er　xar1　,　su　8!eyyarisi　b垣a,!hayath!kning　m!ewlut　boluxl　bi1!en　!hayat

k!eq!or!uxni　imkaniy!et　!kihwatidu⑤｡

R-≫!kuyax　bil!enki　arililk　,　y!er　xarining　massasi　!htarli!k　,　伍治斑必坦k　x!ert1!er　g!e

a怒油諧andin　y!er　xar1　,　su　s!eyyar!esi　b垣p,!hayatli!kning　m!ewlut　boluxi

bil!en　lhayat　kleq!orixg!e　imkaniy!et即血t辿疸丿止1.

data[5il=科学技術文明を生み出_したのは､十七世紀の西欧世界に興2た合理主義であ凌｡

-≫p!en-tehnika　mlediniy!etini　　i!　1　　1　1u　l　,　on　y!ett!e　!es1rning　!glerp

dunyisi!ga　U辺ぬ必辿辺m!enti!kizim　,

R-≫p!en-tehnika　m!ediniyitini　　¨11　　1　?　'1,　0n　y!ettinqi　!esiming　!gerp

dunyasidaLkQz池dhほn　mlent1!kizim　d皿,

datal521=合理主義精神の体現者とも且左蚕デカルトは､理性を玉コヱ人間を他の生物と

匠別ム､自然と文明を尨置史笠立｡

-≫　m!enti!kizim　ro!hining　mu!eyy!enl!ext!urgluqi　bn!enmu　j　1　1　訓　　⑦

Dikartバe!kH蜃丿址a　insanni　bax!ka　!hayath!k　bi1!en　'!　'　!　rl　,　t!ebi'!et　bn!en

m!ediniy!etni　'　-　'　゛11　1　u-1　1　　u　i⑤.

R-≫m!enti!kizim　ro!hining　yarat!kuqisi　画ぶa這逗降n　dikart,　!e!kU　bjよtal　insanlarni

bax!ka　lhayatli!klartin　l　¶　1　　?　!　,t!ebi'!et　bn!en　m!ediniy!etni　‘　-　1　1　1　1　　ダ

心

data{53]=人間はここに自然から豆立雌宜血た存在とな7た｡

--≫insan　bu　y!erg!e　t!ebi'!ettin盆y逗汝皿m!ewjudiy!et　bo池.

R,≫insanlar　bu　y!erd!e　t!ebi'!etdin　a孤丿坦jm　m!ewjudiylet　hQkLk｡

data[541=自然を客観的に理解す泰ことが科学や学問とされた｡

--≫tlebi'!etni　obiktip･　!hal　必必nix　p!en　!k!el!em　d!ep　lkaraldi　･

R-≫t!ebi!etni　obiktip　!halda　仙ainix　p!en,　ehm　d!eplh£aよdi,

data[55]=自然の本質を型竪£自然界の法則を揺互科学は､その思考構造に尨り工､宇宙

の創造主で迦互唯一絶対の神の存在を豆吃互キリスト教のそれと鉦工り互｡

-≫t!ebi'!etning　ma!hiy!etini砥uxi逗ぶ1　t!ebl'!et　dunyasining　!kanun1rli包如址an　p!en　,
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uning　t!ep!ekk!ur　!kurulmisi!ga　必mlap　,　al!emning　yant!kuq1　__⑤　birdin･bir

mutl!e!k　hudining　m!e哨udiy!etini辿瓦血ほa』!　hiristiyan　dinining　usi　bil!en　盛xa狸這這M

⑤｡

R-≫t!ebi!etning　ma!hiy!etini　a�xinjJ!　t!ebi'et　dunyasining　!kanuniy!etllrini　包ぶ1まi!gajn

plen,uning　t!ep!ekk!ur　lkurulmasida　a1!emning　yarat!kuqisi　1疸U彗a工1　birdin･b1『

m　tl!　!k　h　d　i　g　m!　wJ　tli!μ!g　返inidjlgan　h訊tiy　di　i　i　g　l　ig!　心

dataL561=唯一存在である神への帰依は､真理の探究を使命と主互科学の誕生を|皇した

と言える｡

--≫birdin-bir　m!ewjudiy!et　hudi!gining　_⑤　tayinixi　,　!h!e!ki!k!etning　tepixini　buruq

d!ep涵mぼ盃池m　p!enning　m!ewlut　boluxini　嶽丿遡訟g皿函辿出幻出l⑤.

R-≫birdin-bir　m!ewjut　huda!ga　bEim　tayinix,!h!e!k1!kletni　te･pixni　ozining　burqi

d!ep汰皿滋伍泌m　p!enning　m!ewlun　boluxlni　嶽ぼ孤辿泌m　　゛'1--'.

data[571=キリスト敦にあ2ては神は絶対であ亙､神の似姿であ凌人間と他の生物との開

には厳然とした境界がある｡
　　　　　　　　　-

-->hiristiyan　dinig!e　blsa　huda　mutl!e!k　bb雄,ila!hiy　s!urletlig!en　insan　bil!en

bax!ka　lhayatli!k　bi1!en　arh!kti!ga　eni!k　q!ek-qegra　har　,

R-≫hiristiyan　dinida　hQ辿!　huda　mutl!e!k址山坂,huda　s!ur!ethg!en　insan　bii!en

bax!ka　!hayatli!k　ning　arligida　eni!k　bo1!gan　q!ek-qiga　hat

dat,a[58]=神一人一自然と明確に区別され､諧盟化史む立秩序の下で､神から逗遥社た人

間は他の生物に菰臨ム､自然を征屋主互jニよを当然と主蚤考えにつながっていった｡

--≫huda-ad!em　-　t!ebi'!et　bU!en　eni!k　1　1　!　1　　1　　1　　⑤,'　　‥'.⑤

t!ertipning　asti　,　hudidin辿na£aninsanbax!ka　!hayath!k!ka　l　､1,九　　　　.゛1　1　'゛,

t!ebi'!etni　b　u　u　　i　!elw!ett!e　d,1　1　　　　　　'1　　　⑤!karax!ka　¶　'‘　　　　仙⑦｡

R-≫huda　-　ad!em　-　t!ebi!et　d!ep　eni!k肺£Mijll　,　'　　　　　　l　　t!ertip

astida,huda　t!eripidin　tanan!gan　insan　baxlka　!hayathlklar!ga　↑¶　1゛　　H　I゛゛,

t!ebi!etni　　　｡　r　　oelw!ettle　d包yd1!g&n　lkarax!ka　l　!　゛　　　1.

data[59]=それは一方では自然を客観的に理解しよ今との科学精神をはぐくみ､他方では

人間第一主義の文明思潮と鼠2ヱ､その後の世界に広がつ互｡

-->u　bir　t!er!ep　t!ebi'!etni　obiktip　!hal必辺山訟y　dep　plen　rolhini　y蛙辿込u包恥y!en!e　bir

t!erlep　insan　birinqi　m!esl!egining　m!ediniy!et　e!kimi　bk眼,undin　keyinning

dunyisi!ga　k皿g泌y恚,

R-≫u　bir　t!erleptin　t!ebi!etni　obiktip　!halda　息haj』瓦y　dleyd1!gan　elim･pen　ro!hin1
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y盛j』盆�山諭y!en!e　bir　t!er!eptin　in8anbirinqmk　mediniy!et　elkimi　趾血眼,undln　keyinki

dunya!ga辿周泌泌｡

data[60]=自然は未開であ万､自然を征服し､改造することが善`て?血左､人類の進歩で灸

互と主互自然観､その延長としての文明観は､同じ文脈の上に底立ムた科学技術の発達を

テコに産業革命を促し､それに生立生産力の飛躍的な発展は､今日の世界につながるエ業

化社会を鼠ま史址た｡

-->t!ebi'!et　tehi　eqilmi!gan　bhlll　,　t!ebi'!etni　b邱辺這旦n眼,包4凶ijx　h池工!£山=垠④,

insanlaming　ilgirhxi　!　1　　　゛¶　⑤t!ebi'!et　!karax　,　uning　dawam　ぬ垠血這1nin彗

⑤m!ediniy!eti　!karax　,　ohxax　m!enti!kning　!ustk!e　汰皿MUan　p!en-tehnikjilling

t!er!e!k!kiyatini　pixang!ga　sana!et　in!kilawini　'　le　l　゛　'　'　'　゛1',u!ga池面這藍an

ixl!epqi!kirix　kluqlirining　uq!kand!ek　rawajlinix　,!emdmktining　dunyisi!ga

h泌Lin辿逗皿sana!ethxix　j!emiyletini　'　　　　仙⑤｡

R-≫t!ebi'!et　tehi　eqilmilgan　hjLuJI　,　t!ebi'!etni　b孤辺Mbm!JI　,　k囚訟1こt血即加山hll,

insanlaming　Hgirlixid皿　d包y辻江gan　t!ebi'!et　!karixi,uning　dawami　k1辿辺

m!ediniy!et　!karixi　bolsa,ohxax　m!entilke　!ustig!e　Ua回£an　p!en-tehnikaning

t!er!e!klkiyatini　asas　　!kilip　　　sana!et　in!kH.awig!e　1　1　　1　k　'　i!k　l　'.゛　　　タ

uning!ga知必辿Uan　ix1!ep　qi!kirix　k!uqining　uq!kand!ek　rawajhixi,　b!ug!unki

dunya!ga　h溢辿dな皿Sana'!etl!exk!en　j!emiyetni　!　　II'u　',

data[61]=理性を環境保全のために

-->!elkUni　mo!hit　asraxl　!uq!un

R.≫!e!knni　mo!hit　asrax　!uq!un　ixlitlx

data[62]=だが､自然の枠組を大き《逸脱した人類文明の発展は､人間存在の根底を掻互

がせ､人類そのものの存続に黄信号をと　すようになる｡
㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　¶

-≫b1ra!k　,　t!eb1'!etning　ramkisini　qong　UMdLk仙祠Jlinsanlar　mledinl　rawajhnix　,　1nsan

m!ewjudiy!etining　t!egin1　辿l瓦dtjぶ1,insanlar　!ozining　dawamhxix1!ga　ser1!k　qira!gini

　l　゛a　　　　､“

R->　bira!k　,t!ebiletning　ramkisidin　qong　UmUkjまgan　insanlar　m!ediniyitining

raw司hmxl　,　msanly!et　m!ewJudlyltmmg　t!egnl　U登訟11tjぶ!　,msanlarnmg　!ozmmg

dawamhxixl!ga　8eri!k　qira!k　↑“　゛　　　　　　｡

data【63]=人口の爆発､森林の消滅､食料を含めた資源の枯渇､大気･海水･水資源の汚

染､二酸化窒素や炭酸ガスの発生によ凌温暖化､フロンガスによるオゾン層の破壊-一様々

の形で裡瓦蚕旦五環境問題は､自然の逆襲と言っていい｡
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-->nopusning　partlaxi　,　d!er!ehzarh!kning　yoilkuhxi　,　ax11!kni　l　‘　'゛　¶　1　,

bayhlkning　t!uglep　ketixi　,　lhawa　'　dengiz　susi　･　su　bayli!gining　bul!ginix1　,　azot　qala

oksidi　karbon　oksidi　gazining　lhasil　boluxig!e　鮭a辿u】謐迢1　mlotUdnlaxix　,　filrun　gazig!e

m幽ぬ皿ozon　　!k!ewit£ning　w!eyranqih!gi　--　!h!er　hn　x!ekild!e　hd,;p

辿五E銭辿心潔1⑤mo!hit　mlesmsi　,　t!ebi'!etnijng　!kayturnlaz!erbisi£4ぽahxi④.

R->　nopu8ning　partihxi　,d!er!ehzarli!kning　yo!kuhxi　,aムxh!kni　l　　゛　i　‾¶　　　1

bayh!klarning　t!ug!ep　ketixi　,　!hawa　°dengiz　s!uyi‘　su　bayhlkhrining　bu】!ginix礼

karbon　oksidi　gazining　!hasil　boluxi!ga　as誼�n汝an　!hawaning　issip　ketixi　,　furun　gazi

g!e皿皿k■邸Jlozon　!k!ewitining　w!eyranqi11!gi　--　!h!er　hil　x!ekildle　k面l

辿!lwat!kan　molhit　m!esil!esini　,　t!ebi'!etning　!kayturma　z!erbisi　r゛　･　……｡

datal641=地球には二百万ないし三百万種と亘拡江五多様な動植物が存在す凌｡

--≫yler　xari!ga　ikki　y!uz　t!um!en　yo!k　!kihp　!uq　y!uz　t!um!en　hil　d認m訟g皿k!op

t!url!uk　!hayatli!klar　　1　　1　‘　!　tl　i1.,

R-≫y!er　xarida　ikki　y!uz　t!um!endin　luq　y!uz　t!um!en　hilgiq!e　1ぼ公這辿gaja　k!op

t!url!uk　!hayath!klar　m知yjMt

data[65]=生物と長て否人間はその一つにすぎず､地球環境の恵みと微妙なバランスのう

えに生存を許されている｡

--≫　!hayath!k　超脚洵丿斑滋ng　insani　uning　b1rg!e　包Lma磁jJL④　　,yler　xari

mo!hitining　!himm!eti　bU!en　inqik!e　t!engpungning　lustig!e　!hayat　k!eq!or!uxnl

　　1　1　゛'.゛　　　　｡

R,≫!hayath!kぬ垠社idiki　insaniy!et　xuning　b1rsid辿　　1　　　1　　t　1　　1　　　　　　,y!e『

xari　molhitning　!himmiti　bU!enki　inqik!e　t!engpungli!k　!ustid!e　!hayat　k!eq!urix

　､,!　¶　1'゛　‘,I､｡

data[66]=地球や自然は人間のために教互ものではなく､すべての生物に亙コヱ慰共有物

である｡
　-

-.>y!er　xari　t!ebi'!et　in8an　!uqlun　m!elum　n!er8!e　yo!k　,barh!k　lhayath!kg!e

n誕k吐mljing　orta!k　n!,ersisi　｡

R-≫y!er　xari,　t!ebi'!et　insanlar　uqun　m!ewjut　n!er8e　!em!e8,　barn!k　!hayath!klar　g!e

n融なt垣n　orta!k　n!ers!edur｡

data[67]=核戦争という滅亡の危機をからくもかわした人類は､環境問題と牡立試練に直

m.

-.≫yadro　uruxi£1訟ほgan　!halak!et･ning　kirizisini　aran　kikh猛gka　in8anlar　,　mo!hit
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m!esilisi　d包以な辺1　sina!k!ka　　　゛　,　j

R-≫yadro　urux1£旦yd逗降n　!halak!etning　k1rizisini　aran　!盛k�zghln　insankr　,　mo!hit

m!esil!e　dk如jj彗戯l　sina!klga　　　l　lk　‘

data[681=理性を拉2ことで他の生物と区別される人類は､これからは理性を地球環境の

危機をヱ逍L､破滅を念亘止め互ために　わねばならない｡

-->　!e!kilni　址k｣瓦山!xta　bax!ka　!hayatli!k　b111en　　1　1　1　　1　r1　1'il　　　insanlar　,

budin　!e!kilni　y!er　xari　mo!hitining　k1rizisini　m包垣址tLkl1　,!halak　boluxni

址hjjjム!uq!un　l　　　　　　'

R-≫!e!kilg!e　j仙丿辺1Mx　s!upitid!e　bax!ka　!hayath!klar　bi1!en　''kl'　､'u　!ulidi!

1nsanlar　,　bundin　keyin　le!kilni　yler　xari　mo!hitning　kirizisini　m泌垣kr!kぶ,!halak

boluxini　h血幽jx!uq!un　l　　　　　･･　　`　･　　　　　　　　･　●

data[69]=それは第一義的には環境保全のために科学技術を動貝することであり､経済社

会の仕組みや文明のあり方を罰左jLむニ上で喬互｡

--≫u　b1rinqi　m!enidin　eytlkan!ga　molhit　asraxi　!uqlun　p!en-tehnikini　!　,　¶　　¶　¶゛'

b這味ll,i!kti8at　ijtimai　!kurulma　m!edini　m!ewjut　b･olux　x!eknni　k1鉉aJy1皿.

R-≫u　birinqi　m!enidin　eytlkanda　mu!hit　asrax　!uq!un　p!en-tehnikani　!　1　　1er　l　ihx

k血JI,ihtisadi　j!e　miy!etning　!kurulmisi,　m!ediniyetning　m!ewjudiy!et　usuhni汰a紅a

ほ1ax　ixidur.

data[7o]=近代の科学や学問は自然を細公化し､分析することで自然の本質を脆訟包Lし

孟立と立たが､その過程で自然そのものを旦去公､人間を自然の外の世界に喬互ものと鎧

覚した｡

->ye!kin!ki　zamanning　p!eni　!k!e1!em　t!ebi'!etni　゛　'　1　1　'↑　　,a迦辻■ユkj』忿

uljJj!k　t!ebi'　!etning　ma!hiy!etini　皿ka£nay　d!ep　£k皿逗加1⑤　,uning　j!eryanda

t!ebi'!et　!ozini孤!kjjjぷL⑦,insanni　tlebi'!etning　s1rt!ki　dunyj蚕ki　n!ers!e　bnlen

　　　l　゛1　'　゛.

R-≫ye!kin!ki　zaman　p!enhri,　ehmhri　t!ebi!etni　‘　'　1　1　1ul　,n11　!　';　､1　゛゛1

t!ebi!etning　ma!hiy!etni皿k皿hy　d!ep　匹1必攻Q,!exu　j!eryanda　t!ebi!etning　lozini

ydai祠1,insaniy!etni　t!ebi!etning　s1rt!ki　al!em池ki　n!ers!e　dlep　　'　''‘i,

data[71]=人類が獲鏝kた文明社会の繁栄と利便を雌遊kユ2､自然との共生と調和を這

ることぱ言うべくしてむずかしい課題で灸互｡

--≫1nsanlar　erix!kan⑦m!ediniyletりtimai　g!umnix　b11!en　!kolayn!kni　alkla五lij泌,

t!ebi'!et　bi1!enning　orta!k　yaxaxi　bn!en　mashxixni　Q油1瓦④　!　1　1　　　　゛　゛　1　'゛
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⑤!kiy仙�esU!e　｡

R.≫insanlar　泌池址n　mlediniy!et　j!emiyitining　g!umnixi　bn!en　!kolayli!kligini

a瓜h廻這垣,t!ebi!et　bUlenki　orta!k　yaxax　bi1!en　t!engpunglu!kn1　匹L皿jx1必必£ka

te　2　1､張'sl　､jile　!kiyin　m!esih函JJ:｡

datal721=たが､それを克服する_ことなしに人類の明日ぱない｡

-≫bira!k　,　uni　hati�e　!k111x　tluzμi　insanlarning　!etisi　yolk　,

R-≫biralk　,　uni　hatim!e　lkilixtin　sirt　insanlarning　klelg!usi　yo!k　｡

data[731=烈立右互時間は決して多くはない｡

-≫汰daJl　zaman　!h!eΓμz　k!op　mi!kdari　yo!k　･

R-≫汰庇an　wa!kit　lh!ergiz　k!op　yo!k　,

data【741=｢あとは野となれ｣は許されない一環境の世紀への提案

-≫｢iz　dala　bl　｣･一､!　1山　　　　-mo!hitning　!es函面ling　k!orsitixi

R.≫　｢!kaldisi　dala　kl　｣　.　?　,¶　'!j　　　　　-　mo!hitning　!es1rig!e　bo1!gan　t!ekhp

data[75ド千二百年あまり前に主えた平城京は臭い都たった､と才測されている｡

-.>ming　ikki　yluz　yil　anq!e　ilgirig!e　ぬUU皿仙m　Heijokyo　pura!k　payt!ehti　idi

dep　!ki　　lk゛　iniw　゛　u　,

R->ming　ikki　y!uz　yU　ngiri　仙m池瑶址n　heijokyo　sesi!k　payt!eht　idi

dep　lk1　¶dh　i　ai　u,

data[76]=遺構や亙云ま江た建物をみると､壮大なスケールは誇っていたようだが､生活

廃棄物によユヱ､環境が次第に悪化していったらしい｡

-->!kaldu!k　azganar　kほ誕皿汝aL⑤　!oy-imar!etn1辿u血a,!gay!et　k!o1!em

　!　゛1　　1　　!　　ljj　　　,turmux　taxlandhrigle　皿u�n,mo!hit　neri,ber1!ga

　　'゛　1　　1　.

R->!hldu!k　azganar,　1　1!　1　1　1　1　!oy-imarletg!e　!kariaa　,　uning　!gay!et　zor

k!ohmidin　　･jr!　1　･　1'゛　　,turmux　taxlandmrigle　韻皿�n,mo!hit

t!edriji　　r‥　　!　　･

data[77]=近年の発掘では当時の地表から寄生虫の卵が大量にみつかっている｡

･-≫ye!kin!ki　ymaming　!kezixi　!eyni　wa!kittining　y!er　y!uzidin　parazit　lkurutning

tuhumi　zor　mi!kdarda　k垣lj五辿凶l⑤.

R->ye!kin!ki　ymardiki　!kezi】皿Uarda　!eyni　walkittiki　y!er　y!uzidin　parazit　!kurtining
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tuhumi　zor　mi!kdarda知丿辿.

data[78]=トイレとして吏用されていた溝の中だけでなく､道路や庭からも鬼監さ血た｡

--≫!haj!ethana　ぬ1p豆id瓦jxほ逗血n　azgalning　iqnamda　yolk　,yo1　!hoyhdinmu

m｡

R.>lhaj!ethanaぬ4滋這佞返斑泊訟J!　azgalning　iqilam　!em!es　,yol　!hoylidinmu

心,

data[79]=街区はおおむね平地だった｡

--≫koqilar　asas!en　t!ekxilik　idi　,

R-≫koqilar　asas!en　t!ekxihk　idi　,

data[8ol=大雨が降ると､溝によ七Vぐいた不潔な水かたちまち周辺に広左ユたと崖涸宜

れている｡
-

-≫!kara　yam!gurM山g1盆,azgal!ga包ht迂gan⑤m!eyn!et　su　!hle　digiq!e　!etrap!ka

ku包3辿1dep'　'　'　''　゛　゛

R-≫!kara　yamlgur　yal彗sいazgalda　l　　　l　　　m!eyn!et　su　!h!e　digiq!e　!etrap!ka

k4泌必皿dep　l　j　l.'゛゛　　　j゛　　●

data{811=都大路にも貴族の家の庭にも異臭が漂っていたのたろう｡

->Unknwn!gimu　a!kseng!ekning　!oyl!uk　!hoyh!gimu　sesi!k　pura!k　'　1　!e　　　　l

心,

R-≫todaijidlemu　a!kseng!ekl!eming　!oyhrinig　!hoyhhrid!emu　sesi!k　pura!klar

¶　11　　　　゛1　　゛｡

data{821=疫病が鬼ま七乞丈公条件を　えていたのである｡

--≫waba　Um滋血蕊k④x!ertni汝km玩改xl　.

R,>waba　　　　l　　　　　　.‘l　　xlertk!e址泌｣迫Uga｡n｡

data[831=奈良の大仏を鎧宜主旦際には､大量の銅を箆里kた互公､環境破壊が起互たよ

皿｡

-≫Narining　qong　buddisini孤錯泌な皿qa!g!ka　,　zor　mi!kdafdijkining　mis屈

1xhtk�n⑤!u･q!un,mo!hit　w!eyranqmlgi辿猛1辿忿皿.

R-≫Naradiki　qong　buddisinl孤鑓ぬ■邸,n　qalgda　,　zor　milkdardiki　mi8ni

辿冶1謐a1な1!uq!un,mo!hit　w!eyranqm!gi辿延訟as必n,
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data【84]=ある学者は､銅精錬によ灸重金属廃棄で公害が鬼生七､疫病も無わ号て､長岡

京への遷都を余儀なくされたという仮説を述べている｡
　　　　　　　　　--

--≫bar　alim　,　mis　tawlaxig!e　a鑓旦hu焉泣n　e!gir　metal　bir　t!erlep　!kmxida　omum1

bul!ginix　h溢L址山4!,wabimu泌巡這斑レNagaoka-kyo!gining　payt!eht　y!otk!exini

j　゛b　了　!　£玖ydjlgaj!　p!er!ezn.i　a¶゛`･tiju⑤｡

R->m!elum　alim　,　mis　tawlax!ka　as辿匯I応降n　e!gir　mital　bir　t!er!ep　!kilixta　omomi

bul!ginix出旦這L｣辺ム雄,wabamulk狸ulMJI　,　Nagaoka-kyogle　payteht　y!otk!exk!e

�゛buり1!　　必公♭な皿p!er!ezni　h邱瓦!k辿降n,

datal851=東京都が二十回年ぷりに登丘kた｢東京ごみ白書｣につぎの一節があ凌｡

--≫p･ayt!eht　Tokyo　yigirmle　t!ot　yil　olgl　qili!gl!ga　‰¶ul　　!　　q　　　　rTokyo　!ehllet

to!grisidiki　a!k　kitapi　｣!ga　t!owlendikid!ek　bir　b!eld!em　hjr,

R-≫payteht　Tokyo　yigirmle　t!ot　yn　l　'　.　　'j　t'　　｢　Tokyo　!ehllet　to!gri8idiki　alk

kitap　J　da　t!ow!end.ikid!ek　bir　abzas　hjr　,

data【861=｢ごみ問題の対応は､都市の帰すうを法するもので盛左､一つ対応を註をな五

ば､都市自体の存続が危うくなる-　　　　　-

bolidu. ｣

JO

--≫　｢　!ehl!et　m!esihsining　t!edbiri　,x!e!h!erning　t!e!kdirinH　!　'　¶　･田　,n!er8!e

址山4!,bir　t!edbirnH　　‘　゛dl'　　　　　,　x!e!h!er　!ozining　dawamhixi　h!et!erlik　b逗丿也1

--｣,

R-)｢!ehl!et　m!esmsining　t!edb函,x!e!h!eming　t!e!kdirini　1　1　1↑　jl　　n!er8!e

hd収,bir　t!edbir　　j　jl'　　1　,x!e!h!erning　!ozining　dawamhxixi　h!etlerlik

data[87]=奈良時代､いやそれよりずっと昔から現代に呈互恚ヱ､日本人は同じ悩みを抱

えてきた｡
-

--≫Nara　d!ewr1　,　yo!ksu　udin　hehb!ek　burundin　!hazir!ki　!zaman!ga　七吐如訟,Yapon

ohxax　Japlm　　ml　le　　　↑1

R->Najra　d!ewri　,　yolksu　udin　hehb!ek　burnisidin　!hazir!k1　!zamangiqe　,　Yaponlu!klar

ohxax　!kiyinqm!kn1　“　　l　i　!　1　¶　に

data[88]=為政者が廃棄物の処理に　を　らなかった､あるいは無神経だったところに一

番の原因があ五ようだ｡

--≫!h!ok!umdar　taxlandilarning　b1rterep　!kUixilga　'　!　1　¶　↑'1'､①　,yak1

yo!klu!k　!es!epi　idi　y!ergle　birinqi　s!ew!ep　hM　｡

R->lh!ok!umdarlar　taxlandnarni　b1rterep　lkiljx!ka　゛　1　¶徊　1　゛　゛1　　,　yaki　zelhninl
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ixl!etmig!en　y!erd!e　blrinqi　8!ewlebi　hr

data[891=厘剋互ゴミ処理法開発

->k砥k辿汝皿⑤!ehllet　b1rterep　lkih　usul　aqihxi

R-≫　　i　゛　1　1　　!eh1!et　birterep　!kilix　usuhning　aqihxi

data[901=生活廃棄物の処理はどの時代でも政策面ではないがしろにされていた｡

-≫turmux　taxlandilarining　birterep　!kmxi　!kaysi　d!ewrdimu　siyas!et　j!e!h!eti

+++　1　¶.','1　　　④　｡

R-≫turmux　taxlandihrini　birterep　!kilix　!kaysi　d!ewrdimu　siyas!et　j!e!h!ett!e　h�辿Jm

　l　　,､1　､¶　　　　'｡1　　　.

data[91]=その結果､ゴミ､し尿などは田畑の肥料に主互のがせいせいで､多くは近隣や

野山に放夏し､川や海に垂れ流しにした｡

-≫uning　n!etij!e　,　!eh1!et　,　pixap　lkatarli!klar　etizning　o!guti!ga　!kihx　yahxi　!kil!gini

bolup　,　k!op　milkdari　ye!kin　!etrap　dala　d!onglar!ga　d　ヽl　uu　,d!erya　dengiz!ga

d辿辿ユkj辿⑤.

R-≫uning　n!etij18id!e　,　!ehl!et　,　pix!ep　!katarli!klami　etizlarning　o!guti　lkUix

yahxi　lkil!gini　bolup,　k!op　m1!kdari　ye!kin　!etrap,　dala-dlonglarg!e　　　　'u,　　タ

dlerya　dengiz!ga　di血笠1溢h必n,

data[92]=おおむね自然の分解カを頼りにk工巳たので亙互｡

-≫asas!en　tlebi'!etning　parqUaxi　ilktidarni　tayanq!ka　汰氾gan　･

R.≫asas!en　t!ebi'!etning　yemirix　i!ktidarni　tayanq　汰辺彗an,

data【93]=かつて｢ゴミ捨て場｣｢ゴミため｣などは､日本人の生活に蜜豊k工泣た｡

->!hiqlkaqanr!ehl!ethana｣｢!ehl!et　sandu!ki　』!katarhlklar　,　Yaponning

turmuxi!ga　1　　1　　1　　一

R-≫!oz　wahtida　rleh1!ethana｣『!ehl!et　sandu!ki　｣!katarh!klar　,　Yaponlu!kh1rning

turmuxilga　'　1　　　¶　　　●

data[94]=ドブ､川､海にもゴミを捨てていた｡

--≫azgal　,　d!erya　,　dengizlgimu　!ehl!etni　辿画泌u1,

R->azga1,dlerya　,　dengizlar!gimu　!ehl!etllerni辿応汝皿.

data[951
-

- 明治以降､いや戦後しぱらくたっても､さほどの変化はなかったといえよ_う｡
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--≫Me示din　kiyini　,　yo!ksu　uruxtinkeyin　b1r　m!ezμlots!emlll⑦,unqining　!ozμΓ1xi

yo!kk!en　l　i　kle　b　h　u‥

R->Me示din　kiyin　,　yo!ksu　uruxtinkeyin　bir　m!ez面油這n辺,unqiwala　!ozgirix　yo!k

ll.ix　.!e　o:I　.

data[961=『はきだめのツル｣のような言葉が日常的に使われたのも､そんな環境と無縁

ではない｡

--≫｢!eh1!ethanining　turnis1　Jli!k　s!oz　da'im辿ほU咄mmu⑤,anqilik　mo!hit　bil!en

munasiw!etsiz　!em!es　.

R->｢!ehl!ethanining　turnisi　Jg!e　ohxax　s!oz　da'im　1　　1　゛　¶　　ilj　　,lexunda!k

molhit　b11!en　munasiw!etsiz　!em!es　｡

data{97]=江戸時代の日本ぱ比較的清潔たったと辻立外国人の感想もあ凌｡

--≫Edo　d!ewrining　Yaponiyisi　bir!k!ed!er　pakiz　idi　恚雌盃汝an　q!et'!ellikning　tles1ratimu

W｡

R-≫　Edo　d!ewridiki　Yaponiy!e　b･ir!k!ed!er　pakiz　idi　d包y血址an　q!et'ellikl!erning

t!esiratimu　t煕r｡

data[98]=しかしそれは､平城京のような内陸部と違コエ､ゴミの捨て場になる海が都会

の近くにあったからだ｡
　　-

-≫lekin　u　,　Heijokyoning　iqkiri　jaylar　bil!en　dxim4!⑧,!ehl!etning　t!ok!ux　orisi!ga

bhdj為回l　dengiz　x!e!h!erning　!etrapi!ga　h均ほnmhjjn　｡

R-≫lekin　u　,　Heijokyodek　iqkiri　jaylar　bU!en　池xim旦盆in,!ehl!et　t!ok!ux　orni　址由恚泌m

dengiz　x!e!h!erning　ye!kin　!etrapida　辿訟辺U江k仙ldur　,

data[99]=自然の浄化力がまだ､当時の人口(江戸中期で約百万人)が坦主廃棄物の量に

見合っていたのであ凌｡

--≫t!ebi'letning　saplaxi　i!ktidar　tehi　,　!eyni　wa!kittining　nopusi　(Edo　ottura　dlewrid!e

t!ehm�en　y!uz　t!um!en　ad!em　)yo必k辿d£叙n　taxlandhming　ml!kdarl!ga　k改a

心,

R-≫t!ebi'!etning　saplax　l!ktidari　tehi,　leyni　wa!kittiki　nopu8　(Edoning　ottura　dlewride

t!ehmin!en　y!uz　t!um!en)底k泌恚辿m　taxlandhrning　milkdarl!ga　包泌aLk滋咄m.

data[100]=その昔､欧州の都市ぱし尿処理などの面では､日本以上に不潔たったらしい｡

-.>uning　burun　,　Yawropining　x!e!h!eri　pixap　birterep　!kihxi　!katarh!klaming　j!elh!etl　,

Yaponiy!e+十十igle　m!eyn!et　ididlek　･
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R-≫xu　zamanlarda　,　Yawropaning　x!e!h!erhri　pixep　b･1rterep　lkilix　j!elh!ettle,Yaponiy!e

dinmu　blekr!ek　m!eyn!etqilik　ik!en　,

data[101]=ロンドンもパリも汚物の臭気に満ちていた時代があった｡

--≫Londonmu　Pari!zmu　paskina　n!ersining　sesi!kqili!gi!ga　辿m山出血n　d!ewr　boldi⑤,

R-≫Londonmu　Par1!zmu　paskina　n!ersil!erning　ses1!kqili!gilga　k�mL証g址n　d!ewr

心,

data[102]=ところが産業革命以後､大都市では下水道が急速に整備された｡

-≫!eksiq!e　sana!et　in!kilawi　keyini　,　qong　x!e!h!er　paskina　su　e!kitmmril　tiz　s!ur!et

　｣1　1　1　1u　lu　'⑤｡

R-≫!eksiq!esana!et　inlkilawidin　keyin　,　qong　xle!h!erl!erd!e　paskinasue!kitmihril　tiz

s!ur!ett!e　!　1　　1　1　1　　1　　1　　.

data[i03]=一方､日本は､あとは野と,なれ山と怠血式の処理法を､後の時代まで連綿と

゛き継いてきたと牡えよ斤｡

-≫y!en!e　bir　t!er!eptin　,　Yaponiy!e　,　iz　dala　hkほ⑧d!ong　h辿垣⑧x!ekilning

birterep　!kihx　usuhni　,　keyinki　d!ewrgiqe　十十十bi1!en　　　m　　u　t　u　!e1　1　£豚返k址

心｡

R-≫y!en!e　bir　t!er!eptin　,　Yaponiy!ed!e　,　!kaldisi　dala　辿l　d!ong　bl　x!ekildi〕ki

birterep　!k111x　usuhni　,　keyinki　d!ewrigiqe+++!kilip　　　lxtu　　!　!　n必yjxk泌

bolidju　｡

data[104]

た.

-

- 江戸時代､江戸のゴミは永代島(埋め立て地)に盗ヱ互仕組みが出来上がっ

-≫　Edo　d!ewri　,Edoning　!ehl!eti　Eitai　arali　(

心⑤!kulm辿盆dj⑤

R-≫　Edo　d!ewrid!e　,Edoning　!eh1!ethrini　Eitai　arah

t�k這i辿m!klm心

tindurma　y!er　　)　!ga

tundurma　y!er) !ga(

data[105]=ゴミが海に隻圭左､河口や海岸を浚渫した砂泥なども加主と2工､広大で平ら

な新しい土地を　'することになる｡

--≫!ehl!et　dengiz!ga　y辿誕i,d!erya　!kuyulma　dengiz　boyini　一　　､''

1at!ka　!katarh!klarmu　!辿XMh垠,bipayan　t!ekxi　yengi　tupralkn1　函x'ao1゛④｡

R-≫!ehllet　dengiz!ga　yjlgjJjJI,d!erya　!kuyulmasl,　dengiz　boyidin　　　,;　　¶　¶　　1at!ka

i!katarli!klarmu辿巡l山4,bipayan　tlekxi　yengi　tupra!kg!e　erixjklen　･



data【10司=もっけの幸いとばかりに､そこに街を⊇くる.

--≫十十十b11!enlam　,　u　y!erg!e　koqini汰辺丿也1,

R->blehtslz　iqidikl　bleht　dig!end!ek　,　u　y!erg!e　koqa　!kuj血l,
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data[1o71=近代になればエ場地帯とL､さらに飛行場､ゴルフ場や高層住宅も出圭た｡

-->ye!kinlki　zaman!ga　b辿1　zawut　rayoni　d!ep　kuこaJI⑤,tehimu　ayrudurum　,　gohf

m!eydani　k!op　!k!ew!etlik　tural!gu　jayimu　汰出訟i,

R-≫ye!kin!ki　zamanda　holsa　zawut　rayoni　khjJ,　tehimu　ilgirhg!en　!halda,　ayrudurum,

go1汀m!eydani,k!op　!kle妁氾UdごEi雨油乙m4ほ即血出U④｡

data[1081=東京や神戸では臨海部埋め立て地の副部心化が産立訟拡た｡

--≫Tokyo　Kobe　dengiz　boyi　!kisim　tindurma　y!erining　!koxumq!e　x!e!h!er　m!erk!ezilaxix

心

R-≫Tokyo,　Kobe1!erd!e　dengiz　boyidiki　tundurma　y!er1!erni　!koxumq!e　x!e!h!e『

m!　h　ig!　yl　d　心

data【1091=日本は元来が平地の少ない土地柄だから､埋め立てを進進生炎政策も遼四立｡

--≫Yaponiy!e+++t!ekxilikning　az　tupra!k　b!uld!uΓμilktin　,　tinduruxni　jよgjエi

心出趾辿m④siyas!etmu　boldl⑤.

R->Yapon.iy!e　!eslidle　t!ekxihk　az　bol!ganh!ktin,　tundurux　ni　U血吐叉uム込siyasletimu

心.

data[1ool=しかしゴミで新たな国土を隻包k工丘左のは､四方を海に囲まれた島国の甘

えによるものだ｡

-.>lekin　!eh1!ett!e　yingi　w!et!en　tupri!gini　l,　1　　;　　　　　゛　　　,　t!ot　!etrapni

d　゛''　　1　④aral　d!olletining　leknig!e　uuhuなan④nlers!e　｡

R.>hkin　lehl!ett!e　yengi　w!et!en　tupri!gini　l　　l　　j　　　　-i　'　,　t!ot　　!etrapi

　l　sl　　嚇　1｢　　　'　aral　d!01!et　ik!enligig!e　!ekH!extin　khぶ凶逗lkan　n!er8!e.

data[111]=海岸を国境と主む滋おのずと明らかだろう｡

--≫dengiz　boyini　d!ol!et　qegra　d!ep　汰aヱ辿1　!ozidin･!ozi　ayding　boluxi　m!umkin　,

R->dengiz　boyini　d!ol!et　qegra　dlep　!hΣla　!oz-!ozidin　ayding　boluxi　m!umkin　,

data{1　121　=隣国を優k､そこにゴミを造工工包互ことに盆互･

-≫hoxna　d!ol!etni　'　'e　'　'　i　゛　,　u　y!erg!e　!eh1!etnl辿必s出x⑤!ka　boh(hl｡
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R-≫hox､nad!ol!etllemi　l　　¶　　1　r　'　1　,　uy!ergle　!ehllet包x址笠滋!ka』1　1x　boUd-u　･

data[113]=現在でも､産業廃棄物の多くは埋め立て用に使われる｡

--≫!hazirdimu　,　sana!et　taxlandilarining　k!op　mi!kdari　tindurux　!uq!ung!e　ixlitilidu　,

R-≫!hazirmu　,　sana'!et　taxlandihrining　k!op!unqisi　tundurux!uq!un　ixlitilidu　,

data[114]=燃え五ゴミは､とりあえず焼却すしるようになったか､服は逼並丘剋､これも

海を埋めることになる｡　--

-≫辿面戯汝皿!ehl!et　,　!haz1rqle　!　　'　rid1!　･　址趾函,k!ullkぬm山雄,bumu

dengizni仙這m尨£kl!⑤bddu｡

R-≫k泌y這j!gan　!ehl!et1!erni　,　!hazirq!e　¶　,1　'il　　hJjjyQ　,　k!ul　Uahu･Lhll!　,　bumu

dengizni包盛皿辿g皿b必dL

data[1　151　=欧州では大陸の中で､多くの国が国境を接している｡

--≫Yawropa　!kuru!klu!kning　iql　,　k!ophg!en　d!ol!et　1　11　　　''1　1z“w‘　ほ).

R.≫Yawropada　!kuru!glu!kning　iqid!e　,　k!oplig!en　!eH!er　i　゛　゛゛　　゛　u　,

data[116]=そのため､どの国でも廃棄物処理やゴミ焼却に　,､土をとがらせている｡

-≫　xuning　!uq!un　,!kaysi　d!o1!ettimu　taxlandnar　birterep　!kilixi　!ehllet

k!oyd!ur!uxig!e　l　¶　゛十十十1　1　④,

R-≫　xuning　!uq!un　,!kaysi　leldimu　taxlandnarni　birterep　!kilix,!ehllet1!erni

k!oyd!ur!uxk!e　¶　　　　　　'　　'　　　希

data[117]=隣国から文句が圭な公ように主剋⊆這､自国内での完全処理が必要だ｡

･-≫　hoxna　d!ol!ettin　narazUi!k,1　　1　j¶　　　!kmx!ka　,!oz　d!o1!et　iqining

muklemmlenik　b1rterep　!kihxi　z!or!ur　･

R-≫hoxna　d!ol!ettin　narazih!k　1　　1　　゛1　　1kmxLki1　,　!oz　d!ohti　iqid!e　m!uk!emm!el

birterep　lkUix　z!orlur.

data[118]=有毒ガスの排出基準は国ごとに旦盆互だ､日本に比べると相当厳し《､きめ

細かに　　されているとn立｡

--≫z!e!h!erhk　gazning　ql!kajrix　!olqlemi　d!olletk!e　hxlk辿yQ④,Yaponiyigle　sehxtur8a

heli　!katti!k　,　1nqikmk　!　1'゛''⑤血lμM④｡

R-≫z!e!h!erhk　gazlarning　qi!karix　!olqimi　¶.¶　1　1　　　　　-.゛　　　,!emma

Yaponiyleg!e必Lix包£銘heh　!kattilk　bolup,　inqik111k　bil!en　'　i　'゛　'　　Qhxayda1,
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data[1　191　=自然､ゴミ収集の手法や焼却炉の開発などが崖尨ことに皇互｡

--≫t!ebi'!et　,　!ehl!et　toPlaxining　usuli　oqa?kning　aqilixi　lkatarli!klar仙函丿瓦x⑤k!e

bolidu　｡

R->t!ebi'!et　,　!ehl!et　ye!μxning　usuh,　oqa!klarning　eqillx1　!katarli!klar　出山湿a辻心ほnix

m.

data[1201=島国の甘え抜ヱ圭立

--≫aral　d!o1!etining　!ekihp　包xlay⑥

R,≫aral　!e　k11!exni　這咄JI

data[1211=日本は､ゴミ焼却も永らく安易な方法を巫Uエヒた｡

--≫Yaponiy!e　,　!ehl!et　k!oydlurluximu　hehuzun!giq!e　asan　usulni　!k息nanLga』1,

R-)Yaponiyle　,　!ehl!et　kloyd!ur!uxtimu　heh　uzun!giq!e　asan　usuln1　1£函息£g12uL

data【122]=単に燃やすだけと包立原始的なやり方た｡

--≫ple!k!et　'　!　'　　⑤d池泌辿m　iptida'i　usul　｡

R-≫ple!k!et　'　!　如　　d包y趾池m　iptida'1　usuldur.

data[123]=煙はほとんど海に流れて行くので､どこの国からも苦情はこな公｡

->is　dig!ud!ek　dengiz!ga　ほ油jM滋x④,!hiq　!kaysi　d!ol!ettinmu　dat　k公m汝y血l｡

R-≫islar　dig!ud!ek　dengiz!ga　,u　b　゛"　‘'t゛　,　!hiq　!kaysi　!eldinmu　dat

心,

data[124]=このためゴミ焼却の技術開発は､欧州より相当1れをとっているとい‰

-->　bu　s!ew!eptin　!ehl!et　k!oyd!ur!uxining　tehnika　aqihxi　,Yawropidin　heli

　le　jd!　l　nh　'S　!e　l　n　l　　l゛!　　¶　　④｡

R-≫　bu　s!ew!eptin,lehl!et　k!oyd!urlux　t!ehnikisining　eqihxi　,Yawropidin　heli

　le,゛1､!　　1　　　1e　.

data[125]

m.

=近年は各自治体の努力によ立､排煙に含圭剋互有毒ガス類は大幅に波2互と

->ye!kin!ki　ynlar　!h!er!kaysi　aptonom　g!ewdi8ining　t函xixig!e皿u泌n　jsk!e　柘zjQ,ig址

盛n這4皿⑤z!e!h!erhk　gaz　tipi　k!op　mi!kd､ardaazman①d!ep血ui■LM.

R-≫ye!kin!ki　ymarda　!h!er!kaysi　aptonom　g!ew�!eming　t函xixigle韻辿皿,islar訟ニ

泌凶u1な皿z!e!herhk　gaz　吻)hri　k!op　mi!ktarda　azlidi　d!ep　lkarindu　,
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data【1261=よ鑓左とよ､海側に隣国か喬互としたら､さらに厳しい取り組みが必要になる

に違いない｡

-≫gしkrql£,dengiz　t!er!epig!e　hoxnad!o1!et　hM　d!ep　!karisa　,　tehimu　!katti!k　kirixix

z!orlurkUぬほn池x蛍回と孤tk｡

R->必凋瓦xunda!k　bolsimu,dengiz　t!er!ept!e　hoxna　d!o1!et　hr　d!ep　!karisa　,

tehimu　!katti!k　klrixix　zlor!ur　b瓦d逗ほah!gi訟皿血nd皿,

data[127]=ゴミ焼却の排出物に居沈凌日本とドイツの場合を比べてみる｡

-,≫ !ehl!et　k!oyd!ur!uxining　qi!k泌lmilari!ga　類汝!血凶!　Yaponiy!e　bil!en

G1rmaniyining　!e!hwaiini　i　　u　b　l　゛　⑥　,

R->leh1!et　k!oyd!uruxtin　q1!k!kan　qi!kirilmilar扱址出必a　Yaponiy!e　bil!en　G1rmaniy!e

ning　!e!hwalini　　‘　　　　　　1　　1に

data[128]=日本で排出基準がiけられている物質は､ダスト(主としてばい煙)､塩化

水素､二酸化窒素､二酸化硫黄､ダイオキシン類の五種だけだ｡

-≫Yaponiyid!e　ql!karix　!olq!emi　　j　゛　゛　'山(ES)madda　,　tozunda(asas!en

klom!ur　t!ut!un　),xolta　!hidrogen　,　azot　qala　oksidi　,　g!ungg!urt　qala　oksidi　,　sonotame

tipili!k　b!ex　hiHam　,

R.≫Yaponiy!ed!e　qi!kirix　!olqimi　逗汰迂i址趾n　maddalar　,　tozunda(asas!en　klom!u『

t!ut!un1),xolta　!hidrogenl　,　azot　qala　oksidi　,　g!ungg!urt　qala　oksid1　,　dioksin　tipidin

ibar!et　b!ex　h111am　｡

data[129]=一方､ドイツには､この五種のほかにフッ化水素､―酸化炭素､水銀､カド

ミウムなど六種があり､計十一種が規制を受けてい_る｡

-≫y!en!e　bir　t!er!eptin　,　G函皿niyig!e　,　bu　b!ex　hUningdin　bax!kisi!ga　pos公)r!h油7ogen　,

karbon　ok8idi　,　simap　,　kadmium　!katarh!klar　alt!e　hil　blMp　,　jlem　on　bir　hil　q!ek1!exni

心,

R-≫y!en!e　bir　t!er!eptin　,　Girmaniy!ed!e　,　bu　b!ex　hildin　bax!ka　posfk)r　!hidrogeni　,

karbon　oksidi　,　simap　,　kadmium　!katajrlilk　alt!e　hH　bar辿】油l,j!emi　on　bir　hU　madda

q!ekhmig!e　uQa五盆idM　,

data[130]=個々の物質の排出量に2七回⊇巫規制は算出方法の違いなどが息左､一概に比

較患圭な公｡

--≫lh!er!kaysi　maddi　qi!karix　milkdari　扱池蛍凶址ng　q!ekl!exl　!hisaplax　usuhning

pler!gi　lkatarli!klar　hΩ1uぶ,blr　yol　bi1!en　sehxturux　lkムlma以Lll⑤｡

R->!h!er!kaysi　maddhrning　qi!kirix　mi!kdar1訟如辿ほl　q!ekhm!e　!hisaplaxusuhda



p!er!khhぷ,bir　yol　bU!ensehxturlgili辿辿心址

data[1311

互.

-

一
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しかし塩化水素の数宇を見ると､日本がドイツの七十倍も緩やかになってい
　　　　　　　　　　　一　　　一

-->lekin　xolta　!hidrogenning　iditini　lkarisa　,　Yaponiy!e　Girmaniyili!k　y!etmix　!h!essimu

box玩)liw忿idu　｡

R-≫hでkin　xolta　!hidrogenining　iditi!ga　泌迂i皿

y!etmix　!h!ess!e　box　h逗1翌L息丿也1.

Yaponiy!e　Girmaniy!edin

data[132]=例外はあ互よゴとたが､全体とLヱ日本の基準は甘いと認めざるをaない｡

--≫istisna　ar　!　kJk山u　,!h!emm!eぬu出丿包⑤Yaponiyining　!olq!emi　box　dep

‘t'　161m　bo

R-≫istisna　b　rd!　　lkilidu　,omum!en　kな皿ム　Yaponiyining　!olqimi　box　d!ep

1‘r　l　i　　　　a　t｡

dat吋1331=ゴミなどの廃棄物は地域内処理が原則で塵凌｡

--≫!ehl!et　!katarh!klarning　taxlandilari　rayon　iq　birterep　!k11汝i　p1rin81p　･

R->!ehl!et　!katarli!k　taxlandilar　rayon　iqid!e　birterep　!kilixi　pirinsipd3uy

data[1341=現在の行政では自治体レベルで処理されるが､その前提と長工国の厳しい方

針が必要だ｡

--≫!hazir!ki　m!emuriy!et　aptonom　g!ewd!e　d!erijisid!e　',.　　'゛゛‘　,

aldinlki　x!ert　ぬ4滋這恒d!ol!etning　lkatti!k　瓦ngzhen　zlorlur　,

R-)!hazir!ki　m!emuriy!ett!e　aptonom　g!ewd!e　boyiq!e　1　　-¶-'･'

ald�ki　x!erti　ぬ賑坦d加d!o1!etning　!katti!k　angzheni　z!or!ur｡

unmg

unmg

data【1351=ところが実際には､日本を一地域と迩包L､外へはゴミも有毒ガスも出史な

い､とい゛理念がきわめて薄い｡£!､こいつ

-≫!eksiq!e　!emmy!ett!e　,　Yaponiyini　bir　rayon　bn!en　n山aplall　,　8irtk!e　!ehl!etmu

z!e!h!erlik　gazmu　ilk迢lnay恚1,£登yd辿gan　lgay!e　intayin　sus　,

R-≫!eksiq!e　!emmy!ett!e,　Yaponiyini　b1r　rayon　d!ep　lhjj泣pJj垠,8irtk!e　!ehl!etmu

z!e!h!erlik　gazmu砥£ka工m瓦y也l,£恥jjgan　!gayle　intayin　su8　,

data[1361=国の規制は不思議なことに､ゴミ処理に風丈互麦左緩やかなのである｡

-->d!olathk　q!ekllex　!ej!ephnlerhk　!em!elg!e　,　!ehl!et　birterep･　!kmxi!ga　辿g咄必a

q知必lx　box　｡
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R->d!ol!etning　qleklimisining　!ej!ephn!erlig1,　!ehl!et　birterep　!k止x　to!‘sida　bolsa　box,


